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この報告書 は,日 本 自転 車振 興会か ら競輪収益 の一部 である機械工業

振興 資金 の補 助 を受 けて昭和51年 度 に実施 した,「 海 外の要員 教育等

実 態調査 」の一環 と して とりま とめた ものであ ります。
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本 報告 書 は,通 商 産 業 省 主 催の わ が 国 の 「情 報 処 理 技術 者 試 験 」に類似 す る

海外 の制度 として,DataProcessingManagementAssociation(米 国)

B・iti・hC・mp・ …S・ ・i・・y(英 国) ・ お よびN・ ・i・・alC。mp。 ・i。g

Centre(英 国)の3つ の 機 関 の 認 定 制度 を採 り上 げ
,そ の 調 査 結 果 を ま とめ

た もの で あ りま す。

こ こに,こ の 調 査 に ご尽 力 いた だ いた 関 係 各 位 に心 か ら感 謝 の意 を表 します

と と もに・ この報 告 書 が 関係 各方 面 に広 く利 用 され ,わ が 国 に おけ る情 報処 理

技術 者 育成 の 一助 に な りま す こ とを 念願 す る 次第 で あ ります。

昭和52年3月

(財)日 本 情 報 処 理 開発 協 会

情 報 処理 研 修 セ ン タ ー

所 長 山 内 二 郎
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1.は じ め に

ρ

∀

1.1本 調 査 の 目的

通 商産業 省が主催す る我 が国 の情報処理技術者試験は,情 報 処理 の発展 の中

核 的役割を果 すべ き情報処理技術者 を育成確保 し,彼 らに知識 ・技術 の 目標 を

示 し刺激を与 え ることに よってその技術 の絶 え ざる向上を図 り,ひ いては情報

処理技術者 の社会的地位の向上 を図 る ことを主要 なね らい としている。当試験

制度 は,昭 和44年 か ら実施 されて;IS・り,当 初は第1種 情報処理技術者試験 と

第2種 情報処理技術者試験だけ であ ったが,昭 和46年 には,新 たに特種情報

処理技術者試験 が追加され今 日に至 って いる。 この間受験者 も年 々増加 し,す

で に 約2万 名 に の ぼ る合 格 者 が 輩 出 し,情 報処理技術者 の育成確保 な らび

に彼 らの社会 的地位の向上 な どにかな り貢献 してい るもの と思 われ る。

とはい うものの現在の試験制度 が完 全 な ものであ り,目 標 に対 して十分機能

して いるとい う保証はない。 そのために種 々の実態 を調査 し,本 試験制度の改

善 に資す る よう努 力が続 け られて きてい る。 その一 環 と して,我 が国 の"情 報

処理 技術者試験"に 類似 の海外 の試験 制度 を調査 し,今 後 の情 報処理 技術者試

験実 施のため の有益 な資料 とす るために本調査 が行 われる運び とな った。

1.2調 査 対 象 と調 査資 料

我 が国 の 情 報 処理 技 術 者 試験 に類 似 す る海 外 の 試験 制度 と して念 頭 に お い た

のは米 国 と ヨー ロッパ とで ある。過 去 の 海 外 調 査 お よび各 種 資料 を 分析 した 結 果,

下記 の3種 類 の 試験 制度 の存 在 が 判 明 した。

1.米 国 に お け るデ ー タ処 理 検 定 試 験 制 度

2.英 国 コ ン ピュー タ協 会 主 催¢)試 験 制 度

3.英 国 の ナ シ ョナル ・コ ン ピュー テ ィン グ ・セ ンター主 催 の シス テ ム分 析

試 験 制 度

これ ら3つ の試 験 制 度 に関 して,そ れ ぞ れ 下 記 の 資 料 が入 手 で きた の で,こ
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れ ら 資 料 の 範 囲 で 試 験 制 度 の 実 態 の 調 査 ・分 析 を 行 った 。

Ae1.の 試 験 制 度 に 関 す る資 料

・デ ー タ 処 理 検 定 試 験 一 試 験 発 表 と 学 習 手 引(Certificatein'Data

I)rocessing-ExaminationAnnouncementandStudyGuide)

・検 定 試 験 の 受 験 者(CandidateSittingforCertifi・cation

Examination)

B。2。 の 試 験 制 度 に 関 す る資 料

・試 験 規 則 と試 験 の 概 要(ExaminationRegulationandSyllabus)

・試 験 の 準 備 用 コ ー ス(CoursesPreparingfortheSocietyExa-

mination)

・試 験 の 免 除(ExemptionsfromtheSocietyExamination)

・試 験 問 題 集 一 第1部(SetofExaminationPapersforPartI

oftheSocietyExamination)

・試 験 問 題 集 一第 ∬ 部(SetofExaminationPapersforPart皿

oftheSocietyExamination)

C.3.の 試 験 制 度 に 関 す る 資 料

'ナ シ ョナ ル'コ ン ピ ュ ー テ ィ ング ・セ ン ター ㈱ シ ス テ ム分 析 に お け る 基 礎

能 力 証 明 書 に 関 す る 試 験 規 則(ExaminationRegulationsforthe

NationalComputerCentreltd。BasicCertificatein.Syste-

msAnalysis)

以 上 の 翻 訳 資 料 を 本 報 告 書 の 資 料 編 と し て す べ て 収 録 して い る 。

1.3各 試験 制 度 の 主 要 な 特 徴

そ れ ぞ れ の試 験 制 度 は,実 施 対 象,試 験 区 分 な どが異 な る た め に相 互 に 比較

検 討 す る のは むず か しい。 こ こで は各 試験 制度 の 主 要 な特 徴 を概 観 して お く。

1.3.1.米 国 に おけ るデ ー タ処 理 検 定 試 験 制度

デ ー タ処 理 検 定 試験 は1962年 か ら実 施 され て い る。 当 初 は デ ー タ処理 経 営
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協 会(DPMA)が 主 催 してい たが,1973年 か らは コ ン ピ ュー タ関 連 団体 を メ

ンバ ー と した コ ン ピ ュー タ専 門技 術 者 検 定協 会 が 主 催 して い る。

デ ー タ処 理 検 定 試 験 の主 目的 は,デ ー タ処 理 要 員 の 目標 設 定 にふ さ わ しい 高

度 な水 準 を示 し,彼 らの社 会 的 地 位 の 向上 をめ ざす とい う こ と と同 時 にデ ー タ

処 理 と情 報 の マ ネ ジ メ ン トにふ さ わ しい知 識 と経 験 を測定 す る こ とに ある。 つ

ま り,特 定 領 域 の 技 術 的 専 門家 とい う よ りは彼 らを マ ネ ジ メ ン トす る地 位 に あ

る人,あ る い はそ れ を 目指 して い る人 々の 幅広 い知 識 ・技 術 を評 価 し よ うと し

て い る。

デ ー タ処 理 検 定 試 験 の 試験 分 野 は,つ ぎの5つ に 分 か れ て お り,す べ て の 試

験 分 野 に合 格 しな い と修 了証 明書 は 授 与 さ れ な い。

1.デ ー タ処 理 器 機

2.コ ン ピュー タの プ ログ ラ ミン グ と ソフ トウ ェ ア

3.経 営 一 般

4.定 量 的 手 法

5.シ ス テ ム分 析 と設 計

経 営 一 般 では,一 般 的 管 理 原 則 とデ ー タ処理 固有 の マ ネ ジ メ ン ト(シ ス テ ム

開 発 管 理,導 入 管 理,運 営 管 理 な ど)を 内容 として い る。 前 述 の よ うに マ ネ ジ

メ ン ト志 向が 強 い こ とか ら,当 然 この種 の 試 験分 野 の 重要 性 が で て くる。

い つ れ の試 験 分 野 も試 験 時 間 は50分 で50問 が 課 さ れ る。 す べ ての 試 験 問

題 が 多枝 選 択 式 で あ り,50問 必 須 で ある。 内容 は そ れ ほ ど高度 で は ない。5

つ の 分 野 のす べ て に合 格 す る こ とを求 め てい る こ とか ら推 察 で きる よ うに,マ

ネ ジ メン トと して の 幅広 い知 識 を重 視 してい る もの と思 わ れ る。

受 験 資格 と して は,5年 以 上 の実 務 経 験 と職業 的 専 門 家 と して の高 い 倫 理 感

とい った人 格 的 要 件 を求 め て い る。 合 格 者 に対 して は,"倫 理,品 行 に関 す る

綱領"を 設 定 し,こ れ に違 反 す る と検 定 証 明 書 が取 消 さ れ る。 社 会 的 環 境 か ら

して,職 業 倫 理 を重 視 す る こ とが 結 果 的 には 職業 的専 門 家 を保 護す る とい う こ

とに つ な が る とい う考 え の反 映 で あ ろ う、
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1.3.2英 国コン ピュー タ協 会主催 の試 験制度

当試験制度は,学 位 レベル ない しは高等 国家 資格 を保持 していない人,あ る

いは学位 レベ ルまでの大学 ない しは専 門学校 を受ける ことがで きない人 々に,

学位 レベル と同等 の情報処理 に関す る専 門的資格 を付 与す ることを主 目的 と し

てい る。

試験は第1部 と第III部 とか らなる。 第1部 では高等国家資格 レベルの資格 を,

第H部 では優等学位 レベルの 資格 を与 え ようとしてい る。

第1部 の試験は,2つ の共通 問題(コ ン ビュー一夕 ・システムの原理 と情報処

理技法)と8種 類 の選択 問題 か ら構成 されている。2つ の共通問題 は必須 であ

り,他 の2種 類 の選択 問題 の分野の計4種 類 を受験 す る必要 がある。

第II部 は,7種 類の選択 問題(試 験 分野)か ら構成 されてk・り,そ れぞ れが

「試験 問題1」 と 「試験 問題2」 に分かれ てい る。 受験 者は,ど れか1つ の選

択問題の 「試験 問題1」 と 「試験問題2」,お よびそれ以 外の分野の どれか1

つ の 「試験 問題1」 の3項 目に合格 す る必要が ある。

第1部,第II部 ともすべ ての出題が記述式解答 を求めて いる。 記述式 とい っ

て も論文形式 に近い ものが 多 く,か つ 内容 は専 門的 で高度 である。第1部,第

ll部 とも受験 問題の選択 の 自由度 は高 いが,そ れだけ要求 してい る知識 ・技術

は専門的 で高度 である。米国 のデー タ処理検定試験 が幅広 い知識 ・技術 を主体

に しているのに対 し,当 試験 は特定分 野の高度 な情報処理専 門家 の資格 を付 与

しようとい う傾 向が強 い。

試験 内容 が高度 で専 門的で あれば あるだけ,受 験 の準備 はむず か しくなるが,

英国 コン ピュータ協会 では これ に対 処 できる ように大学や専 門学 校の試験準備

用 コースを指定 してい る。 また,大 学 や専 門学校の情報処理関係の特定学位 レ

、ベルにある人 に対 しては試験 免除 の特権 を与 えてい る。

デ ータ処理 検定試験 の場合 に も当 てはま るが,受 験 にさい しての学 習がや り

やすい ような配慮が 目立つ。試験範囲 に関 して相 当詳細 な情報 を公表 してい る

こと,試 験 の ため の準備 コースを明示 してい ること,過 去 の一連 の試験 問題集
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■

を販 売 してい る こ どな どが この 裏付 け とな る。

1.3.3ナ シ ョナ ル ・コ ン ピュ ーテ ィ ン グ ・セ ン ター主 催 の シス テ ム 分 析 試験

制 度

ナ シ ョナル ・コ ン ピ ュー テ ィング ・セ ンタ ー(略 してNCC1)の 試 験 は,初

級 シス テ ム分析 者 を主 な対 象 に して い て,NCCが 用 意 した シス テ ム分 析 コー

スの 教 育パ ッケ ー ジで6週 間 の教 育 を行 うことを前 提 に した試 験 制 度 で あ る。

NCC自 体 は,コ ー ス ・パ ッケ ー ジの提 供 と合 格 者 に 対 す る修 了 証 明 書 の 授

与 を"コ ン ピュー タ教 育 の 試 験 に関 す る英 国 調整 委員 会"と 共 催 で 行 うにす ぎ

な い。 試験 の実 施 ・運 営 の管 理 は す べ て"シ ス テ ム分 析 試 験委 員 会"に ゆだ ね

られ て い る。

NCCの コース ・パ ッケ ー ジ を所 有 して い る組 織体 は,試 験 の実 施 申請 を試

験 委 員会 に提 出 し,同 意 を得 る こ とに よ って,開 催 コー ス の受 講 生 に 対す る公

的 試験 が 実 施 で き る。

試 験 は,第1部,第 ∬部,第 皿 部 か らな る。

第1部 は,コ ー ス実 施 中の 種 々の 課 題 や テ ス トの評 価,コ ース 担 当 講 師 の 面

接 と観 察 に もとつ い た 評 価 で あ る。

第 五部 は6週 間 の コー ス 内容 に対 す る学 習達成 度 を評 価 す る た め の 筆記 試験

で あ る。

第 皿 部 は,シ ス テ ム分 析 試 験 委 員 会 で 指名 した外 部 試 験 官 とコ ー ス担 当講 師

に よる合 同 面接 と評 価 で あ る。 この試 験 で は知 識 ・技 術 を確 か め る だ け で な く,

個人 的特 質 とか シス テ ム分 析 者 に強 く要 求 され て い る表 現 力 とか 説 得 力 を も評

価 してい る。

以上 の第1部 か ら第皿部 までのいずれ に も合格点が与え られた とき,は じめ

て修 了検定書が コース主 催組織体を通 じて個人 に授与され る。

この試験制度の 目的は,関 連資料上 には 明記されていないが,恐 らくつ ぎの

ような配慮が あると思 われ る。

1)コ ース主催組織体 の教 育内容 と質の向上お よび標準化
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2)受 講者 の技 術向上 の動機 づけ とそ の知 識 ・技術 の社会的認知

3)NCCの 指導性の強化 と社会的認 知

ただ し,上 記の どれが主 目標 であるかは,資 料 の分析だけでは定か ではない。

◎
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2.米 国におけるデータ処理検定試験制度

2.1デ ー タ処 理 検 定 試 験 の運 営 組 織 と 目的

米 国 にお け る デ ー タ処 理 検 定 試 験(CertificateinDataProcessing

:略 してCDP)の 歴 史 は 古 い。1962年6月 に最 初の検 定 試験 が実 施 され て

い る。 この年 だ け は,さ らに9月 と12月 の 計3回 にわ た
って実 施 され て い る。

翌 年 か らは年1回 の割 合 で行 われ て い る(た だ し,1964年 だ け は実 施 が見 送

られ て い る)。 昨 年 ま で に合 計16回 行 わ れ た こ とに な る
。 我 が 国 の情 報 処 理

技 術 者 試 験 は,1969年 か ら開催 さ れ てfo9,過 去8回 の 試験 が実 施 され て い

るの で,CDPは ち ょう どこの2倍 の回 数 行 われ て い る こ とに な り
,そ の歴 史

の古 さ を示 して い る。

CDPの 主 催 団 体 は・ 当 初 は デ ー 処 理 経 営 協 会(D・ ・。P,。ce
.s、ihg

ManagementAssociation:略 してDPMA)で あ った。 そ の後,1971

年 ごろ か ら・:DPMA主 催 の検 定 試 験 に改 善 を加 え る こ とが検 討 さ れ た
.こ の検

討 の主 体 とな った のが,検 定 試 験 諮 問 委 員 会(CertificationandTest-

ingAdvisoryCommittee)で ある。 当委 員 会 で は,つ ぎの3つ の 内容 を主

体 に した 勧告 案 を提 起 した。

1.CDPを 主 催 す る非 営 利 団 体 を設 立 す る こ と。

2.DPMAとACM(AssociationforComputingMachiner
y)以 外

の 関 連 団 体 が 参 加 で き る よ うに働 きか け る こ と。

3.協 会 が 自給 自足 で きる ま での 協 会 設 立 の 費 用 と運営 上 の 費用 をDPMAと

ACMと で負 担 す る こ と。

この 勧 告 を受 け て,1973年8月 に コ ン ピュー タ専 門技 術 者 検定 協 会(Ir

stiuteforCertificationofComputerProfessionals:略 して

ICCP)が 設 立 さ れ た。DPMAの 検 定 試 験 が正 式 に当協 会 に移 管 さ れ たの は
,

翌 年3月 で あ る。 なお,ICCPの 目下 の協 会 メ ンバ ー は ,ACM,DPMAを は

じめ と した8団 体 で あ る(資 料 「デ ー一夕処 理 検 定 試 験 一試験発表 と学 習手引 き一」
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の 「コ ン ピュー タ専 門技 術 者 検 定 協 会 」 の 項 を参 照 の こ と)。

2.1.1CDPの 運 営組 織

ICCPの もとに は,検 定 審議 会,ICCP処 理 セ ン ターお よびICCPと の

間 で長 期 契 約 を 結 ん で業 務 の委 託 を うけ て い る心 理学 法人 とが あ る。 ま た,

検 定 審 議 会 の 下 部組 織 と して 資格 審 査 委 員 会 と研 究 ・試験 組 織 が あ る(図2

-1参 照) 。

コ ン ピ ュー タ 専 門 技 術 者 検 定 協 会

(Inst'ituteforCerti-

ficationofCompu¢er

Professionals二ICCP)

1973-8設 立

心 理 学 法 人

(Psychological

Corporation)

検定審議会(CertificationCouncil)

・CDPプ ログ ラムの方針決定

・計画立案 と方向づけの責任

・検定書の発行取 消 しの権 限

・試験の評価

・資格認定

資 格 審 査 委 員 会

(Credential

Committee)

・資 格 の 認 定

ICCP処 理 セ ン ター

(ICCPProcessing

Center)

:資 格 認 定 の 写 しの 処 理
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研 究 ・試 験 組 織(Research

andTestingOrganiz-

ation'SanDiegoSta-

teCollegeFoundation)

・試 験 の 評 価 と改 善

図2-1CDPの 組 織関係

で



}

`

ICCPは,デ ー タ処 理 検 定 試験 に関 す る全 体 的 な レ ビ ュー組 織 で あ り,そ の

実 質 的 な仕 事,つ ま りCDPプ ログ ラムの 方針 決 定,計 画 立 案,実 施 評価 な ど

は検 定 審議 会(CertificationCounci1)で 行 って い る。 検 定 審 議会 は,

ICCPで 任命 した委 員 長 をは じめ と した5人 の 強 力 な メ ンバ ー で構 成 さ れ て い

る。

検 定 審 議 会 の 主 要 な責 任 は,つ ぎの4点 で あ る。

・応 募 者 の 資格 要件 に関 す る諸 規 則 の決 定

・CDP試 験 の 範 囲 の 決 定 と及第 点 の承 認

・実 施 さ れ た 試験 の 評 価 と改 善

・デ ー タ処理 検 定 書 の 発 行 取 消 しの権 利

研 究 試験 ・組織(ResearchandTestingOrganization)は,検 定 審

議 会 の 指 示 に も とつ い て,試 験 問 題 の作 成 と実 施 した 試 験 の 評 価 と改 善 の 仕 事

に当 る。 一 方,資 格 審 査 委 員 会(CredentialCommittee)は,定 期 的 な資

格 条 件 の レ ビ ュー と特 別 な応 募 者 の資 格 の認定 に 当 って い る。

受験 申込 書 の処 理,試 験 後 の処 理 な ど事務 的 な処 理 を行 うの が,ICCP処

理 セ ン ター(ICCPProcessingCenter)で あ る。

な お,心 理 学 法 人(Psycholo・g'icalCorporation)は,ICCPと の 間

での 長期 契 約 に も とつ い て,CDPプ ログ ラム に関 す る心理 学 的 な面 での コ ン

サ ル テ ィン グ ・サ ー ビス お よび事務 的 な援 助 を専 門 試験 部 会 を通 じて行 って い

る。

2.1.2チ ー タ処i理検 定 試 験 の 目的T

CDP試 験 の 主 要 目標 は,つ ぎの4点 に しぼ られ る。

1.広 範 囲 にわ た る教 育 の 枠 組 み と現場 で の実 践 的 知 識 とが重 要 で あ る こ1と

を強 調 す る こ とに よ って,デ ー タ処理 要 員 の 目標 設 定 に ふ さ わ しい高度 な

水 準 を 示す 。

2.広 く一 般 に 評価 さ れ る試験 プ ログ ラム を開 発 し,そ れ に よってデ ー タ処

理 と情 報 の マ ネ ジ メ ン トに ふ さ わ しい知 識 と経 験 とを測 定 す る6
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3.デ ー タ処理 と情 報 との マネジメン トを行 うにあた って重要 とみ なされ る

知識を保持 している人 々の団体 を認知す る方法 を確立 す る。

4。 デー タ処理 分野での絶 え ざる成長 と,そ の分野 での 指導的地位 を保持 し

ようと努力 してい る人 々に対 しての確 固た る基盤 を築 く。

第1の 目標は,我 が国 の情 報処理技術者試験が 目標 としてい る 「企業,団 体,

官公庁等 に勤務す る情 報処理 技術者等に 目標 を示 し,刺 激 を与 え ることに よっ

てその技術 の向上 を図 る こと」お よび 「情 報処理技術者 として備 え るべ き能 力

についての水準 を示す ことに より,教 育水 準の確保 に資す る こと」に相通 じる。

一方,第4の 目標は,「 電子計算機 を利用す る企業,団 体,官 公庁等 で情報処

理技 術者の採用,配 置,昇 進等 を行 う際に役立つ ような客観 的な評価の尺度 を

提供 し,こ れ を通 じて情報処理 技術者の社会的地位の確立 を図る こと」 と同一

の志向がみ られ る。我 が国の この 目標 の前半部分は,CDPの 第2の 目標 の1

部に も通 じる。

CDP試 験 の特 徴は,第2お よび第3の 目標 に示 され てい る ようにデ ータ処

理 と情報の マネ ジメン トが強調 されている ことである。第一線 の情報処理技術

者 とい うよりも,情 報処理 システ ムや技術者を マネジメン トす る立場 にある人

あるいはその立 場 を 目指 してい る人 々が主体に され ている。 また,第3の 目標

に示され てい る ように単 に個 人だけが対 象であるだけでな く,技 術者 が結集 し

ている組 織団体の社会 的地位 確立に も貢献 しようとい うね らいがあ る。 これは,

先述 したICCPに コン ピュー タに関連す る各種団体のすべ てが結集する よ う

に呼びかけている ことに もみ られ る。

2.2CDP試 験 区 分 と試 験 内容

CDP試 験 は,つ ぎ の5つ の 試験 分 野 に区 分 さ れ て い る。

1.デ ー タ処 理 器 機

2.コ ン ビ'ユー タの プ ロ グ ラ ミング と ソ フ トウ ェア

3.経 営 一 般
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1
'

4.定 量 的 手 法

5.シ ステ ム分析 と設 計

これ ら5つ の 試 験 分 野 の す べ て に合格 した とき,は じめ て"デ ー タ処 理 検 定

証"が 授 与 され る仕 組 み に な ってい る。 た だ し,そ れぞ れ の試 験 は1度 に ま と

め て 受 け る必 要 は ない。4年 以 内 にす べ て の試 験 に合格 す れ ば よい。 各 分 野 の

試験 の合 格 に対 しては そ れ ぞ れ 修 了 書 が 発行 され,全 分野 に合 格 した 時点 で さ

らに"デ ー タ処 理 検 定 証"が 授 与 さ れ る。 検 定 証 の保 持 者 はそ の 資格 を表 示 す

るた め に 自分 の 名 前 の 後 に"CDP"と い う称 号 を 使用 す る こ とが許 され る。

ltk・,4年 以 内 に全 試 験 区 分 に合 格 で きな か った場 合 に は,合 格 区分 の修 了 書

は 無 効 とな り,再 受験 が 必 要 で あ る。

各 試 験 区 分 の 試験 内容 を示 した の が表2-1で あ る。

CDP試 験 の特 徴 の1つ は,"経 営 一 般"の 分野 が設 け られ て い る こ とであ

る。 この試験 区 分 は,検 定 審 議 会 の 決定 に も とつ い て1970年 か ら実 施 され て

い る もの であ る。 この 内容 は,一 般 的 な マ ネ ジ メ ン ト原 則 とデ ー タ処 理 部 門 個

有 の マ ネ ジ メ ン トか ら構 成 さ れ て い る。 前 述 した当 試 験 の 目標 か ら して,こ の

内容 が 加 味 さ れ た の は 当然 とい え よ う。 なお,我 が 国 の 特種 情 報 処 理 技 術 者 試

験 の内 容 と して,こ の 項 目は ほ とん ど含 まれ てい ない(表2-2参 照)。

第2の 特 徴 は,"定 量 的 手 法"の 分 野 で ある。 この 内 容 は,会 計,数 学,統

・計 の3つ の柱 か らな る。 会 計 が大 き く取 り上げ られ てい るの が 大 き な特 徴 であ

る。 マ ネ ジメ ン トが 対 象 主 体 とな って い る ことか ら当 然 の傾 向 とい え よ う。 な

お,特 種 情 報 処 理 技 術 者 試 験 で は,数 学 と統計 の い ず れ も"関 連 知 識"と して

取 扱 ってい る。 なお,オ ペ レー シ ョン ・リサ ー チは,"設 計 能 力"の1部 とな

って い る。

第3に,CDP試 験 では ハ ー ドウ ェア/ソ フ トウ ェア に 関 して か な り広 範 囲

に わ た った 内 容 を対 象 に して い る。 ハ ー ドウ ェア に 関 して は,"特 殊 な ハ ー ド

ウ ェア"と か コ ン ピュー タ と周辺 器 機 以 外の"そ の他 の事 務 器 機"を も試 験 の

対 象 と して い る。 一 方,ソ フ トウ ェア に関 して は,メ タ ・プ ログ ラ ミング ・シ
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表2-1CDPの 試 験区分 と試験 内容

区分 内 容 粉 内 容
ハ ー ド ウ ェア1

.コ ン ピ ュー タ と周 辺 器 機() ソ フ トウ
ェ ア

E.EDPシ ス テムの監査

デA.EDPの 発 展 F.会 計情報の管理面への利用

i B.コ ン ピュー タの構成 と機能 定 ∬.数 学

タ C.内 部 処理 A・ 数学上の表記法

処 D.入 出 力媒体 B.計 算 に関す る トピックス

理 E.コ ン ピ ュー タ の 特 性 量 C.ス テ ー トメ ン ト と集 合 論

器 F.デ ー タ伝送 D.系 列

機 G.特 殊 な ハ ー ドウ ェ ア E.計 算

H・ 補助記憶装置 的 F.近 似,函 数,図 式

正 その他の事務器機 G.財 務と会計数学

1.プ ログ ラミングの原理 H.マ ト リ ッ ク ス

》 A.コ ン ピュー タの基本命令 手 1.微 分 法

ピ B.ア ドレス指定の手法 J.線 型 計画

† C.ル ー プ K.オ ペ レ ー シ.ン ズ ・リサ ー チ(O・R)

タ D.サ ブ ル ー チ ン 法 皿.統 計
の

ブ E.プ ロ グ ラ ム 検 査 ・" A.統 計 入 門

口 F.基 本 的 プログラ ミング技法 (
B.有 限 サンフンレ空間に対する初等確率論

グ

ラ

l

G・ 入 出力に関す る考慮点 つ C.確 率 度数,分 布 および分布特性入 門

、ミ ∬.メ タ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ ・シ ス テ ム づ ・ D.抽 出 理論,統 計的推測
ン

グ A.ア セ ン ブ ラB.コ ン パ イ ラ き E.二 項確率分布 と中心極限定理

と C.ト ラ ン ス レ ー タD.イ ン タ ブ リ一 夕
)

F.時 系 列分析

ソ

フ

オ ペ レ ー テ ィ ン グE
.ジ ェネ ン 一 夕F. ・シ ス テ ム G.管 理 図

ト 皿.プ ログラ ミング言語 H.指 数

ウ

エ A.適 用,分 野,使 用法 1.シ ス テム責任の定義

ア B↓COBOL 1.デ ー タ処理 システムの分析

1.一 般 的管理の原則 シ A.実 現可能性の検討
÷

経
A.マ ネ ジメン ト機能 ス B.シ ス テ ム 設 計 の た め の ハ ー ドウ ェ ア

B・ 経 営組織原則 テ の評価

営.
C.二 股 的管理手法 ム C.シ ス テ ム調査

D.一 般 的管理技法 分 皿.デ ー タ処理 シス テムの設計

一 ∬.デ ー タ 処 理 マ ネ ジ メ ン ト 析 A・ シ ス テ ム ズ ・ア プ ロー チ

A.全 体 と B.フ ァ イ ル 設 計 と フ ァ イ ル 編 成

般 B.シ ス テ ム管 理お よびプ ログ ラム管理 設 C.シ ス テ ム 入 力

C.導 入 管理 および運営管理 計 D.デ ー タ処理 システ ムでの処理

1.会 計 E.デ ー タ処理 システムでの出力

定 A.基 本 的 な会計 プロセス F.シ ス テム設計活動

量
的 B.原 価計算 W.シ ス テムの導入 ・実施

手 C.会 計 処理 V.シ ス テ ム の 維 持 と フ ォ ロー ・ア ッ プ

法 、

D・ 内 部統 制 ・
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'

表2-2特 殊情報処理技術者試験 の対象(及 び水準)と 試験範囲

対 情報処理技術者のうち,情 報処理システムの分析,設 計に主 として従事する者を対象 とし,
象
及 大学卒業程度の一般常識を有 し,3年 程度以上の実務を経験 し,そ れぞれの専門分野 と電子

び
水
計算機についての知識を有 し,情 報処理 システムの分析 と設計を行い得る者を想定.

準 該当年 の4月1日 現在25才 以 上 の者。

ソ システム設計 にさい して必要 とな るソフ トウェアの知識

フ ① プログラムの構造及び設計に関すること

試

ト

ウ

エ

② プ ログラム用言語(特 殊問題向けプ ログ ラム用言語 を含む)に 関する こと

③ 汎用 プログ ラム ・パ ッケー ジに関す ること

ア
④ プアイルに関す ること

の ⑤ オペ レーテ ィング ・システムの基本概念 に関 すること

知 ⑥ オ ンライン方式,タ イムシェア リング方式等 に関する こと

験
識 ⑦ ハ ー ドウェア との関連 に関すること

情
情報処理システムの設計に関する知識 ・技術

報 ① 情報処理 システムの分析 及び設計手法一般 に関する こと(オ ペ レー シ ・ンズ ・リ

処 サ ー チ,シ ミ,レ ー シ 。ン,事 務 管 理 一 般 等)

範
理

シ
② 電子 計算機 による処理 シス テムの設計 に関す ること(処 理手順,コ ー ドの設計,

ス
入出力の設計,フ ァイルの設計 な ど)

テ ③ 情報処理 システムの適用 に関す ること(会 計情報 システム,人 事管理システム,

ム 経営 計画 システム,販 売管理 シス テム等)

囲
の

設
④ 情報 処理 システムの開発,推 進 に関す ること(プ ロジェク ト推進計画,電 子計算

計 機の導入,移 行計画等)

能 ⑤ 情報処理 システムの運用,保 全 に関す ること(ド キ.メ ンテーシ 。ン,エ ラー対

力 策等)

ハ

ー
ド
ウ
エ

ア

システム設計にさいして必要 となるハー ドウェアの知識

① 電子計算機を構成する装置(入 出力装置,制 御装置,演 算装置,記 憶装置等)及

び周辺装置の種類 機能及び特徴に関すること(デ ータ伝送に関する装置 も含む)

藷
② システムの構成 と効率 に関する こと

③ ソ フ トウェア との関連 に関する こと

関

連

システム設計 に必要 な関連知識

① 管理,経 営実務 に関す る一般的知識(財 務,人 事,生 産,工 程,資 材等)

知
② シス テム,情 報に関す る一般的知 識

識
③ 数学(集 合の概念,確 率統計の概念等),英 語(文 献 専門用語に関する知識)

一13一



ス テ ム と して トランス レー タ,イ ン タ プ リ一 夕,ジ ェネ レー タな ど も対 象 に し

てい る。 これ に対 して,我 が 国 の特 種 情 報処 理 技 術 者 試 験 で は,主 と して シ ス

テ ム ・プ ラ ンナ的 な人 々を 試験 対 象 と してい る こ と もあ って,ハ ー ドウ ェア/

ソ フ トウ ェア に 関 して は,シ ス テ ム設 計 に さい して必 要 とな る知 識 に 限定 して

い る。

第4の 特 徴 は,試 験 の 内容,範 囲 に つ い て試 験 案 内書 で相 当具 体 的 に明 示 し

て い る こ と で あ る。 我 が 国 の情 報 処 理 技 術者 試 験 で は,表2-2に 示 した もの

よ り も詳 しい 内 容 は 受 験 者 に は公 表 さ れ てい な い。CDPの 「デ ー タ処 理 検 定

試験 一試 験 発 表 と学 習手 引 き 一」 では,各 試 験 内 容 の 詳 細 な トピ ックス と要 求

す る知 識 の 深 さ ま で 明示 さ れ て い る(資 料 「デ ー タ処 理 検 定 試験 一 試験 発 表 と

学 習手 引 き一」 の 「学 習 の概 要 と参 考 文 献 」 参 照)。 ま た,各 々の 試験 区 分 ご

とに,受 験 勉 強 に さ い して役 立 つ 参 考 文 献 を も提 示 して い る。 これ は,「 広 範

囲 に わ た る教 育 の 枠組 み と現 場 での 実 践 的 知 識 とが重 要 で あ る こ とを強 調 す る

こ とに よ って,デ ー タ処 理 要 員 の 目標 設 定 に ふ さ わ しい 高度 な水 準 を示 す 」 と

い うCDP試 験 の 目標 を反 映 した もの と思 わ れ る。 受 験 者 の 目標 設 定 と学 習範

囲 の 設 定 に は 大 い に役 立 つ で あ ろ う。 最 後 に,試 験 問 題 につ い て の 特 徴 をみ て

お こ う。 内 容 が 比 較 的 広 範 囲 に わ た る こ と,お よび 試 験 の 採 点 を 自動 処理 す る

ね らい の た め か,問 題 はす べ て 多 枝 選 択 問 題(MultipleChoice)で あ る。

多枝 選 択 式 とい う性 格 か ら して,問 題 は 比 較 的 や さ しい(資 料 「デ ー タ処理 検

定 試 験 一試 験 発 表 と学 習 手 引 き 一」 の 「試 験 問 題 の例 」 の項 を参 照 の こ と)。

な お,各 試 験 と も50問 出題 し,50分 とい うわず か な 時 間 で完 成 させ てい る。

多枝 選 択 方 式 を全 面 的 に採 用 して い るの で,1問1分 間 とい う限 られ た時 間 で

も解 答 で きる。 試 験 問 題 を分 析 して み た か ぎ りで は,広 く浅 くの原 則 が つ らぬ

か れ てい る と思 われ る。

2.3受 験 の 資 格 条 件 と合格 後 の 遵 守 事 項 に つ い て

2.3.1受 験 の 資 格 条 件 につ いて
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CDPプ ログ ラム で は 厳 しい受験 資格 条 件 を定 め て い る。 資 格条 件 で要 求 し

てい るの は,豊 富 な実 務 経 験 と職業 的 専 門家 と して の 高い 道 徳 感 とい った人 格

的要 件 とで あ る。

実務 経 験 と して は,最 低60ケ 月(5年 間)の 情 報 処 理 シス テ ムに関 す る実

務経 験 で あ る。 この 実務 経 験 に は,デ ー タ処理 シス テ ム,プ ログ ラ ミン グ ,あ

るい は 日常 オ ペ レー シ ョン に関す る管 理 的業 務,な い しは情 報 処 理 シス テ ムに

つ い て の教 育 担 当経 験 な どが含 まれ る。 これ らの 経 験 は ,フ ル ・タ イム ま た は

それ に等 しい パ ー トタ イ ム の経 験 で あ り,別 に継 続 的 な もの で あ る必要 は な い。

一 方 ,人 格 的 要 件 と して は,高 度 な道 徳 感 と専 門 的 職業 志 向 の 態度 を保 持 し

た 者 で あ る こ と を要 求 してい る。

実 務 経 験 と人 格 的要 件 を客 観的 に評 価 ・判定 す る こ とは むず か しい。 そ こで ,

CDPプ ログ ラ ムで は,こ れ らの条 件 を証 明す る こ との で きる立 場 に あ る入 が

申込 書 の"人 格 お よび経 験 に 関す る証 明"欄 に署 名 す る こ とで代 用 して い る。

署 名 者 と しては,CDP保 持者が 望 ま しい と して い る が,CDP保 持 者 が 周 囲

にい ない場 合 には,直 属 上 長 で あ って も よい。

CDPプ ログ ラム では,我 が 国 の特 種 情 報 処 理 技 術 者 試 験 の よ うに年 令制 限

(25才 以 上)は 設 け てい ない。 ま た,大 学 卒業 程 度 の一 般 常 識 な ど とい った

水準 も要 求 して い な い。 ただ し,実 務 経験60ケ 月 を補完 す るた め に専 門学 校

レベ ル の経 験 を 認 め て い る。 実 務 経験 に どの程 度 充 当 で き るか は ,資 格 審査 委

員 会 で決 定 す る こ とに な って い る。 な お,学 業 経 験 を実務 経 験 に充 当 す るた め

には,卒 業 した学 校 が発 行 す る公 式 の コ ピー で の証 明 を要 求 して い る。

受 験 時 ま での 受 験 者 の 実 務 経 験 と人 格 的 要 件 は上 記 の方 法 で あ る程度 保障 で

きるが,合 格 後 の 人格 的 要 件 を何 ら保 証 す る もの で は ない 。 そ こで,CDPプ

ログ ラ ムで は,"倫 理,品 行 に関す る綱 領"を 設定 し,受 験 者 は これ を承 認 し,

か つ遵 守 して行 くこ との 意 志表 明 を求 め て い る。 受 験 者 が 申込 書 に署 名す る こ

とが 綱 領 を遵 守 す る こ との 誓約 とな って い る。 万 一,こ の 綱領 を犯 す よ うな行

為 が 発 生 す る と,授 与 さ れ た検 定 証 は取 消 さ れ る。
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2.3.2倫 理,品 行 に 関 す る綱 領

CDP検 定 証 保 持者 に は,職 業 的専 門家 と しての 高 い 倫 理,品 行 を 堅持 す る

よ う求 め て い る。

公 共,一 般 に対 す る義 務 と して,デ ー タ処 理 の手 法 と手 順 の理 解 を促 進 す る

こ と,高 い 理想 と知 識 水 準 を 鼓 舞 す る職業 的義 務 が あ る こと,デ ー タ処 理 の進

展 に関 す る知 識 ・技 術 の 伝播 に 努 め る こ と,誠 実 ・勤 勉 か つ 正 直 に従業 員 や顧

客 の利 益 に奉 仕す る こ と,さ らに は,デ ー タ処 理 の職 業 に関 す る名 声 や 完 全 さ

をそ こな う よ うな 仕 事 に 従 事 した り,そ の よ うな行 為 を 犯 して は な らな い とい

った こ とがそ の 骨子 と な って い る。

この よ うな倫 理綱 領 の 主 旨 を強 化 し,具 体 化す るた め に,"行 動 綱 領"と"

良 き慣 行 に関 す る綱 領"と が 設 定 さ れ てい る。 前 者 は,不 変 的 で基 本 的 な性 格

を 有 して お り,社 会 的 責 任,結 論 と意 見の 表 明,主 体 性 と完 全 性,利 害 と衝 突,

責務 な どの 問題 を取 りあげ て い る。 後 者 は,教 育,個 人 的行 動,能 力,思 慮 あ

る い は利 害 の衝 突 の 問 題 な どを規 定 して い る。(詳 し くは,「 デ ー タ処理 検定

試 験 一試 験 発 表 と学 習 手 引 き一」 の 「デ ー タ処 理 検定 保 持 者 に 対 す る論理 綱 領」

rCDP保 持 者 の行 動 と 良 き慣 行 に 関 す る綱 領 」 の 項 を参 照 の こ と)

検 定 証 保 持 者 が 倫 理 綱 領 を犯 した り,デ ー タ処 理 の 職業 に と って不 名 誉 に な

る とか 汚 名 に な る よ うな行 為 に 関係 した こ とが 判 明す る と,す で に授 与 ず み の

検 定 証 で あ って も取 消 さ れ る。

以 上 の よ うに,CDP検 定 証 は デ ー タ処理 の 職 業 的 専 門 家 の 資格 を保 証 す る

た め に,単 にそ の 知 識 ・技 術 の範 囲 に と どま らず,職 業 的 専 門 家 と しての 倫 理,

品行 ま で 厳 し く規 定 し,そ の違 反 者 の 資格 取 消 し迄 規 定 して い る の で あ る。

2.4受 験 登録 と料 金

CDP受 験 希望 者 は,申 込 用 紙 を用 い て応 募登 録 をす る 必要 が あ る。 登 録 に

あた っては,25ド ル の 申込 み 料 金 が 請 求 され る。 申込 み 料 金 はCDP試 験 に

これ ま で応 募 した こ との ない入(つ ま り未 登 録 の人)だ け が 支 払 う必 要 が あ る。
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い った ん 登録 す る と,ど の 試 験区 分 で も 自由に組 合 わせ て受 験 で き る仕組 み

に な ってい る。 受 験 に あ た って は,10ド ル の受 験 料 が必 要 で あ る。 この受 験

料 は,ど れか の 試 験 分 野 を1つ で も受 験 す る と1律 に請 求 され る。

受験 希 望 者 は,最 底1つ の試 験 分 野 か ら5つ の全 分 野 を 自由 に組 合 わせ て受

験 で きる が,そ の た め に は,試 験 区 分1つ に つ き10ド ル の分 野料 金 が必 要 で

あ る。5分 野 す べ て を1回 に受 験 す る と分 野料 金 は50ド ル に な る。

我 が国 の情 報 処理 技 術 者 試験 で は,試 験 区 分 ご とに受 験 手 数 料2,000円(76

年 度)の1本 立 て で あ る が,CDP試 験 では この よ うに 申込 料 金,受 験 料,分

野 料 金 の3本 立 て に な って い る。 なk・,前 二 者 は払 い戻 しは許 され な いが,分

野 料金 だけ は 書 面 に よる請 求 に よ って払 い 戻 しが き く よ うに な って い る。

2.5受 験 者 と合格 率 に つ い て

CDP試 験 は,米 国 と カ ナダ で実 施 さ れ てい る。1975年 の 試験 で は,86

ケ所 の 試験 会 場 が設 定 さ れ て い る(「 デ ー タ処理 検 定 試 験 一試 験 発 表 と学 習 手

引 き一」 の 「設 定 ず み 試 験 会 場 」 の 項 参 照)。 この う ち79ケ 所 が 米 国 で,残

り7ケ 所 が カナダ で あ る。 さ らに,必 要 に応 じて追 加 会場 を 設 け る 旨明 記 して

あ る。 ちなみ に,1971年 は 実 に103ケ 所 で実 施 して い る。

表2-3CDPの 受験 者 数 と合 格 者数

年 度 受験 者数 合格 者数
,

合 格 率

1967 646 386 59.8%

1968 2,936 1,699 57.9%

1969 1,748 962 55.0%

1970 2,314 718 31.0%

1971 2,728 869 31.9%

1972 2,603 1,202 46.2%

1973 2,722 852 31.3%

1974 1,971 448 22.7%

1975 2,096 675 32.2%

合 計 31,531 15,115 48.0%
、

一17-'一



これ ほ ど多 くの 試 験 会場 が 用意 さ れ な が ら も,受 験 者 は それ ほ ど多 くな い。

表2-3で1967年 以 降 の 受 験 者 数 と合 格 者 数 を 示 して い る。 最 高 が1968年

の2936名 で あ り,1975年 は2,096人 で あ る。1つ の 試 験 会 場 でせ いぜ い20

人 か ら30人 程 度 の 受 験 で あ る。 いず れ に しろ,我 が 国 の特 種 情 報 処理 技 術者

試 験 の応 募 者 の 数 に ほ ぼ匹 敵す る。 コ ン ピ ュー タの普 及台 数 か らす る と,CDP

試 験 の 浸透 は さほ ど十 分 とは い え まい。

一 方 ,合 格 率 は きわ め て高 い とい え る。 年 々 低 下 傾 向 が み られ るが,過 去9

回 の平 均 は48%で あ りほぼ2人 に1人 は 合格 してい る。 我 が 国 の情 報処 理 技

術者 試 験 の合格 状 況 は,表2-4で あ る。 第1種 の過 去 の平 均 は9.9%に す ぎ

な い。 一 番 合 格 率 の 高 い 第2種 で も14.6%で あ る。CDPの 試験 が 多枝 選 択

問 題 だ け か らな り回 答 しや す い こ と,試 験 案 内 で の 学 習手 引 きが 詳 細 で参 考 文

献 ま で示 さ れ て い る の で受 験 準 備 が や りや す い な どの理 由 が反 映 され た結 果 で

あろ うか。

表2-4情 報 処 理 技 術者 試験 の合 格 者 数

ヌ

年
度

特 種 第1種 第2種 合 計

合格者 合格率 合格者 合格率 合格者 合格率

1

合格者 合格率

1969 一 『

1

811 7.7% 1,832 8.3% 2,643 8ユ%

1970 一 一

1

977 13.6 1,649 10.2

.

2,626 11.2

1971 244 11.3% 568 10.1 1279 9.5 2,091 9.8

1972 236 15.0 406 9.1、 2,280 23.4 2,922 18.5

1973 257 17.4

1

631 12.1 2β04 21.8 3,192 18.5

1974 215 14.3 544 9.7 2,024 18.5 2,783
.

15.4

1975 189 10.8

1

495 7.5 2,636 21.1 3,320 16.0

合 計 1ユ41 13.5 4,432 9.8 14,004 14.6 19,577 13.1
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声

3.英 国における情報処理技術者試験

3.1英 国 コ ン ピ ュ ー タ協 会 主 催 の 試験 制 度

英 国 コ ン ピ ュー タ協 会(BritishComputerSociety)が 主催 して い る試

験 は,情 報 処 理 技 術 の分 野 で の学 位 な い しは 高等 国 家 資格(HigherNatio-

nalDiploma:略 してH.N.D.)を 保 持 して い ない とか,学 位 レベ ル ま で の

大 学 ない しは 専 門学 校 の教 育 を受 け る こ とが で き ない人 々に,学 位 レベ ル と同

等 の 専 門 的 資格 を与 え る こ とを 目的 と して い る。 デ ー タ処 理 分 野 で の専 門職 に

つ こ うと して い る人 々 に社 会 的 に認 め られ る 資格 を 賦与 し,彼 らの 社会 的 地 位

を 保 障 しよ うと い うね らい で あ る。

英 国 コ ン ピュ ー タ協 会 主 催 の 試験 は,第1部 と欝 血部 の2つ で構成 さ れ て い

る。 第1部 は,高 等 国 家 資格 と同 等 の レベ ル で あ り,一 方 第 皿部 は それ よ り も

高 く優等 卒 業 学 位(honoursdegree)の レベ ル で あ る。

当 試験 は,1969年 以 降年1回 の割 合 で現 在 ま で実 施 され て きて い る。

3.1ユ 試 験 の構 成 と試 験 内容

上 述 した よ うに 試験 は,第1部 と第 皿部 とか ら構 成 さ れ てい る。 第 ∬部 に は,

筆 記 試 験 を主 体 に した 方 式1と,筆 記 試 験 の代 りに実 践 的 な仕 事 に も とつ い た

論 文 提 出 に よる 方 式 皿 とが あ る。 第ll部 の 受 験 が 認 め られ た受験 者 は方 式1か

方 式 皿の いず れ か を選 択 す る こ とが許 され る。 第 皿部 を受 験 で きる の は,す で

に第1部 に合 格 して い る入 か,第1部 の 免 除 資格 を有 して い る人 で あ る。 な お,

受 験 者 は,あ らか じめ 英 国 コ ン ピ ュー タ協 会 の会 員 に な ってい る こ とが 要 求 さ

れ て い る。

3.1.1.1第1部 の試 験 区分 と試 験 内 容

第1部 の 試 験 は,2つ の共 通 問題 と8種 類 の選 択 問 題 か ら構 成 さ れ て い る。

(表3-1参 照)

受 験 者 は,2種 類 の 共 通 問題 の 他 に2種 類 の選 択 問題 の 計4種 類 を受 験 す る

こ とが義 務 づ け られ て い る。 場 合 に よ って は,試 験 の成 績 だけ でな く,過 去2
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表3-1英 国 コン ビ.一 夕協会の試験区分 と試験 内容 一 第1部

断 内 容 区分 内 容

通

問

題

1

コンピュー タ ・システムの原理

1.プ ログラム記憶式 コン ピュー タの概念

2.デ ー タ表 現 とその記憶

3.命 令 コー ドの原理 と実 行

4.現 代 のコン ピュー タ機器 の特性 と性 能
一 一 ー 一

選
択
問
題
D

練色

4.シ ス テ ム 設 計

5.シ ス テ ム の テ ス トの 稼 動

6.オ ペ レ ー シ.ナ ル ・シ ス テ ム

7.標 準 化 と文 書 化

8.人 的 要 素

9.ア プ リ ケ ー シ.ン共

通

問

題

H

一_______

情報処理の技法

5.プ ログラミング言語 とシス テム ・ソフ

トウェア

6.デ ー タ処理

7.計 算 技法

8.シ ス テム分析

選

択

問

題

E

計算技法

1.数 値 誤差 の基本的概念

2.補 間 法

3.級 数

4.非 線 型方程式の解法

5.線 型 代数学

6.常 微 分方程式

7.統 計 ・確率

選

択

問

題

A

コン ピュータの基礎技 術

1.コ ン ピュー タ論理 の概 念

2.組 合せ論理

3.論 理 機能装置 の設計

4.記 憶技法

5.コ ン ピュー タの構成

6.単 純 なコンピュー タ.シ ス テムの概念

と設計

7.入 力/出 力

8.保 守 と故障の診断

,

選

択

問

題

F

連 統 計 モ デ ル の コ ン ピ ュー タ ・コ ン トロ ー ル

と シ ミ ュ レー シ 。ン

1.制 御 装 置 と し て の コ ン ピ ュー タ

1.1オ ン ラ イ ン ・コ ン ピ ュー タ制 御 シ ス

テ ム の 基 本 的 概 念

1.2メ ジ ャ メ ン ト

1.3計 測 器

1.4伝 送

1.5標 本 抽 出

1.6処 理

2.ア ナ ログ 技 術 とハ イ ブ リ ッ ド技 術

2.1ア ナ ロ グ ・ハ ー ドウ ェ ア の要 素

2.2シ ス テ ム の 表 示 機 能 と転 送 機 能

2・3エ ラ ー の 分 析 と安 定 性

2.4シ ミ ュ レ ー シ 。ン 要 素 と して の 直 接

的 類 似 性

選

択

問

題

B

プ ログ ラミング

1.高 水準言語プ ログ ラミング

2.低 水 準言語 プログ ラミング

3.プ ログラムの設計 と開発

4.シ ス テム全般 層

5.約50時 間 を要す るプ ログ ラミング と

文書 化の課題

選

択

問

題

C

デ ー タ処 理

1.デ ー タ の 記 憶 と コ ミ ェニ ケ ー シ ・ン

2.プ ロ グ ラ ム方 法 論

3.ハ ー ドウ エア

4.ソ フ トウ ェ ア

5.制 御 面

6.実 践 的 知 識

選

択

問

題

G

シ ス テ ム プ ログ ラ ミン グ

1.ユ ー ザ ・ニ ー ズ

2.コ ン ピ ュー タ の 設 計 思 想

3.プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語

4.シ ス テ ム 構 成

5.実 務
1

選

択
・問

題

H

　

コ ン ピ ュー タ の 運 営

1.装 置

2.物 理 的 環 境

3.デ ー タ収 集,デ ー タ の 準 備,出 力

4.シ ス テ ム の 操 作

5、 管 理

選
択
問
題
D

情報処理 システムの分析 と設計

1.ビ ジネス環境

2.シ ス テムの特性

3.シ ス テム分析
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年 間 の受 験 者 の 実務 訓 練 も加 味 され る。

必 須 試 験 であ る共 通 問 題1と 共 通 問 題IIは,情 報 処理 技 術 全 般 を カバ ー す る

もの で あ り,そ れぞ れ10問 力拙 題 され,そ の うち6問 を選 択 して解 答 す る よ

うに な って い る。 解 答 は すべ て記 述 式 であ る。 た とえ ば,つ ぎの よ うな問 題 で

あ る。

「多 重 プ ログ ラ ミング ・オペ レー テ ィング ・シ ステ ム で の"割 込 み"の 種類

と使 用 法 に つ い て記 述 し なさい」

必 須 問 題 とい え ど もか な り高度 な専 門 知 識 を要 求 す る もの が 多 い。

選 択 問 題 で は,8つ の専 門 分野 を カバ ー して い る。 以 下 に列 挙 した専 門 分野

の うちの2つ の 分 野 を選 択 し,申 込 み 登録 時 点 に 申請す る こ とに な って い る。

1)選 択 問 題A:コ ン ピ ュー タ の基 礎 技 術

2)選 択 問 題B:プ ログ ラ ミング

3)選 択 問 題C:デ ー タ処理

4)選 択 問 題D:情 報 シス テ ム の分 析 と設 計

5)選 択 問 題E:計 算 技法

6)選 択 問 題F:連 続 計 モ ジル の コ ン ピ ュー タ ・コン トロール と シ ミ ュ レー

シ ョ ン

7)選 択 問 題Gニ シス テ ム ・プ ログ ラ ミン グ

8)選 択 問題H:コ ン ピュー タの 運 営

選 択 問題 もす べ て 記 述 式 の解 答 を求 め る よ うに な って い る。 専 門分 野 で あ る

だけ にそ の内 容 も一 段 と高度 で あ る(「 資 料4.2.4試 験 問 題 集 一第1部 」 を参

照)。

選 択 問 題BとGを 選 択 す る と,我 が 国 の第1種 情 報処 理 技 術 者 試 験 とほ ×同

等 にな る と思 わ れ る。 ちなみ に 第1種 の 試験 内容 を表3-2に 示 してお い た。

第1種 の 「ソ フ トウ ェア の知 識 」 と 「関 連知 識」 の 大半 は共 通 問 題]1に 含 まれ

てい る。 「ハ ー ドウ ェア の知 識」 は共 通 問題1に 相 当す る。 「プ ログ ラムの 設

計 能 力」 と 「プ ログ ラ ムの作成 能 力」 とは選 択 問題BとGに あ た るが そ の 内 容
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表3-2第1種 情報処理技術者試験の対象(及 び水準)と 試験範囲

対
象
及

情報処理技術者の うち,プ ログラムの設計,高 度のプ ログ ラムの作成及び第2種 情 報処理技

術者 に主 として従事す るもの を対象 と し,大 学卒業程度の一般常識 を有 し,3年 以 上 の プロ

び
水
グラミング経験 を有す るシニア ・プログラマを想定。学歴,性 別,年 令,経 験 を問 わず誰れ

準 でも受験 可能。

ソ ①電子計算機 に よる問題処理手 順,フ ロー チャー ト,プ ログ ラム記憶方式等 に関する

フ こと

ト ②プア イルに関する こと

試

ウ

エ

ア

の

③プ ログラム用言語(特 殊問題向けプ ログ ラム用言語を含む)及 び汎用 プ ログラム ・

パ ッケージ

④オペ レーテ ィング ・シス テムの基本概念 に関すること

知 ⑤オン ライン方式,タ イム シェア リング方式等に関す ること

識 ⑥ ドキ ュ メ ン テ ー シ ・ ン に 関 す る こ と

験 システム設計書 に基 づいたプ ログ ラムの設計に関 する知識 ・技術
0

プ

ロ ①入出力 デー タの フォーマ ットの設計 に関する こと

グ

ラ

ム

②プアイルの設計 に関す る こと

③コー ドの処理 に関す る こと

範 の
設
計

④プログラム構造 の設計(セ グ メンテー シ ・ン,モ ジュー ル化等 を含む)

⑤ デバ ッグ(手 直 し)方 式 の設計 に関す ること

能
力
⑥チェ ック方式 の設計 に関す ること

⑰処理 プロセスの設計 に関す ること

囲 プ
ロ

グ
ラ
ム

プログ ラム設計書 に基 づいた プログラム作成 に関する知識 ・技術。 ただ し,プ ログ

ラム用言語はFORTRAN,ALGOL,COBOL,PL/1お よびア センブラ言語の5

言語 の うちから受験者 が選択

ノ、 ①電子計算機 を構成する諸装置(入 出力装置,制 御装置,演 算装置,記 憶装置等)の
1の

撫
ア

種類,機 能及び特徴に関すること

②データ伝送ならびに端末機器の種類,機 能及び特徴に関すること

③システムの構成 とそ の効率 に関す ること

関
連
知
識

①情報処理に関する一般知識(情 報処理用語,数 学,統 計学,英 語等)

②事務管理,工 業管理,経 営数学ならびに数値解析 に関する知識
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範 囲 には か な り差 が あ る。 ま た,英 国 コ ン ピ ュー タ協 会 の 試 験 では,「 約50

時 間 を要 す る プ ログ ラ ミン グ と文 書 化 の課題 」 とか 「実務 」 が要 求 され てい る

よ うに,実 践 的 能 力 を 重 視 してい る。 両 者 の 試験 問 題 を 比 較 してみ る と英 国 コ

ン ピ ュー タ協 会 の 方 が1段 と専 門 的 で広 範 囲 で あ る。 これ は,後 述 す る よ うに

あ らか じめ 試験 の準 備 用 コース が 指 示 され て い る こと,お よび学 位 レベ ル の資

格 を賦与 す る とい うね らいか ら くるの であ ろ う。

な ま㍉ 第1部 に合 格 す る と,合 格 者 は 自動 的 に英国 コ ン ピ ュー タ協 会 の 準 会

員 とな る。

3.1.1.2第 五部(方 式1)の 試 験 区 分 と試験 内容

第ll部(方 式1)は,以 下 に 示す7種 類 の 試験 区 分 か ら構 成 さ れ て い る。 第

1部 の よ うに必 須 の分 野 は な く,す べ て選 択 問題 で あ る。

1)選 択 問題A:デ ジ タル ・コ ン ピュー タの 構成,設 計 と技 術

2)選 択 問 題Bニ シス テ ムの 設 計 思 想 と シス テ ム ・プ ログ ラ ミング

3)選 択 問 題C:デ ー タ処理 と情 報 シス テ ム

4)選 択 問 題D:プ ログ ラ ミン グ

5)選 択 問 題E:デ ー タ処 理 の管 理

6)選 択 問題F:数 値 解析

7)選 択 問題G:コ ン ピュー タ援 用設 計(CAD)と 連 続 系 シ ミュ レー シ ョ

ン

各 々の 選 択 問 題 は 「試 験 問 題1」 と 「試験 問 題2」 の2つ の部 分 か ら構 成 さ

れ てお り,受 験 者 は,上 記 試 験 分野 の いず れ か1つ の 「試 験 問題1」 と 「試 験

問 題2」,k・ よび そ れ以 外 の 分野 の どれ か1つ の 「試 験 問 題1」 の3項 目を 申

込 む 必要 が あ る。.「試 験 問 題2」 は,「 試験 問題1」 で要 求 して い る理 論 的 な

知 識 よ りも実 践 的 な 知識 を重 視 して お り,「 試 験 問 題1」 よ りも高 い水 準 の 内

容 で あ る。 なお,第 皿部 に は,試 験 官 の 判 断 に よ って 口述 試 験 も加 味 さ れ る。

つ ぎの 例 で,「 試 験 問 題1」 と 「試験 問題2」 の差 が つか め よ う。

試 験 問 題1:「 オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ムは,オ ン ライ ン ・シス テ ム にお け
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表3-3英 国 コンピュー タ協会 の試験 区分 と試験 内容一第2部

区分 内 容 断 内 容

選

択

問

題

A

デ ィジタル ・コンピ ュータの構成,設 計 と技術

第1部 の 「選択問題A」 の内容に加 えて,

1.論 理

2、 素子技 術

3.シ ステ ム技術

4.周 辺 装置の技術

5保 守 と故障のダイヤグ ラム

選

択

問

題

D

プ ログ ラミング

1.デ ー タ構造 とその表示

2.デ ー タ記述

3.デ ー タ操作

4.プ ログラム構造

選

択

問

題

E

デー タ処理 の管理

1.管 理 手法

2.ス タ ッフの決定

3.EDPプ ロ ジェク トの管理

4.導 入 管理、

選

択

問

題

B

シ ス テ ム の 設 計 思 想 と シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ミン

グ

1.シ ス テ ム 設 計

1.1ユ ー ザ ー ・ニ ー ズ の 分 析

1,2導 入 上 の ニ ー ズ

1.3シ ス テ ム の 生 産

1.4シ ス テ ム ・ トポ ロ ジ ー

2.シ ス テ ム 構 成 要 素

2.1記 憶 装 置

2.2コ ミ ュ ニ ケ ー シ 田ン

2.3シ ス テ ム 制 御

2.4高 速 記 憶 管 理

2.5記 憶 装 置 の 階 層 管 理

2.6フ ァ イ ル ・シ ス テ ム

2.7周 辺 装 置 の 管 理

2.8サ ブ シ ス テ ム

3.シ ス テ ム の 作 動 状 態

3.1コ ン ピ ュー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム の 分 析

3.2相 互 作 用 の 費 用 と経 済 性 の 局 面

3.3ユ ー ザ の 反 応

選

択

問

題

F

数 値解析

1.近 似 法理論

2.最 適 化技法

3.線 型 代数

4.常 微 分方程式

5.偏 微 分方程式

6.積 分 方程式

選

択

問

題

G

コ ン ピ ュー タ 援 用 設 計(CAD)と 連

続 系 シ ミ ュ レ ー シ.ン

1.ハ イ ブ リ ッ ド ・シ ス テ ム

1.1ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 要 素 の 設 計 と

パ フ ォ ー マ ン ス

1.2完 全 ハ イ ブ リ ッ ド ・コ ン ピ ュー

タ

1.3ソ フ ト ウ ェ ア

1.4適 用 分 野

1.5ダ イ ナ ミ ッ ク ・シ ス テ ム の 規 範

的 な 安 定 性

2.コ ン ピ ュー タ 援 用 設 計

2.1シ ミ ュ レ ー シ.ン

2.2図 形

2.3設 計 の 援 助

3.信 号 処 理 と解 析

3.1汎 用 シ ス テ ム

3.2デ ー タ 収 集

3.3信 号 処 理

3.4解 析

選

択

問

題

C

デー タ処理 と情報 システム

1.ビ ジネス環境

2.実 行 可能性 の評価

3.ハ ー ドウェア上 の制約

4.ソ フ トウェア上の制約

5.コ ン ピュ「 タ設備

6.コ ン ピュー タをベース としたプロジェク ト

の構造

7.管 理 サー ビス

8.シ ス テム設計 の各局面
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白

レ

るデ ー タの 機 密 保 護 と保 全 性 を保 証 す る た めの 手段 を,シ ス テ ム分析 者 に提

供 して くれ る。

この こ とを,2つ ま た はそ れ以 上 の オ ペ レーテ ィン グ ・シス テ ムに 関 連 し

て説 明 しな さ い」

試験 問 題2:「 あ な たは あ る組 織 で,公 用 の デ ー タの機 密 保 護 とプ ライ バ シー

の監 視 役 に指 名 され た もの とす る。 そ こで の システ ム に どの よ うな管 理 機 能

を組 ん だ ら よい か述 べ な さい 。

また,そ の 管 理機 能 が運 用 され てい る こ とを チ ェ ックす る方 法 を 述 べ な さい 」

これ は,い ず れ も1976年 度 の 選 択 問 題G(デ ー タ処理 と情 報 シス テ ム)の

もの で あ る。 前者 が理 論 的 知 識 でか な り間 に 合 うの に対 し,後 者 は一 段 と実 践

的 知 識 を 必要 とす る で あ ろ う。

3.1.1.3第 皿部(方 式 皿)

この 方 式 を選 択 す る受験 者 は,あ らか じめ論 文 の 主題 と約500語 の概 要 を

英 国 コ ン ピ ュー タ協 会 に 提 出す る こ とが 求 め られ て い る。 この さ い に,完 成 論

文 を 提 出 す る予 定 日を示 してお く。 申込 ん だ論 文 の主 題 が受 諾 さ れ る と,担 当

試験 官 が任 命 さ れ る。

通 常論 文 は100頁 以 内 の もの とさ れ て い る。 論文 は,受 験 者 が 遂行 した 独 創

性 に富ん だ仕事 に基づい た高水準 の もので あることが要求 され てい る。

なお,論 文 の審 査 後 に,口 述 試験 を受 け る ことが必 要 とな る場 合 もあ る。

3.1.2出 題 数 と制 限時 間

3.1.2.1第1部 の 出題 数 と制 限 時 間

表3-4で 示 した の が1976年 度 の 出 題 数 と制 限 時 間 で あ る。 各 区 分 と も制

限 時 間 は3時 間 に統一 され てい る。 出 題数 と解 答 す べ き問題 数 は 分 野 に よ って

異 な る。 選 択 問題Dで は,必 須 問 題 を2問 設 定 して い る。 選 択 問 題Cで は,問

題 をA節 とB節 の分 野 に分 け,そ れぞ れ か らの 選択 を要 求 して い る。

共 通 問 題1と 皿,選 択 問題Aは 過 去5年 間 出題 数 も解答 問 題 数 も不変 で あ る。

選 択 問 題Gは1973年 か ら設 け られ た分 野 で あ るが,こ れ も出題 数 も解 答 問 題
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表3-4第1部 の出題数 と制限時間(1976年 度)

試 験 区 分 出 題 数 制限時間

共通 問題1(コ ン ピュー タ ・システムの原理) 10間 中6問 解答 3時 間

共通問題n(情 報処理の技法) 10間 中6問 解答 3時 間

選択問題A(コ ン ピュータの基礎技術) 10間 中6問 解答 3時 間

選択問題B(プ ログラミング) 8間 中5問 解答 3時 間

選択問題C(デ ータ処理)

10間 中(A節5問,

B節4問)よ り5問 解

答(た だ し,A節 か ら

1問 以上2問 以下 の選

択

3時 間

選択問題D(情 報処理システムの分析 と設計)

8間 中5問 解答,た だ

し,問 題1と2は 必須。

他 の3問 が選択

3時 間'

選択問題E(計 算技法) 10間 中6問 解答 3時 間

選択 問題F(ア ナ ログお よびハイブ リッド技術) 14間 中6問 解答 3時 間

選択 問題G(シ ス テム ・プログ ラミング) 8間 中5問 解答 3時 間

選択問題H(コ ン ピュータの運 営) 10間 中6問 解答 3時 間

数 も変 って い な い 。

と ころが,選 択 問題B,C,D,Eの い ず れ も,出 題 数,解 答 問題 数 の双 方

が 年 に よ って変 ってい る。 一 方,選 択 問 題FとGで は 出題 数 だ け に変 化 が み ら

れ る が解 答 す べ き問 題 数 は一 定 で あ る。

な お,1972年 か ら1976年 ま での 試 験 問 題 集 は資 料4.2.4に 収録 してあ る。

3.1.2.2第2部 の 出題 数 と制 限 時 間

第2部 の 出題 数 と制 限時 間(1976年 度)を 示 した の が表3-5で あ る。 第

ll部 で は,そ れぞ れ の専 門分 野 が 「試 験 問 題1」 と 「試 験 問題2」 とに分 かれ

てk・ り,そ れぞ れ に 統一 的 に3時 間 の 制 限 時 間 を設 け て い る。

第1部 の場 合 と同 様 に選択 分 野 ご と に出題 数 と解 答数 が異 な る。 解 答 個 数 と

採 点 個 数 とが異 って い た り(選 択 問 題Gの 「試 験 問 題1」 と選 択 問題Bの 「試

験 問 題2」),A節 とB節 に 分 け て 採 点 の重 み ず け を して い る もの もあ る(選
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表3-5第2部 の出題数 と制限時間(1976年 度)

試 験 区 分
出 題 数

制 限時間
試 験 問題1 試験 問題2

選択 問題A(デ ジタル ・コンピ ュ

ー タの構成 ,設 計 と技術)

9問(A節:5問,B節:

4問)A節3問,B節1問

を選択 して解答(B節 の問

題 は2倍 の採点)

9間 中2問 を選

んで解答

試験問題1,

試験問題2の

いずれも

3時 間

選択 問題B(シ ス テム ・プ ログラ

ミツ グ)

6問(A,B,Cの い ずれ

の節 も2問)中4問 解答(

各節 より少な くとも1問 選

択

5間 中3問 解答

ただ し,完 全な

2問 の解答のみ

採点

いずれも

3時 間

選欄 題・(デ ータ処理と情報システム) 6間 中4問 解答 5間 中3問 解答
いずれも
3時 間

選択問題D(上 級 プログラ ミング) 6間 中4問 解答。 ただ し,

3問 のみ採点

5間 中2問 解答 いずれも

3時 間

選択問題E(デ ータ処理の管理) 8問(A節:2問,B節1

6問)中 よりA節1問,B

節3問 の4問 に解答。A節

の問題 は2倍 に採点

5間 中2問 解答
いずれも

3時 間

選択問題F(数 値計算) 8間 中3問 解答
、

6問 中2問 解答 いずれ も
3時 間

選択 問題G(コ ン ピュータ援用設

計(CAD)と 連 続系 シミュレー

シ ・ン

11間 中5問 解答 12間 中4問 解

答

いずれも

3時 間

択 問 題AとEの 「試 験 問 題1」)。

試験 問 題DとFを 除 い た他 の分 野 で は,過 去5年 間 に 出 題数 と解 答 要 求 数 の

い ず れ か,あ るい は 双 方 に 変 化 がみ られ る。

な お,1972年 か ら1976年 年までの 第II]部 の 試 験 問題 集 は 資料4.2.5 、に収 録

して あ る。

英 国 コ ン ピ ュー タ協 会 の 試験 と我 が 国 の 情 報 処理 技術 者 試 験 の 試 験 方 法 を直

接 比 較 す る こ とは で き ない が,念 の ため 我 が 国 の そ れ を表3-6に 示 してk・V>

た。

我 が 国 の試 験 は,多 枝 選 択 方 式 と記 述 式(さ らに は論 述 式)の 組 合 せで あ る

が,英 国 コ ン ピュー タ協 会 の 試 験 はす べ て記 述 式 で あ る。 も っと も我 が国 の記
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表3-6情 報処理技術者試験の時間割及び試験方法

試験 の区分 午 前 の部 午 後 の 部

9時30分 一12時

、
13時 一14時30分 14時50分 一16

特種情報処理技術者試験 (2時 間30分) (1時 間30分) 時50分(2時 間)

多枝選択式 記 述 式 論 述 式

9時30分 一12時 13時 一15時30分

第1種 情報処理技術者試験 (2時 間30分) (2時 間30分)

多枝選択式 記 述 式

9時30分 一12時 13時 一15時30分

第2種 情報処理技術者試験 (2時 間30分) (2時 間30分)

多枝選択式 記 述 式

述 式 よ りも複雑 で あ り,論 述 式 に 近 い もの が か な りあ る。

3.1.3受 験 の 資 格 条件

3.1.3.1第1部 の受 験 資格 条 件

第1部 を 受 験 す る人 々に は,つ ぎの 要 件 を満 して い る こ とが 期 待 さ れ てい る。

1)最 低 申込 み 要件 は,GCE|0'レ ベ ル に設 定 さ れ てい る(高 等 教育 機 関 に

入 学 す る こ とが 不可 能 な人 々に レベ ル を合 わせ るた め ら しい)。 ただ し,第

1部 の 試験 用 に 準備 さ れ た コース で は"A"レ ベ ル の能 力 を期 待 して い る。

2)コ ン ビ=、一一タの 実務 経験 が2年 以 上 ある こ とが 望 ま しい。

3)18才 未 満 の 受 講 生 は あ ま り望 ま し くない(知 識 ・能 力の 発 達 段 階 か らみ

て)。

4)受 験 希 望 者 は,英 国 コ ン ピュー タ協 会 の 学 生 会 員 か 正会 員 で あ る こ と。

3.1.3.2第 皿部 の 受 験 資 格 条件

第 五部 の受 験 対 象 者 は,つ ぎの 要 件 を満 してい る ことが 期待 さ れ てい る。

1)第1部 に合 格 してい るか,第1部 の受 験 免 除 資格 が 与 え られ て い る こ と。

2)英 国 コ ン ピ ュー タ協 会 の有 資 格 会 員,準 会 員,正 会 員 で あ る こ と。

上 記 以 外 の 資格 条 件 に 関 しては,当 然 の こ とな が ら第1部 のそ れ が前 提 とな

る。

3.工4試 験 準 備 用 コース に つ いて

英 国 コ ン ピュー タ協 会 で は,試 験 の準 備 の た め に用 意 さ れ た専 門学 校 の教 育
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コー ス(英 国 コ ン ピ ュー タ協 会 の教育 コ ー ス に準拠 した コ ー ス)を"試 験 の準

備 用 コース"と して公表 して い る(資 料4.2.2「 英 国 コ ン ピ ュ一一タ協 会 主 催 試

験 の 準 備 用 コ ース」 参 照)。 受 験 に あた って,こ の 種 の コー ス の受 講 を義 務 づ

け て は い な い が,試 験 内 容 お よび 試験 問題 か ら推察 す る か ぎ り,試 験 準 備 用 コ

ー ス を修 了 して い ない こ とに は 問題 に対 す る正 解 を 出 す こ とがか な り困 難 と思

われ る。 そ れ ほ ど特 殊 化 さ れ た 問題 が 多い。

試験 準 備 用 コー ス と して は,第1部 の試 験 準備 用 コー ス と第 ■部 の試験 準 備

用 コー ス を 開催 して い る と思 わ れ る専 門 学校 を指示 して い る。

3.1.5試 験 の 免 除 に つ い て

英 国 の コ ン ピ ュー タ協 会 の 試験 の特 異 な点 は,受 験 準 備 用 コー ス が 明 示 さ れ

て い る こと と同 時 に,専 門 分 野 の 高度 な学 校 教 育 を修 了 して い る人 に対 しては ,

試 験 を免 除 しか つ 資格 を与 え て い る こ とで あ る。

試験 を免 除 す るさ い の 免 除 区 分 はつ ぎの よ うに な って い る。

1)第1部 の完 全 免 除

2)第 ∬部 の完 全 免除

3)第1部 と第 ∬部 の完 全 免 除

4)第1部 の 部 分 的 免 除

5)条 件 つ き免 除

6)第1部 の 特定 免 除

7)第1部 と第2部 の特 定 免 除

試験 免 除 に 関 して は,資 料4.2.3「 英 国 コン ピュ ー タ協 会 主 催 試験 の免 除 」

を参 照 され た い。

試 験 の 免 除 に関 して は,大 学 な どの 組 織 体 が 自主 的 に 英 国 コ ン ピ ュー タ協 会

にそ の 認 可 を 申請 す る仕 組 み に な って い る。

3ユ.6受 験 登録 と料 金 に つ い て

特 定 試 験 の 申込み に先 立 って,あ らか じめ受 験 登 録 を して お く必 要 が あ る。

これ は,米 国 のCDP試 験 の場 合 と同 じで あ る。 登 録 が 完 了 して い な い人 は ,
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い か な る試験 も受 験 で き ない。

3.1、6.1受 験 登録 に つ い て

登 録 は 毎 年 行 う必要 は な い。 一 度 登 録 して お け ば,次 の 事 由 が 発 生 す る まで

有 効 で あ り,そ の 間 は 再 登 録 す る こ とな しに受 験 で き る。

1)登 録 した試 験 に合 格 す る

2)所 定 期 間 内 に合 格 で きな い

3)登 録 を 撤 回 ま た は 変 更 す る

い ったん 登 録 し,そ れ が有 効 で あ る か ぎ り,特 定 年 度 の受験 申込 み は,受 験

資 格条 件 を満 して いれ ば 自 由に で き る。

3.1.6.2合 格 の条 件 と再 受 験 に つ い て

第1部 で は,連 続 した3回 の 試 験 で共 通 問 題1と 皿,お よび2種 類 の選 択 問

題 にパ ス しな い と資格 は 与 え られ ない。 しか も,共 通 問 題1と]1は 同 時 に合格

しない と再 受 験 と な る。 一 方,選 択 問 題 に関 しては,不 合 格 の 選 択 問 題 だ け を

再 受 験 す れ ば よい。

第 五部 の方 式1で は,要 求 さ れ る3種 類 の試 験 問 題 に 同時 に合 格 す る こ とが

要 求 され てい る。 どれ か1つ で も不 合格 にな る と,3つ の 分野 の再 試 験 が要 求

され る。

第 皿部 の 方式 皿で 不 合 格 に な る と,方 式1で 再 受験 す る道 しか な い。

3.1.6.3登 録 料 と受 験 料

登録 料 と受 験 料 は,つ ぎの よ うに定 め られ て い る。

1.第1部 の 料 金

1)登 録料:

2)受 験料(1回4試 験問題一括):

① 英国人

② 外国人

3)受 験料(個 々の試験 問題 の申込み単位 で):

① 英国人 一共通 問題1と 皿
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4.00ポ ン ド

8.00ポ ン ド

13.00ポ ン ド

5.OOポ ン ド
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鳴

選 択 問 題1分 野 につ き

② 外 国 入 一共通 問 題1と]1

選 択 問 題1分 野 につ き

2.第 五部 の 料 金

1)登 録 料:

2)受 験 料:

① 英 国人

'② 外 国 入

3.00ポ ン ド

7.50ポ ン ド

5.50ポ ン ド

4.00ポ ン ド

15.OOポ ン ド

20.OOポ ン ド

θ

卜

'

3.2ナ シ ョナ ル ・コ ン ピュ ーテ ィ ング ・セ ン タ ー主 催 の シス テ ム 分析 試 験 制

度

ナ シ ョナル ・コ ン ピュー テ ィン グ ・セ ンタ ー(NationalComputingCe-

nter:NCC)が 主 催 してい る試験 制 度 は,他 の試験 制度 とは大 巾 に異 って

い る。NCCは シス テ ム 分析 に 関す る6週 間 の基 礎 コー ス ・パ ッケ ー ジを用 意

してい る。 この基 礎 コース ・パ ッケ ー ジ を前 提 に した の が,NCC主 催 の シス

テ ム分析 試 験 で あ る。 実 際 は,NCC自 体 が コース を開催 した り,試 験 を実 施

した り して い る の では な い。NCCの コ ース ・パ ッケー ジの 提 供 を受 け てい る

組 織 体 が コー ス を開催 し,あ らか じめ 同 意 を受 け た試 験 を実 施す る。 この 試験

に合 格 す る と,シ ス テ ム の分 析 に関 す る基 礎 能 力 証 明書 が 授 与 さ れ る制 度 に な

って い る。

3.2.1試 験 制度 の 概 略

NCC主 催 の シス テ ム 分析 試験 の概 略 を示 した の が図3-1で あ る。

NCCは,コ ー ス主 催 組 織体(団 体 ま たは個 人)に シス テ ム分 析 の基 礎 コー

ス ・パ ッケ ー ジ を提 供 し,試 験 合 格 者 に対 して は"コ ン ピ ュー タ教 育 試験 に関

す る英 国 調整 委 員 会"(UnitedKingdomCo-ordinatingCo㎜lttee

forExaminationsinComputerStudies)と 共 同 でNCCの シス テ ム

分析 に関す る基 礎 能 力 証 明書(NCCBasicCertificateinSystems
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Analysis)を 授 与 す る。

NCCの 試 験 制 度 の 実 質 的 作 業 は,シ ス テ ム 分 析 試 験 委 員 会(Systems

AnalysisExaminationBoard)で 行 っ て い る。

ナシ.ナ ル ・コ コン ピュー タ教育の

ンピ ェーテ ィン 試験 に関 する

グ ・センター 英国調整委員会

⑤
外
部

試
験

官

の
通
知

難
縫
帯
雛
る
竃

会

の
同
意

②
試
験
実
施
に
関
す
の
試
験
豊

工

)

、

、

ス

受

講

生

⑧

試

験

結

果

の

報

告

⑦

外

部

試

験

官

の

派

遣

⑥
試
験
に
関
す
る
群
議

豊

幡

一 ス主 催 組 織 体(団 体 ま た は個 人)

⑦ コー ス 開 催 と試 験 の実 施

ジ

の
御

側

図3-1ナ シ ・ナ ル ・コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・セ ン タ ー 主 催 の シ ス テ ム 分 析 試 験 の 概 略

試験 制 度 の運 用 は,つ ぎの 手 順 で 行 われ て い る。

① 組 織体 がNCC提 供 の コ ー ス ・パ ッケー ジ の所 有権 を得 た だ け で は,コ ー

ス受 講 者 の 試験 実 施 の権 利 を与 え られ た こ とに は な らない。 コー ス主 催 組 織

体 は,コ ー ス 開 催 前 に試 験 を実 施 す る こ とに つ い て シス テ ム分 析 試験 委 員 会
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ノ

の同意 を得 る ことが要 求 され てい る
。 そのために,試 験 を実施 しよ うと して

いる組織体は,試 験実 施希望 の申請 をす る必要が ある
。

② 試験希望 の 申請を した組織体が受講生 を要求 水準 ま で十分教育 しうる とシ

ステム分析委員会が判断 した ら
,試 験実施の同意をす る。

③ 同意が与え られた組 織体は,試 験 日 と試験 に関連 した情 報 を公式書面 で シ

ステ ム分析 試験委員会 に提出す る
。提 出は試験官の出席 が必要 となる 日か ら

少 な くとも9週 間前 に行 な うよう義務づけ られている。

④ 受験 を希望す る志願 者は,コ ース主催組 織体 を通 じて受験 申込み を行 な う
。

組 織体 は システ ム分析委員会 に一括 して受験 の申込み と受験料 の払込み を行

な う。

⑤ システム試験委員会が③ の公式書面を受理す る と2名 の外部試験 官 を指名

し,試 験 実施組 織体 にそれを知 らせ る。外 部試験官は,口 述 試験 に立合 い,

組 織体 の間で矛 盾の ない公平 な合否判定が行 われ る ようにす る
。

⑥ 外部試験 官の通知 を受け ると,コ ースの担 当講師は試験 日の15日 前迄 に

試験官の所 見記入用紙 と試験 の詳細 内容 を示す資料を提出する
。 なお,コ ー

ス担 当講師 には,受 講生 の評価,筆 記試験の基準の設定 と試験問題 の作成,

口述試験 と最終評価,受 講生の評 価 にかyわ りを もつ内部試験官の使命が与

え られてい る。

⑦ 試験 は,コ ース開催 中お よび コース修了後 にわた って3種 類(第 一部
,第

二部,第 三部)が 行われ る。

第一部:コ ース担 当講師が コース中の筆記試験,課 題 や問題 ,面 接や観 察

を通 じて行 な う評価

第二部:コ ース終了後 に行 な う筆記試験

第三部:内 部の試験官(コ ース担当講師)と システム分析試験委 員会が 指

名 した外部試験 官 とで行 な う口述試験

第三部 の試験 を実施す るにあた って,2名 の外部試験 官が派遣 される
。

⑧ 内部試験官 と2名 の外 部試験官 との聞 で最終評価 を行 ない,そ の結果 を シ



ス テ ム分析 試験 委 員 会 に報 告 す る。 この報 告 結果 に も とつ い て・基 礎 能 力証

明 書(修 了 証 明 書)が コー ス主 催 組 織体 を通 じて個 人 に授与 され る。

3.2.2シ ステ ム分 析 試 験 の 区分 と試 験 内容

シ ス テ ム分 析 試 験 は,前 述 の よ うに3部 か ら構 成 さ れ てい る。 そ の区 分 と内

容 を 示 した の が表3-7で あ る。

第 一 部 は,担 当 講 師 が コ ー ス期 間 中 を通 じて 受 講 者 の 知 識 ・技 術 水 準 と個 人

的 特質 を 評価 し,4段 階 の評 点 をつ け る。 シス テ ム分析 者 に必 要 な知 識 ・技 術

は も とよ り,適 性 ・資 質 ま で評 価 しよ うと して い る と ころ に特 色が あ る。

第 二 部 は,コ ー ス 修 了後 の筆 記 試 験 で あ る。 試 験 問題 はNCCか ら提 供 され

る の で は な く,コ ー ス主 催 組 織体 で作 成 し実 施 す る。 筆 記 試 験 には,8間 中5

問 を選 ん で解 答 す る"伝 統的 な3時 間 の試 験"と 参 考 書 の参 照 が許 され る試 験

の方 法 とが あ る。 採 用 す る試 験 方 法 に つ い て は事 前 に シス テ ム 分析 試験 委 員会

で承 認 を 得 て お く。

第 三部 は,3名 の 試 験 官 が 個 々の 受 験 者 に 面 接 して行 な う口述 試験 で あ る。

単 に,知 識 ・技 術 に 関 す る評 価 ・確 認 だけ で な く,シ ス テ ム分析 者 に強 く要 求

さ れ てい る表 現 力 ・説 得 力 の調 査 を行 って い る。 ま た,コ ース 教 材 の 内容,形

式,効 果 に関 す る意 見 を聴 取 し,コ ー ス改 善 の 情 報 と して シス テ ム分析 試 験 委

員 会 に フ ィー ドバ ック して い る。

以 上 の3部 の す べ て の 試験 に合 格 した と きに修 了 証 明 書 が授 与 さ れ る。 不 幸

に して,第 二 部 か 第 三 部 の ど ち らか で 不合 格 とな った 受 験 者 に は再 試 験 の 道 が

開 か れ て い る。 筆 記 試 験 の 不 合格 者 には,筆 記 と口述 試 験 の 双 方 を受 け 直す こ

とが 要求 さ れ て い る。 一 方,口 述 試 験 の 不 合格 者 は,口 述 試 験 だ け を再 受 験 す

るだ け で よい。

3.2.3受 験 の資 格条 件 に つ い て

NCCの 試 験 では,受 験 者 の特 別 な資 格 条 件 を要 求 は して い な いが,下 記 の

よ うな要 件 を 備 え て い る こ とが望 ま しい と して い る。

1)試 験 に用 い る言 語(つ ま り英 語)で の 口頭 ま た は 文書 に よる適 切 な コ ミ
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表3-7

断

第

部

第

部

第

部.

ナシ ・ナル ・コン ピューテ ィング ・センター主催 のシステム分析試験 の区分 と内容

試 験 概 要

コース担当講師 による志願者(受 講者)

の進度状況 の評価。尋問的知識,分 析能

力,方 法論,個 人 の特質な どを評価する。

コース中に行 われ る筆記試験 と口述試験
,

課 題や問題の結果,そ の発表,受 講中の

観察な どを通 じて評 価 し,各 項 目につい

て,次 の4種 類の評点 をつけ る。

1.大 変 良 い

2.よ い

3.普 通

4.劣 る

該当組織体で作成 し,採 点する筆記試験。

試験内容については,事 前に外部試験官

の同意を得ておく必要がある。試験は,

従来から行っている3時 間の試験か,参

考書の参照が可能な試験の どちらかで行

なわれる。採用する試験形式については,

あらかじめシステム分析試験委員会の承

認を得ておく必要がある。

内部の試験官 とシステム分析試験委員会

が指名 した外部試験官 とで行なう口述試

験。

試 験 内 容(ま たは評価項 目)

①技術的知識:ハ ー ドウェア,ソ フ トウェア。 コ

ンピュー タ ・システムの技 法,コ ン ピ
ュー タ以

外の ビジネス器機,シ ステ ムの概念 に関す る受

講者 の知 識 を評価

②分析技術 と能力:実 践課題 と問題 に対する受講

生の達成度 を もとに した分析技術能力の評価,

問題発見能力,理 解 力 と選択能力,表 現力 も評

価す る

③方法論:職 務組織 に対 するア プローチ,文 書化

能力 を評価。 コース中で完遂 した作業成果 の内

容 とその発表 にもとついて評価す る

④プロジェク ト作業

⑤個人 の特質:知 性,推 進 力 と統率 力,表 現能力,

チー ムで仕事 をす る能力,困 難な状況下で仕事

を進め る能力 ・自主的 に仕事 をする能力,組 織

化 し指揮 し動機 づけ る能力 などの評価

①伝統的 なる3時 間の試験:コ ース内容 を十分反

映 した一定範囲 の問題 か らなる筆記試験。8問

の試験問題 か ら5問 を選 んで解答 させ る。 コー

スで追 加の トピックス をカバー している場合 に

は,そ の問題 を加味 し,試 験時間 を延長 できる

②参考書 の参照が可能 な試験:① よりももっと難

か しい問題か らなる。 試験 時間,使 用す る参考

書,資 料類 の リス トを申込書 に添付 し許可 を受

け る必要 がある。

①個人的特質 とシステム分析者 と しての潜在能力

の評価

②初級分析者の任務 につ くの に十分 なデー タ処理,

ビジネス,経 営管理 の知識 を有 している ことの

確認

③コース内容の修得度合いの確認

④表現力 と説得力の調査

⑤ コース教材の内容,形 式,効 果 な どに関す る受

講生の意見把 握。 これ はコース改善の資料 と し

てシステ ム分析試験委 員会にフ ィー ドバ 。クさ

れ る
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ユ ニ ケ ー シ ョン 能 力 。
`

2)つ ぎの いず れ か を満 足 して い る こ と。

a.最 低6ケ 月 の デ ー タ処理 の 実務 経 験,な らび に適 当 な ビ ジネス ・コ ー

ス か経 営 管 理 コー ス を 修 了 して い る こ と。

b.ビ ジネ ス ま た は 経 営 管理 の 分野 で の1年 以上 の実 務 経 験,お よび デ ー

タ処 理 に関 す る基 礎 的 な教 育 コー ス を修 了 して い る こ と。

c.上 記 の いず れ か 一 方 か ら得 られ る と思 われ る理 解 力 と同 等 のa.とb.の

組 合せ 。

3)年 令23才 以 上 で あ る こ と。

3.2.4受 験 料 に つ い て

受 験 料 は,受 験 甲込 み 者1入 に つ き15ポ ン ドで あ る。 受 験 料 は,試 験 を要

請 した組 織 体 を 通 じて シス テ ム分析 試 験 委員 会 に試 験 日の 少 な く と も15日 前

迄 に払 う必 要 が あ る。

試験 官 の 出席 要 請 が,定 め られ た期 日以 降 に な さ れ た場 合 に は,正 規 の 受 験

料 に加 え て30ポ ン ドの遅 滞 料 を支 払 う こ とにな る。 た とえ,試 験 官 の 出 席 が

手 配 で きな くて も,こ の料 金 は返 却 され ない。

不合 格 の た め再 受 験 を希 望 す る ときに も,受 験 者 は あ らた め て受 験 料 を全 額

支 払 うこ とに な って い る。
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参 考 資 料





」

4.参 考 資 料

米 国 のCDPプ ログ ラム,英 国 コ ン ピ ュー タ協 会 主 催 の 試験 お よび ナ シ ョナ

ル ・コ ン ピュー タ ・セ ン タ ー主 催 の シ ステ ム分析 試 験 の 翻 訳 資 料 をつ ぎの 順序

で収 録 して い る。4.X.Xの 項 目が 資 料 名 で あ り,そ の あ とに資料 の主 要 内容 を

示 して い る。

4。1米 国 に お け るデ ー タ処 理検 定 試験 制 度

4.L1デ ー タ処 理 検 定 試験 一試 験 発 表 と学 習手 引 き

1)当 プ ログ ラム の 歴 史

2)目 的k・ よび 目標

3)CDP試 験 の 管理

4)CDP試 験 の範 囲

5)CDP試 験 の 運 営

6)CDP応 募 者 の資 格

7)CDP試 験 の 登 録 と受 験 料

8)CDP試 験 に関 す る問合 せ

9)デ ー タ処 理 検 定 保 持 者 に対 す る倫 理 綱 領

10)CDP保 持 者 の行 動 と良 き慣行 に関 す る綱 領

11)授 与 され た 検 定 証 の取 消 しに対 す る手続 き要 件

12)学 習の 概 要 と参 考 文 献

13)試 験 問 題 の 例

14)コ ン ピ ュー タ専 門技 術 者 検 定 協 会

15)登 録 手 続 き

4.1.2検 定 試験 の 受 験 者
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4.2英 国 コ ン ピュ ー タ協 会 主 催 の 試 験 制 度

4.2.1試 験 規則 と試 験 の概 要

く規 則>

L試 験 の構 成

2.第1部 の た め の 実 務 経験 の 評 価

3.学 校 教 育 に よる資 格 の容 認

4.資 格 と コ ース

5.登 録 ,

6.試 験 の 申込 み

7.試 験,完 了 の 方 法

8.登 録 料 と受 験 料

く第1部 の概 要>

1.共 通 分 野

2.選 択 問 題A:コ ン ピュー タの基 礎 技 術

3.選 択 問 題B:プ ロ グ ラ
.ミン グ

4.選 択 問 題C:デ ー タ処 理

5.選 択 問 題D:情 報 処 理 シ ステ ム の分 析 と設 計

6.選 択 問 題E:計 算 技 法

7.選 択問 題F:連 続 系 モ デ ル の コ ン ピ ュー タ ・コ ン トロー ル とシ ミ ュ レ

ー シ ョ ン

8.選 択 問 題G:シ ス テ ム ・プ ログ ラ ミ ン グ

9.選 択 問 題H:コ ン ピ ュ ー タ の 運 営

く第 五 部 の 概 要>

1。 選 択 問 題A:デ ィ ジ タ ル ・コ ン ピ ュ ー タ の 構 成,設 計 と技 術

2.選 択 問 題B:シ ス テ ム の 設 計 思 想 と シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ミ ン グ

3.選 択 問 題C:デ ー タ処 理 と情 報 シ ス テ ム

4.選 択 問 題D:プ ロ グ ラ ミ ン グ

ー38一



」

5.選 択 問題E:デ ー タ処 理 の 管理

6.選 択 問 題F:数 値 解 析

7.選 択 問 題G:コ ン ビュー一夕et用 設 計(CAD)と 連続 シミュレーション

<手 引 き>

A.共 通 情 報

B.登 録

C.試 験

D.第1部 用 の教 育 コ ー ス

E.第 ∬部 方 式1用 の教 育 コー ス

F.第1部 の 共通 問 題 の概 要

G.選 択 問題

H.第1部 の実 務 作業

1.第 皿部,方 式 皿

4.2.2試 験 の準 備 用 コ ース

4.2.3試 験 の免 除

4.2.4試 験 問 題 集 一第1部

4.2.5試 験 問 題 集 一第 皿部

●

4.3ナ シ ョナ ル ・コ ン ピュ ー テ ィ ン グ ・セ ン タ ー主 催 の シス テ ム分 析 試験

制度

4.3.1ナ シ ョナル ・コ ン ピ ュー テ ィング ・セ ン ター(株)シ ス テ ム分析 に

お け る基 礎 能 力 証 明 書 に 関 す る試験 規 則

L試 験 の概 要 と規 則

2.手 引 き
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資 料4.1.1

デ ー タ 処 理 検 定 試 験

試 験 発 表 と 学 習 手 引 き
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●

レ

1)当 プ ロ グラ ム の 歴 史

国 際 的 な 検 定 プ ログ ラ ムの 構 想 が デー タ処 理 経 営協 会(DPMA)の 実 行 委 員

会(FxecutiveCommittee)に 最初 に答 申 され た のは,1959年 で あ り,

そ の 答 申 はDPMAの 国際 教 育 副会 長 か らで あ った。 当 協 会 が主 催 団 体 にな り,

1960年1 .月に行 った2日 間 の 会議 が行 動 の端 緒 とな っ た。

委 員 会 で プ ログ ラ ムの 骨子 を作成 し,勧 告 を行 った結 果,こ のプ ログ ラ ムの

性 格 に大 き な影 響 を お よぼ す よ うない くつ かの 主 要 な意 思 決定 がな され た。

1961の 夏 に は,非 営 利 研 究 ・試験組 織 で ある サ ン ・ジェ ゴ州 カ レ ッジ財 団 と

の 間 で,最 初 の試 験 の 準 備 を依 頼 す る契 約 の 調印 が な され た。

最初 の試 験 は1962年6月20日 ニ ュー ヨー ク大学 で行 われ た。 これ 以 降,

毎 年各 種 カ レ ッジ や大 学 に設 置 され た指 定 試験 会 場 で検 定試験 を行 っ た。

1971年,DPMA計 算機 協会(AssociationforComputerMachi'

nery:略 してACM)お よび その他 の諸 団体 を代 表 す る数 名 が非 公 式 に集 ま

り,DPMAの 当 時 の検 定 試験 の活 動 を改善 す る ため に可能 と思 わ れ る方法 を検

討 した。

標 準 的 で か つ全 体 を網 羅 した検定 試 験 の 目標 を設 定 す る こ とを保 証す る た め

に,検 定 試 験 諮 問委 員会(CertificationandTestingAdvisory

Committee)で は,業 界 での 検 定試 験 プ ログ ラム を作 成 し,管 理 し,さ らに

は 諸 資 源 の許 す範 囲 で 直接 関 係す る諸 活動 に ま で手 を のば す 組織 を 設 立す る よ

う勧告 した。

この 検定 試 験 諮 問委 員 会 は,下 記事 項 をDPMAとACMと が達 成 す る よ う報

告 書 を 出 した 。

1.コ ン ピュ ー タ協 会 と称 され る よ うな 非営 利 団 体 を設 立 す る こ と。

2.他 の 関連 団 体 が参 加 で きる よ うに働 き かけ る こ と。

3.協 会 が 自給 自足 で き る まで の初 期 段 階 の協 会設 立 の費 用 と運 営上 の費 用

を 提供 す る こ と。
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DPMAとACMは もちろ ん の こ と,コ ン ピュー タとそれ に関係す る各種 団

体 のす べ て が組 織委 員 会(OrganizingCommittee)に 結 集 す る よ う呼 び

かけ られ た。

法 律 顧 門の 助 言 を入 れ て,コ ン ピュ ー タ専 門技 術 者 検定 協 会(Institute

forCertificationofComputerProffessionals:略 してICCP)

とwoう 名 前 が 団体 名 と し て採 択 さ れ た。 この協 会 は,1973年 の8.月13日 に

デ ラウェ ア州 に非 株 式 団 体 と して合 法 的 に設 立 され た。DPMAの 検 定 プ ログ

ラ ムが 正 式 に協 会 に移 管 され た の は,1974年3月15日 の こ とで ある。

1975年7月,ICCPは 試験 とそ れ に 関連 す る プ ログ ラム の実施 に関 して,

心 理 学 俵 入(PsychologicalCorporation)と の問 で長期 契 約 に 調 印 し

た。

この契 約 の もと で,心 理 学 装入 は,専 門 試験 部会 を通 じてICCPの 試 験 プ

ログ ラム,と りわけCDPプ ログ ラ ム に対 して 精 神測 定 的k面 での コ ンサ ル テ

ー シ ョン とサ ー ビヌ,お よび 事務 的 な援 助 をICCPに 提 供 す る こ とに なっ た。

ま た,双 方 が 協 力 してICCPプ ログ ラム を拡 大 して行 くこ とに努 力 し,コ ン

ピ ュー タ業 界 の要 員 に対 して もっ と広 範 囲 で効果 的 な認 定 を行 うこ と も契 約 書

で うた われ て い る。

2)目 的 お よ び 目標

デ ー タ処 理検 定(CDP)プ ログ ラ ムの主 要 目標 は 次 の通 りで ある。

L広 範 囲 な教 育体 制 と現 場 で の実 践 的 な知識 とを強 調 す る こ と に よっ て,

期 待 され る要 員 の 目標 と なる高 度 な水 準 を確 立す る。

2.広 く容 認 さ れ る試 験 プ ログ ラ ムを作 りあげ,そ れ に よって デ ー タ処理 と

情報 管理 を行 うにふ さ わ しい知 識 と経 験 とを測 定 す る。

,3・ デ ー タ処 理 と情 報 管理 を行 う にあた っ て重 要 と思 わ れ る知 識 を有 した 個

人 か ら構 成 され る団体 を 認 知 す る方 法 を確 立 す る。
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4.デ ー タ処 理 分 野 で の絶 え ざる 成長 と,そ の 分 野 で リー ダ ソ ップの地 位 を

保 と うと努 力 して い る人々 に対 して の 確固 た る基 盤 を築 く。

3)CDP試 験 の管理

CDPプ ログ ラム の方 針 を決 定 し,計 画 を 立て,か つ方 向 づけ を行 う責 任は,

1963年 に組 織 され た検 定 審 議 会(CertificatlonCouncil)に もた され

て い る。CDPプ ログ ラムがデ ー タ処 理 全 体 の 資格 検 定 を代 表す る も ので あ る

こ とを保 証せ ん が た め,デ ー タ処理 に関す る知 識 の 深 さは も ちろん の こ とそ の

多 様 さ を反 映 して,審 議会 の メン バ ー が選 ばれ て き て いる。 また デ ー タ処 理 分

野 で 知名 度 の 高 い指 導者 の 中 か ら,審 議会 が 選ん だ5入 の メ ン バー が併行 作 業

を し てい る。 なお,委 員 長 はICCPで 任 命 し てい る。

検定 審 議 会 の責 任 はつ ぎの 事項 で ある:応 募 者 の 学識,経 験 お よび 資格 要 件

を左右 す る諸 規則 を き め る:CDPの 試 験範 囲 を決 め る:年 次 ご と に試 験範 囲

とそ の及 第 点 を承 認 す る。

検 定 審 議 会 は,研 究 ・試 験 組織 の 援 助 の も とに,実 施 され た全 試 験 を評 価す

る。 毎年,テ ス ト問 題 とそ の解答 に 関す る広 範 囲 に わた る 統 計 分析 を行 う。 新

規の 問題 を 準 備 し,蓄 積 され た 問題 の 中 か ら翌 年 の 試 験 に追 加 す る 問題 が作 成

さ れ,CDP試 験 の5つ の 全分 野 の テ ス ト実 積 か らみ て実 現 可 能 な最 も高 い 水

準 に合わ せ る よ うにす る。

コ ン ピュ ー タ専 門 家検 定 協会(InstituteforCertificationof

ComputerProfessionals)が,デ ー タ処 理検 定 試 験 の査 定団 体 であ る。

検 定審 議会 は,コ ン ピュ ー タ専 門家 検 定 協会 のた め に,つ ぎの よ うな場合 の

デ ー タ処 理検 定 書 の発 行 を 取 消す権 利 を 留保 して い る。 つ ま り,「 デ ー タ処 理

検 定保 持 者 の論 理 綱 領 」を 浸 した り,デ ー タ処 理 の仕 事の 不 名誉 に な る よ うな

こ とを行 っ た とき で あ る。
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4)CDP試 験 の範 囲

デー タ処 理 検 定 プ ログ ラム は,ICCPの 検 定審 議 会 か ら継 続 的 な評 価 を さ

れ て い る。 この制 度 には,試 験 そ の もの の評 価,CDP応 募 者 の 資 格 認 定・ お

よび,そ れ ら と同等 に デ ー タ処 理 に関 す る職種 の要 件 の妥 当性 の検 討 が含 まれ

でい る。1968年9月 の会 議 で 当審 議 会 は,CDP試 験 を拡 大 す る た め に取 る

べ き施 策 に関 す る,過 去 に く り返 し行 わ れ た討 論 結 果 を分析 ・評価 した。 そ の

結 果,当 審 議 会 は1970年 初 頭 に,試 験 の拡 大 に 関 して2つ の重 大 な決 定 を し

た。 まず,現 行 試験 で カ バ ー され てveる 一 般 知識 に5番 目の カテ ゴ リー として

11経 営 一 般"(PrinciplesofManagement)を 加 え る こ と,ま た2番 目に,

試 験 の各課 目で よ り広範 囲 の知 識 を テ ス トす る こ とで あっ た。

現在 の試 験 で カ バー して い る分 野 は,つ ぎの 通 りで あ る。.

1

2.

3

4

5

デ ー タ処 理 器 機

コ ン ピ ュ ー タの プ ログ ラ ミ ン グ と ソ フ トウ ェ ア

経営一般

定 量的手法

システム分析 と設 計

各分 野 で50問 出題 し,受 験 者 は各 課 目の 問題 に解 答す るた め に・ そ れぞ れ

50分 が与 え られ てwoる 。

5)CDP試 験 の 運 営

1.CDP試 験 の主催

CDP試 験 は,コ ン ピュ ー タ検 定専 門 家協 会 の主 催 の も と に,通 常 専 門学

校 や大 学 に 設 け られ た 特 定 の試験 会 場 で毎 年 実 施 され る。資 格 の ある 人 な ら

誰 で も試 験 を 受 け る こ とが で き る。 当試 験 は,デ ー タ処 理 業 界 で広 く認 め ら

れ て る よ うな専 門 的 な 規 準 の確立 に貢 献 す る こ とをね ら い と して い る。
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丑CDP試 験 の 修 了

A.CDP応 募 者 は,最 初 の 受験 申込 時 に必ず 受験 資格 を満 して い なけ れ ば

な らなveし,検 定 証 書 を も ら うた めに は,CDP試 験 の5課 目す べ て を修

了 しなけ れ ば な らな い。,受 験 者 は合格 した試 験 課 目のす べ て に対 し て修 了

証 を得 る ことが で き,将 来 全 試 験 を完 了 す るた めに これ ら課 目 を再 受 験 す

る 必要 は ない。 た だ し,そ の課 目 に合 格 して4年 以 内 に デー タ処 理 検 定書

を獲 得 で きな か っ た ら・ 該 当 課 目の修 了書 は無 効 とな り,再 受験 す る必 要

が あ る。

B.登 録 ず みの 事務 用 プ ログ ラマ試 験(RegisteredBusinessPro-

grammerExaminbtion)に 合 格 し てい る 応募 者 は,CDP試 験 の"コ

ン ピュー タ ・プ ログ ラ ミング と ソ フ トウ==.ア"課 目の修了 証 書 が 与え られ

る。 した が って,そ の 課 目の 受験 は 不要 で ある。 ただ し,登 録 ず み 事務 用

プ ログ ラマ試 験 合格 後3年 以 内 にCDP試 験 を 受け る場 合 に限 る 。

]田[11CDPIl

A.llCDPtl賞 の基 準

コン ピュー タ専 門技 術 者 ,検 定 協 会 で は,検 定 審議会 の す いせ ん に も と

づwoて,つ ぎの よ う左個 人 にllCDP"賞 を与 え る。

1.コ ン ピュ ー タ を主 体 と した 情 報 シス テ ム の 直接 経 験が 少 な くと も60

ケ月 あ る こ と,ま た は 下記 に示 した条 件 を満 して いる こ と。

2.受 験 資格 要 件 を 満 してwoる こ と。

3・ 定 め られ た期 限 内 にCDP試 験 の全 課 目 に合 格 してwoる こ と。

4.論 理,品 行 に関 す る綱 領 を承 諾 して い る こ と。

B.|lCDP"称 号 の 使 用

デー タ処 理 検 定 証 の 保持 者 は,自 分 の 名前 の後 に1lCDPnとveう 称号

を 使 用す る こ とが 許 され る。 審 議 会は,itCDPTtと い う用語 をつ ぎ の意

味 で 使用す る こ と を承 認す る:そ の 値 入は,デ ー タ処 理 検 定 の資 格 を得 て

い る 。
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6)CDP応 募 者の資 格

1.根 拠

CDP試 験 の応募 者 が 満 し てお く必 要 の あ る資 格条 件 のすべ ては,ICC

P検 定 審議 会 で定 め られ た も ので あ る。 審 議 会 で は,業 界 の急 速 左 変化 に即

応 す るた め に,定 期 的 に資格 条 件 を レビ ュ ー してい る。

審 議 会 で定 めた,下 記 の よ うな実 務 経 験 と資 格 要 件 に合 致 す る 人 な ら誰 で

も試 験 を受 け る資格 が与 え られ る。

H.基 準

A.実 務 経 験

コ ン ピュ ー タを主 体 に した情 報 シ ス テ ムの環 境 で最 底60ケ 月の フ ル ・

タイ ム,な い しは 同等 のパ ー ト・ タイ ムの実 務 経 験 を有 す る人 な らCDP

試験 を受 験 で きる 。2つ の経験 の度 合 い は同 一 で あ る とは 思 え 左veが,審

議 会 と して は,各 人 の経験 とそ の専 門的 知 識 を適 用す る能 力 との 間 に は非

常 に 重 要 な相 互 関 係 が ある と考 え てい る。

要 求 され てveる 最 低60ケ 月 の経 験 は,継 続 的 な もの で あ る必 要 は 左い・

コ ン ピュー タを主 体 に した 情報 シ ヌテ ム分 野 の各 種 の地 位 で の経 験 か容 認

され る。 デ ー タ処 理 シス テ ム,プ ログ ラ ミン グ,あ る い は制 度 化 され た 日

常 オ ペ レー ソ ヨン にか か わ りを もつ 管 理 業 務 左 どは秀 れ た経 験 とみ 在す。

さ らに,情 報 シ ステ ム に 関 す る教 育 コー ス の教 育 担 当 の経 験 も認 め られ て

い る 。 デ ー タ処 理 器 機 製 造 業者,サ ー ビス ・セ ン タ・ マ ネ ジ メン ト'コ ン

サ ルテ ィン グ会 社,教 育研 修所 で働 い て い る間 に得 た シス テ ムや プ ログ ラ

ミン グ の経 験 も要件 を満す もの と して認 め られ る 。 事 務作 業 ・ キ ー パ ンチ ・

直接 的 な営 業 経 験,あ る い は教 育 コニ スの 中 で得 た 経 験 は正 規 の経 験 とは

み 左され ない 。

B.学 校 で の 経 験 の代 用

デ ー タ処理 検 定 試 験 の 応 募 者 は,現 在 の実 務 経 験 資 格 を補 うた め に専 門
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/へ.

学校 レベ ル の経験 を 充当 す る ことが で きる。 充 当 で きる割合 は ,CDP資

格 審 査委 員 会(CredentialCommittee)で 決 定 する。 学 校 が 発行 す る

公 式 の写 しで証 明 され る教 育 経験 だ け が認 め られ るのが普 通 で あ る
。

例:適 切 な認 可学 校 の コン ピュー タ学科 での コン ビ=一 夕主体 の情 報 シ

ヌテ ムに関 す る3年 の実 践的 経 験 を 積ん だ バ チ =ラ ー学 位 を持 っ た人 な ら

資格 が認 め られ る。 一

資格 認 定 の ため には ・ICCP処 理 セ ン ター(ICCPP・ 。cessi。g

Center)に 申込 期 限 ま で に写 しが届 か なけ れ ば 左 らな い。

1965年2月12日 以 前 に コ ン ピュ ー タ主 体 の 情 報 シス テ ム の36ケ 月 の

直接 経験 を した入 は どのCDP試 験 で も受 験 で きる。

1971年2月20日 以 前 に コ ン ピュ ー タ主 体 の情 報 シス テ ムの36ケ 月の

経 験 を満 し てい る 人 は,1971年2月20日 以 前 に下記 項 目2で 説 明 して

veる よ うな認 可専 門 学 校 な い しは大 学 の最 底60時 間 の授 業 と同 等 の もの

を修 了 して いれ ば ・CDP試 験 の ど の課 目 で も受 験 で きる 。

ケ

膏

1現 行 の 経 験 資 格 に対す る例 外 を認 めて 欲 しva申 込 者 は
,公 式 の 写 しを

手 に入 れ るか,そ れ が 駄 目 な場 合 には受 講 した コ ース の証 拠 書類 を入 手

しなけ れ ば な ら な い。 公 式 の写 しは,学 校 か ら直接ICUP処 理 セ ン タ

ー(ICCPProcessi
ngCenter)に 送 付 す る必要 が あ る。公 式 の

写 しには,そ の 学校 の 責任 者 の直 筆の署 名 か ,'発 行組 織体 の捺 印が な け

れ ば な らない。 受 験 申込 書 に添 付 した写 しは どん な もの で あっ て も公 式

の 写 し とは み な され ない 。 申込 者 自身 が送 付す る 写 しは どん な形 式 の も

の も受理 され ない。 受 講 コー ス を証 明 す る別 の方 法が きわ め て まれ な ケ

ー ス,た とえば 合 衆 国 ない し は カ ナ ダ以 外 の 国 で教 育 を受 け た 申込 者 の

よ うな場 合 には 認 め られ る こ とが ある。 この よ うな場合 に は
,出 席 した

学 校 の最 高責任 者 が 発行 す る レ ター.な い しは 合衆 国 の国務 省 が出 す 教

育 経 験 に関 す る 評 価 書 類 の形 式 で あ っ て よい。 写 し を必 要 とす る 応 募者
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t:は,、 極 力 早 目に そ の 要 求 を該 当す る学校 に出 して お くべ ぎ で あ る。 とve

う のは,す べ て の必要 書 類 か届 き・完 全 な申 込書 とし て フ プ ィ ル され な

い こ とに は,こ の 種 の 申込書 の処 理 は始 めち れ ない か らで あ る。 学 校 が

写 しを処 理 す るの に,数 週 間 を 要 す る こ と もまれ では な い,特 に祭 日あ

た りには そ うで ある。,、 、 、.

2.当 手 引 書 の 中 で 使 用 して い る 「1認可 され た1「(accredited)と い う

用語 は,関 係 官庁 か ら公 式 に認 可 を受 け,定 め られ た 学校 基準 を満 た し

て い る とい う事実 が公 に認 め られ て い る教 育 組 織 体 を意 味 す る。

認 可 す るの は,下 記 の組 織 体 で あ る。

a.合 衆 国 内 で は,つ ぎ のい ず れ か で認 可 され なけ れ ば 左 らない。

1)地 区 の認 可 機 関(た とえ ば,専 門学 校k・ よび 中等学 校 に関す る北

部 中 央 協 会,専 門学 校 お よび 中 等学 校 に 関す る ニ ュ イ ング ラン ド協

会 な ど),ま た は,職 業 機 関(た とえ ば,米 国 心 理 学 協会,職 業 開

発 エン ジニ ア 委 員会 な ど)。 これ らの機 関 は,認 可 に 関す る国 立委

員 会,な い しは合 衆 国教 育 省 の いず れ か で 認 め られ て い る団体 で あ

る。

2)国 立 ホ ーム ・ス タデ ィ審 議 会 の認 可委 員 会

3)国 立 大学 通 信協 会 の メ ン バ ー

b.合 衆 国 外 で は,つ ぎのwoず れ か。

1)認 可 機能 を果 して いる合 衆 国 の組 織 体 とそ の 目的,方 法 を同 じ く

す る機 関 に よる認 可

ま た は

2)国,県.州 左 どの行 政 体 の下 部組 紐 で あ り,か つ 該 当 行 政 体 の管

轄 下 で適 用 さ れ る学 校基 準 に影 響 をお よぼ して い る諸 規 則 に十 分 従

っ て い る機 関
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c.人 格 的 資 格

CDP試 験 の応 募者 はす べて 高 い道 徳感 と専 門 的職 業 志 向 の 態 度 を

有 した 人 で 左け れ ば な らな い。

申込 者 は,個 人的 知 識 と必 要 な情 報 へ の アク セ ス を通 じて,申 込 者 の

業務 経験 と人格 的 要件 を証 明す る こ との で きる責 任 の あ る人 か らの署

名 を 得る 必要 が あ る。可 能 左か ぎ りこ の証 明はCDP保 持 者 に行 っ て

も ら う必 要 が ある 。CDP保 持 者 が必要 とす る証 明 をす る地 位 にいな

い場 合 に か ぎ り,直 属 上 長 が そ の 代 り をす る こ とが で き る。 この 署 名

は,所 要 の情 報 と一緒 に,申 込 み 用紙 の 日人格 お よび経 験 に 関す る証

明"(VerificationofCharacterandExperiencelv欄 に

記 入 され な け れ ば な らない 。

皿 現 行 資格 に対 す る例 外

上記 の セ ク シ ョン 皿A(実 務 経 験)で 詳 述 した 資格 のwoず れか を満足 し て

い な い入 で も,つ ぎ の条 件つ きでCDP試 験 に 応 募 し,受 験 す る こ とが 許 さ

れ る。 そ の条 件 とは,実 務経 験 の 資格 を 満足 した とい う証拠 を書 面 で提 出す

る ま で は,試 験 に合 格 して もデ ー タ処 理検 定 賞 は 授与 され ない とい うこ とで

ある。

人 格 上 の要 件 を満 足 して い ない な ら,い か な る人 とい え ど も試 験 を受 け る

こ と は許 さ れな い。

t
7)CDP試 験 の登録 と受験料

A.登 録

1.登 録 お よび 申込 用紙 の 記 入

試験 の 応募 者 と して受 付 け て もら うた め に は,申 込 者 は 全 員 申込書 を完

全 に 記入 し提 出 しなけ れ ば な らない。
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更 に,学 業経 験 を 資格 の1部 とみ な して欲 しい人 はす べ て そ の写 しを 提 出

しなけ れ ば な ら左 い。

60ケ 月 の 直接 経 験 を有 す る人々 は学 業 の写 しは一 切 提 出す る 必 要 は な い。

2.受 験 分野 の選択

各 応 募 者 は,最 底1つ の分野 か ら5つ の全 分野 を 自由に組 合せ て選 択 し.

受験 す る こ とが で き る。 受 験 料 は選 択 した分 野 の数 に も とつ く。

3.倫 理,品 行 に関 す る綱 領(CodesofEthics・ConductandGood

Practice)の 承 認

CDP試 験 の受 験応 募者 は,検 定 審 議 会 が認 めたu論 理,品 行 に 関 す る綱

領;1を 承 認 し,か つ そ れ を遵 守 す る意 志 を表 明 す る必 要 が あ る。

当 小冊 子 の9ペ ー ジか ら記 載 さ れ て い るtl論 理,品 行 に 関す る綱 領|1を 精

読 し,完 全 に理 解 して お く必 要 が ある 。 とい うの は,申 込 書 に署 名 す る こ

とが,こ の綱 領 を遵 守す る こ との誓 約 とな るか らで ある。

4.申 込 書 の 記 入上 の ごまか しにつ いて

申込 者は,受 験 申込 書 で要 求 さ れ て い る情 報 を完 全 に・ 忠 実 に ・ か つ正

し く記 入 しなけ れ ば 左 ら 左 い。 申込者 が故 意 に行 っ た 虚偽 の 申告 は ・ 申込

み 拒 否 あ る い は デ ー タ処理 検定 書 の取 消の 理 由 とな る。

この 種 の人 々 か らのそ の後 の 申込 み は,検 定 審議 会 が は っ き り と承 認 を下

さ ないか ぎ り,受 付け る こ とは で き ない 。

5受 付 期 限

CDP試 験 の 申込 書 の受 付期 限 は11月15日 で あ る、。'

B.料 金

1申 込 料 金 一25・00ド ル

払 い戻 しの き か な い25.OOド ル の 申込 料 金 は,コ ン ピュ ー タ専 門 家検定

協 会 が主 催 す るCDP試 験 に過 去 応 募 した こ との な い個 人 全員 が 支 払 う必

要 が あ る。 これ まで にCDP試 験 を受験 した こ との あ る 人 に 対 して は 申込

料 金 は免除 され る。
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2.受 験 料 一10.00ド ル

払 い 戻 し が き か な い10.00の 受 験 料 は,CDP試 験 の どれ か め 分 野 を受

験 す る 人 が 支 払 う必 要 が あ る。

3.分 野 料 金 一 各 分 野 に つ き10.00ド ル

受 験 分 野 ご と に10.OOド ル の 追 加 料 金 が 必 要 で あ る 。'そ の 基 準 は つ ぎ の

通 り。

・1分 野 を 指 定 した と き …… …10 .00ド ル

・2分 野 を 指 定 した と き …… …20 .00ド ル

・3分 野 を 指 定 した と き …… …30 .00ト"ル

・4分 野 を 指 定 した と き … … …40 .00ド ル

・5分 野 を 指 定 した と
.き ・・… ・…50.00ド ノレ

4・ 分 野 料 金 だ け の 払wo戻 し が 行 わ れ る 。

た だ し,書 面 に よ る 払 い戻 し請 求 を テ ヌ ト実 施 日以 降30日 以 内 に受 理

した と き に限 る。

8)CDPに 試験 に関す る問合 せ

追 加 の 情 報,申 込 書 あ るveは 当llデ ー タ処 理 検 定 の 試 験 発 表 と 学 習 手 引ltの

追 加 要 求 な ど に 関 し て は 下 記 に 連 絡 さ れ た い 。

コ ン ピュ ー タ専 門 家 検 定 協 会(InstituteforCertificationof

ComputerProfessionals)

304East45Street

NeWYork,N.Y.10017

ま た は・ 当 小 冊 子 に列 記 さ れ て い る メ ン バ ー ・グ ル ー プ に 連 絡 され た い 。

9)デ ー タ 処 理 検 定 保 持 者 に 対 す る 倫 理 綱 領

デ ー タ処 理検 定 保持 者 は,一 般公 共 に対 す る義 務 と して,自 己 の意 志 に も と

つ いて あ らゆ る 資 源 を利 用 し,デ ー タ処 理 の手法 と手 順 の 理 解 を促 進 す べ き で

ある。

一53一



デー タ処 理検 定 保 持 老 には,高 い 想 と検定 書 で 認 定 され て い る 自己 の知 識

水 準 を鼓舞 す る職 業 的 義 務 が課 され て い る。 ま た,デ ー タ処理 ¢)開発 に関 す る

知 識 の伝 播 に 努 め る 義務 が あ る。

デー タ処理検定保持者 は,誠 実,勤 勉,か つ正直 に従業員や顧 客の利益 に奉

仕 してい く義 務 が あ る。

デ ー タ処 理 検 定 保 持者 は,デ ー タ処 理 の職 業 に関す る 名 声や 完 全 さ をそ こな

うよ うな仕 事 に従 事 した り,そ の よ うな行 為 を犯 しては な ら左 い。

デ ー タ処 理 検定 保 持 者 は,自 己が 持 っ て い る デ ー タ処 理 検 定 書 こそ が 専門 的

資 格 を示 す 唯 一 の もの だ とほ のめ か した り して は な らない。

10)CDP保 持者 の行動 と良 き慣 行 に関す る綱領

専門 的活 動 を さ さ え る行 動 に関 係 す る必 須 の 要 因 と して,つ ぎの ものが あ る。

・高 度 な技術 と知 識

・つ き合 う人々 との 間 で の信 用 関係

・行動 基 準 と既 成 の 慣 行基 準 に した が った 公 的信 頼 関 係

・倫理 的綱 領 の 遵 守

した が っ て,デ ー タ処 理検 定 保持 者 の 専 門 的地 位 を強固 な もの とす るため に,

下 記 の綱 領 を制 定 した。

L前 文

1.1検 定 審議 会 に提起 さ れ た倫 理 上の 措 置 に関 連 して持 ち上 っ た基 本的 な

問題 は,デ ー タ処 理検 定保 持 者 が11デ ー タ処 理検 定保 持 者 に対 す る倫 理

綱 領llを 犯 す よ うな こ とをや っ た こ とが ある か ど うかで あ っ た。

1.2そ こで,検 定 審 議会 は,「1行 動 綱 領"に よっ て 現行 の||倫 理 綱 領tlを

強 化 す る こ とが,各 人 の職 業 的 責 任 を よ り明 確 に してい くの に もっ と も

役 に立 つ で あ ろ う とい う結 論 に達 した。 デ ー タ処 理 の職 業 的 お よび倫 理

的行 動 の 本 質 を なす もの が何 で あ る か に 関す る疑 問 と関心 と を配慮 して,

つ ぎの ステ ップ が と られ た。
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1.3検 定 審 議会 は,つ ぎの場 合 には デ ー タ処理 検定 書 を取 消す 権 利 を留 保

して い る。 つ ま り,検 定 書 受 領者 が行 動綱 領 で 強化 し たFI倫 理 綱 領ltを

犯 した ときで あ る。 取 消の 手続 き は,検 定審 議 会 の 事業 管理 規 則 で 指 示

され て26・り,ま たCDPの 取 消 を受 け よ うとしてveる 個 人 の 権利 の保 護

も規 定 され て い る。

1.41t行 動綱 領"の 違 反 の裁 定 を下 す の には 困難 さを伴 うの で ,検 定 審議

会 で はIV良 き慣 行 に 関 す る綱 領1!も 公 布 して いる 。 この綱 領 に対 す る違

反 自体 は.デ ー タ処 理 検 定書 の 取 消 しの理 由 を構成 しない 。 しか し川 良

き慣 行 に関 す る綱 領Ivの 重大 な違 反 とか たび 重 なる 違 反 に関す る情 況 証

拠 は,検 定審 議 会 に提 起 され た倫 理 上 の措置 にか な りの影 響 をお よぼす

もの とみ な され る。

1.511行 動綱 領11は 不 変 的 で基 本 的 左性 格 を 有 す る もの で あ る の に対 し ,

1「良 き慣 行 に 関す る綱 領 「1は
,社 会環 境の 変 化 を取 り入 れ,デ ー タ処 理

の 職 業 の進 展 に遅 れ 左 い よ うに,そ の 時々 に修 正 が加 え られ る もの で あ

る。

1・6検 定 審議 会 は,検 定 書保 持 者 の 行 動 がす で に法 的措 置 に委 ね られ てい

る よ う左告 訴 は考 慮 に入 れ ない。 法 的 措置 が 完 了 した とき,あ る い は,

何 らの法 的措 置 もと られ なか った こ と が明 らか に なっ た とき に限 り告訴

を も考 慮 に 入 れ る。

1.71t行 動綱 領"あ る い はtl良 き慣 行 に関 す る綱 領"に 収 め られ てい る 用

語 が,意 図 した内容 を越 え る よ うな解 釈 が され勝 ちで あ る と認 め られ る

ときは,検 定 審 議 会 で は,疑 い もな くデ ー タ処理 検 定保 持 者 個 人 に責 任

を課 す こ とが で きる 状 況 にある 個 人 的 行動 に 関す る事 柄 だ け に綱 領 の適

用 を制限 す る 積 りで あ る。

1.8綱 領 の判 読 を容 易 にす るた めに,以 下 の文 章 ではtt彼"とwoう 用 語 を

デ ー タ処 理 検定 保 持 者 の男 女 に か か わ りな く,保 持 者 そ の もの を指 す の

に 使用 して い る。
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2.行 動 綱領

2・1暴 露(Llisclosure):彼 自身 と従 業 員 あ るveは 顧 客 との 間 で の

信 用関 係 を 前 提 に,第 三 者 を傷 つ け た り重大 な影響 を お よぼ す よ う左状

況 下 に お いて はい かな る場 合 で も,彼 の職 業 の遂行 中 に知 り得 た情 報 を

も ら して は な ら ない。

2.2社 会 的責 任(SocialResponsibility):そ の適 用 が 社 会的 イ ン

パ ク トを及 ぼ す と思 われ る よ うな公 的 分 野 に お い て,情 報 処理 技 術 に ま

つ わ る無 知 を た くし てい くよ う努 め る こ と を期 待 す る。

2.3結 論 と意 見(ConclusionandOpinion):適 切 左知 識 に も とつ

いた も の で ある こ とが論 証 で きる ときの み,自 己 の分 野 の 問題 に関 す る

結 論 を述べ る こ とを期 待す る。 ま た,彼 は 自分 の専 門的 能 力 の範 囲 内 の,

か つ 関係 す る 事実 で裏 付 け が な され てい な い 分 野 で見 解 を表 明 す る さ い

に は,適 切 な意 見 を述べ るべ き で ある。

2.4主 体 性(Identification):つ ぎ の よ う な場 合 には,自 己 の専 門

的 能 力 の範 囲 外の 意 見 を表 明 す る さい の 資格 が あ る。 第三 者 かそ の種 の

意 見 を 専門 家 の証 明 と認 め て い る場 合 とか,そ の意 見 が 推 論 に も とつ い

て不 適 当 に 用 い られ る おそれ が ある場 合 で あ る。

2.5完 全 性(Integrity):自 分 が 明 らか に有 して い 支 い よ うな資格 や

能 力 が あ る よ うにみ せ かけ て は いけ ない。

2.6利 害 の衝 突(ConflictofJnterest):彼 は,自 主 的 左助 言 を行

う場 合 に も完 全 に公 平 なふ る ま い をす る必 要 が ある。 与 え る助 言 が 自己

の 個 人 的 便 益 に現 時 点 で,な い しは 潜在 的 に影 響 を もた らす場 合 に は,

助 言 を与 え る 時点 にす べ ての 関 係 す る利 害 を完 全 かつ 詳細 に明 らか に し

てお か 左け れ ば な らな い。 不 公 平 な 利益 を得 ん が た め に,仲 間 の専 門家

や 競 争 相手 の名 誉や 能 力 を きず つけ て は 左 らない。

2.7責 務(AccountabiIity):結 果 に対 す る職 業 上 の 責 務 の度 合ve

は,置 か れ てい る地 位 や 遂 行 した仕 事 の種 類 に も とつ く。 た とえ ば:
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「

・シ ニア ・エグ ゼク テ ィブ は
,自 分 が 監督 して い るす べ て の 個人 が逐

行 ず る作 業 の品 質 とか,情 報 の受 取 手 が提供 した 結果 に含 まれ てい

る 諸 制 限事 項 を完 全 に認 識 す る よ うに仕 向 け る とか の 責務 が あ る。

・コ ンサ ル タン トや技術 的専 門家 の 個人 的 責 務 は ,そ の顧 問的 役 割 に

お ける 特別 な責任 を有 した 地 位 に い る が ゆえ に,特 に重 要 で あ る。

した が っ て,そ の作業 の は っ き りと した制限 事 項 を完 全 に 明 らか に

し,文 書化 し,説 明 す る こ とを 見守 る 責務 が ある。

2.8プ ラ イバ シー の保 護(ProtectionofPrivacy):彼 は ,コ ン ピ

ュー タ ・ベ ー ス ・シ ステ ムが値 入 の プ ラ イバ シ権 に 及 ぼ す 潜在 的 影 響 に

対 して特別 な配 慮 をす る 必要 が ある 。

こ の こ とは,自 己 の 絶 讃 体,顧 客 や 取 引 業者 内 で あ ろ うと も,一 般 公 象

に 対 して で あろ うと もあ て はま る こ とで あ る。

コ ン ピュ ー タ専門 家 は コ ン ピュ ー タ化 され た フ ァ イ ル に容 易 に近 づ き

うる とい う特 権 を持 っ て い る がゆえ に,責 任 あ る地 位 を利 用 して値 入の

利 益 のた め に コ ン ピ ュー タ化 され た ファ イ ルか ら情 報 を得 た 入 に 対 して

は特別 強 い 非 難 が行 わ れ る であ ろ う。

個 人 の機 密,仕 事 あ る いは経 歴 に不 利 な影 響 を及 ぼ す よ うな決定 が コ

ン ピュ ー タ ・ベ ー ス ・シス テ ム内 で なさ れ る よ う左 場合 には ,そ の シス

テ ム設 計 を責 任 ある エグ ゼクテ ィ ブ か審 査 す る 特別 な機 会 を設 け るべ き

で あ ろ う。

3.良 き慣 行 に 関 す る綱 領

3.1教 育(Eduoation):彼 は,現 在 の専門 的 職 業 に関係 す る情 報 処

理 技術 の進 展 に絶 え ず注 意 を払 う特別 な責 任 が ある。 仲 間 で あ る,専 門

家 対 象 の もの はい う にお よば ず,一 般人 向 け に 行わ れ て い る教 育 活動 に

積 極 的 に参 画 し,技 術的 か つ専 門 的 な情 報交 換 に 貢 献 す る。

ま た,.一 般 人 の コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ムの 理 解 を促 進 す る こ とに全 力 を

投 入す る。 さ らに,自 己 の専 門,時 間 ある いは 地位 の許 す 範 囲 で 現場 で
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の知 識 の伝 播 に貢 献 す る。

3.2個 人 的 行動(PersonalConduct):私 的 活 動 と専 門 的 活動 は,目

にみ え て相 互 に影 響 をお よぼ す の で,専 門 的 活 動分 野 で要 求 され て い る

と同 じ よ うな高 水準 の 行動 を私 生活 で も保 っ てゆ くよ う期 待 され て い る。

3.3能 力(Competence):彼 は,技 術 的,専 門 的 能 力 を 少 な くと も要

求 水 準 ま で高 め る た めに 常 時 努 力す る必 要 が ある。 つ ぎの 場合 を除 い て,

自己 の有 してい る情 報 をわ ざ と一 人 占め しては いけ な い。 そ の 場 合 とは,

当該 情 報 を明 らか にす る こ とが 第 三者 を傷 つ け る とか い ち じる しい影 響

を与 え る時,ま た は,適 切 では っき り と定 め られ た信 用 関係 に しば られ

て い る時 で ある 。 犯 罪 行 為 や 怠慢 行 為 を通 じて コン ピュ ー タ ・ベ ー ス ・

シ ステ ムの効 果 や価 値 を故 意 にそ こね る とか 減 じて しま う こ とが あ っ て

はな らぬ 。

3.4申 し立 て(Statement):彼 は,情 報 技 術 の あ らゆ る 面 に関連 して

存 在 す る,あ る いは期 待 さ れ て い る事態,ま たは コ ン ピュ ー タ利 用 につ

い て い つ わ りや 誇張 した 申 し立 て を しては な らな い。

一般 の 人 々 と意 志疎 通 を計 る場 合 に は,可 能 左か ぎ り一 般 用語 を用 い,

一 般 用語 で は適 切 な表 現 が で きな い場 合 を除 き技 術 用語 や 専 門的 表 現 を

使用 して は な らない。

3.5思 慮(Discretion):現 在 あ るveは 過 去 の 雇 用 人 や顧 客 の こ と

に 関係 す る 情 報 を明 らか に した り,明 らか にす る こ とを許 可 した り,ま

た は 自 己 の 利益 の た め に 利 用 した りす るさ い に は最 大 限 の 思 慮 を払 うべ

きで あ る。

3,6利 害 の衝 突(ConflictofInterest):彼 は,自 分 の利 益 にっ な

がる とか 現 行職 務 と相 容 れ な い地位 を保 持 した り,引 受 け て は な らな い。

た だ し,そ の 利益 をあ らか じめ関 係 す る人々 に明 らか に し て あ る場 合 は

別 であ る。

3.7違 反(Violation):彼 は,綱 領 の 違 反 を報 告 し,精 しい知 識 な
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い しは 直接 の知 識 が ある場 合 に は倫 理 上 の措 置 にさ い し て証 人 とな り,

倫 理 行 動 の違 反 の訴 え を裁 く 審員 をつ とめ る こ とが 期 待 され て い る。

11)授 与 された検定証の取 消 しに対す る手 続き要件

1.検 定 審議 会は,コ ン ピュ ー タ専 門家 検 定 協会 の代 りに,検 定 書 を取 消す権

利 を留 保 してお り,そ の 受領 者 がll綱 領ltを 犯 した り,デ ー タ処 理 の職 業 に

とって 不 名誉 に なる とか 汚 名 に なる よ うな行為 に関係 した 場合 に は,す で に

発 行ず み の検 定 書 を取 消す 。

1[[.取 消 しの理 由 は,審 議 会 の3分 の2以 上 の 多数 の意 見 に も とつ く。

皿.取 消 し処 理 の 手順

L取 消 し理 由 を構 成 す る事 実 を 申 し立 てる告 訴 の公 式 の 陳 述 書 が書面 で準

備 さ れ る。

2.陳 述 さ れ た 告訴 の写 しが訴 訟 され た当 人 に手 渡 され,そ の人 が告 訴 に対

す る 回 答 を審 議 会 に提 出す る期 限 が定 め られ る。

3.回 答 で告訴 が 否認 され る と,審 議 会 は聴聞 会 の 日時 を決 定 し,そ の 日時

を通 知 し,訴 え られ た 人 に とっ ての 聴 聞会 を 開催す る。

4.告 訴 を裏 付 け る証 拠 の 陳 述は,検 定 審議 会 の書 記(投 票権 を 持 た 左 い メ

ン バー)が 行 う。

5.告 訴 に抗弁 す る証 拠 の 陳 述 は,告 訴 され た 当人 ない しは 彼 が 指 名 した 代

理 人 が行 う。

6.双 方 に対 して,事 実 と論 証 を開 陳 す るに十 分 な機 会 が聴 聞 会 で 与 え られ

る。

7.聴 聞 会の 終 りに あた っ て,審 議会 は告訴 が 十分 証 拠 だ て られ た か ど うか,

授 与 を取 消す べ きか取 消 すべ き で な いか ど うか の決 定 を下 す 。

8.告 訴 された 入 に は,そ の 決定 が 書 留郵 便 で通 知 さ れ る。

9.告 訴 され た 人 は,ICCPの 実 行 委 員 会 にそ の決 定 の審 査 を要 求 す る権

利 を有 してfoり,審 議 会 の決 定 を受 け取 っ た 日か ら30日 以 内 に 文 書 に よ
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る訴 え をICCPの 国 際委 員 長 に提 出す る こ とが で きる。

12)学 習の概要 と参考 分献

試 験 で カ バ ー す る 分 野 は,つ ぎ の5つ で あ る。

1、 デ ー タ処 理 器 機

2.コ ン ピ ュ ー タの プ ログ ラ ミ ン グ と ソ フ トウ ェ ア

3.経 営 一 般

4.定 量 的 手 法

5.ソ ステ ム分 析 と設 計

こ の 手 引 に は,一 組 の サ ン プ ル 問 題 を収 容 し て い る。 こ れ らの 問 題 は ・ 受 験

者 に 問 題 の 形 式 に 関 す る知 識 と試 験 範 囲 の あ る程 度 の 目や す を 与 え る た め に 提

示 され て い る 。 す いせ ん す る 参 考 図 書 とテ キ ス トは ・ 各 分 野 の 概 要 の あ と に列

挙 して お い た 。

試 験 に 使 用 す る 用 語 の 定 義 は,ア メ リ カ 国 家 標 準 協 会(AmericanNatio,

nalStandardInstitute)の 語woか ら 引 用 し て い る 。 つ ま り,ア メ リ カ

国 家 標 準 協 会(1430'Broadway;NewYork・NewYork・10018)が 発 行

して い る1|情 報 処 理 に 関 す る ア メ リ カ標 準 用 語 「,eてした か っ てWOる 。

デ ー タ 処 理 器 機

1.コ ン ピュ ー タ と周 辺 器 機(ハ ー ドウ ェ ア/ソ フ トウ ェ ア)

A.EDPの 発 展

1.デ ー タ 処 理 発 展 の ハ イ ライ ト

2.EDP器 機 の 必要 性 と 使 用 法

要 求 さ れ る 知 識 の深 さ:そ の 発 展 の 主 歎 マ イ ル ・ヌ トー ン の 時 期 噂

に 力 点 を 置 い た デ ー タ処 理 の 歴 史 に 関 連 した も の

B.コ ン ピ ュ ー タ の構 成 と 機 能

L記 憶 装 置

2.演 算 論 理 装 置
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3.制 御 装 置

4・ 入 出 力 装 置

要 求 され る 知 識 の 深 さ:コ ン ピ ュ ー タ理 論 の理 解:コ ン ピ
ュ ー タの 構 成

要 素,そ の 諸 機 能 お よ び 内 部 論 理

C.内'部 処 理

1.プ ロ グ ラ ム 内 臓 方 式

2.デ ー タ表 現 一 符 号 構 造

3.ア ク セ ス方 式

4.レ ジ ス タ

5・ デ ー タ の 流 れ

6.チ ャ ネ ル と トラ ン ク

7.割 込 み

8.記 憶 保 護

9.カ ウ ン タ,累 算 機 構
,加 算 機 構

10.浮 動 小 数 点

11・ マ イ ク ロ ・プ ログ ラム

D.

1

2

3

4

5

6

τ

8

要求 され る知 識 の 深 さ:典 型 的 ・ ン ピーー グ の理 解:各 種 レジ ス 久

デ ー タ演 算 テ クニ ック ,内 部 で の文字 表 現,サ イク ル ・タイ ム な ど

入 出 力 媒 体

カー ド読 取装 置

カー ドせ ん 孔 装 置

磁 気 テ ー プ装 置

直接 アク セ ス1/0端 末 装 置

紙 テ ー プ読取 装 置

紙 テ ー プせん 孔 装 置

磁 気 インキ文字読取 装置

光学式文字読取装置
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9.映 像 表 示 装 置(CRT端 末 装 置)

10.キ ー 打 鍵 装 置

11.印 刷 装 置

12、 コ ン ソ ー ル

13.COM(コ ン ピ ュ ー タ 出 力 マ イ ク ロ フ イ ル ム)一 、

要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ:す べ て の 入 出 力 装 置 の理 解:そ れ らの 相 対 的 速

度,長 所 お よ び 短 所,信 頼 性 な ど。

E.コ ン ピ ュ ー タ の 特 性

1.ア ナ ログ 型 とデ ジ タ ル 型

2.ゾ リ ア ル 型 と パ ラ レ ル 型

3.プ ロ セ ス 制 御

4.多 重 プ ロ グ ラ ミ ン グ

5.仮 想 記 憶 装 置"

要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ:コ ン ピ ュ ー タの タ イ プ の 理 解:そ れ ぞ れ の,お

よ び典 型 的 な コ ン ピ ュ ー タ の 利 点,そ こ で の 特 別 な ハ ー ドウ ェ ア 技 法,

装 置 お よ び コ ン ピ ュ ー タ の タ イ プ

F.デ ー タ 伝 送

1.デ ー タ 収 集 装 置

2.コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 装 置

3.デ ィ ス プ レ イ装 置

4.回 線 サ ー ビス/マ イ ク ロ ウ エ ー ブ

5.文 字 変 換 装 置

要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ:デ ー タ伝 送 の 基 本 の 理 解:使 用 され る 手 法,ハ

ー ドウ ェ ア の タ イ プ
,相 対 的 速 度,信 頼 性 な ど

G」 特殊 な ハ ー ドウ ェ ア

1.直 接 デ ー タ連 結

2.ポ イ ン ト ・オ ブ ・オ リジ ン(Point-of-Origin)
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3、 入 出力装 置

要求 され る 知 識 の深 さ:特 殊 目的 の ハ ー ドウェ ア の使 用 可能 性

H.補 助 記 憶 装 置

1.磁 気テ ー プ

2.磁 気 ドラ ム

3.磁 気デ ィ スク

4.大 容 量 記憶 装 置

要 求 され る知 識 の深 さ:転 送 速度,コ ー デ ィ ング,検 査,ブ ロ ッキ ン グ

お よび デ ー タ処理 条 件 の タイ プか らみ て の相 対 的価 値 を理 解 して い る こ

と。

丑 そ の他 の事 務器 機

A.卓 上 計算機

B.複 写 装 置

C.フ ァイ リン グ装 置

D.ブ ックキ ー ピング ・マ シー ン ・

E.マ イク ロ フ ィル ム器 機

F.印 刷 用紙 処 理 器 機

α タイ プ ライ タ,デ ー タ ・エ ン コー ダ

要 求 され る知 識 の深 さ:一 般 的 な シ ステ ム利 用 の も とで の オ ペ レー シ ョン

と適 用業務 の基 本 的 なか ら く りの理 解
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参 考 文 献

Ballou・H.・ マ イ ク ロ 複 写 機 め 手 引 き,NationaiMicrofilm

Association,1968,(1970年 の 補 足 資 料 も 入 手 可 能)

Baron&Piccirilli・ デ ジ タ ル 論 理 と コ ン ピ ュ ー タ 操 作,

McGraw-Hill,1967。

Bohl,M.,情 報 処 理,ScienceResearchAssociates,lnc.,1971。

Bohl,Budd,Hughes,&Rovizza,コ ン ビ ュ ー4の 概 念,Science

ResearchAss'ociates,Inc.,1970、 。

DPMA&EIiasM.Awad,自 動 デ ー タ 処 理:そ の 原 理 と 手 順,第3版,

Prentice-Hall,1975。

Davis,G.,コ ン ピ ュ ー タ に よ る デ ー タ 処 理,McGraw-Hill,1969『 。

Foster,C.,コ ン ピ ュ ー タ ・ ア ー キ テ ク チ ャ,

VanNostrand,Reinhold,1970。 ・"

Gentle,E.,企 業 に 拾 け る デ ー タ 通 信,入 門,

PublishersServiceCompanyforTheAmericanTelephone

andTelegraphCompany。

Laurie,E.,現 代 の コ ン ピ ュ ー タ 概 念,South「WesternDublishing

Company,1970。

Weiss,E.,ed.,・ コ ン ピ ュ ー タ 利 用/そ の 基 本,McGraw-Hill,・1969。

コ ン ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ ミ ン グ と ソ フ トウ ェ ア

1.プ ロ グ ラ ミ ン グ の原 理

A.コ ン ピ ュ ー タ の基 本 命 令

L

2

3

4

デー タ移動命令

四則演 算命 令

判断命 令

入出力命令
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5.特 殊 目的 用命 令

要 求 さ れ る知識 の 深さ:各 々 の命 令 カテ ゴ リ ーで典 型 的 に遂 行 され る動

作 の種類 に精通 してい る こ と

B.ア ドレヌ 指 定 の手法

1.直 接 ア ドレス 指 定

2.間 接 ア ドレス指 定

3.レ ジス タに よる ア ドレス指 定

要 求 され る知識 の 深 さ:記 憶 装置 の ア ドレス を参 照 す る ため の手 法 とテ

ク ニ ッノに 精通 して い る こ と

C.ル ー プ

1.初 期 値 化

2.処 理

3.修 正 と 制 御

要 求 され る知識 の 深 さ:く り返 し ル ー プの 考 え に精 通 して い る こ と。

D.サ ブ ル ー チ ン

1.呼 び 出 し順 序 とパ ラメー タ

2.開 いた サ ブ ル ーチ ン と閉 じた サ ブ ルー チ ン

3.マ ク ロ命 令

4.再 入 可 能 ルー チ ン と逐 次 再 使用 可能 ルー チ ン

要 求 さ れ る知 識 の 深 さ:サ ブ ル ー チ ン の多 様 な方 法 に熟 知 してお くこ と

E.プ ログ ラ ム検査

L記 憶 域 ダ ン プ

2.動 的 分 析 と追 跡

要 求 さ れる 知 識 の 深 さ:プ ログ ラ ム のデ バ ッギン グ技 法 に精 通 してい る

こ と

F.基 本的 プ ログ ラ ミン グ技 法

1.流 れ 図
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■

判 断 表(デ シ ジ ョ ン ・テ ー ブ ル)

デ ー タの編 集 とエ ラー の検 出

再 始 動 ポ イ ン ト

文 書 化

実 行時 間 の見 積 リ

デ ー タ ・フ ァ イルの 編 成法

要 求 さ れ る知 識 の深 さ:表 示 した トピ ックス の重 要 性 を理 解 し,受 容 で

きる慣 行 に気 を つけ る こ と

G.入 出力 に関す る考 慮 点

'

1.ア ク セヌ 方 式

2.パ フ ォー マ ン ス特 性

要 求 され る知 識 の深 さ:共 通 的 な装 置 を 使用 す る さ い の参 照 と制 御 の技

法 を知 っ てお くこと

1[.メ タ ・プ ログ ラ ミン グ ・シ ステ ム

A

B

C

D

E

F

ア セ ン フ フ

コ ン パ イ ラ

ト ラン ス レ一 夕

イ ン タ プ リ ー タ

ジ ェ ネ レ 一 夕

オ ペ レー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム

要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ:上 記 の ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ に 関 し ・ そ れ ぞ

れ が 遂 行 す る オ ペ ー レ ー シ ョ ン の 観 点 か らの 範 囲 と 最 も適 当 な条 件 の も と

で の 使 用 法 を 知 っ て い る こ と

][.プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語

A.適 用,分 野,使 用 法

1.手 続 き言 語(ProcedureLanguage)

2.会 話 型 言 語(InteracfiveLanguage)
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3.シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 言 語(SimulationLanguage)

4.ア セ ン ブ リ 言 語(AssemblyLanguage)

5.レ ポ ー ト ・ プ ロ グ ラ ム ・ ゼ ネ レ 一 夕

6.リ ス ト処 理 言 語(ListProcessingLanguage)

要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ:上 記 の 言 語 の 一 般 的 目 的 と 目 立 っ た 特 徴 を 知 っ

て い る こ と

B.COBOL

1.見 出 し 部(IdentiticationDivision)

2・ 環 境 部(EnvironmentDivision)

3.デ ー タ 部(DataDivision)

4、 手 続 き 部(ProcedureDiVision)

要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ:COBOLに 関 係 す る 用 語 に 精 通 し てveる こ と 。

そ れ ぞ れ の 用 語 を 定 義 し,そ の 使 用 法 を 説 明 し,か つ そ れ ぞ れ の 制 限 な

い し は 制 約 条 件 を 知 っ て い る こ と 。'

参 考 文 献

Barron,D.,ア セ ン ブ ラ と ロ ー ダ,AmericanElsevierPublishing

l

C。.,1970。

Flores,1.,コ ン ピ ュ ー タ ・ ソ フ ト ウxア,Prentice-Hall,1965。

Flores,1・,コ ン ピ ュ ー タ に よ る 分 類,Prentice-Ha11,1969。

Hopgood,F.,コ ン パ イ ル 技 法,Ameri'canElsevier,1969。

Katzan,H.上 級 プ ロ グ ラ ミ ン グ と オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム,

VanNostrandReinhold,1970。

Sammet,J.,プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語:そ の 歴 史 と 基 礎,

Prentice-Hall,1969。

Sherman,P.,コ ン ピ ー・一 夕'プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 法,

PrentiQe-Ha11,1970。

SternandStern,COBOLプ ロ グ ラ ミ ン グ,Wiley,1970。
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経 営 一 般

1.一 般 的 管 理 の 原 則

A.マ ネ ジ メ ン ト機 能

1.計 画(Planning)

2.組 織 化(Organizing)

3.調 整 と 指 導(Coordinating-Directing)

4、 糸充tSij(Controlling)

要 求 され る 知 識 の深 さ:組 識 階 層 の 全 レ ベ ル で の 管 理 者 の 基 本 的 目 的 と

行 動 と を 理 解 し て い る こ と。

B.経 営 組 織 原 則

1.シ ニ ア ・マ ネ ジ メ ン ト

2.マ ー ケ ッ テ ィ ング ・マ ネ ジ メ ン ト

3.オ ペ レー シ ョ ン ズ ・マ ネ ジ メ ン ト

4.マ ニ ュ フ ァ ク チ ャ リ ン グ ・マ ネ ジ メ ン ト

5.研 究 開 発 マ ネ ジ メ ン ト

6.財 務 マ ネ ジ メ ン ト

7.ス タ ッ フ ・サ ポ ー ト ・ マ ネ ジ メ ン ト

8.ラ イ ン と ス タ ッ フ の 考 え

9.集 中 化 と 分 散 化 の原 理

要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ:他 部 門 お よび 全 て の 管 理 レベ ル で の コ ミ ュ ニ ケ

ー シ
ョ ン の 仕 方 を理 解 し て い る こ と。 ま た,お 互 の 間 で の 相 互 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン に 関 す る 知 識 を持 つ こ と。

C.一 般 的 管 理 手 法

1

2

3

損 益 分 岐 点 分 析(Break-evenAnalysis)

財 務 諸 表 の 解 釈(FinancialStatement-interpretation、)

イ ン 　ダ ス ト リ ア ル ・ リ レ ー シ ョ ン 活 動(lndustrialrelations

Act'ivities)
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&

9

要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ

く一 般 に受 け 入 れ ら れ て い る 技 法 の 知 識 を 持 っ て い る こ と。

D.一 般 的 管 理 技 法

1.エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・ リー ダ シ ップ

2.人 間 関 係(Humanrelations)

3.産 業 革 新 の イ ン パ ク ト(Inpactofindustrialrevolution)

4.企 業 の 歴 史(Histryofbusiness)

5.マ ネ ジ メ ン トの 意 志 決 定(Managementdecisionmaking)

6.科 学 的 管 理 法(Scientificmanagementprinciples)

7・ マ ク ロ経 済 環 境(Macro-economicenvironment)

8.政 策 と 目標 の 決 定,

要 求 され て い る 知 識 の 深 さ:管 理 機 能 とそ の 責 任 の 自覚 を促 す 地 域 的,

国 家 的 あ る い は 国 際 的 環 境 を 理 解 して い る こ と。

ll.デ ー タ処 理 マ ネ ジ メ ン ト

A.全 体

1.企 業 組 織 の 考 慮 点

要 求 さ れ る 知 識 の深 さ:デ ー タ処 理 組 識 と企 業 と の 相 互 関 係 の 原 則 に

精 通 し て い る こ と

2.デ ー タ処 理 部 門 の 組 識

要 求 さ れ る知 識 の 深 さ:デ ー タ処 理 機 能 の 主 要 な 分 野 を カ バ ー す る一

般 的 な デ ー タ処 理 マ ネ ジ メン ト原 則 の 知 識 を 有 す る こ と。

団 体 交 渉 策(Collectivebargainingpractices)

事 務 管 理 原 則(Officemanagementprinciples)

生 産 計 画 と 管 理(ProductionPlanningandControl)

販 売 計 画 と 管 理(SalesPlanningandControl)

ミ ク ロ 経 済 理 論(Micro-economictheory)

資 金 管 理(Moneymanagement)

:ス タ ッ フ ・ サ ポ ー ト部 門 で 使 用 さ れ て い る,広
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3.デ ー タ処 理 プ ロジ=一ク トに 関 す る エ グ ゼ ク テ ィ ブの責 任

要 求 され る知 識 の深 さ:デ ー タ処 理 プ ロ ジ づク トに関 す る管理 上 の 報

告 技 法,エ グ ゼ クテ ィブ ・レベ ル の 選択 お よび 承 認 の方 針 につ い ての知

識 を有 し て いる こ と。

4.デ ー タ処理 部 門 の管 理

要 求 され る知 識 の深 さ:管 理 責 任 と マ ネ ジ メ ン ト方 針 の 一 般 的理 解 を

し て い る こ と。

5.デ ー タ処 理 の 基 準

要 求 され る知 識 の深 さ:マ ネ ジ メ ン トの要 件 と技 法 を理 解 して いる こ

と

B.シ ステ ム管 理 お よび プ ログ ラム管 理

1.プ ロ ジェ ク ト管 理

要 求 され る 知 識 の深 さ:プ ゴ ジ ェ ク ト管 理 の主 要 な領域 に関す る完 全

な知 識 を有 す る こ と。 問題 は,こ の種 の マ ネ ジ メン ト領 域 に関連 す る も

の が 出 され る。

2プ ログ ラ ミン グ管理

要 求 され る知 識 の深 さ:DP管 理 者 の 責 任 に関す る知 識 と理 解 が ある

こ と

C.導 入 管 理;5・よび運 営 管 理

1全 般 的考 慮 事 項

要求 され る 知 識 の深 さ:導 入 管 理 に関 す る広 い知 識 を持 っ て い る こ と。

2導 入 側 での 準 備

要求 さ れ る知 識 の 深 さ:デ ー タ処 理 側 での 準 備 に さ い して生 じる管理

上 の 問 題 お よび 特別 に配 慮 す る 必 要 の ある事 項 に つ い て の理 解 が あ る こ

と。

3オ ン ラ イ ン,お よび リア ル タイ ム ・コ ン ピュ ー タ ・ソス テ ム

要 求 され る知 識 の深 さ:オ ン ラ インお よび リア ル タイ ム'シ ス テ ムの
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導 入 に さい して生 じる特 別 な管 理 上 の問 題 に関 す る広 い知 識 を有す る こ

と。 た とえ ば,ス ケ ジ ュー リン グ,特 殊 な 回復技 法,拾 よび 部 門間 の コ ー

ー ディ ネー シ
ョンな どは,別 の環 境 で一般 に用 い られ て い るや り方 とは

異 った ア プ ロー チ を必 要 とす る。

4.あ る コ ン ピュー タか ら別 の コ ン ピュ ー タへ の変 換

要 求 され る知 識 の 深 さ:変 換 の 全 局面 の全 体 的 な知 識 を持 つ でい る こ

と

参 考 文 献

マ ネ ジ メ ン ト原 理

この 分野 の試 験 では,試 験 が非 常 に重視 さ れ る。 学 校 で の訓 練 とか以 下 に

示 す 参考文 献 の部 分 は ある程 度 の 価値 しかな い。 しか し.一 般 管 理 の本 質 は

経 験 す る ことで ある が,知 的 訓練 とか 論理 とか が マ ネ ジ メン トの成 功 へ の鍵

で ある ことを認 識す る こ とが重要 で ある。

Anthony,RobertN.,計 画 と管理 シヌ テ ム:分 析 の骨 組 み,

Gradu・ateSchoolofBusinessAdministration,Harvard

University,1965。

Baumol,Wi川iamJ.,経 済 理 論 と オ ペ レ ー シ ョ ン ・ ア ナ リ シ ス,

Prentice-Hal1,1965。

Cohen,Je(omeB.andRobbinsons,S・idneyM.,財 務 担 当 マ ネ ジ ャ ,

HarperandRow,1966。

Emshoft,J,andSisson,R.,コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ モ

デ ル の 設 計 と 利 用,Macmillan,1970。

G・ ・rri・ ・i・J・h・A・ ・ 企 業 と 経 営 原 理:'ン ピ ー ー タ ● ベ ニ ス 情 報 シ

ス テ ム の 方 向 づ け,DataProcessingManagementAssociation,

19710

Helfert,E.,財 務 分 析 の 技 法,RichardD.Irwin,1967。

Hertz,D.B.,マ ネ ジ メ ン ト の 新 た な パ ワ ー,McGrawHill,1969。
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Keller,1.,利 益 管 理 の た め の 管 理 会 計,McGrawHill,1957。

Prince,T.R.,経 営 計 画 と 管 理 の た め の 情 報 シ ス テ ム,

R.D.Irwin,1970。

Ross,J.,情 報 シ ス テ ム に よ る 経 営,PrenticeHall,1970。

Terry,GeorgeR.,経 営 原 理.R.D.Irwin,1971。

WestonandBrigham,経 営 財 務 の 本 質,Holt,Rhinhartand

Winston,1968。

Whisler,T.L.,組 織 に お け る コ ン ピ ュ ー タ の 衝 撃 ・

PraegerPublishers,1970。

Withington,F.G.,現 実 の コ ン ピ ュ ー タ,そ の 影 響,利 用 法 お よ び

効 果,Addison-Wesley,1969。

法 律

Freed,R.,コ ン ピ ュ ー タ と 法 律 に 関 す る 問 題 と 訴 訟 事 件,

Widett&Kruger,1971。

Miller,A.,プ ラ イ バ シ の 侵 害,UniversityofMichiganPress,

19710

デ ー タ処 理 マ ネ ジ メ ン ト

こ の 分 野 の 試 験 で は,経 験 が き わ め て 重 視 き れ る 。 学 校 で の 訓 練 と か 以 下

で 示 す 参 照 文 献 の 部 分 は あ る 程 度 の 価 値 し か な い 。 し か し,デ ー タ 処 理 マ 不

ジ メ ン ト の 本 質 は 経 験 す る こ と で あ る が,知 的 訓 練 と か 論 理 と か が こ の よ り

特 殊 化 さ れ た マ ネ ジ メ ン ト領 域 の 成 功 へ の 鍵 で あ る 。

Avedon,D.,コ ン ピ ュ ー タ ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ マ イ ク ロ フ ィ ル ム,

NationalMicrofilmAssociation,1971。

Benlamin,R.,情 報 シ ヌ テ ム 開 発 サ イ ク ル の コ ン ト ロ ー ル,

Wiley,1971。

Blumenthal,S.C.,経 営 情 報 シ ス テ ム:計 画 と 開 発 の 枠 組 み,

PrenticeHall,1969。
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「

Brandon,DickH.,デ ー .タ 処 理 の 管 理 基 準 ,D.VanNostrand,

Inc.,19630

Canning,R.G.,Sission,R.,デ ー タ 処 理 の 管 理
,John

WiIeySons,Inc.,1967。

Head,R.V.,パ ッ ケ ー ジ 化 さ れ た シ ス テ ム 手 引 き ,Wiley,1971。

Joslin,E.O.,コ ン ピ ュ ー タ 制 御 に 関 す る エ グ ゼ グ テ ィ.ブ 向 け ブ リ ー

フ ィ ン グ,DataProcessingManagementAssociation
,'1970。

Weinberg,G.M.,コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ の 心 理 学 ,

VanHostrandReinholdCompany,1971。'・

Wofsey,MarvinM.自 動 デ ー タ 処 理 の マ
.ネ ジ メ ン ト,

ThompsonBookCompany,1969。

デ ー タ 処 理 マ ネ ジ メ ン ト へ の ガ イ ド ラ イ ン,Data

ProcessingMan・agementAssociation
,1968。'

定 量 的 手 法

1・ 会 計 ,'

A.基 本 的 な 会 計 プ ロ セ ス

r

2

3

4

5

会 計 誤 差 と 周 期(Accountingequationandperiod)

利 益 概 念(Acc・ualC…cept)

減 価 償 却 と割 賦 償 還(Depreciation&Amortization)

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 種 類(TypesofTransactions)

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン処 理(TransactionProcessing)

要 求 さ れ る知 識 ¢1深 さ:上 記 の ト ピ ッ ク に 関 連 し た 基 本 的 会 計 概 念 に精

通 して い る こ と,お よ び 基 本 的 問 題 の 仕 事 が で き る こ と。 ,

B.原 価 計 算

L在 庫 計 算(Inventory.Accounting)

2.分 類 原 則(Classificationprinciples)

3.原 価 分 析(CostingandAnalysis)
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要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ:原 価 計 算 の 基 礎,最 も一 般 的 に 用 い られ て い る

や り方,お よび そ の や り方 に よ っ て 生 じ る デ ー タ処 理 の 主 要 件 に 熟 知 し

て い る こ と。

C.会 計 処 理

1.EDPの も と で の 複 式 簿 記(Doubleentrybookkuping

underEDP)

2.借 方 と貸 方(Debits&Credits)

3.期 末 調 整(End-of-periodAdjustments)

4.計 算 表(Trialbalance)

5.決 算(Clos'ing)

6.受 取 勘 定(Accountsreceivable)

要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ:コ ン ピ ュ ー タ化 さ れ た デ ー タ処 理 の 環 境 の も と

で 遂 行 さ れ る主 要 会 計 業 務 に 精 通 し て い る こ と 　 '

D.内 部 統 制 ・

L

2

3
.

4

5

デ ー タ の 統 制 と安 全 性(DataControl&Securiトty)

操 作(Operations)1

プ ロ グ ラ ム 変 更(ProgramChanges)

監 査 証 跡(Audittrial)

手 続 き の 文 書 化(ProcedureDocumentation)

要 求 され る知 識 の深 さ:コ ン ピ ュ ー タ化 さ れ た 環 境 で の 内 部 統 制 の 基 本

原 則 どそ れ が シ ス テ ム 設 計 に お よぼ す 影 響 につ い て 十 分 な 知 識 が あ る こ

と。

E.EDPシ ヌ テ ム の 監 査

1.周 辺 監 査(Auditing|1around「1)と コ ン ピ ュ ー タ に よ る 監 査

(Auditingnthrough"thecomputer)

2.テ ス ト ・ デ ッ ク と特 別 な プ ロ グ ラ ム の 利 用

3.監 査 証 跡 の 適 切 さ
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8

4.内 部 統 制 の 適 切 さ

要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ:コ ン ピュ ー タ化 さ れ た デ ー タ処 理 シ ス テ ム の監

査 を遂 行 す る さ い の 基 本 原 則 と そ れ が シ ス テ ム設 計 に お よぼ す 影 響 に つ

い て 精 通 し て い る こ と。

F.会 計 情 報 の 管理 面 へ の 利 用

1.財 務 計 画(FinancialPlannin9) ."`

2.財 務 統 制(Financialcontrol)

3.管 理 報 告 書(Managementreporting)

要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ:管 理 面 で の基 本 的 会 言十情 報 とそ れ が ソ ス テ ム 設

計 にお よぼ す 影 響 に つ い て よ く知 っ て い る こ と。

皿.数 学

A.数 学 上 の 表 記 法

要 求 され る 知 識 の 深 さ:一 般 化 さ れ た 数 学 上 の 記 号 と表 記 法 を 識 別 し,

見 分 け る こ とが で き る こ と。'揚'

B.計 算 に 関 す る ト ピ ッ ク ス'1'f

1.数 の 表 現(Representationofnu苗bers)Y

2、 有 効 数 字(DigitSignificance)「

3.ま る め(Rounding)

4.繰 返 し(Iteration)

要 求 され る 知 識 の 深 さ:上 記 ト ピ ッ クス に 関 す る 簡 単 な 計 算 が で き る こ

と。

C.ス テ ー トメ ン トと集 合 論

1

2

3

4

5

ステ ー トメ ン ト(原 子 と化 合 物)

真 理 表(TruthTable)

ツ リ ー ・ダ イ ヤ グ ラ ム

集 合 操 作(Setoperations)

ク リ テ ィ カ ル ・パ ス 分 析
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要求 され る知 識 の 深 さ:上 記 トピックス の定 義 と適 切 左 適 用分 野 を理 解

して い る こ と。

D.系 列(Sequences)

1.等 差 級 数

2.幾 何 級 数

3.加 重 移 動 平 均

4.指 数 平 滑 法

要 求 され る知 識 の深 さ:級 数 の和 を求 め る こ とが で き,簡 単 な 計算 を行

うこ とが で き る こ と。

E.計 算

1.順 列

2.組 合 せ

3.複 合

4.分 割

要求 され る知 識 の深 さ:上 記 トピ ック ス に 関連 す る簡 単 な計 算 が 行 え ・

一 般的 な表 記 法 が分 る こ と。 、

F.近 似,函 数,図 式

1.一 次 函 数

2二 次 函 数

3指 数 函 数

4対 数 函 数

5回 帰 直 線

要 求 さ れ る知 識 の深 さ:定 義 と用法 を知 り,図 形表 現 の見 分け が で きる

こ と。

G財 務 と会 計 数 学

1複 利 償 却 問 題(C㎝P。undi・t・ ・e・tp・ ・bl・m)

2減 価 償却 計 算(DepreclationCalculations)
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`

3.損 益 分 岐 点 分 析(Break-evenAnalysis)

要 求 され る 知 識 の 深 さ:公 式 と定 義 を 理 解 し,簡 単 な計 算 が で き る こ と
。

H.マ ト リ ッ ク ス

1

2.

3

4

5

6

7

8

行 ベ ク トル(ColumnVector)

マ ト リ ッ クス 演 算(Ope・ati・ ・s・nmat,ice、)

単 位 行 列(IdentifyorUnitmatrix)

転 置 行 列(Matrixtranspose)

送 行 列(Matrixinverse)

連 立 方 程 式 の 解 決

部 品 要 件 の リス ト問 題

マ ル コ フ 連 鎖(Markovchains)

要 求 され る 知識 の深 さ:定 義 を理 解 し.上 記 の 演 算 が で き る こ と
。

L微 分 法

L度 化 率(Rateofchange):基 本 的 ア イデ ィア

2・ 導 函数(Derivatives)

3.最 大最 小 問題(Maximaandminimaproblem)

要 求 され る知 識 の深 さ:多 項式 の導 函 数 をひ き出 し,そ れ を最 大 最 小 を

見 つけ るの に利 用す る こ とが で き る こ と。

J.線 型 計 画

1.線 型 問題 の公 式 化

2.シ ンプ レ ック ス法

3.双 対 線型 問題 の概 念

4.輸 送 問 題

要 求 され る知 識 の深 さ:線 型 計 画 に関 連 す る 用語 ,定 義 お よび 仮 定 に つ

い て理 解 し て いる こ と。

K.オ ペ レー シ ョン ズ ・ リサ ー チ(0 .R.)

L経 営 の 他 の 分 野 と の 関 係
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2.0.R問 題 の形 式 と内容

3.O.Rの コ・ン ピ ュー タ応 用分野

要 求 され る 知 識 の深 さ:O.R.の 本 質 を広 く理 解 し,解 決 す る た め にO.

R手 法 を適 用す るのが ふ さわ しい 問題 を列 挙す る ことが で きる こ と。 受

験 者 は,O.R.問 題 に対 して コ ン ピュー タで解決 す る一般 的 な手 法 を知

っ てい る必 要 が ある。 コ ン ピ ュー タを適 用す る場 合 の 度数 の種 類 とか,

各種 の モ デ ルか ら得 る こ とが でき る情 報 の 種類 な ども知 って お くべ き で

ある。 た だ し,受 験 者 はO.R.問 題 の公 式 化.とか解 決 す るた め の十分 な

知 識 を持 っ てい る必 要 は な い。

皿.統 計

A.統 計 入 門

1

2

3

4

5

6

統 計 の 効 果 的 利 用

統 計 の誤 用

度 数 分 布(Frequencydistribution)

平 均

異 変 の 測 定 、(Measuresofvariat・ion)

相 関 関 係 の 測 定(Measure .s.ofrelations)

要求 され る知 識 の深 さ:分 布,平 均 お よび 測 定値 の基 本的 な種 類 に精 通

して い る こ と。 また,そ れ らの効 果 的適 用法 と初 歩 的 な問 題 の解 決 法 も

知 って い る こ と。

B.有 限 サ ン プ ル空 間 に対す る初 等 確 率 論

1.確 率 概 念

2.条 件 つ き 確 率

要 求 され て い る 知識 の深 さ:確 率 理 論 の基 本 原理 を熟 知 し・ 初 歩 的 問題

の解 決 が で きる こ と。

C.確 率度 数,分 布 お よび分 布特 性 入 門

1.確 率 度数 と確 率 函数
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喝

2確 率度 数 の数 学 的 期 待 値

3確 率 度 数 函数 の 平 均 と分 散 、

4確 率 分 布

5.度 数 分 布

62個 の確 率度 数 の 同 時確 率 函 数

7連 続確 率 度 数 のた めの 確率 図表

8.面 積 で表 わ され る 確 率

9.累 積 確 率 図 表 」 ・

10.正 規 曲線 と正 規 確 率 分布

要 求 され て いる知 識 の深 さ:確 率 度 数 と正 規 分 布 の 基 本原 則 に精 通 して

いる こと。 ま た,初 歩 的 問題 の 仕事 が できる こ と。

D.抽 出 理 論:統 計 的推 測

1.和 の 分 布 計 算,

2.2つ の独 立 した 確 率 度数 の和 の分 布 と分 散

3.数 個 の 度数 の和 の分 散 ・

要 求 さ れ る 知 識の 深 さ:サ ン プ ル抽 出 と分 散 分 布の 基 本原 理 を よ く知 っ

て い る こ と。

E.二 項 確 率分 布 と 中心 極 限 定理

1.二 項 実 験

2.二 項確 率 度数 の期 待 値

3.二 項 分 布 の特 性

4.二 項 に対 す る中心 極 限定 理

要 求 され る知 識 の深 さ:二 項 分 布 と 中心 極 限 定理 の 基礎 を熟 知 して い る

こ と。

F.時 系 列 分 析

1.傾 向 の 決 定

2.定 期 的変 動,循 還 変 動,不 規 則変 動
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3.平 滑 手 法

要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ:時 系 列 分 析 と 一 般 に 用 い ら れ て い る 平 滑 手 法 の

主 要 な も の に 精 通 し て い る こ と 。

G.管 理 図(Controlchart)

H.指 数(lndexnumber)

要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ:主 題 の 基 本 原 理 に 精 通 し,初 歩.的 問 題 の 作 業 が

で き る こ と 。

参 考 文 献
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Prentice-Hall,1972。
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会 計 原 則,'・Prentice-Hall,1970。

MooreandJaedicke,管 理 会 計,South-Western,1972。

NiswongerandFess,会 計 原 則.South'-Western,1969。

PorterandBurton,監 査:そ の 概 念 的 ア プ ロ ー チ,

Wadsworth,1971。

PyleandWhite,基 本 的 会 計 原 理,RichardD.Irwin,1972。

定 量 的 手 法
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,オ ペ レ ー ソ ヨ ン ・ リ サ 一一 チ へ の マ ネ ジ ャ ー

手 引 き

KattsoffandSimone,有 限 数 学,McGraw-Hill,`1965

Kemeny,Schleffer,SnelI,andThompson,・ 企 業 業 務 と 有 限 数 学,

Prentice-Hall,1962。 』 ・
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LevinandKirkpatrick,経 営 に 対 す る 定 量 的 ア プ ロ ー チ,

McGraw-Hill,1965。

PriceandMiller,デ ー タ 処 理 数 学 の 要 素,第2版,

RinehartPress,1970。

Springer,Herlihy,andBeggs,基 礎 数 学,Richardb.Irwin,

1965 0

Springer,Herlihy,andBeggs,高 度 な手 法 と モ デ ルO

RichardD.lrwin,1965。

Wagner,H.,管 理 的 意 志 決 定 分 野 で の オ ペ レrシ ョ ン ・ リ サ ー チ の 原

理,Prentice-Ha11,1969。 、. t/

統 計

Amos,Brown,Mink,統 計 的 概 念.HarperandROw,19651。

Cleland,Brown,decani,Bursk,andMurray,企 業 業 務 と 基 礎 統 計

家,Wiley,1966。

StocktonandClark,企 業 と 経 済 統 計 入 門,a9.4
、版,、.

South-Western,1971。

シ ス テ ム 分 析 と 設 計

1.シ ス テ ム 責 任 の 定 義

A.機 能

B概 念

C.計 画

D.チ ー ム 編 成 ,,∴

E.統 制

要 求 さ れ る 知 識 の 深 さ;シ ス テ ム ・ グ ル ニ プ の 職 務 上 の 責 任 と 組 識 に 関

し て 理 解 し て い る こ と 。

皿.デ ー タ 処 理 シ ス テ ム の 分 析 .

A.実 現 可 能 性 の 検 討.・
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1.検 討 範 囲 と検 計 目標 ・

2.適 用 業務 の 調査 と問題 の定 義

3.要 求 され る分 析 の深 さ

4、 経済 性 へ の配 慮

5.結 果 の 提 示

要 求 され る知 識 の深 さ:目 標 を設 定 し,分 析手 法 と測 定方 法 を確 立 し.

か つ 実 現可 能 性 の検 討結 果 を描 写 す る にふ さ わ しい最 新 の実 践 的 知 識 を

有 して いる こ と。

Bソ ス テ ム設 計の た め のハ ー ドウ ェ ア の評 価 ・

1.器 機 構 成 の決 定

2.提 案 を裏 付け るた め のハ ー ドウ ェア仕 様

3.代 替 とな る 競 争器 機 の比 較 と評 価

要 求 され る知 識 の深 さ:価 格 性 能 比 の見 地 か らデー タ処理 ハ ー ドウェ ア

を比 較 評 価 す る た め の現代 的手 法 を理 解 して い る こ と。

C.シ ス テ ム 調 査

1

2

3

4

5

6

7

8

目 標 の 設 定

マ ネジ メン トの支援 と権限

実情調査 の技 法

実 情 の 記 録

要 件 分 析

検討 のスケジ ュー リング

面 技 の 技 法

作 業 の 簡 素 化

要 求 され る知 識 の深 さ:シ ステ ム調 査 の考 慮 点 と手 法 とを理 解 して い る

こ と。

皿.デ ー タ処 理 シ ス テ ム の 設 計

A.シ ス テ ム ズ ・ア プ ロ ー チ
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L目 標 の 設 定

2シ ス テ ム領 域 の 定義

3.著 る しwoパ フォ ーマ ンス 改 善 と代 替 ゾス テ込 設 計案 の探 索

4.定 量 的 モ デ ルの 使 用

5.デ シ ジ ョン ・テ ーブ ル と流 れ 図 の 使 用

6、 シス テ ム ズ ・ソ ミュ レー シ ョン:・

7.情 報 シス テ ム の経 営 利 用

8.ソ フ トウ==一ア/プ ログ ラムの 自社開 発 と委 託 開 発の 可 能性 検 討

要 求 され る 知識 の深 さ:ソ ヌ テ ムズ ・ア プ ローチ の原 則 と企 業 の シス テ

ム設 計 に定量 的 モ デ ル を適 用 す る 方 法 に精 通 してい る こ と。

B.フ ァイ ル設 計 と フ ァイ ル編 成

1.デ ー タ・ベ ー ス の概 念

2.デ ー タ要 件 の 決 定

3.記 憶 媒体 の選 択

4.レ コ ー ド ・レ イア ウ ト

5.フ ァ イル の安 全 性

要 求 され る 知 識 の深 さ:各 種 フ ァ イ ル媒体 の フ ァ イル設 計 と編 成 の原 則,

そ れ ぞ れ の媒 体 の長 所 と短 所,記 憶 媒体 の選 択 に用 い られ る基 準,フ ァ

イ ル設 計 と編成 の手 法 な どを理 解 して い る こ と.

C.シ ヌ テ ム 入 力

1.入 力装 置 の 選 択

2.編 集要 件 と 入 力 コン トロー ル

3.分 類 上 の考 慮点

4.入 力 の タイ ミン グに 関 す る考慮 点

要 求 さ れ る知 識 の 深 さ:シ ス テ ム入 力 と編 集 手 順 の設 計 に さ い して一 般

に 用 い られ て い る手 法 と基 準 とを 理解 して い る こと。 受験 者 は,編 集 と

コ ン トロー ルの 技 法 に関す る十分 な知 識 を も っ て いる こ とが期 待 さ れ て
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い る。 さ らに,タ イ ミン グ上 の問 題 に関 す る十 分 な知 識 も要求 され て い

る。

D.デ ーータ処 理 システ ム での 処 理

1.パ ッ チ 処 理

2.多 重 プ ロ グ ラ ミン グ処理

3.オ ン ラ イン処理

4.即 時 処 理

5.多 重 処 理

要求 され る知 識 の 深 さ:処 理 ソ ステ ムを設 計す る さい の 問 題 点 と設 計 技

法,デ ー タの妥 当性 の テ ス トのや り方 を理 解 し.処 理 時 間 を含 ん だ 簡 単

な 問 題 を解 くこと が で きる こと。

E.デ ー タ処 理 シ ステ ム で の 出力

1.そ の後 の処 理 のた め の 中 間結 果 の 出力

2.報 告 書 と 文 書 ・

3.グ ラ フィ ッ ク一 八 ー ド・コ ピー

4.視 覚 的表 示 装 置 と音 声 応 答 出 力

5.COM(コ ン ピュ ー タ出 力 マ イ ク ロフ'イルム)

6.出 力 コ ン トロー.ル

要求 され る知 識 の深 さ:シ ス テ ム 出 力の 設 計 に あ たっ て の基 本的 な 考慮

点 を理 解 して い る こ と。 出力 量 とか タイ ミン グに関す る簡単 な 問題 を解

くこ とが で きる程 度 の 最近 の ハ ー ドウ ェア知 識 を もって い る こ とが期 待

され て い る。

F.シ ステ ム設 計 活動

L流 れ 図 とデソ ジ ョ ン ・テ ー ブ ル

2シ ス テ ム ・コン トロー ル と監 査 証 跡

3コ ン ピュー タ ・プ ログ ラ ムの安 全 性

4ラ イブ ラ リと登 録
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'

5・ 導 入前 の レ ビュ と評価

要求 され る 知 識 の深 さ:一 般 に広 く用 い られ て いる コン トロ ー ル技 法,

シス テ ム監 査 に採 用 され てい る手 法 ,文 書 化 や安 全 性 の 配慮 の た め の現

時 の実践 的 な や り方,そ のた め の確 立 され た基 準 と技 法 に関す る広 い 知

識 を持 ち,そ れ ら を応 用す る こ と が で き る こ と。

IV.シ ス テムの導 入 ・実 施

A.導 入 段階 の ス ケ ジ ュー リン グ

B.移 行 計 画

C・ テ ス ト ・ケ ニース の作 成

D.カ ッ ト ・オ ー バ期 間 の特 殊 左 コ ン トロ ール と監 査 上 の考 慮

E.暫 定 的 手 順'

F.シ ヌ テ ム仕 様 に 対す る パ フ ォー マ ンス測 定

要求 され る知 識 の深 さ ゴシ ステ ム の導 入 に関 連 し て広 く一 般 に用 い られ

て い る技 法 と 手 法 を理 解 し てい る こ と。 と り わけ,カ ッ ト・オ ー バ時 に

必要 と なる 暫 定 的,カ ッ ト・オー バ 向 け の シス テ ム 設 計 と コ ン トロー ル

に 関 す る考 慮 点 が重 視 され てい る。

参

当分 野 の試 験 に 関 して は,受 験 者は 実 務 経 験 に 強 く依 存 せ ざ る を得 な い。 学

校 での 訓練 や 下 記文 献の 部分 時 参照 も重 要 で ある。 しか し,DPシ ステ ムの性

格か らし て,経 験,知 的 訓 練 と論理 とが実 務 家 に とっ て の成 功 へ の鍵 とな る。

V.シ ス テ ム の維 持 と フォ ロー ・ア ップ

A.導 入 後 の 変 更

B.シ ス テ ム ・パ フォ ーマ ン ス の定期 的 レ ビュー

C.運 用 費 の収 集 と分 析

要 求 され る知 識の 深 さ:変 更規 則,ソ ステ ム ・パフ ォー マ ンス測 定,運

用費 の決定 な ど を包 含 した全 ソス テ ム の維 持 とフ ォ ロー ・ア ップ に関 す

る シス テ ム規 則 に つ い ての 一般 的理 解 があ る こ と。

考 文 献
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13)試 験『問題 の 例

下記 の問題 は,次 回 のC'DP試 験 に出題 さ れ る と思 われ る種 類 の 例 で あ る。

これ ら問題 の 主要 左ね らい は,形 式 を例 示す る こと に あ る。 質 問 内 容 の 手 掛 り

は,本 学 習手 引 に記載 さ れ て い る トピ ックス を注 意深 く調 べ る ことに よっ て得

られ る 。 受験 者 の手 引 と して役 立 つ よう に,要 求 され る知 識 の 深 さ に関す る情

報 を各 セ クシ ョンの 直後 に 示 してあ る。 記載 さ れ て い る トピ ックス と要 求 され

る知 識 の深 さ に 十分 目を 通 して お くこと をす す め る。

デ ー ター処 理 器 機

1.下 記 の コ ン ピ ュ ー タ特 性 の う ち,ど れ が よ り速 い コン ピュ ー タ ・シ ス テ

ム を 実 現 す る の に 役 立 つ と思 わ れ る か 。

1.バ ッ フ ァ 付,函 次 処 理,固 定 語

2.逐 次,バ ッ フ ァ な し,同 期 的

3.非 同 期 的,バ ッフ ォ 付,併 行 処 理

4.併 行 処 理,バ ッ フ ァ な し,非 同 期 的

5.非 同 期 的,バ ッフ ァ付,可 変 長 語

2.COM(コ ン ピ ュ ー タ出 力 マ イ ク ロ フ ィ ル ム)に 関 す る 下 記 の 記 述 の う

ち 誤 りの もの を選 べ。

1.COM装 置 は,原 理 的 には 陰極 線 管(CRT)上 の イ メー ジ を撮 影す

る。

2.COM装 置 は,英 数 字 用 とグ ラ フ ィ ック 用 の2種 類 に大 別 でき る。

3.グ ラ フィ ックCOM装 置 は,主 と し て衝 撃 印刷 装 置 の 代 り に用veら れ

る。

4.COM装 置 は1秒 間500ρOO文 字 ま で の 速 さ で文 字 を書 くこ とが で き

る。
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3.乱 処 理 にさ い しての ア ドレス指定 技 法 と して索 引 なwoし は デ ィク シ ョナ

リを利 用 してい る直 接 ア ク セ ス ・フ ァイ ルに 当 ては ま る と思 われ る 特 性 は

どれ か。

1.ラ ンダ ム化 の 公 式

2.各 レコー ドを得 るた め には2回 の アク セ スが必 要 、

3.シ ノニ ムが 生 じる こと に よ り,余 計 な アクセ スが 必要 。

4.フ ァイ ル内 に ギ ャ ップ や未割 当 ての 物理 レ コー ドが発 生す る こ とが 多

)今0

4.マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ム 可 能 な ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ で は,ど こ に マ イ ク ロ プ ロ

グ ラ ム が格 納 さ れ てい る か 。

1.コ ア 記 憶 装 置 内

2.磁 気 テ ー プ 上

3.直 接 ア ク セ ス 装 置 上

4.読 取 専 用 記 憶 装 置 内

コ ン ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ ミ ン グ と ソ フ トウ エ ア

1、COBOLで,「AANDBORCORE」 の 式 で 表 示 す る 条 件 タ

イ プ は っ ぎの ど れ か 。

1.O・R条 件

2.複 合 条 件

3.混 合 条 件

4.排 他OR条 件

2.コ ン パ イ ラ が 通 常 出 力 す る の は 再 電 置 可 能 な 目的 デ ッ ク の プ ログ ラ ム で

あ る が,こ れ は 下 記 の 何 を 有 効 に活 用 す る た め か 。

1、 マ ク ロ命 令

2:函 数 サ ブ ル ー チ ン

3.浮 動 小数 点 演 算
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4.監 視 プ ロ グ ラ ム 用 制 御 シ ス テ ム

3.下 記 のCOBOLス テ ー トメ ン トの う ち ,サ ブ ル ー チ ンAを サ ブ ル ー チ ン

Bに 連 係 す る の は どれ か 。

1.SUBTRACTSBR-AFROMGROSSPAY

2.PERFORM10TIMESSBR-BTHRUSBA-A

3.PERFORMSBR--ATHRUSBR-B10TIMES

4.COMPUTEGROSSPAY=SBR-A+SBR-B

5.IFTOTHRSISGREATERTHAN40GOTOSBR-A

ELSEGOTOSBR-B

4.全 て の機 械 語 の コ ン ビ 二 一 タ命 令 が 含 ん で い なけ れ ば な らな い 部 分 はつ

ぎ の どれ か 。

1.オ ペ レー シ ョ ン ・コ ー ド

2.オ ペ レ ー シ ョ ン ・コ ー ド,オ ペ ラ ン ド

3.オ ペ レー シ ョ ン ・コ ー ド
,2個 の オ ペ ラ ン ド

4.オ ペ ラン ド,次 の 命 令 ア ドレ ス

5・ オ ペ レー ン 。ン ・コ 一一 ド.オ ペ ラ ン ド,次 の 命 令 ア ドレ ス'

マ ネ ジ メ ン ト ー 全般 的 管 理 デ ー タ処 理 マ ネ ジ メ ン ト

1・ 下 記 の うち・EDP器 機 の リー ス ま た は 買取 りの問題 に おい て 重 要 な 要

素 とな らない のは どれ か。

1.コ ス ト

2.税 へ の配 慮

3.維 持 費

4・ 併 行操 作 の費 用
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2.EDPシ ヌ テ ムの 適 用業 務 作 業 に対 す る委 託 契 約 をす る こ との 有利 な点

は下 記 の どれ か。

L長 期 間 にわ た っ て必 要 とな る 要員 以 上 の余 分 な永 久 的要 員 をか かえ な

くてす む。

2.大 量 の シ ステ ム ・プ ロ グ ラ ミング 要 員 を か か え な くてす む の で.経 常

費 が節 約 で きる。

3.組 織 体 として は,知 識 や経 験 を得 るた め 時間 を と る必要 が な くな る。

4.契 約 者 は,会 社 に関す る ノ ウハ ウが得 れ る ので,将 来 め機 会 を作b出

す た め の代 替 源 に利 用 で きる 。

3.財 務 諸表 に おい て,資 産 に 分類 され な い の は つ ぎの どれ か。

1.繰 延 費 用

2.社 内 留 保

3.土 地,建 物

4.受 取 勘 定

5.抵 当 勘 定

4.戦 略 的 計 画(StrategicPlanning)は 多分 に ス タ ッ フ志 向 で ある

の に対 し,管 理 統 制(ManagementControl)は,つ ぎ の どれ を志 向

し て いる か 。

1.プ ロジ ェク ト管理 者

2.財 務 管 理 者

3.計 画 管 理 者

4.'?・ .カ ッテ ィ ン グ管理 者

5.オ ペ レー シ ョナ ル管理 者

定 量 的 手 法 一 会 計,数 学,統 計

1.y=5x3+3x2+6x2の 場 合.dy./dxの 項 でな いの はつ ぎの どれ

か。
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1.6

2.6x

3.3x2

4.15x2

2.3桁 の 数 字 が 続 く2桁 の 文 字 お よび 数 字 で 何 種 類 の 符 号 が 構 成 で き る か
。

ただ し,0と1の 混 同 を さ け る た め,0,0,1の3文 字 は 使 わ なwoも の

とす る 。

L33,000

2.66,000

3.100,000

4.1,089,000

5.1,296,000

3.予 算 単 位 数 量=10,000,販 売 金 額=10ド ル,固 定 費=18 ,000ド ル,

k・よ び 変 動 費 が販 売 金 額 の70パ ー セ ン ト と す る と,損 益 分 岐 点 は い く ら

か。

1.25,714ド ノレ

2.60,000ト ◆ノレ

3.72,000ド ノレ

4.142,857ド ノレ

4.予 測 の 信 頼 性 を2倍 に す るた め に,標 準 誤 差 を 半 分 ま で 減 少 さ せ る の と

同 じ で あ る の は,サ ン プ リン グ ・サ イ ズ を つ ぎ の どれ ま で 増 や し た と き か 。

1.2倍

2.4倍

3.8倍

4.16倍
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シ ス テ ム の 分 析 と設 計

1.tt数 字 の和nに よる 手 法 を 用 い た 場 合,標 識 コ ー ド85463xの 正 しwo検

査 数 字(Checkdigit)xは ど れ か 。

1.2

2.5

3.6

4.26

2.実 時 間制 御 ソス テ ム にお い て,そ れ ぞ れ の論理 メ ッセ ー ジは500ミ リ秒

のCPU時 間 を要 す る。 各遠 隔 制 御 装置 は,1分 間 当 り5回 の同期 的 サ ー

ビス を必要 とす る。 サ ー ビス で きる遠 隔制 御装 置 の最 大 個 数 の最 良 見 積 は

い くらか 。

1、10未 満

2.10か ら19

3.20か ら29

4.30か ら39

5.40か ら49

3.一 般 に システ ム検 討 の 目標 設定 に適 用 で きkveの はつ ぎ の どれ か。

1.デ ー タ ・フ ァイ ル の設 計

2.現 行 オ ペ レー ソ ヨ ンの分 析 と評 価

3。 必 要 と思 わ れ る変 更 提 案 の作 成

4.現 在fO・よび将 来 の組織 上 の ゴー ル と 目標 の レ ビュー

5.レ ビ ュー す べ き組織 的 機 能 と排 除 すべ き機 能 との決 定

4.導 入後 の シス テ ム監 査 を行 うに あた っ て 最 も望 ま し くな い 目的 は下 記 の

どれ か。

1.残 存 す る問 題 を 隔離 す るた め

2.シ ステ ム文 書 類 の最 終 的 整 理 を す るた め

3.新 規 ゾ ステ ムで達 成 され た 実 際 的改 善 の検 証 を行 うた め
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4.シ ス テム が仕 様通 りに機 能 してveる か ど うか を決 定 す る た め

問 題 例 の 解 答

デ ー タ処理 器機

3

3

2

4

ユ

3

4

3

ー

ピ

営

工

nム

.

3

4

,

ン

エ

2

3

4

コ

経

4

1

2

5

的

3

4

2

2

ム

3

3

1

2

L

2

3

4

目亘

・

2

3

㌔

つ

L

:

4

定

シ
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14)コ ン ピ ュ ー タ 専 門 技 術 者 検 定 協 会

協 会 メ ン バ ー い・...

・計 算 機 協 会(AssociationforComputingMachinery)

・ コ ン ピ ュ・一 夕 ・プ ロ グ ラ マお よ び ア ナ リス ト協 会(Ass6ciation

ofConputerprogrammerandAnalysts)

・教 育 デ ー タ ・ シ ス テ ム 協 会(AssociationforEducational

DataSystems)

・ オ ー ト メ ー シ
ョ ン ・ ワ ン 協 会(AutmationOneAssociation)

・ カ ナ ダ 情 報 処 理 学 会(CanadianInformationProcessing

Sociaty)

・ デ ー タ 処 理 経 営 協 会(DataProcessingManagementAssocia-

tion)

・電 気 お よ び 電 子 技 術 者 協 会 の コ ン ピ ュ ー タ.学 会

(ComputerSocietyoftheInstituteofElectrical

andElectronicEngineer)

・検 定 デ ー タ ・ プ ロ セ ッ サ 学 会(SocietyofCertificatedData

Processor)

理 事 会 お よ び 役 員

PaulArmer

GrantN.Boyd

G.GaryCasper,CDP(財 務 担 当)

ColeFurr

Fred・H.Harris(副 会 長)

DavidH.Jacobsohn

JerryJ.Martin,CDP

Mar、tinA.Morris,Jr.,CDP

PaulM.Pair(書 記)
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〉

A

NickR.Sakellarion

JamesN.Snyder

JohnK.Swearingen,CDP(会 長)

GeoffreyB.Thomas' ,

RalphVanDu .sseldorp

MertonR.Walker,CDP

JamesM.We川s

検 定 審 議 会

WilliamJ.Horn'e,CDP(委 員 長)

JohnD.Maclean,CDP

CharlesLiteck
.y.,CDP

TheodoreWi川oughby,CDP

SolomonL.PoUack,CDP

15)登 録 手 続 き

1975年7月15日 現 在

当 小冊子 の裏表紙 の内側 に ある登録 用紙 を完 全に記入 し,2月15日 ま でに

表 示料金 をそ えて返送 しなけ れば な らない。.記入済登録用紙 と正規 の料金 を受

取 る と・その 用紙 の下半分 を料金受取 証明 として送付す る。 なお,そ れ には,

最終 申込み用紙 と受験場 所の割 当てが添え られ ている。

下 記の市が・CDPの 試験会場 となる(追 加の会場 が必要 に応 じて設け られ

る 、。
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設 定ずみ試験 会場

ALABAMA

Bimingham

Hulltsville

Mobile

ALASKA

Anchorage

ARIrONA

Tempe『

ARKANSAS

Li"leRock

CALIFORNIA
・lnngBeach

LosAngele3

Northridge

Sacτamento

SanDiego

SanFrandsco

COLORADO

Denver

CONNECTICUT
Hartford

DISTRICTOF

COLUMBIA

Washington

FLORIDA

CoralGables

Jacksonville
Tampa

GEORGIA

Atlanta

HAWAII

HonolulU

IDAHO
・Boise

TLLINOIS
Chicago

Normal

INDIANA

Indianapolis
NotreDame

IOWA

Davenport

DesMoines

KANSAS

Wichita

KENTUCKY

Louisville

LOUISIANA
NewOrleans

ShTeveport

MAIIE

POTtrand

MARYLAND

Baltimore

MASSACHUSETTS

Boston』

MICHIGAN

BattleCreek

Detroit

Flint

MINNESOTA

Minncapoti・

MISSISSIPPI

Jadkson

MISSOURI'

KansasCity

St.Louis

NEBRASKA

Omaha

NEVADA

LasVegas .

NEWJERSEY

Unionl

NEWMEXICO

AIbuquertlue

NEWYORK

Buffalo

NewYork

Rochester
Syracuse

NORTHCAROLINA

Charlotte
Raleigh

OHIO

Akron

Cindnnati
Cleveland

Columbus

Dayton

OKLAHOMA

Tulsa

OREGON

Portland

PENNSYLVANIA

Carlisle・

Philladelphia

Pittsburgh

Wilkes-Barre

RHODEISLAND

Providen㏄

SOUTHCAROLINA

CoIUmbia

TENNESSEE

Chattanooga'

Memphis

Nashvi11e・

TEXAS

Abilene

Austin

Dallas

EIPaso

Houston・

Lubbock馳

UTAH

Sal【LakeCi【y

VIRGINIA

Norfolk

Richmond

WASHINGTON

Seattt企

Spokane

WESTVIRGINIA

H叩tington

WISCONSIN

Madisen

Milwaukee

CANADA

Calgarγ,Alberta

Hahfax,NovaScotia

Montreal,Quebec

SaultSte.Wlarie,Ontario

St.John's,Newfoundland

TorontO,Ontario

Winnipeg,Manitoba

宗 教 上 の理 由の た め土 曜 日 に受 験 す る こ とが で き ない こ と,の十 分 な証拠 を 提

示 で き る 受験 者 に は特 別 左 試験 会 場 が 設け られ る。 試験 会 場 に 関す る詳 細 な情

報 は,登 録 証 明 と一 諾 に 受 験者 に 送 られ る 。'

登 録 用 紙 の 完 成

L小 冊 子 か ら登 録 用紙 を.切 り離 す 。

2.登 録 用紙 の セ ク シ ョン1に 下 記 事 項 を タイ プまた は 印刷 す る こ と。

a.完 全 な姓 名

b.現 住 所
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c.過 去 に 申込 み を し た こ と が あ る か ど うか,そ の 場 合 の 時 期

d.下 記 の受 験 料 金 ,

L申 込 料 金(新 規 受 験 者 の み):25.00ド ル

2.受 験 料(全 受験 者):10.OOド ル

3.分 野 料 金:分 野 ご と に10 .00ド ル

e.支 払 い 合 計 額

3.登 録 用 紙 の所 定 個 所 に 署 名 をす る

4・ 登 録 用 紙 の セ ク シ ョ ン]1に 下 記 事 項 を タ イ プ ま た は 印 刷 す る こ と

a.支 払 い 合 計 額(セ ク シ ョ ン1に 記 入 した と同 じ額)

b.登 録 証 明 と最 終 申 込 み の 詳 細 を受 取 る た め の 住 所 と氏 名

5.CDP試 験 に 支 払 う合 計 額 を チ ェ ッ ク す る

6.正 確 な 支 払wothを チ ェ ッ ク の うえ
,11月15日 迄 に下 記 に届 く よ う に完

成 した 登 録 用紙 を 郵 送 す る

コ ン ピ ュー タ専 門 技 術 者検 定 協 会

PostOfficeBox2497

GrandCentralStation

NewYork,NewYork10017
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次 回 の .試 験 日

1976年2月21日 土 曜 日

郵 送 前 に 切 離 す こ と

_______一_________一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 「 一 一 ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一}一 一 ー 一'

セクシ ・ン1登 録用紙l

lCDP試 験に支 払 う合計 額をチェ ックするデータ処理試 験の検定

l

l
氏名

タイプまた は印刷 最後 最 初 中間

現行

郵送住所

番地 街、 市 州

過去CDP試 験に申込ん だ ことが あります か

はいLLい いえ_nは い"の 場 合の時期

料金

申込 料金(新 規 受験者 のみ)

郵便番号

一

受験 料(全 受 験者)

分野 料 金

1.

2.

3.経 営 一 般

4.定 量 的 手 法

5.

デー タ処理器機

(25、00ト)レ)

(10.00ト シレ)10.00

(10.00ト つq!)

(10.00ド ル)

(10.00ト ツレ)

(10,00ト ツレ)

灘

部
民
宮
津
叫
∩
合

1

|

正確な支払い額 をチェ ックの うえ,記 入済

み登録用紙(セ クシ ョン1と 皿 を一諸 に)

郵送 のこ と

署名

コ ン ピュー タ専 門技 術者 検 定 協 会

PostOfficeBox2497

Grand(XntralStation

Nk,ArYork,NewYork10017

コンピュータ の プログ ラミング と ソフ トウェア … …(10.00ト ル)

システ ム分析 と設 計

合計支払 い額

切離 さな い こと

セ クシ 。ン■

合計支払 い額,一 一..一.

下記の空欄に,申 込用紙 と当登録証 明と を郵 送

して欲 しい住所 と氏 名とを印刷 するか タイプの

こと

_.[=コ

郵送前 に切離す こと

登録証明

デー タ処 理試験の検定

既

住所

コン ピュータ専門技術者検 定協 会

PostOfficeBox2497,GrandCentralStation,NcwYork,NewYbrkloo17
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`

`

資 料4.1.2

検 定 試 験 の 受 験者

試 験 日
'試験 場 所

受 験 者 合 格 者

1962年6月20日 1 340 235

1962年9月12日 1
0

27 15

1962年12月8日 44 1,048 687

1963年11月23日 58 2,396 1,594

1965年2月13日 100 6,951 4,365

1966年2月19日 88 1,005 408

1967年2月25日 63 646 386

1968年2月24日 93 2,936 1,699

1969年2月15日 94 1,748 962

1970年2月14日 94 2,314 718

1971年2月20日 103 2,728 869

合 計 22,139 11,938

改 訂 数 字

年 度 受験実数 合格者数 合 格 率

1967 646 386』 59.8・% 、

1968 2,936 1,699 57.9%

1969 1,748 962 55.0%

1970 2,314 718 3LO%

1971 2フ28 869 3L9%

1972 2,603 1,202 46.2%

1973 2,722 852 31.3%'

1974 1,971 448 22.7%

小 計 29,435 14.440-

㌔

平均 合格率 49.1% 49ユ%

1975 2,096 675 32.2%

合 計 31,531 15,115

平 均合格率 48%
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CDP受 験 資 格

1967～1974

・1967

1.3年 の実 務 経験
0

2.高 い 品 格

3.学 校 で の規 定 され た コ ー ス での勉 学

.1968～1969～1970

1.認 可さ れ た カ レ ッジ ・レベ ルで の最 底2年 間(60学 期 時間)の 勉 学

2.さ らに,コ ン ピ ュー タなveし はデ ー タ処 理 に 直 接 関係 す る最 底2科 目

(6学 期 時 間)の 受 講 、

3.1965年2月12日 の受験 資格 の あ った 人(当 時 ま で に3年 間 のデ ー タ

処 理 実務 経 験 をす で に 積ん でい たお か げ で)は,学 校 で の訓 練要 件 を満 し

て いな くて も受験 が 許可 され る

4.3年 の 実務 経験

・1971

a.60学 期 時 間

60・3ケ 月 時 間

90・ 四 半 期 時 間

b.3年 の 実 務 経 験l

c∴ 高 い 品 格

1972

a.60ケ 月 の実 務 経験

b.高 い 品 格

1973～1974

a.60ケ 月 の実 務 経 験,ま た は 現 行実 務 経験 を部 分的 に補 うもの と して の

カレ ッジ ・レベ ルの 教 育訓 練 経 験 。 認 め られ る修 了 課 目量 はCDP資 格 審

査 委 員会 で決 定 す る。
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資 料4.2.1

英 国 コンピュータ協会主 催の試験制度

試 験 規 則 と 試 験 の 概 要

1976年

第1部 お よ びll部





」

試 験 規 則

手引 きの関連箇所 と共に 読む こと

1.試 験 の 構 成

試験 は2つ の 部分 か ら構 成 され,第 二 部 を受験 す る 者は 第1部 に合 格 して

い るか,も し くは 第1部 の 免除 の 資格 を得 てい なけれ ば な らな い。

試験 を受 け る に 先 立 っ て,す べ ての 受験 者は,適 切 な等 級 を もった 当 協 会

の 会 員 で なけ れ ば な ら ない。

1.1試 験 一第1部

第1部 の 受験 申込 み をす るた めの 最 低の 要 件は,通 常5科 目で,そ の

うち2科 目はGCEが"0"の レベルか そ れ と同 時 の 数 学 と英 語 で なけ

れ ば な らない。 当 試験 は.4種 類 の 試験 問 題 と過 去2年 の 間 に 受験 者が

得 た 実 務 訓 練 の 評 価 か らな る(規 則2)。 た だ し,後 者 を 含 めるか 否か

は 試験 官 の 判 断 に よる。

a)2種 類 の 必 須 の 試験 問 題(各3時 間);第1部 の 要 綱 の 一 般 分 野 を

カ バーす る もの で あ り,各 々の 問 題で10問 の うちか ら6問 を選 択 す

る よ うに なっ てい る(手 引 きの41頁 参照)。

b)8種 類 の 専 門分 野 の試 験 問 題(各3時 間);各 々 の 問 題 は
,以 下

に 列挙 した8種 類 の 専門 分 野Aか らHま での選 択 科 目を カ バーす る。

申込 みの 登 録 時 点 で これ ら8つ の うちか ら2つ の 科 目 を選 択 しな けれ

ば な らない。(規 則5)。

A:コ ン ピュ ー タの 基 礎 技術

B:プ ロ グ ラ ミン グ

C:デ ー タ処 理

D:情 報 処 理 シス テ ムの 分析 と設 計

E:計 算 技 法

F:コ ン ピュ ー タ制 御 と連続 系 モ デル シ ミュ レー シ ョ ン
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G:シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ミング

H:コ ン ピュ ー タの 運 営

c)第 一 部 に 合 格 す る ことに よっ て,受 験 者 は 自動 的 に 準 会 員 と なる。

1.2試 験 一第 五 部

第 巫 部の 受験 申込 み 要件は 第1部 に 合格 してい る か,あ るいは 規則3

に 列 挙 され た条 件 に 基 づい て第1部 の 受験 を 免 除 され て い る ことで あ る。

第 五部 の 試験 が 認 め られ た 受験 者は つ ぎの 方法1か 方 法Hの どち らか に

進 む こ とが で きる(規 則5の 登 録の 項 参 照)。

方 法1

3種 類 の 筆 記 試験 か ら成 り,試 験 官の 判 断 に よっ ては 口述 試験 が加

味 され る。

各課 題 は2つ の 試験 問 題 か ら構 成 され,問 題2は 問 題1よ り高い水

準 に あ る。 試験 の 対 象 と なる課 題 は 次の 通 りで あ る。

A:デ ィ ジ タル ・コ ン ピュー タの 構 成,設 計,と 技 術

B:シ ス テ ムの 設 計 思 想 と シス テ ム ・プ ログ ラ ミン グ

C:デ ー一夕処 理 と情 報 シス テ ム

D:プ ログ ラ ミン グ

`E
:デ ー タ処 理 の 管 理

F:数 値解 析

`G: コ ン ピュー タ援 用 設 計 と連 続 系 シ ミュ レー シ ョン

H:計 数 理 論

上 記 課 題 の い ずれ か1つ の 試験 問 題1と2お よびそ れ 以 外 の課 題 の

どれ か に該 当 す る 試験 問 題1を 申 し込 む。

第1部 と第 ■ 部 の 同 一呼 称 の 選 択 問 題 の 間 に 相 互 関 係 を もたせ よ う

とい う意 図 は ない こ とに注 意 してほ しい。

方 式E

受験 者は 同 意 した 課 題 に 関 す る 論 文 を提 出 し,そ の あ と試験 官 と こ

一104一



」

`

」

2.

れ に つ い て 討 論す る こ とに なる。 当該 論 文は 高度 な レベ ル の 独 創 的 な

仕 事 に 基 づ くもの で あ る。(手 引 きの43頁 参 照)。

第1部 の た め の実 務 的経 験 の 評価

試験 に よっ て 先 へ進 む場 合 で も,免 除 に よっ て進 む 場 合 で も ,十 分 な実務

経 験 の 証 明が す べ ての 受験 者 に 要 求 され る。 関 連 した 実務 経 験 や 研 究所 で の

経 験 の 記 録は 残 しておか なけ れ ば な ら ない。 試験 結果 を総 合 的 に 評 価 す る際

に,こ れ らが 要 求 され,利 用 され る。 通 常,申 込 み時 に実 務 課 題 が 課 せ られ

る こ とに なる か ど うか は 受験 者 に 通 知 され る。

受験 者 が 加 入 してい る,あ るい は 従 事 してい る組 織 体 の 上 記文 書 の 準 備 と

提 出に 関 す る 同意 は,申 込 時 点 ま でに 得 てお くべ きで ある。 有 資 格 の 会 員 ,

つ ま りBCSの 特 別 会 員 お よ び 普 通 会 員は 受 講 生 の 実 地 訓 練 を監 督 す べ

きで あ る。 そ の よ うなBCSの 有 資 格 会 員 には,志 願 者 が 提 出 した 実務 上 の

証 明の 信 愚性 を 保 証す る こ とが 要 求 され る。

3.学 校 教 育 に よる資格 の容 認

当協 会 の 試験 の 全 部 ま たは 一 部 を免 除す るた め に,審 議 会 は 一 定 の 学 校 教

育 資格 を受 け入 れ る こと を認 め てい る。 これ を授 与 す る 組 織 体 の 名 前 も含 め

た 詳 細 な 資格 の リス トが,当 協 会 の 試験 免 除 に関 す る小冊 子 で 示 され て い る。

小冊 子 に 示 され てい る 教 育 上 の 資格 を加 味 した受 講 申込 み に は,資 格 を 授 与

した 組織 体 に よる承 認 が 必 要 で あ る。 そ の 手続 の 詳 細 な点は 規 則4に 述 べ ら

れ てい る。 次に 示す 資 格 で,当 協 会 が 試験 を 免除 す る条 件 と して期 待 してい

る 達成 基 準 を 示 してい る。

3.1第1部 の 完 全免 除

コ ン ピュ ー タ科 学 に お け るC .N・A.A・ の 学位(普 通)

コン ピュ ー タ学 科 に お け る高 等 国家 修 了 証 書

3.2第1部,第H部 の 完 全免 除

コ ン ピュー タ学 科 にお け るC .N・A.A.の 学 位(優 等)

3.3コ ン ピュー タ科 学 にお け る大 学 院 卒 業 に よる理 学 修 士(M .Sc)と
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PhD学 位(あ るいは 同等 の 学 位)。

コ ン ピュー タ科 学 に お け る大 学 院卒 業 証 書 とM.Scの 学 位 は どち ら

も概 論 に と どま り,当 該 科 目を 深 く網 羅 した り,専 門 化 した り しないか

も知 れ ない ことに 注 意す る 必 要が ある。 免 除 を 考慮 す る さい に,最 初の

学 位 の 適切 さが 注 目 され る。 研 究上 の 学 位 を個別 の 免 除 に 向 け る場 合 に

は,当 協 会は コ ン,ピュ一 夕 との かか わ り合 い を 考 慮 す る。 そ の 研 究が コ

ン ピュ ー タ開 発,あ るいは コ ン ピュー タの 適 用 業務 や コ ン ピュー テ ィ ン

グ技 法 にか か わ りを もつ と きに は,好 意 的 に 受 け と られ る。 しか しなが

ら,研 究 結 果 の 評 価 を容 易 に す るた めに 単 に コン ピュ ー タ を使 用 す る こ

とに か か わ りを もっ た 仕 事 に つ い てはそ れ ほ ど好 意 的 には 扱 わ ない。

4.資 格 と コー ス

4.1大 学 な ど

大学 な どの 教 育組 織 体 が,あ る 資格 に 対 して 当協 会の試験 の 全 部か ま

たは 一 部 免 除 の 認 可 を望 む さい に は,適 切 な書 式 で 申請 す る必 要 が あ る。

この 申請 に は,コ ー スの 段 階 ごとに,印 刷 され た学 校案 内,試 験 問 題,

講義 の概 要(当 協 会 の 講 議 内容 と相 互 参 照 す るに 適す る もの)を10コ

ピー 添 付 しなけ れ ば な らない。

4.2個 入

受験 希 望 者 が 当協 会 の 学 生 会 員,ま たは 準 会 員,中 間 会 員,正 規 会 員

の選 抜 の た めの 正 式 の 申請 書 を提 出 してい る と きだ け,当 協 会の 試験 の

全部 ま た は 一 部 の 免 除 に 関 す る 申 し入 れ が 考慮 に 入れ られ る。 そ の詳 細

な手 続 きは 次の 通 りで あ る。

i)受 験 希 望 者 が,当 協 会 の 試 験 免 除に 関す る 小冊 子 に 記 載 され た 資格

を 取 得 してい る場 合 には,当 小 冊 子 で言 及 して い る 事 柄 を 申込書 に 記

入 し,当 協 会 の 特 別 会 員 か 普 通 会 員 に よる 連 署 を しる し,さ らにそ の

資 格 を証 明す る適 切 な文 書 を添 付 す ぺ きで ある。 また,合 格 した 最 終

試験 の 科 目 も載 せ,証 明す べ きで あ る。
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li)受 験 希 望 者が,当 協 会 の 試験 免 除 に関す る小 冊 子 には 記 載 され てい

ない 資格 に つ い て承 認 を希 望 す る 場 合には,終 了 した コー スの 詳細 を

示 した 免 除 申 し込 み を しな けれ ば な らない。 この 書類 には 大 学 当 局 の

連 署 が なけれ ば な ら ない。 当協 会 に 提 出す る と きには,印 刷 され た学

校 案 内か 学 内便 覧,試 験 問 題,相 互 参 照す るの に 適 した 講 義 内容 の コ

ピー を1部 添 付 す る 必要 が ある 。 コース に関 す る教材 情 報が 外国 語 で

書か れ てい る と きは,英 語 に 翻 訳 した もの を含 め る べ きで あ る。 資格

を授 一与す る基 準 とそ の 内容 が 定 め られ た容 認 基 準 に 近い もの で あれ ば

お そ ら く免除は 与 え られ る。

1川 審 議会 は,コ ー ス で遂 行 した 課 題 を証 明す る もの とか,第1部 の 受

験 生 のそ れ と同 じ よ うな方法 で 試験 勉強 中に 作成 した 実験 ノ ー トを求

めた り,ま たは そ の よ うな試 験 で な しとけ た 達成度 の 証 拠 を要 求す る

ことが で きる。(規 則2参 照)

5.登 録

登 録 が 試験 に参 み 希 望 者 に とっ て の 最 初 の 公式 手続 で あ る。 申込 み 希望 の

志願 者 は い つ で も登 録 す る ことが で き る けれ ど も,特 定 試験 への エ ン トリー

は,前 年 の8月31日 ま でに 登 録 を 完 了 した 人 々に 制限 され る。 登 録 を完 全

な もの に す るには,志 願 者 が 受 け よ うとす る任 意 選 択の 試験 問 題 を 明記 しな

け れ ば な らない。 登 録 は 毎 年 行 う必 要は ない。 つ ぎの いず れ か の 条 件 が 発 生

す る まで 最 初 の 登録 が 有 効 で あるか らだ。 受験 生 が 試験 に合 格す る か,所 定

の 期 間 内 に 要 求 され る4種 類 の 問 題 に不 合 格 と な るか(規 則7参 照),規 則

(登 録 時 点 に お い て適 用 し うる)で 示 した2年 内 とい う期 間 内に 要 求 され る

4種 類 の 試験 問 題 に 合 格 で き なか っ た か ・試験 の 種 類 を変更 した と か
,あ る

いは 徹 回す る こ とを決 め る かの いず れ か まで,有 効 なま ま残 され る。

希 望 者 は 誰 で も二 度 目の 登 録 をす る ことが で きる。

選 択 問 題 の 変 更 を 希 望す る 登録 済 の 志願 者は 新 規 に登 録 をす る必 要 が あ る。

5.1第1部 の登 録

o
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定 め られ た 登 録 日ま でに,志 願 者は 様 式E.1を 完 成 し,提 出す る こ

とに よっ て 当協 会 に 登 録 しなけ れ ば な ら ない。 この 書類 には,資 格 を

証 明す る文 書(規 則1.1参 照)と 登 録 料(規 則8)を 添 付 し なけれ ば

な らない。

5.2第H部 の 登 録

定 め られ た 登 録 日ま でに,志 願 者 は 様 式E.■ を完 成 し,提 出す る こ

とに よっ て 当協 会 に登 録 しな けれ ば な らない 。 この 書類 には,資 格 を 証

明す る文 書(規 則1.2参 照)と 登 録 料(規 則8)を 添 付 しなけれ ば な ら

ない0

6.試 験 の 申込 み

特 定 年度 の,試 験 を受 け よ うとす る 志願 者は 次の 条 件 に従 わ な けれ ば な ら

ない0

6.1正 規 の 登 録 を行 わ なけ れ ば な らない

6.2試 験 への 申 込 みは,適 切 な等 級 に あ る 当協 会 の 会 員 に 限 られ る。

6.2.1第1部 学生 会 員か 正 会 員

6.2.2第 ■ 部 有 資格 会 員,準 会 員,正 会 員

6.3試 験 の 受 験 申込 書は 適 切 な形 式に したが っ て提 出 しなけ れ ば な ら ない。

6.3.1第1部 様 式E.E.F.1

6.3.2第 五 部 様 式E.E.F.■

試験 日の 前 年 の8月31日 ま で に 登録 をす ませ た す べ ての 人に 対 しては ・

自動 的 に 各 々の 年 度 の 試験 申込 用 紙が 送 付 され る。

7.試 験,完 了 の 方 法

7.1第1部

志 願 者は,連 続 した3回 の 試験 年度 を超 え ない期 間 で共 通 試験 問 題1

と1[,2つ の 選 択 試験 問 題 の い ず れ に も合 格 す る ことに よっ て当協 会 が

定 めた 要 件 を満 さ ねば な ら ない。 しか も,2種 類 の 共 通 試験 問 題 は 一度

に 受験 し,同 時 に 合格 しなけ れ ば な ら ない。
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選 択問 題の どち らか一 方あるいは両方を落 した場合には,所 定の期 間

内に不合格 の試験問題 を再受験 し,合 格 しなければ ならない。
9

共 通問 題の い ず れ か 一 方 を落 した 場 合 で も,所 定の期 間 内の 将 来 の 試

験 にお い て,両 方 の 試験 問 題 を一 度 に 受験 し,同 時 に2つ と も合格 しな

けれ ば な ら ない。 所 定 の 期 間 内に 当 協 会の 要 件 を 満 たす ことが で きなか

った 受 験 者 は,そ の 期 間 後に 合 格 して も合格 とは み な され ない。 続 け た

い と思 うな らば,新 規 の 志願 者 と して再度 当協 会 に登 録 しなけれ ば な ら

ない 。

7.2第H部

1)方 式1

受験 者 は 要 求 され る3つ の 試験 問 題 を一 度 に 受験 し,同 時 に 合格 し

な けれ ば な ら ない 。 試験 問 題 を1つ 以上 落 と した 受験 生が,さ らに 受

験 を続 行 したい 場 合 には,3つ の 試験 問 題 の 再 受験 の 申込 み をす る 必

要 が あ る。

そ の 間 に,当 協 会の 規 則 が 変 っ て しまっ た と きの み,再 登 録す れ ば

よい0

2)方 式 豆

志願 者は,登 録 時 点 にお い て承 諾 した 個 々の 条 件 に 従 わね ば なち な

い。 普 通,合 格 で きなか っ た 受験 者は 方式 皿 に よっ て第 ■ 部 の 試験 を

再 受験 す る こ とは 許 され ないが,方 式1に 申込 む ことが で きる。

8.登 録 料 と受験 料

(こ れ らは 時 々改 訂 され る)

8.1第1部 の 料 金(1976年 改 訂)

登 録 料(す べ ての 志 願 者)£4.00

受験 料(1回4試 験 問 題):英 国 人 £8.00

外 国 人 £13.00

受験 料(個 々の 試験 問 題 の 申込 み単 位 で)
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英 国 人:共 通 問 題1と ■ £5.00

選 択 問 題1分 野 に つ き £3・00
9

外 国 人:共 通 問1とH・ £7.50

選 択 問 題1分 野 に つ き £5.50

8.2第H部 の 料 金(1976年 改 訂)

登 録 料(第1部 を受験 し,合 格 した 志 願 者は 支払 う必 要 は ない)

£4.00

受験 料:英 国 人 £15.00

外 国 入 £20.00

第1部 の 概 要

共 通 分 野

(41頁 の 手 引、き参 照)

コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ムの 原 理

1.プ ロ グ ラ ム 記 憶 式 コ ン ビ ュ ー4の 概 念

1.1コ ン ピ ュ ー タ の 基 本 要 素;入 力,制 御,記 憶,演 算,出 力 装 置 の 機 能

と そ れ らの 相 互 作 用 。 開 発 の 歴 史 の 概 要 。1,

1.2プqグ ラ ム 記 憶 式 コ ン ピュ ー タ の 概 念; 、コ ン ピュ ー タ で 問 題 解 決 を は

か る さ い の ス テ ッ プ。 シ ス テ ム ・ ソ フ トウ ェ ア の 役 割 。 ・

L3二 進 数 表 記 法;AND,OR,NOT,NAND,NORな ど の よ う

な 単 純 な 論 理 演 算 。 真 理 値 表;単 純 な 論 理 構 成;完 全 加 算 機 構 。 時 刻 機

構 の 概 念 と単 純 な 遅 延 要 素;逐 次 操 作 と並 行 操 作 。

L4フ リ ッ プ ・ フ ロ ッ プ の 概 念(双 安 定)。 単 純 な 論 理 演 算 の 速 度 に 関 す

る 一 般 的 概 念 。 ア ナ ロ グ.コ ン ピ ュ ー タ と デ ィ ジ タ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ と

の 比 較 。(4.2)

2.デ ー タ表 現 とそ の 記 憶

2.12進 数,8進 数,10進 数,16進 数 間 の 関 係 。 文 字,.ワ ー ド,バ イ
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占

卜,ブ ロ ック。 文 字 コー ドの 概 念0

2.2モ ジュ ラス記 号 と2の 補 数 表 記 法 ,加 算/減 算 の 規 則 。2進 化10進

数。 浮動 小 数 点 の 定 義 とそ の 例;正 規 化 の理 解 と加 算/減 算 の 基 本 的 規

則 。

23記 憶 装置 の 定 義;ア ドレス ,ア ク セス タ イ ム とサ イ クル ・タ イ ム ,ラ

ンダ ム ・ア ク セ ス と順 次 ア ク セ ス。磁 気 テー プ,デ ィ ス ク,ド ラム,コ

ァ記憶 装 置 の 物理 的 特性 。(4 .1)

2.4様 々 な記 憶装 置 の 操 作上 の 特 徴 と異 なる適用 業務 にお け る そ れ らの 適

合 性。(6.3)

3.命 令 コー ドの 原 理 と実 行

3.1小 型 の 単 一 ア ドレス ・コ ン ピュー タ用 の典 型的 な簡 略 命 令 セ ッ'卜;こ

の 命 令 セ ッ トを 使用 した 簡単 な コー ド・シー ク エ ンス
。 単 一 ア ドジス命

令 コ ー ド用 の 処 理 機 構 の 構 成 に 関 す る 簡単 な定 義。

3.2単 一 ア ドレス と2ア ドレス命 令 形 式

ア ドレス修正 と間接 ア ドレス 指 定の概 念

3.3入 力装 置 と出 力装 置の 制御 の 概 念;割 込 み;入 力/出 力に 関 す る制 御

プ ・グ ラ ムの 役 割;多 重 ブ ・グ ラ ミ ングの 概 念

3.4ハ ー ドウェ ア設 計 と ソフ トウ ェ ア設計 との 関 連;高 水 準 言 語 の ユ ー ザ

ー と オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ム作成 者 の ニー ズに 関 す る質 的 な討 論
。

(5.2)

4.現 代 の コ ン ピュー タ機 器 の特 性 と性 能

4.1次 の 機 器 に 関す る価 格 ,速 度,容 量 な どの典 型的 な範 囲:

a)カ ー ドお よび 紙 テ ー プ編 集 用 機 器;カ ー ドお よび 紙 テー プ読 取 装 置

;(2・3)カ ー ドteよ び 紙 テー プ穿孔 装置,テ レ タ イ プ端 末 装 置 規

び視 覚 的 表 示 端 末 装 置;行 印 刷 装置 。(8 .3)

b)磁 気 テ ー プ,デ ィ ス ク.ド ラ ム,コ ァ記憶 装 置;半 導 体 主 記憶 装 置
。

4.2.代 表 的 な小 型,中 型,大 型 の 中央 演 算処 理 装 置の コス トと平 均 命 令時
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間 の 総 合 的 な概 念

情 報 処 理 の 技 法

5.プ ・ グ ラ ミ ン グ 言 語 と シ ス テ ム ・ ソ フ ト ウェ ア

5.1問 題 分 析 の 要 素;ア ル ゴ リズ ムの 構 成 と そ の テ ス ト;流 れ 図 の 使 用 。

入 力 デ ー タ ・エ ラ ー の 発 見 に 続 く プ ロ グ ラ ム 回 復 の た め の 技 法

5.2ア セ ン ブ リ言 語 の 学 習 。

ALGOL,COBOL,FORTRAN,PL/1の よ う な 高 水 準 言 語

の 学 習 。

高 水 準 言 語 と 低 水 準 言 語 との 主 な相 違 。

適 用 業 務 の 特 性 に 合 っ た プ ・ グ ラ ミ ン グ言 語 の 選 択 の た め の 一 般 的 基 準。

(3.4)

5.3ル ー プ,配 列,サ ブ ル ー チ ンの 使 用 。(7.3)

ポ イ ン タ ー,リ ス ト,ス タ ッ クの 概 念 。(7.4)

診 断 と デ ィ バ ッ グの 手 順 。

プ ロ グ ラ ムの 文 書 化 。(8.2)

5.4バ ッ チ,遠 隔 ジ ョ ブ 入 力,リ ア ル タ イ ム 処 理 用 の オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・

シ ス ァ ムo

コ ン パ イラ ー に 関 す る ユ ー ザ ー の 評 価 。

適 用 業 務 プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ,,ラ イ ブ ラ リー ・ル ー チ ン,公 表 さ

れ た ア ル ゴ リズ ム の 使 用 。

6.デ ー タ処 理

6.1情 報 の 特性;情 報 の表 示,符 号 化,記 憶。 エ ラー保 護。

6.2デ ー タの 特性;デ ー タ収 集 とサ ン プ リン グ。

単 純 な統 計 的 尺度:平 均,中 位 数,標 準 偏 差

6.3フ ァ イル 編 成 と処 理 を例 示 す るた めの 事 例 研 究。

フ ァ イル と フ ァ イル 構造 の 概 念 。'(2・4)

6.4分 類 の 基 本 的 概 念:単 純 な技 法,記 憶 装 置 の 影 響,言 語 機 能,デ ー タ
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特性 。

7.計 算 技 法

7.1数 表 現 の 精度 と位 取 り。

数 値演 算 にお け る絶 対 誤 差 と相 対 誤 差 に関 す る単 純 な規則 、、

数 値 計 算 に お け る誤 差:ま る め,切 捨 て,固 有の 誤 差,調 整

7.2繰 返 しと収敏:多 項 方程 式 と連 立 線 型 方程 式の 応用 。

収敏 を監視 す るた め の 補正 の 使用 。

適 化 とモ デ ル 化 の 質 的検 討 。

7.3配 列 の 適用:ヒ ス トグ ラ ム(柱 状 図),分 布 曲線,最 小 自乗 法 に よる

線 型関 係の 調 整。(5.3)シ ミュ レー シ ョンの概 念 と乱 数 の 使用。

7.4リ ス トと木 構造 の 使 用;挿 入 と選 択。

ネ ッ トワー クの 表 示 と使用:探 索,ク リテ ィ カル ・パ ス。

商業 と科 学 技術 の 観 点 か らみ た 共 通 ネ ッ トワー ク問 題 の 例 示。(5.3)

8.シ ス テ ム分析

8.1実 態 調 査 の 技 法,質 問 書 の 立 案,面 接,検 討 グル ー プ。

8.2シ ス テ ム の 文 書 化,ジ ョ ブ仕 様 書,ユ ー ザ の マ ニ ュ ア ル お よび 操 作 員

マ ニ ュ ア ル,(5 .3)

新 シ ス テ ムの 導 入 に お け る 人 事 的 お よび 社 会 的 な 配 慮 。

8.3シ ス テ ムの 導 入:先 行 操 作 と 並 行 操 作,フ ァ イ ル の 移 行
。

シ ス テ ムの 目標,分 析,プ ロ グ ラ ム 作 成,コ ン ピュ ー タ,時 間 お よび

記 憶 装 置 に か か わ る 費用 。(4.1)

8.4コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム の 管 理;侵 入,シ ス テ ムの 故 障,レ コ ー ドの

紛 失 に 対 す る 安 全 性 保 護,早 期 計 画,経 済 的 配 慮 。

専 門 的 行 動 綱 領

可 能 なか ぎ リセ ク シ ョ ン間 で相 互 参 照が で きる よ うに して ある:こ れ らは

適 当 なサ ブ ・セク シ ョ ンの 終 りに カ ッ コ付 きで示 してあ る。
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選 択 問題A:コ ン ピ ュ ータ の 基礎 技 術

(手 引 き,42頁 参 照)

実務 経 験 も重 要 では あ るが,こ の選 択 問 題 は,適 当 な初 歩 的参 考 書 を精 読

す る こ とを通 じて,期 待 され る水 準に 達 し うる とい う意 味 で,コ ン ピュ ー タ

専 門職 を 目指す 入 な ら護 れ で も受験 し うる よ うな レベル に ある。

1.コ ン ピュ ー タ論 理 の 概 念

デ ィ ジタル ・コ ン ピュー タ 内部 の 情 報 の 物 理 的表 現:論 理 レベ ル,パ ル ス,

逐 次 モ ー ドと並 行 モ ー ド。

基 本 ゲ ー ト,イ ン バー ター,双 安 定 要 素 の 論 理 的 性 能。

ファ ン ・イ ン,フ ァ イ ・ア ウ ト,遅 延,雑 音感 知性 の よう な実際 の 論 理要

素 を使用 す る こと に よっ て生 じる実 用 上 の 制 約。

論 理 回路 群 を選 択す るの に 影 響 を与 え る経 済 的 お よび性 能 上 の 要 因。

2.組 合 せ 論 理

論 理 的 凍 結 語 と演 算 子。 プ ール 表 現;代 数 と グ ラ フ方式 に よる プー ル 表 現

の 最 小 化。,〉

関 数 の 作 成 と コ ン ピュー タ論 理 に よる表 そ れ らの 実現 。

3.論 理 機 能 装 置 の 設計 。

半加 算 器,全 加 算 器,計 数 器,タ イ ミン グ回 路,逐 次一 並 行 変換 器,並 行

一 逐 次変 換器 の よ う な単 純 な論 理 機 能 装 置 の 設 計
。 典 型 的 な算術 ・論 理 装 置。

4、 記 憶 技 法

記 憶 装 置 の 操 作 原 理 と構 成。

記 憶 装 置 の分 類:消 去可 能 読 出 し,非 持 久 読 出 し,動 的 読 出 し,破 壊 性

読 出 しと非破 壊 性 読 出 し。

記 憶の 特性:ア ク セ ス時 間,サ イ クル 時 間,お よび転 送 時 間,ビ ッ ト当 り

の サ イズ と コス トの 比 較。

5.コ ン ピュー タの 構 成

連 続 処 理 と しての 単 一 命 令 と プ ログ ラムの 実 行段 階:命 令形 式,明 示 的 お
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よび暗 黙 的 演算 と位 置,演 算 の タ イプ,ア ドレス 指 示 法。

6.単 純 な コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの 概 念 と設計

コ ン ピュー タ ・シ ス テ ムの デ ー タ経 路 と制御 回 路 の ブ ロ ック ・ダ イヤ グ ラ

ムと流 れ 図:シ ス テ ムとそ の 構 成 部 分 の タ イ ミン グ と順序 の 制御

7.入 力/出 力

典 型 的 な入 力/出 力 装 置の 一 般 的 特性,こ れ らの装 置 の 効 率 的 管理,入 出

力 装置 と中央 処 理装 置 と記 憶 装 置 との 間 の 情 報 の 転 送:割 込 みの 原理,ポ ー

リン グ,直 接 記憶 ア ク セス。 デ ー タ転 送 の 原 理 と図 形 表 示 入 出 力の 原理 ・;鍵

盤 印刷 装 置。

8.保 守 と故 障 の 診 断

保 守 手順 と故 障 診 断の 必 要 性 に関す る 正 しい 認 識。

これ らを 目的 とす る単 純 な診 断 ル ー チ ンや プ ロ グ ラムの 記 述 とそ の 仕様 。

険

選 択 問 題B:プ ログ ラ ミン グ

(手 引 き,42頁 参 照)

この 選 択 問 題 では,プ ロ グ ラ マが コ ン ピュ ー タ を効 率 的 に 使用 す る こ とを

目的 と して開 発 され た コ ン ピュ ー タ技 法 を 網羅 す る。 問 題 の水 準は コ ン ピュ

ー タ専 門職 を 目指 してい る人 な ら誰 れ で も達成 で きる と こ ろに ある
。 実務 経

験 は 欠 くこ とが で き ない。

当 概 要 の 全分 野 を 例示 す るた め には 概 要 の 共通 分 野 の6,7 ,8で 列 挙 した

適 用 業 務 か ら実 例 を描 き出す べ きで ある。

1.高 水 準 言 語 プ ログ ラ ミン グ

1.1標 準COBOL,FORTRAN,あ るい はALGOL60の 詳細 な知 識

1.2文 法上,意 味 論 上 お よび実 行 時 の エ ラー,エ ラー の 記 録 と修 正。 配 列

境 界検 査,ト レー ス機 能.相 互 参 照 リス トな どの よ うな診断 エ イ ド。

2.低 水 準 言 語 プ ロ グ ラ ミン グ .

2.1命 令 形 式,イ ンデ ク シ ン グ,間 接 ア ドレス 指定
。
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2.2文 字 の パ ッ ク 化,数 字 表 現 の よ う な デ ー タ の コー ド化;テ ー ブ ル,配

列,待 行 列,ス タ 、ッ クの よ う な デ ー タ構 造;そ の よ うな デ ー タ ・ タ イ プ

に 関 す る 演 算 。

2.3説 明 用 の 注 釈,簡 略 記 憶 コ ー ド,記 号 ア ドレ ス 指 定,デ ー タの 初 期 設

定,基 数 制 御 な どの ア セ ン ブ ラ 指 令,記 憶 位 置 の 指 示,条 件 付 ア セ ン ブ

リな どの よ う な ア セ ン ブ ラ機 能 。

2.4割 込 み と 割 込 み 処 理,緩 衝 手 法 。

2.5ブ ー トス ト ラ ッ プ ・ ロ ー ダ,診 断 エ イ ド,ダ ン プ ・ デ イ ス ア セ ン フ フ

の よ う な ユ ー テ ィ リテ ィ ・ プ ロ グ ラ ム。

3.プ ロ グ ラ ムの 設 計 と 開 発

3.1ユ ー ザ と プ ロ グ ラ マ の た め の 文 書 化;プ ロ グ ラ ムの 注 釈 。

3.2構 造 化 プ ロ グ ラ ミ ン グ,サ ブ ル ー チ ン,モ ジ ュ ー ル 性 と モ ジ=L'一 ル と

の 連 絡 。 柔 軟 性 。 読 取 容 易 性 。 ス タ イ ル 。 デ ー タ ・エ ラ ー の 防 止 。

3.3開 発,コ ン パ イ レ ー シ ョ ン.実 行 時 の 動 きの 観 点 か ら み た ア ル ゴ リズ

ム の よ さo

ス ペ ー ス と時 間 の 妥 協 。

3・4プ ロ グ ラ ム ・テ ス ト,テ ス ト ・デ ー タの 設 計 お よ び ユ ー ザ ー が 組 み 込

ん だ トレ ー ス 機 能 。

4.シ ス テ ム 全 般

4.1ジ ョ ブ 制 御,ジ ョ ブ 制 御 言 語,ラ イ ブ ラ リー ・プ ロ グ ラ ム ・ パ ッ ケ ー

ジ,連 係 。

4.2対 話 機 能 と 非 対 話 機 能

'4
.3ユ ー ザ ー の 観 点 か ら み た コ ン パ イ ラ,翻 訳 プ ロ グ ラ ム ・ イ ン タ プ リー

タの 働 き と 特 性 。

試 験

受 験 生 に は 筆 記 試 験 問 題 が 与 え られ,さ ら に 規 則 に 定 め ら れ た 条 件 の も と

に,約50時 間 の プ ロ グ ラ ミ ン グ 時 間 を 要 す る 完 全 に 文 書 化 さ れ た プ ロ グ ラ
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ム(テ キ ス ト ・ エ デ ィ タ の よ う な)が 課 せ られ る
。

選 択 問 題C:デ ー タ処 理

企業,情 報 の 取扱 い,経 営 管 理,技 術 的 設 計の よ う在多 くの 適用 分 野 に お

い ては,大 量 の デ ー タを収 集 し,記 し,保 持 し,そ れ を活 用 す る 必要が あ

る。 この 選 択問 題 では 基 礎 的概 念 と と もに この 種 の ニ ー ズ に合 致 させ るた め

に 開 発 され た種 々の コ ン ピュー タ技 法 を網 羅 す る。

Lデ ー タの 記 憶 と コ ミュ ニ ケー シ ョ ン

L1デ ー タ構造

コン ピュー タ ・シス テ ムに お け る デ ー タの 記 憶 と ア ク セ スの 手法
。 デ

ー タ項 目 ,レ コー ド,フ ァ イルお よび キ ー。 固 定長 と可 変長 形 式。 異 っ

た タ イ プの 記 憶 装 置 の 活用 。 順 次,索 引順 次,ラ ンダ ムお よび 逆 ファ イ

ルを 含 む伝 統 的 な フ ァ イル 編 成。 階 層 構造 と リス ト構 造 デー タ ・セ ッ ト
。

デー タ ・ベ ー スの 概 念。

1.2コ ミュ ニ ケー シ ョ ン

デ ー タ収 集 の い ろ い ろ な手法 とそ れ らの 相 対 的 な長 所 。 デ ー タ転 送。

印刷 装 置 と関 連 装 置 を 包 含 した 出 力方法;マ イ ク ロ ・フィ ル ム,映 像 表

示 装 置 お よび 作 図 装 置 。 入 力 デー タ と出 力デ ー タの 準 備 。

2.プ ログ ラ ミン グ方 法 論

2.'1構 造

モ ジ ュー ルの 連 係 に よる プ ログ ラムの 構 築(別 個 に コ ン パ イル され た

部分 的 サ ブル ー チ ン)。 プ ロ グ ラ ム連 係 に よる バ ッチ処 理 プ ログ ラムの

作成 。 オ ン ライ ン処 理 プ ロ グ ラムの 構造:適 用 業 務 プ ロ グ ラ ム,監 視 プ

ログ ラム,サ ポー ト ・プ ロ グ ラム0

2.2論 理 表 現

判断 表:』制約 付 きお よび 拡 張 記入項 目,カ ウン ト規 則,ELSE規 則,

導 入 方法。 流 れ 図:種 々 の レベ ル;プ ログ ラ ムの 内 部 論 理,プ ・ グ ラ ム
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の 組 合 せ 。

2.3機 能

記 憶 装 置 内 に お け る 分 類 と フ ァ イル の 分 類 に 関 す る 効 率 的 な技 法 。 妥

当 性 の 検 査,更 新,編 集,累 計,組 合 せ を 含 む デ ー タ処 理 の 主 要 な 演 算 。

2.4エ ラ ー の 原 因 と結 果,モ ジ ュ ー ル や プ ロ グ ラ ム の 検 査 手 法,テ ス ト ・

デ ー タ の 作 成 。

3.ハ ー ド ウエ ア

デ ィ ジ タ ル ・ コ ン ピュ ー タ,会 計 機,可 視 レ コー ドを 取 扱 う コ ン ピ ュ ー タ,

ユ ニ ッ ト ・ レ コ ー ド機 器 お よ び遠 隔 端 末 装 置 の 主 要 な 機 能 と 役 割 。-

4.ソ フ ト ウェ ア

オ ペ レー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム,ソ ー ト ・ ジ ェ ネ レ ー タ,ヲ ン、パ イ ラ ー(高

水 準 と低 水 準),テ ス ト用 エ イ ド,フ ァ イ ル 処 理 プ ロ、グ ラム,文 書 化 パ ッ ケ

_ジ
,ユ テ ィ リテ ィ ・ プ ・ グ ラ ム,コ ミ.ユ ニ ケ 〒 シ ・ ン処 理 プ ・ グ ラ ム の 使

用 法 と 意 義 。

5.制 御 面

5.1作 動 モ ー ド 、.

・ 一 カ ル と リモ ー ト ・バ ッ チ と 対 話 式 。

5.2デ ー タ 処 理 組 織

分 析 者,プ ロ グ ラ マ,操 作 員,デ ー タ ・ベ ー ス 管 理 責 任 者 の 役 割 。 プ

ロ ジ ェ ク ト ・ チ ー ム。 文 書 化 と標 準 化 の 必 要 性,こ の 選 択 問 題 中 の 題 目

に 対 し て こ の 必 要 性 を 満 た す 方 法 。

5.3安 全 性 と 信 頼 性

調 整 と 回 復(再 始 動 を.含 む)。 デ ー タ の 保 全 性 。 デ ー タ の 安 全性 。

6実 践 的 知 識

上 記 の 理 論 的 な 内 容 に 関 す る 質 問 に 答 え る さ い,下 記 の もの を 含 む 現 行 の

デ ー タ 処 理 ソ フ ト ウェ ア の 詳 細 に 関 して 関 連 した 適 当 な 時 点 に 言 及 す る こ と

が 受 験 者 に は 期 待 さ れ て い る。
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6.1あ る 種 の 商 用,経 営 管 理,ま た は 業 種 別 ア プ リ ケ ー シ ョ ンに 関 す る 適

用 業 務 パ ッ ケ ー ジ。

6.2コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン処 理 パ ッケ ー ジ。

6.3デ ー タ ・ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム。

`

{

旬

選 択 問 題D:情 報処 理 シ ス テ ム の分 析 と設 計

選 択問 題Dの 主題 は プ ロジ ェク トの ラ イ フ ・サ イ クル で あ り,そ の プ ロ ジ

ェ ク トの 目的 とす る と こ ろは,組 織 の 情報 処 理 シス テ ムにお け る変 更 を コ ン

ピュー タの 助 け に よっ て行 な うこ とで あ る。 変 更 を行 うことに か か わ りを も

っ てい る 人 々は,変 更 が 生 じる環 境 に つい ての健 全 な知 識 を もっ てい る必 要
ハ

が ある。 ま たか れ らは,シ ス テ ムの す べ ての 構成 要 素の 特 性,特 に コ ン ピュ

ー タ ・シス テ ム と ,入 間 オ ペ レー タが か か わ りを もつ シス テ ムの 特 性 も知 ら

ね ば な ら ない。 さ らに シス テ ムの 変 更が 必 要 であ る と認 識 した 時 点 か ら,新

シス テ ムが 稼 動 状 態 に 入 る 時点 ま での プ ロ ジェ ク ト・ラ イフ ・サ イクル の 各

段階 に適 用 し うる手 法 と技法 の 詳 細 に つい て も理 解 しなけれ ば な らない。 理

論 上 の 理 解 だ け では 十 分 では ない。 受験 生は,少 な くと もある コ ン ピュー タ

に基 づ くシス テ ム を検 討 した ことが あ る とい うこと を 明示す る こ とが で きる

よ うで なけ れ ば な ら ない。

1.ビ ジネ ス環 境

財 務,経 営 管 理,生 産,研 究 開 発,マ ー ケテ ィ ングの よ うな組織 上 の 機 能 。

そ の 機能 間 に お け る デ ー タの 流 れ。 職務 の 管理:職 務 と義務 の コ ン トロー ル

の よ うな職務 内 での 意 思 決 定。

2.シ ス テ ムの 特性

職務 組 織の 目標 の 一 部 と しての コ ン ピュー タ を ペー スに した シス テ ム 目標。

ブ ・ジェ ク ト構造,報 告 と コ ン トロー ルの 要所 な どシス テ ム開 発 の仕 掛 け。

3.シ ス テ ム分析

実行 可 能 性 検 討 の 要 件 とい った プ ロ ジェ ク トで用 い られ る 特別 な用 語 。 面

一119一



接,観 察,業 務 の 流 れ 図 の よ う な 実 情 調 査 と 記 録 の 技 法 。 統 計 上 の サ ン プ リ

ン グ,簡 単 な 統 計 理 論 。

4.シ ス テ ム設 計

シ ス テ ム流 れ 図,フ ァ イ ル 編 成,入 力 帳 票 設 計,出 力 報 告 書 設 計,コ ン ト

ロ ー ル よ うな 一 連 の 設 計 。 プ ロ グ ラ ム仕 様 。 業 務 仕 様 。 機 密 保 護,回 復,監

査 。

5.シ ス テ ム の テ ス トと稼 動

モ ジ ュ ー ル ・テ ス ト,プ ロ グ ラ ム ・テ ス ト,連 係 テ ス ト,統 合 テ ス ト,ボ

リ ュ ー ム ・テ ス ト,監 査 テ ス ト,オ ペ レ ー シ ョ ン ・テ ス ト,ユ ー ザ ー ・テ ス

トな どの テ ス 況 の 段 階 。 ユ ー ザ ー の 教 育 訓 練,フ ァ イル 作 成 と 保 守 な ど を含

ん だ シス テ ム の カ ッ ト ・オ ー バ ー。 パ ラ レ ル ・ ラ ン と パ イ ロ ッ ト ・ラ ン;稼

動 ス ケ ジ ュ ー ル 。

6.オ ペ レ ー シ ョ ナ ル ・ シ ス テ ム

フ ァ イ ル ・ ラ イ ブ ラ リー,故 障 の 報 告,プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ニ ュ ア ル な ど の

た め の 操 作 手 続 き。 シ ス テ ムの 保 守;稼 動 後 の 監 査 。

z標 準 化 と文 書 化

標 準 化 の 目 的 。 手 法/パ フ ナ ー マ ン ス の 基 準 。 プ ロ ジ ェ ク トの 文 書 化 。 デ

ィ シ ジ ョ ン ・テ ー ブ ル を 含 ん だ 仕 様 書 の 書 き 方 。 手 順 書 書 き方 。 ユ ー ザ ー 部

門 と処 理 部 門 の た め の マ ニ ュ ア ル の 作 成 法 。

8.人 的 要 素

面 接 技 術 。 発 表 技 術 。 教 育 訓 練 方 法 。 報 告 書 執 筆 。 性,対 立 の よ う な 変

化 の 問 題 。

9ア プ リケ ー シ ョ ン

志 願 者 は,少 な くと も1つ の コ ン ピュ ー タ を ベ ー ス に した シ ス テ ム を 検 討

して い る こ とが 望 ま れ る。 ま た,そ の シ ス テ ム,シ ス テ ム1が 他 の シ ス テ ム と

どの よ うに イ ン タ フ ェ ー ス を 保 っ て い る か,採 用 さ れ れ,開 発 技 法 ・導 入 上
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の 問 題 に つ い て 知 っ て い る こ とが 期 待 さ れ る 。 そ れ に 加 え て,シ ス テ ム の 目

標 と シ ス テ ムの 正 当 化(justificatlon)に つ い て理 解 して い る こ

と も望 ま れ る 。

、

へ

選 択 問 題E:計 算 技 法

当 概 要 に は 計 算 技法 の 範 ち ゅ うには 明 らか に入 ら ない が,そ れ で もやは り

学 習 対 象 と してふ さ わ しい,背 景 と なっ てい る い くつか の 関連 す る数 学 を加

味 して い る。 受験 生 は,コ ン ピュ ー タお よび サ ブル ーチ ンの 関 連 ライ ブ ラ リ

ー の 使用 法 をは じめ と した実 務経 験 を有 してい る べ きで ある
。 試験 に お い て,

受験 生 は,コ ン ビ三 一 タで関 連 した アル ゴ リズ ムの イ ンプ リメ ンテー シ ョ ン

を 記 述す る さい,作 業用 記憶 域 の 要 件 と配 列(ア レ イ)の た めに 外 部 記 憶 装

置 を 使用 す る こ との 意 味 に つ い て検 討す る こと を求 め られ る で あ ろ う。 試験

中 に 次の 補 助 手 段 を使 用 す る ことが 許 され る:IAT,チ ェ ンパ ー スの6つ

の 数 値表,ケ ンブ リッ ジの 統 計 図 表,卓 上 計 算 機(記 憶 装 置つ きの ものは,

そ の 中の プ ・グ ラム をす べ て ク リア しなけ れ ば い け ない),計 算 尺,テ ン プ

レー ト,ポ ア ソンや 通 常 の 統 計用 方 眼 紙 を含 む方 眼 紙。

1.数 値 誤 差 の 基 本 的 概 念:固 有 の 誤 差,絶 対 誤 差,相 対 誤 差,式 と関 数 の 評

価 。 誤 差 の 波 及。 表 作 成 上 の エ ラー と検 査:定 義 の 使用 。 不 適 当に 条 件 づけ

られ た デ ー タ。

2.補 間 法:多 項 式 の 補 間;微 積分 の 要 素,定 差 演 算 子 間 の 関係;ラ グ ラー ジ

とニ ュ トン公 式;エ イキ ン,ネ ビル の よ うな コ ン ピュー タ向 きの 補 間 法。 数

値 微 分 法,求 積 法:ロ ンバー グ,ガ ウス の よ うな コ ン ピュー タ向 きの 公式 。

3.級 数:テ イ ラー の 定 理 と級 数;級 数 の 収 載。 フー リエ級 数:調 和 級 数 解析 。

チ ェ ビ シ ョ フの 省 略 算;級 数の 経 済 化。 直 交 多項 式 の 生 成;実 験 的 デー タの

省 略 算;グ ラ ム ・シ ュ ミ ッ トと フ ォー サ ィス の 公 式。

4.非 線 形 方 程 式の 解 法:逐 次 省 略 算法;収 敏;偽 位 置の 公 式;線 形 化 と ニ ュ

ー トンー ラ フ ソ ンの 公 式。 多項 方程 式 へ の 応用;多 項 式の 組 立 除 法。
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5.線 形 代 数 学:ガ ウ ス,ガ ウス ー ヨル ダ ンの よ うな 消去 算,チ ョル ス キーの

よ うな コ ン パ ク ト消 去 算,お よび ガ ウス ー シー デ ルの よ うな反 復 法 に よる線

形 方程 式 の 解 法。 ま る めの 誤 差 と不 適 当 な条 件 づけ 。 行 列 式 の 評価 。 線 形 プ

ログ ラ ミン グの問 題 の 代 数 的 解 法

6.常 微 分 方程 式:初 期 値 の 問 題;オ イ ラー,ラ ンゲ ーク ッタの よ うな単 一 ス

テ ッ プお よび 補 間 公 式 一 補正 公 式の よ うな複数 ス テ ッ プの 公式 に よる一 次方

程 式 の 解 法。 連 立一 次方程 式 。 数 値 安 定性 の単 純 処 理 。 記 数 法 の 基 礎 を含む

一 次 と二 次方 程 式 を解 くた めの ア ナ ロ グ ・コ ン ピュ ー タの 使用 。

7.統 計,確 率;デ ィ ス ク リー トな度 数 分 布 お よび 連 続度 数分 布。 管 理 限 界。

標 準 統 計 表 の 使用 。 回 帰;相 関 。 最 小2乗 法 に よる 曲線 の 適 合。

選 択 問 題F:連 続系 モ デ ル の コ ン ピ ュー タ.コ ン トロール と シ ミ ュ レー シ ョン

(手 引 き,42頁 参 照)

(当 選 択 問 題は,も との 選 択 問 題F:ア ナ ログお よび ハ イブ リッ ド技術 か

ら発 展 した もの で ある)

この 選 択問 題 で教 え,か つ 試験 しよ うと して い る水 準 は,そ の 資格 または

経 験 に お い てむ しろ工 学 や 数 学 志 向 で ある よ うな コ ン ピュ ー タ ・プ ロを 目指

してい る 人 々に 向 い て い るが,必 らず しも この 分 野 の 専 門家 で な くと も よい。

1.制 御 装置 と しての コ ン ピュー タ

1.1オ ン ラ イ ン ・コ ン ピュー タ 制御 シス テ ムの 基 本 的 概 念

主 な構 成 要 素 と相互 連 結 を 示 す ブ ロ ック ・ダ イヤ グ ラム。

操 作お よび設 計 の 要 件の 検 討 。

1.2メ ジ ャ メ ン ト

位 置,圧 力,温 度 の よ うな変 数 用 の ア ナ ログ ・デ ィ ジタル 変換 器。

参 照要 素,基 準。

エ ラーの 源 泉。

1.3計 測 器
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シス テ ムと して の 計器 。

測 定 要 素 ・入 力 イ ンピー ダ ンス ・オ ー バ ー レン ジの 防止 と ア ラ _ム
,

自動 レン ジ 凌 示 ・印 刷 出力 ・運 用 上の ・ ン ト・一ル
。 平 均,灘 偏 差

ヒス トグ ラ ム,派 生 尺度 の 簡単 な局 所 的 計 算

1・4伝 送

近 距 齢 よび長 距 離 区 間 での ア ナ ・ 搭 よび デ ・ ジタル 信 号 の 伝送 の

た めの シス テ ム・ 鵜 の影 響・ エ ・一の 検 出 と修正
・ 変 調 シス テ ・, ,多

重 チ ャ ネル 操 作。

1.5標 本 抽 出

低 位 の ア ナ ロ グ信号 の増 幅。 サ ン プ リング理 論 ,ア ンチ ー エ イ リア シ

ング(・nt卜 ・liassi・g) ,雑 音 フィ ル ター。

サ ン プル時 間 と 占有 時間,ア パ チ ャ一時 間 ,収 集 時 間。

単 純 なア ナ ログ ・デ ・ ジタル 変換 の 原 理 変 換 時 間。

1.6処 理

標 本 デ ー タの 概 念 ・z変 拠 微分 方程 式組 び デ 。 ジタル.フ,ル タ

ー の 概 論
。

単 純 醐 御 装 置・ 割 込 み処 理 ・タ 私 ・ス ライ シ ジ グ:処 理 時 間 φ・見

積 り … 一 ド ・パ ッ ク経 路 に 謝 る 遅 れ 時 間 の 影 響
。

1.7出 力 装 置

ス ア ッ ヒ ン グ ●モ ー タ ー ・ デ ィ ジ タ ル ・ア ナ ロ グ 変 換 器 ,デ ィ ジ タ ル

分 圧 器,ハ イ ブ リ ッ ド倍 率 器 。

0次 と1次 占有 。

2.ア ナ ロ グ 技 術 と ハ イ ブ リ ッ ド技 術

2.1ア ナ ロ グ ・ハ ー ドウ ェ ア の 要 素

サ マ ー ズ(S・mmers)'積 分 器 '分 圧 器,関 数 発 生 器,倍 率 器
,

比 較 測 定 器,デ ィ バ イ ダ ー。

2.2シ ス テ ムの 表 示 機 能 と 転 送 機 能
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ラ プ ラ ス 変 換 の 概 論;共 通 の 制 御 シ ス テ ム構 成 装 置 の 転 送 機 能 表 示 。

ア ナ ・ グ ・ コ ン ピ ュ ー タ に お け る 微 分 方 程 式 の プ ロ グ ラ ミ ン グ。 振 幅 と

時 間 の 尺 度一。 単 純 活 動 的 な フ ィ ル タ ー 。

2.3並 列 ハ イ ブ リ ッ ド ・モ ジ ュ ー ル と し て の デ ィ ジ タ ル 要 素

ゲ_ト,ブ リ 。 ブ ・ フ ・ 。 プ,モ ノ ス テ ー プ ル(m・n・ ・t・bl・)・

レ ジス タ ー,計 数 器 お よび ク ロ ッ ク。

ハ イ ブ リ ッ ド問 題 に お け る 組 合 せ 論 理 と 順 次 論 理 。

2.4初 歩 的 な エ ラ ー の 分 析 と 安 定 性

有 限 利 得,周 波 数 応 答,構 成 部 品 の 許 容 誤 差 。

代 数 的 ル ー プ。

周 波 数 応 答,ボ ー デ ・ダ イ ヤ グ ラ ム,単 純 化 した ナ イ キ ス トの 規 準,

単 純 等 化 。

2.5シ ミ ュ レ ー シ ョ ン要 素 と して の 直 接 的 類 似 性

機 械 的 部 分 も有 す る 電 気 的 シ ス テ ムの 抵 抗,イ ン ダ ク タ ン ス,コ ン ア

ン サ ー 間 の 類 似 性 。2次 元 の フ ィ ー ル ド ・ プ ロ ッ テ ィ ン グ。

選 択 問 題G:シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ミ ン グ

シ ス テ ム.プ ロ グ ラ ミ ン グは,ユ ー ザ ー の 各 層 の ニ ー ズ に 合 う よ うに コ ン

ビ ュ_テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム を 設 計 し,構 築 す る プ ロ セ ス の 一 部 と み なす べ き

で あ る。 ソ フ ト、ウ ェ ア と ハ ー ド ウ ェ ア と の 間 の イ ン タ ー フ ェ ー ス の 場 所 は,

現 行 の 技術 と経 済 性 に 依 存 し,か っ 芸 術 の あ り方 が 変 化 す る よ うに 変 っ て い

く。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン,デ ィ バ ッ ギ ン グ,保 守,一 層 進 ん だ 開 発 と い う仕

事 を 容 易 に す る 方 法 と し て,シ ス テ ム ・ プ ・ グ ラ ミ ン グ の 適 切 な や り方 の 重

要 性 を 受 講 生 に 教 え な け れ ば な ら な い 。 ユ ー ザ ー に と っ て の 使 い 易 さ と 費用

に 対 す る 配 慮 お よ び 資 源 の 使 用 効 率 とは,設 計 の 主 要 原 則 と 考 え る べ き で あ

る 。

Lユ ーーーーザ ー ・ニ ー ズ
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h

ユ ー ザ ー に 提 供 され る 機 能
。 ソ フ ト ウェ ア と ハ ー ド ウ ェ ア 間 の イ ン タ

ー フ
ェ ー ス。 シ ス テ ム ・ ソ フ ト ウ ェ ア を プ ロ グ ラ ミ ン グ す る た め の 高 水

準 言 語 の 使 用 。 プ ロ グ ラ ム 文 書 化 の 必 要 性 と 様 式 。

2.コ ン ピ ュ ー タ の 設 計 思 想

入 力,出 力,・ 制 御,記 憶,処 理 に 関 す る コ ン ピュ ー タ の 構 成
。 情 報 処 理 シ

ス テ ムの 一 部 と 見 な さ れ る 周 辺 装 置 の 機 能 上 の 特 性
。 機 械 コ ー ド命 令 の 必 要

性 と ハ ー ド ウ ェ ア ・ コ ン ト ・一 ル に 対 す る そ れ らの 関 係
。

次 の よ う な一 般 的 な ア ドレ ス 指 定 技 法 の 学 習:絶 対 ア ド レ ス 指 定
,イ ン デ

ク シ ン グ,間 接 ア ドレ ス 指 定,相 対 ア ド レ ス 指 定
,連 想 ア ド レ ス 指 定,基 底

`

付 ア ドレス指 定。

記 憶 装 置 の 構 成 と記 憶 保 護:仮 想 記憶 装 置,セ グ メ ンテ ー シ ョン ,ペ ー ジ

ン グ を含 む。

特 権命 令お よび 割込 みの 必 要性 とそ の 使 用。

多重 処 理 シス テ ムの 複 数 プ ロセ ッサ ーに 関す る問 題

タ ス クの 優 先 順 位 を 決 定 す る ことの 必 要性 。

3・ プ ログ ラ ミング 言語

構 文 法お よび 意 味論 の 必要 性 と使用 。

次の もの を網 羅 してい る 言語 の 比 較 分析:ア ル ゴ リズ ム,ア セ ン ブ リ_ ,

リス ト処 理 。

コ ンパ イ ラーに用 い られ る 技 法お よび コ ンパ イ ラーの 構 造
。 プ ログ ラ ム で

2つ 以上 の 言 語 を 使用 す る さいの 技 法。 モ ジュ ラー ・プ ログ ラ ミン グ ・シス

テ ムの 使用6プ ロ グ ラ ム ・ ロー ダ ーの 構造 と必 要性 。

1.シ ス テ ム構 成

初期 プ ログ ラム ・ロー ダ ー と シス テ ム生 成 を 包含す る ブー トス トラ ッ ピン

グ技 法 の検 討。 バ ッチ処 理 と多重 ア ク セス処 理 用の シス テ ム構 成
。 多重 プ ロ

グ ラ ミン グの 概 念 お よびそ の 利 点 と欠点 の 検 討。 次の もの を含 む資源管理の 必

要 性 とそ こで使 用 され る技 法:割 振 り,ス ケ ジ ュー リン グ,モ ニタ リン グ ,
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チ ャー ジ ン グ。 シス テ ムが 機 密 保護,プ ライ バ シー,フ ァ イ ルの 共 用,バ ッ

ク ア ップ,回 復,包 括 的 な ライ ブ ラ リー を提 供 しうる よ うに す る た めの フ ァ

イル 編 成 お よび ファ イル 管 理 の 必 要 性 とそ れ に 使 用 され る技 法 。

5.実 務

受験 希 望 者は,翻 訳 プ ログ ラムの 作成 とい っ た分 野 に あ ては ま る 実際 の プ

ロ ジェ ク トをい くつか 経験 して い る こ とが 望 ま しい。 この 仕 事は き ちん と文

書 化 され て い るべ き であ り,試 験 官 が検 査 の た め に要求 す る こ と もあ る。 こ

の種 の仕 事 のす べ ては 当協 会 の 会 員 や 特 別 会 員 に よっ て監 督 され るべ きで あ

り,彼 らは喜 ん で その信 頼 性 を保 証 し ようと してい る(規 則2を 参 照 の こ と)・

選択 問題H:コ ン ピ ュ ータ の 運 営

当概 要 では,コ ン ピュー タの運 営 の 管 理の す べ ての 局 面 を取 扱 っ てい る。

した が っ て,コ ン ピュ ー タ運 営 面の 仕 事 に つい てい る か,あ るいほ これか ら

つ こ うと してい る 人達 に 特 に向 い てい る。 概 要 お よび 試験 問 題 は,1)コ ン

ピュー タ運 営 と管 理 多少 の 実 務 経験 と2)概 要 に 含 まれ る項 目の 知 識 と理解

(偶 然 に 取 得 した コ ン ピ ュー タ操 作 の 知 識 よ りむ しろ)を 有 してい る受験 者

な ら多 くの 場 合 合格 で きる もの で あ る。

装 置,そ の 費用,物 理 的 環 境 お よび 操 作 上 の 要 件 に 重 点 が 置 か れ てい る。

1.装 置

コ ン ビュ ー=タ とそ の ユー ザ ー。 演 算 処 理 機 構,情 報 記 憶 装 置,周 辺 装置 を

含 ん だ導 入 シス テ ムの典 型 的 な構 成 装 置 の 特 性 と機 能 。 エ ン ジニ ア リン グ保

守,操 作 員の 予 防 保 守。 デ7タ 準 備 機 器。 遠 隔 ジ ョ ブ入 力 を 含 ん だ 代 表 的 な

端 末 機 器。 デ ー タ伝 送 とそ れ に 共 通 的 に 使 用 され る器 械 の 一 般 原 理

2・ 物理 的環 境

コ ン ピュー タ室 と建 物 の 特 性。 サ ポ ー ト・サ ー ビス。 内 外 の 原 因 か ら生 じ

る 装 置お よび 情 報 へ の 損 害 と損 傷 に対 す る安 全保 護 。 情 報 媒 体 の 物 理 的 取扱

い;典 型 的 な導 入 シス テ ムの 作 業 の 流れ 。 テ ー プ とデ ィス ク ・ラ イブ ラ リー
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記 憶 装 置 の 構 成。 物理 的環 境 とエ ン ジ ニア リング保 守 との 関 係。'㌧

3.デ ー タ収 集,デ ー タの 準 備,出 力

デー タ準 備 機 器 と複 写の 手法 。 デ ー タ とそ の 媒体 の 品 質 管 理。 コ ン ピュ ー

タの取 替 え に 適す る デ ー タの 互 換 性。 原 票 読 取 装置。 マ イ ク ・フ ィル ム 出 力。

図 形 出 力。

4・ シス テ ムの 操 作

一 般 特性;装 置 か ら構 成 され た 情 報 シス テ ム ,そ の 環 境,ソ フ トウェ ア。

プ ログ ラ ム とデ ー タの正 しい 評価 。 コ ン ピュー タ ・オ ペ レー テ ィ ン グ ●シス

テ ムの 運 用 面;多 重 プ ログ ラ ミン グ,ジ ョブ入 力,対 話 式利 用。 ソ フ トウェ

ア と マ ニ ュアル の ライ ブ ラ リー。 文 書 の 管 理。 パ フォ ー マ ンス統 計 と資 源の

会 計 手順 。 処 理 の仕 損 じか らの 回復 。 待 機 配置。 外 部へ の 業 務 委 託,

5.管 理

オ ペ レー シ ョン ・マ ネ ジ ャー とス タ ッフの 職務;他 のD .P.ス タ ッ フ と

ユー ザー との関 係 。 情 報 シス テ ムの 構 成 と管 理。 設 備 の 原価 計 算(事 務 処 理

も含 む)と 会 計技 法 の 基 木 。 ラ イ ブ ラ リー,磁 気媒 体,マ ニ ュア ル の 管 理。

入 力 と 出力 の文 書お よび 媒 体 の 品 質 管 理 。 デー タ機 密保 護 。 シ ジ トに よる 作

業 の 計 画 と編成。 ス タ ッフの選 出 と教 育 訓 練。 外 部 と内 部の 双方 を 対 象 と し

た 標 準 化 の 利 点。

h
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第 五部 の概 要

(手 引 き,40頁 参 照)

選 択 問 題A:デ ィジ タル ・コ ンピ ュー タ の構 成,設 計 と技 術

第]1部 の 内 容 は,第1部 の 内容 をそ の まま 包含 して い るが,よ り深 い知 識 ・

技 術 を要 求 して い る。 「試 験 問 題1」 では こ こ で示 した概 要 を 試す 。 「試 験 問

題2」 の受 験 生 は ま た,プ ロッフェ ショナル ・ジ ャ ー ナル に 記述 され て い る よう

な コ ン ピュ ータ技 術 分野 の 最 新 の 開発 状 況 にっ いて の 知識 を示す こ とが 望 まれ

て い る。

第1部 で 列挙 さ れ た もの に追 加 さ れ る項 目:

1.論 理

よ り進 ん だ 組 合 せ 論理 技 法;NOR,NAND,多 重 出 力 ネ ッ トワー ク。 最

小 化 手 法 。

順 次 論理:記 憶 装 置 の構 成 要 素 ま たは フ ィ ー ドバ ック を含 む ネ ッ トワ ーク 設

計 の 直観 的 お よび 正 式 の手 法;同 期 的 お よび 非同 期 的 ネ ッ トワ ーク;競 争 と

障 害;速 度 とは独 立 の ネ ッ トワ ー ク。

2・ 素 子 技 術

論 理 要素 の 設 計,組 立 て,特 性 。 ス ウ ィ ッチ ン グ,速 度,分 岐係 数,お よ

び 素 子 の 許 容 誤 差 の 考察 。

マ イ ク ロ回路 の 特 性 と組 立 て:薄 膜,厚 膜,モ ノ リシ ック回路 。

現 代 の コ ン ピュ ータ使 用 に おけ る半導 体 装 置 の特 性 と適 用。

コネ ク シ ョ ンの 設 計,組 立 て,特 性 。

3.シ ス テ ム技 術

情 報 理 論 の 一 般 概 念:情 報 量 と内 容;冗 長 度;パ リテ ィー検 査技 法;コ ー

ドと コー デ ィ ン グ。

記 憶 装 置の 構 成 と記憶 技 法:(単 一 レベル)記 憶;速 度 と経 済 性 の た め の

記 憶 階 層。 磁気 テ ー プ,ド ラム,デ ィ スク記 憶 シ ステ ム。 高性 能 な 回 転 記
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憶 。薄 膜 記 憶;低 温物 理 学;光 学 式 お よび他 の"読 取 専 用"記 憶 装 置
。 制

御 マ トリ ック ス と プ ロ グラ ム制御 の技 法。

複 合 機 能 装 置:浮 動 小 数点 数 演算 機構;高 速 繰 上 げ技 法 と"シ ョー ト・カ

ッ ト"演 算 手 法。

割 込 み 技 法:割 込 み 処 理 の 構 成;優 先 順位 の レベ ル;デ ー タ処 理 と プ ロセ

ス ・コ ン トロー ル業 務 に おけ る"オ ン ライ ン"オ ペ レー シ
ョ ンの ため の周

辺 制 御。 イ ンタ ー フ ェ ー ス を とる こ と。

複 合 コ ン ピュ ータ ・シス テ ムの 構 成:多 重 プロ グ ラ ミン グ,リ アルタ イ ム

お よび 会 話 方 式 の オ ペ レー シ ョンに 対す る工 学 上 の か か り合 い
。 多 重 プ ・

セ ッサ ー ・シス テ ム。 ハ ー ドウェ ア設計 に お け る高 水 準 言 語 の 影 響
。仮 想

計 算 機 の 概 念。

4.周 辺 装 置 の技 術

高 性 能 周 辺 装 置 の特 性 と構 成:図 形 入 力/出 力装 置;印 刷 装 置;デ ィエジ タ

ルXY作 図 装 置;文 字 認 識 装 置 。 デ ータ 伝送 シ ステ ム。

5.保 守 と故 障 の ダ イ ヤ グ ラム

保 守 の 方 針:機 器 の設 計 に おけ る保 守 要 件 の影 響。 信 頼 性,故 障 間平 均 時

間,修 理 時 間 の指 標 。 診 断 プ ・グ ラ ムの 設 計。 診 断技 法。

選 択 問 題B:シ ス テ ム の 設 計 思 想 とシス テ ム ・プ ログ ラ ミン グ

全体 に わ た っ て,現 行 技 法 の 詳細 な説 明 よ りむ しろ基 本 原 理 を理 解 す る こ と

に 重点 が お かれ るべ きで あ る。 ユ ーザ ー に対 して実現 可 能 な 最 良 の サ ー ビス を

提 供 す る ため に シス テ ムが 存 在す る とい う ことや,ハ ー ドウ ェ アを適 切 に使 用

す る こ とに よっ て システ ムが実 現 さ れ る とい うこ とが,非 常 に 重要 でか つ 基 本

的 な原 則 で あ る。

「試 験 問 題2」 で は,「 試 験 問 題1」 よ りもっ と深 い理 解 を 示 す こ とが 受 講 生

に 要 求 され て い る。

1・ シ ステ ム設 計
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1.1ユ ーザ ー ・ニ ーズ の 分析:対 話 式 と非 対話 式 の 間 の バ ラ ンス;応 答 速

度;制 御 言 語;フ ァ イル管 理 機 能;標 準編 集 プ ・ グ ラ ム,コ ンパ イ ラ ー,

プ ・グ ラム 開発 エ イ ド;文 書 化。

1.2導 入 上 の ニ ーズ:信 頼 性,耐 用性;フ ァ イルの 保 全 性 と機 密 保護;故

障 後 の迅 速 な 回復 。

1.3シ ステ ム の 生 産:設 計 と実 施の ため の エ イ ドと して 明確 に規 定 され た

イ ンタ ー フ ェ ー スの使 用;シ ス テ ム ・プ ログ ラ ミ ング にお け る高 水 準言
`

語 の 使 用;実 施,テ ス ト,文 書{ピ 保 守 お よび 拡 張 の コ ン ト ロ ー ル 。

1.4シ ス テ ム ・ トポ ロ ジ ー:単 一 お よび 多 重 プ ロセ ッサ ー ・ シ ス テ ム;衛

星 サ ー ビス と 中 央 サ ー ビ ス との 間 で 分 離 さ れ る 仕 事;分 散 シ ス テ ム;ネ

ッ ト ワ ー ク に お け る 資 源 の 共 用;仮 想 資 源 の 概 念 。

2.シ ス テ ム構 成 要 素

2.1記 憶 装 置,ア ク セ ス ・タ イ ム,転 送 速 度,容 量,お よび 信 頼 性 の よ う

な 基 本 的 な ハ ー ドウ エ ア要 素 。

コ ス ト/パ フ ォ ー マ ン ス 分 析:高 速 レジ ス タ ー と記 憶 装 置 の 階 層 の 構 成 。

連 想 記 憶 装 置;ア ド レ ス指 定 技 法;キ ャ ッ シ ュ;ハ ー ドウ ェ ア ・ス タ ッ

ク 機 構;マ イ ク ・ プ ・ グ ラ ミ ン グ;知 能 制 御 装 置;特 殊 目 的 処 理 機 構;

入 力/出 力 装 置;割 込 み と 割 込 み 処 理;ハ ー ドウ ェ ア ・ユ ラ ー の 検 出 と

回 復 。,,

2・2コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン:転 送 速 度;チ ャ ネ ル 容 量;1司 期/非1司 期 コ ミ ュ

ニ ケ フ ・ン;単 鰍 作 ・2重 操 作;
.プロ に ノレ;エ ㌃ の検 出 と修 正

;伝 送 コ ス ト;遠 隔 集 線 装 置 お よび メノ セ ー ジ交換 処 理 装 置 の使 用;テ

レ プ ロセ シ ン グに適 した 入 力/出 力装 置;映 像 表 示 装 置 と図 形 入 力/出

力。

2.3シ ス テ ム制 御:資 源 の 割 振 り,統 制 と アカ ウ ンテ ィ ン グ。 操 作 単 位 で

あ る"プ ロセ ス"の 概 念;"プ ロセ ス ⇔に 割振 られ た 資源 の ハ ー ドウ ェ

ア とソ フ トウ ェ アに よる 保護 。 処 理 の 開始,終 了,保 全,分 離,コ ミュ
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[

二 ケ ー シ ョ ン,共 同 操 作
,同 期 化 。 待 ち と ブ ・ ッ ク 処 理 。 ス ケ ジ ュ ー リ

れ
ン グ:デ ッ ド リ ー ・エ ン ブ レイ スn(deadlyembrace)u

2.4高 速 記 憶 管 理:割 振 り と記 憶 保 護;実 験 デ ー タ と限 界;ペ ー ジ ン グ;

オ ー バ ー レ イ 化;再 配 置 可 能 性;仮 想 記 憶 装 置;セ グ メ ン テ ー シ ョ ン
。

2.5記 憶 装 置 の 階 層 管 理;実 効 ペ ー ジ ・セ ッ ト;移 動;一 貫 性;階 層 の 均

衡 化。

2・6フ ァ イ ル'シ ス テ ム:フ ァ イ ル 記 憶 装 置 ,割 振 り,記 憶 保 護,プ ラ イ

バ シ ー ・ ア ク セ ス 制 御 ・ 取 出 し お よび ア カ ウ ン テ ィ ン グ;イ ン デ ク シ ン

グ と索 引 の 維 持;フ ァ イ ル の 維 持 とエ ラ ー の 制 御;ダ ン プ;記 録 保 護;

デ ー タ ・ベ ー ス 編 成,ア ク セ ス,更 新 お よび 保 守
。

2.7周 辺 装 置 の 管 理:周 辺 装 置 の 割 振 り ,制 御 お よび 保 護;共 用 さ れ る 周

辺 装 置 と待 ち行 列:擬 似 オ フ ラ イ ン 入 力/出 力 と バ ジチ ・モ ー ド ・ シ ス

テ ム;周 辺 処 理 装 置 の 使 用;遠 隔 ジ ョ ブ入 力 シ ス テ ム 。

2・8サ ブ シ ス テ ム:編 集 プ ロ グ ラ ム,コ ンパ イ ラ ー,解 釈 プ ロ グ ラ ム
,連

係 プ ・ グ ラ ム,ロ ー ダ ー,シ ス テ ム ・ユ ー テ ィ リテ ィ が 提 供 す る 機 能;

コ ン パ イ ル と実 行 中 に 提 供 さ れ る 診 断 とデ ィ バ ッギ ン グ 用 エ イ ド;チ
ェ

ッ ク ・ポ イ ン トと 再 始 動 。 ポ ス ト ・モ ー テ ム ・エ イ ド(postmortem

aids・):オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム に よっ て 提 供 さ れ る コ ァ ・ダ ン

プ と情 報 。

3.シ ス テ ム の 作 動 状 態

3・1コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム の 分 析:ハ ー ドウ ェ ア と ソ フ トウ ェ ア

の モ ニ タ リ ン グ。 モ デ ル:分 析 お よび シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 技 法:応 答;

ベ ン チ マ'一 ク;資 源 の 使 用 率
。

3.2相 互 作 用 の 費 用 と便 益 の よ うな 経 済 性 の 局 面
。

3.3ユ ー ザ ー の 反 応:観 察 と 測 定;短 期 お よび 長 期 間 の ユ ー ザ ー 活 動 の 管

理 。
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選 択 問 題C:デ ー タ処 理 と 情報 シス テ ム

この 選 択 問 題 の 目標 は,か っ て遭 遇 した類 の 問 題 お よび 広 範 囲 に わ た る組 織

の効 率 的 でか つ 効 果 的 な情 報 処理 シス テ ム の 開発 に使 用可 能 に な っ た技 法 や 手

法 につ い て受 験 生 の理 解 を テ ス トす る こ とに あ る。 受 講 生 は,課 題 項 目に つ い

ての 十 分 な 理 論 上 の 知 識 を有 して い る こ とを示 す と同様 に,実 務 経 験 を証 明 す

る こ とが 望 まれ る。 特 に,情 報 シス テ ムの プ ロジ ェ ク トの 管理 面 に 重 点 が お か

れ て い る。

"
ハ ー ドウ ェ ア上 の 制 約"と"ソ フ トウ ェ ア上 の 制 約"と い う概 要 項 目に 対 し

ては,一 定範 囲 の 機械 や 適 用業 務 の 広 い知 識 よ りむ しろ1っ の機 械 か また は適

用業 務 の ソ フ トウェ ア とハ ー ドウ ェ アに関 す る詳 細 な知 識 を持 つ こ との方 が 受

講 生 に望 ま れ て い る。

「試 験 問 題1」 は 当概 要 に従 っ て作 られ る。

「試 験 問 題2」 は.コ ン ピ ュ ータ を ベ ース と した シ ステ ム開 発 に おけ る現行 の

思 想,技 法 お よび動 向 に つ い て の知 識 を要 求 す る。 受 験生 は,こ の 種 の知 識 を

情 報 シス テ ムの 諸 問 題 と関係 づ け る こ とが 出 来 な け れ ば な らぬ。

1.ビ ジ ネ ス環 境

組 織 の 機 能;代 替 的構 造;集 中 化 と非 集 中化 の よ うな 管理 形態 。情 報の レ

ベ ル;組 織 部 門 の情 報 要 求;部 門 内 と部門 間 の情 報の 流 れ;方 針 や運 営 な

ど に関 す る 組織 内 の 決定 機構 。 管 理 統 制 の た め の 財務 会 計;組 織 に おけ る

コ ン ピュ ータ と 管理 サ ー ビ スの位 置 づ け;統 合化 し た計 画 。

2.実 行 可 能 性 の 評 価

費 用 の 構 成 要 素:開 発 費,運 営 費,資 金 。 必 要 と さ れ る資源 の 見 積 費 用 。

原 価 計 算 の手 法:割 引 キ ャ ッ シ ュ ・フ ロー,置 換 コ ス ト;代 替 案 とそ れ ら

の評 価 。 経 済 性 の 正 当 化:有 形 と無形 の便 益 。 シ ステ ム開 発 時 の 問題 発 掘

;実 施 戦 略 。

3・ ハ ー ドウ ェ ア上 の 制 約

コ ン ピュ ータ の構 成;周 辺 装 置;デ ータ収 集 と デ ータ 準備 機 器;デ ータ 通
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信 機 器;ベ ン チ マ ー ク ・ パ フ ォ ー マ ン ス ・テ ス ト,ハ ー ドウ ェ ア.モ ニ タ

リ ン グ を 含 む シ ス テ ム構 成 の 選 択 。

4.ソ フ トウ ェ ア 上 の 制 約

適 用 業 務 パ ッ ケ ー ジ:目 標 ・ 設 計 概 念,評 価,ベ ン チ マ ー ク
,修 正 。 オ ペ

レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム:構 造 ,思 想,使 用 可 能 な 機 能 。 言 語 と そ れ ら の

比 較 。 ア セ ン ブ ラ ー,高 水 準 言 語 お よ び 特 殊 目 的 言 語:そ れ ぞ れ の 機 能 と

応 用 分 野 の 比 較 。 デ ー タ 管 理 シ ス テ ム:思 想,設 計 概 念 ,使 用 可 能 な 機 能,

操 作 上 の 要 件,管 理 上 の 要 件 お よび ユ ー ザ ーの 要 求 。

5・ コ ン ビn .一 夕 設 備

コ ン サ ル タ ン ト ・サ ー ビ ス:コ ン サ ル タ ン トの 種 類
,提 供 さ れ る サ ー ビ ス,

見 積 契 約 。 業 務 委 託 と遠 隔 ジ ョ ブ 入 力 の 利 用:利 用 の 特 徴 ,文 書 化,コ ン

トロ ー ル,機 密 保 護 の タ イ プ。

コ ン ピ ュ ー タ 能 力 の 分 散
,コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク,専 用 ミ ニ ・ コ ン

ピ ュ ー タ,分 散 した 知 能 端 末,フ ロ ン ト ・エ ン ドブPセ
ッサ ー;分 散 デ ー

タ ・ベ ー ス o

コ ン ピ ュ ー タ の 変 更 ・ エ ミ ュ レ ー タ ーt変 換 の 問 題;コ ン ピ ュ ー タ の 機 密

保 護,プ ラ イ バ シ ー,バ ッ ク ア ッ プ。

6.コ ン ピ ュ ー タ を ベ ー ス と し た プ ロ ジ ェ ク トの 構 造

分 析 者 の 役 割 モ ジ ュ ラ ー ・プ ・ グ ラ ミ ン グ お よび 契 約 設 計 な ど を 包 含 し た

プ ロ ジ ェ ク ト組 織 と 開 発 の さ ま ざ ま の 方 法
。 プ ・ ジ ェ ク トの 文 書 化 と 管 理

の チ ェ ッ ク ◆ポ イ ン ト。 ユ ーザ ー ・ 操 作 ,保 守,監 査 と い っ た さ ま ざ ま な

職 能 の 要 件 。 資 源 計 画 ・ ス ケ ジ ュ ー リ ン グ,お よび統 制;ユ ー ザ ーの 教 育

訓 練 計 画;訓 練 手 法 の 評 価 。 組 織 上 の 変 更 と そ れ に 関 連 す る問 題
。 プ ロ ジ

ェ ク ト要 員 の 訓 練 と能 力 開 発 。

7.管 理 サ ー ビ ス

待 ち行 列 理 論 と シ ミュ レー シ ョ ン。 次6ど れ か1つ に 関す る理 論 と応 用:

線 形 計 画,在 庫 管 理,ゲ ー ム理 論。 モ デ ル とモ デ リ ン グ技 法。 組 織 と方 法
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の 技 法;ワ ー ク ●スタ デ ィ。

8.シ ス テ ム設計 の 各 局 面

バ ッチ と リア ルタ イ ム処 理 。 シス テ ム ・パ フ ォ ーマ ンスの 測定;実 行 可 能

性 の検 討 段 階 で承 認 さ れ,設 計 段 階 で 組み 込 ま れ,実 施 後 に監 査 さ れ る。

フ ァイ ル の 構 造 と編 成;コ ン ピ ュ ータ 援 用 の シ ステ ム設計;シ ステ ムの安

全 性 と回復 。

選 択 問 題D:プ ログ ラ ミン グ

プ ロ グ ラ ムの 基 本 的 機 能 は,あ る構 造 を もっ た外 部 デ ータ を処 理 す る こ とに

あ る。 情 報検 索 とか コ ン ピュ ータ援 用 設 計 の よ うな あ る種 の適 用 業 務 に お い て

は,そ の 構 造 は 複 雑 とな る。、

外 部 デ ータ構 造 の 学 習 に は,構 文 法(生 産 とか バ ッカス ・ナ ウ ァ ー ・フ ォ ー

ム(Backus-NaurForm)Qよ うな文 法 で指 定 され た),デ ー タ構 造の 決 定(

文 な どの 分析 に よる),意 味論(形 式 的 に あ る いは 非 形 式 的 に記 述 さ、れ る),

デ ータ操 作 に関 す る ア ル ゴ リズ ム の 検 討 を包 含 す る。

一 般 に ,複 合 外 部 デ ータ構 造 は,種 々の ユ ーザ ーが 使 用 す る プ ・ グラム で処

理 され る。 特 に,こ れ は言語 プ ロセ ッサ ー に当 て はま る。 そ の よ うな シ ス テ ム

では,規 準 が 時 と して合 い入れ な い ため に,適 用 業 務 の種 類,能 力,使 用 の 簡

便 さ,速 度,可 搬 性,拡 張 可能 性,デ イパ ッギ ン グ機能 な どの よ うな ユ ーザ ー

の ニ ーズ を配 慮 せ ね ば な らな い。

外 部 デ ー タ の処 理 に お いては,一 般 に そ の デ ー タ は 内 部的 に表 示 さ れね ば な

らな い し,し ぽ しば その 処理 で は ・ あ る内 部 的 構 造 を別 の構 造 に 変形 す る必 要

が 生 じ る。

さ らに,プ ログ ラ ミン グには,デ ータ構 造,.そ れ らの特 性 ・ 表 示 お よび取 扱

い に関 す る ニ ーズ の検 討 を含 む。

デ ー タ を 処理 す る プ ・,グラム に は,処 理 す る デ ータ構 造 を反映 す る必 要 が あ

り(こ れ は セ ク シ ョン1の デ ータ 構 造 との 関連 に お い て考 慮 さ れ るべ きで あ る),
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そ れ 自身構 造 を もつ。

受 講 生 は,プ ・グラ ム構 造 の特 性 を知 り,か っ構 造 化 プ ・グ ラ ミン グの理 想

が,プ ・グ ラム に 関 す る理 論構 成 に当 っ て我 々 の能 力 を い か に反 映 して い るか

を理 解 して お く必 要 が ある。

全 体 に わ た っ て,現 行 の技 法 の 詳 細 な説 明 よ りむ しろ,基 本 原 理 を理 解 す る

こ とに 重点 をお くべ きで あ る。 シス テ ムが ユ ーザ ーに 対 し実 現 可 能 な最 良のサ

ー ビス を提 供 す るた め に存 在 す る とい うことや ,ハ ー ドウェ アを適 切 に使 用 す

る こ とに よっ て これが 達 成 さ れ る とい う'ことが,非 常 に重 要 でか っ基 本 的 な原

則 で あ る。

「試 験 問題2」 で ぱ,「 試 験問 題1」 よ り もっ と深 い理 解 を示 す こ とが 受 講 生

に 要求 され る 。

1.デ ータ構 造 とその 表 示 ■t

配 列(ア レイ),ス タ ッ フ,リ ス ト,木 構 造,図 形,フ ァ イ ル,ハ ッシュ

・テ ー ブル の よ うな構 造 の表 示 と取 扱 い の必 要 性 お よび特 性;デ ータ ・ア

ド レッ シ ン グの技 法;仮 想 ファ イ ル。

`

2.'デ ー タ 記 述

CODASYLの よ うな デ ー タ 記 述 言 語:ユ ー ザ ー 機 能 の 豊 富 さ,簡 易 さ,

正 確 さ 。 診 断 エ イ ド;ハ ー ドウ ェ ア の 独 立 性 の 度 合 い;拡 張 可 能 性 。

構 文 法:形 式 的 な 文 法 と そ れ らの 類 別,生 産,バ ッ カ ス ・ナ ゥ ァ ー ・フ ォ

ー ム(Backus-NaurForm)の よ うな 構 文 記 述 言 語
,文 法 分 析 ア ル ゴ リ

ズ ム 。

意 味 論:非 公 式 的 自 然 言 語 記 述,機 械 向 き記 述,公 式 的 記 述 。

3.デ ー タ 操 作

探 索 と 分 類 の 手 法 。

プbグ ラ ミ1ン グ 言 語:言 語 の 比 較 分析,言 語 プ ・ セ ッサ ー(コ ン パ イ ラ ー,

解 釈 プ ロ グ ラ ム,マ ク ロ ー プ ロ セ ッサ ー を含 む),ラ ン ・タ イ ム の 環 境 条

件 。 プ ロ グ ラ ム 設 計,作 成 お よび 分 析;プ ロ グ ラ ム 効 率 。
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4.プ ロ グ ラム構造

構 造 を もつ プ ロ グ ラム と プ ログ ラムの セ ッ ト。 次 の もの を含 め て,こ の構

造 とそ の実 用上 の か らめ合 い を精 査 す べ きで あ る:構 造 化 プPグ ラ ミング,

共 用 ル ーチ ン,サ ブル ーチ ン,反 復,共 同処 理,同 期 化,連 係 お よび プ ロ

セ ス間 で の コ ー ドの 共 用。

選 択 問 題E:デ ータ 処 理 の 管理

組 織 内 の どん な 部 門 での 管理 に も関係 す る ある種 の 原 則 が 存在 す る。 この 選

択 問題 で は,こ れ らの 原 則 を取 扱 い,さ らに デ ータ 処理 装 置 の 日 々の 運 営 管 理

や 組織 内 で の デ ー タ 処理 部門 の 全般 的 管 理 に おいて 生 ず る特 定 の 問 題 を取 扱 う。

「試 験問 題1」 は 当概 要 に従 っ て作 られ る。

「試 験 問題2」 で は,現 行 の 管理 に関 す る文 献 の知 識 と,デ ータ処 理 上 の管 理

問 題 に この 知識 を 関係 づ け る能 力 が要 求 され る。

1.管 理 手 法

管 理 会 計 と予 算 統 制 シ ステ ム。 組 織 論:権 限 と責任,統 制 範 囲,ラ イ ン と

ス タ ッ フ,公 式 組 織 と非 公 式 組 織 。 動 機 づけ と組織 の 行 動 に 関 す る 局面 。

コ ミュ ニケ ー シ ョン。 変革 の 管理 。

2.ス タ ッ フの 決 定

デ ー タ処理 部 門 の 組 織。 スタ ッ フの 補充:職 務 規 定,補 充 方法,適 性 検 査,

面 接 。 ス タ ッ フの 能 力開 発:DPキ ャ リアの構 造,業 績 測定 と評 価 ・ 査 定

手 順 。 給 与 と報 奨 金 の 体 系,訓 練 。 作 業 条 件:室 温,照 明 ・ 騒音 の よ うな

環 境 要 因 の 影 響,法 的 要 件。 福 利 厚 生 の 問 題;苦 情 処理;シ フ ト作 業 に 関

す る特 別 の 配 慮 。

3.EDPプ ロジ ェ ク ト管理

プ ロ ジ ェ ク ト管 理 の ため の組 織 。EDPプ ・ジェ ク トの段 階 。 資源 と時 間

の 見 積 り:パ フ ォ ー マ ン ス の 基 準 ・ プ ロ ジ ェ ク ト管 理 シ ス テ ム 。 シ ス テ ム,

プ ロ グ ラ ミ ン グ,テ ス トの 文 書 化 。
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4.導 入 管 理

コ ン ピ ュ ー タ 設 備 の 導 入:レ イ ア ウ ト
,設 備 計 画,環 境 整 備,火 災 防 止,

保 険,機 密 保 護 。 ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ トウ ェ ア お よび サ ー ビ ス の 選 択:順

位 づ け と コ ス ト/価 値 に よる ア プ ロ ーチ,ベ ン チ マ ー ク の 利 用
,組 合 せ と

シ ミュ レ ー シ ョ ン。 シ ス テ ム ・チ ュ ー ニ ン グ。 資 金 面 か らの プ ロ ジ ェ ク ト

評 価:割 引 キ ャ ッ シ ュ ・フ ・ 一 技 法 の使 用,レ ン タ ル ,∬ 一 ス お よび 買 取

り:投 資 額,租 税 額 お・よび 新 規 と 中 古 機 器 。 契 約 書 の 提 案
。 保 守 。

コ ン ピ ュ ー タ 室 の 運 営 手 順:操 作 基 準
,・ 一 ド ・ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 。 多 重

プ ロ グ ラ ミ ン グ,リ モ ー ト ・バ ッチ ,タ イ ム ・ シ ェ ア リン グ な ど 種 々 の 運

営 環 境 の 管 理 ・ ビ ュ ー ロ ー ・サ ー ビ ス の 利 用
。 消 耗 品,テ ー プ と デ ィ ス ク

・ ラ イ ブ ラ リー
,デ ー タ 準 備 な ど の 管 理6標 準1ヒ と標 準 化 団 体

。 デ ー タ ・

ベ ー ス の よ うな デ ー タ 処 理 管 理 上 に お よぼ す 現 行 技 術 の 影 響
。

選 択 問 題F:数 値 解 析

(手 引 き,40頁 参 照)

受 験 生 は,コ ン ピュ ータ お よび サ ブ ル ー チ ン ・ライ ブジ リーの 使 用 に 関す る

適 切 な 経 験 を有 して い るべ き で あ る。試 験 では ,作 業 記憶 域 の要 件 と,コ ン ピ

ュ ータ で実 行 す る適 切 な アル ゴ リズ ム を記述 す る さいの 配 列(ア レイ)用 に外

部記 憶 装置 を使 用 す る こ との か か り合 い を 検討 す る こ とが 求 め られ る
。'

「試 験 問題2」 で は,「 試 験 問 題1」 より もっ と深 い 内容 ま で試 験 され る
。

1.近 似 法 理 論

チ ェ ビ シ ョ フお よび ラ ジ ェ ン ドレの 多 項 式 を含 む 直 交多 項 式 の 使 用
。 連 分

数,有 理 関 数 お よび ス プ ラ イ ン(splines)の 使 用
。

2.最 適 化技 法

線 形 計画 の 展 開,輸 送 問題,整 数 変数 を用 い た シ ン プ レッ ク ス法
。 ダイ ナ

ミック ・プ ログ ラ ミン グ。 非線 形最 適 化:直 接探 索 法 ,共 や く方 向,擬 似

ニ ュ ー トン,二 次 導函 数 法 。(
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3.線 形 代 数 学

マ トリッ ク ス ・ノ ルム。 優 性 お よび次位 優 性(sub-dominant)の 根 と,

反復 法 に よる ベ ク トル の 数値 表 現 。 対称 行列 に適 用 され る ヤ コ ー ビ,ギ ブ

'ンス
,ハ ウ スホ ル ダ ーの 公式,ラ テ ン ト(1atent)・ ベ ク トル を発 見 す

る た めの 逆 反 復 法 。 上位 の ヘ ッセ ンバ ーグの標 準 形 に対 す る一般 行 列 の 運

算 ・LRとORの 適 用。 連 立 方程 式 と行 列 反転 を解 く直 接法 の バ ック ワー

ド(Backward)誤 差 解析。.

4.常 微 分方 程 式

初 期値 の問 題:チ ェ ビ シ ョフ多 項 式 の 使用6誤 差 と安 定 性の 進 んだ 取扱 い。

境 界 値 方 程 式:初 期 値 化問 題へ の 違算,行 列 式,差 分 補正 の 組 み込 み,チ

ェ ビシ ョフ多 項 式 の 使 用。 固有 値 の問 題:変 分 法,定 差 の 使 用。

5.偏 微 分方程 式

二 次疑似 線形方程式 の類別。 双曲方程式 のため の固有 の方法。安定 を含 む

放 物方程式の ための明示的お よび 黙示的方法。 直角境界ま たは曲線境 界を

有 す るだ 円方程式:方 程式の直接 解法;属 性Aを 有す る行列の ための 超緩

和 パ ラメー ターの最適化 を含むSOR法 。有限要素 法の使 用。、

6.積 分方程 式

対称 お よび減衰の核 を含 んだ特異 解を もたな い第二 と第三種の フ レジ ドホ

ル ム方程式,お よび第二種の ボルテ ラ方程式の数値解法。・求積法 公式 の使

用。近似 解析法 に よる代数方程式への還元算。第一種の フ レッ ドホルム方

程 式 の難 しさの認 識。'‥

選 択 問 題G:コ ン ピ ュ ータ援 用 設 計(CAD)と 連 続 系 シ ミ、ユ レ ーシ ョン

(当 選 択 問題 は,も と も との 選択 問 題G:ハ イ ブ リッ ド ・コ ン ピュ7テ ィ ン

グを発 展 させ た もの で あ る)

当選 択 問題 では ・概 要 の あ らゆ る 面 にわ たっ て精 通 して い る こ とを受 験 生 に

期 待 す る もので は な く,か な り自由 に問題 を選 択 す る こ とが で ぎる よ うに して
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「試 験 問 題2」 の 受 験 者 は,当 該 内 容 に 加 え て,専 門 書 で記 述 さ れ る よ うな 現

在 の 発 展 状 況 に 関 す る 知 識 を 披 歴 す る こ と が 期 待 さ れ て い る 。

1.ハ イ ブ リ ッ ド ・シ ス テ ム

L1ハ ー ド ウ ェ ア構 成 要 素 の 設 計 と パ フ ォTマ ンス

増 幅 器,計 数 的 に 制 御 さ れ る ア ナ ロ グ ・ス イ ッチ,ア ナ ログ と デ ィ ジ タ

ル 電 位 差 計,ア ナ ロ グ と ハ イ ブ リ ッ ド倍 率 器,関 数 発 生 器,ア ナ ロ グ ・

デ ィ ジ タ ル お・よび デ ィ ジ タ ル ・ ア ナ ロ グ 変 換 器 。1

1.2完 全 ハ イ ブ リ ッ ド ・コ ン ピ ュ ータ

シ ス テ ム ・ブ ロ ッ ク ・ダ イ ヤ グ ラ ム。 イ ンタ ー フ ェ ー ス と ア ナ ロ グ ・セ

ク シ ョ ン に お げ る 制 御 信 号,命 令,デ ー タ の 流 れ 。

ア ナ ロ グ と デ ィ ジ タ ル ・タ ス クへ の 問 題 の 分 割 。

タ イ ミ ン グ お よび 割 込 み の 処 理 。

1.3`ソ フ トウ ェ ア

問 題 準 備 と 文 書 化 工 の オ フ ラ イ ン に よ る援 助 。 ∴

リ ア ル タ イ ム ・ハ イ ブ リ'ッ ド ・オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・唱シ ス テA:6

ラ イ ブ ラ リ ー ・ル ー チ ン。 ・ 一 「

デ ィ パ ッ ク と診 断 の エ イ ド。

リ ア ル タ イ ム ・デ ィ ジ タ ル ・シ ミ ュ レ ー シ ョ ン。'

保 守 お よび 誤 り探 索 エ イ ド。

1.4適 用 分 野

航 空 宇 宙 問 題 。

プ ロ セ ス 制 御 。

確 率 の 問 題 。

〈

許 容 誤 差 と パ フ ォ ーマ ン ス の 検 討 。

計 測 と制 御 シ ス テ ム に お け る ア ナ ロ グ お よび ハ イ ブ リ ッ ド技 法 の 使 用 。

1.5ダ イ ナ ミ ッ ク ・シ ス テ ムの 規 範 的 な 安 定 性
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安 定 性 基 準,状 況 変 数 表 示,同 等 化 技 法 と フ ィ ー ドフ ォ ワ ー ド(Feed

forward)技 法 の使 用 に よ る 安 定 化 。

パ フ ォ ー マ ン ス 基 準,所 与 の パ フ ォ ー マ ン ス の た め の 設 計,ア セ ス メ ン

トo

非 線 形 シ ス テ ム,設 計,安 定 性 お よび パ フ ォ ー マ ン ス。

2.コ ン ピ ュ ー タ 援 用 設 計

2.1シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

モ デ リ ン グ,検 査 と検 証,制 御 装 置 の シ ミュ レ ー シ ョン とパ フ ォ ー マ ン

スo

デ ィ ジ タ ル'シ ミュ レ ー シ ョ ン 言 語,機 能,比 較 。

ル ー プ 内 の 人 間 と実 際 の ハ ー ドウ ェ ア を 含 ん だ 実 時 間 適 用 業 務 に 関 す る

ハ イ ブ リ ッ ド ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン。

論 理 シ ス テ ム の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン,組 合 せ 論 理 と順 次 論 理,同 期 的 お よ

び 非 同 期 的 タ イ ミ ン グ の シ ミ ュ レ ー シ ョン 。

回 路 シ ミ ュ レ ー シ ョン,言 語,線 形 回 路 と 非 線 形 回 路 。

2.2図 形(Graphics)

図 形 シ ス テ ム 。

図 形 ソ フ ト ウ ェ ア,命 令,表 示(display)フ ァ イ ル,ト ラ ン ス フ ォ 『

メ ー シ ョ ン,ウ イ ン ドウ ィ ン グ(windowing),透 視 画 法(perspec-

tive),隠 れ た 線 の 除 去,濃 …淡 の 調 整,割 込 み 処 理 。

ハ ー ドウ ェ ア,デ ィ ジ タ ル ・ア ナPグ 変 換 器,記 憶 ・再 生(refresh)

の 表 示.記 号 とベ ク トル の 生 成 。

ラ イ ト'ペ ンや タ ブ レ ッ ト(tablets)の よ うな 入 力 装 置 。

2・3設 計 の 援 助

変 圧 器 や コ ン ク リー ト ・ ビ ー ム な ど の 設 計 用 パ ッ ケ ー ジ 。

設 計 用 デ ー タ ベ ー ス か らの 文 書 類 と製 作 の 援 助;図 面 と流 れ 図,電 子 シ

ス テ ム の 分 割 と構 成 装 置 の 配 置,プ リン ト回 路 の 追 跡(Tracking),ラ イ チ
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イ ン グ(W・iti・g)・ ス ケ ジ ー ル,構 成 部 品 の リス ト
,テ ス ト情 報 。

3.信 号 処 理 と 解 析

3.1汎 用 シ ス テ ム

デ ー タ 集 収,信 号 処 理,表 示 と 出 力,解 析 。

3.2デ ー タ 集 収

サ ン プ リン グ,フ ィ ル タ ー リ ン グ,ア ベ レ ー ジ ン グ
,ウ イ ン ドウ ィ ン グ,

ミ ー ン ・ リ ム ー バ ル(meanremoval)
。

3.3信 号 処 理

デ ィ ス ク リー ト と高 速 フ ー リエ 変 換,相 互 電 力 ス ペ ク トラ ム
,自 己 相 関

と 交 叉 相 関,運 動 形 の プ ロダ ク トお よ び プ ロ ッ'ク の フ ー リエ 変 換 に よる

畳 込 み と逆 畳 込 み,長 い デ ー タ 系 列 。

チ ャ ー プ 変 換,非 線 形 加 重 の 使 用 。

デ ィ ス ク リー ト処 理 に お け る 誤 差:ブ リケ ン シ ー ・ フ ォル デ ィ ン グ(Freq

uencyfoiding)・ ピ ケ ッ ト ・フ ェ ン ス(Picketfence)効 果
,

線 形 お よび 円 形 畳 込 み,変 換 の 大 き さ に よ る 確 度 の 劣 化
。

3.4解 析

ス ペ ク トル の 評 価,伝 達 関 数 の 評 価 ,コ ヒ レ ン ト関 数 。

共 振 周 波 数 と減 衰 率 。 正 負 と ゼ ロの 識 別 。

手 引 き

A－ 共 通 情 報

1・ 何 をす るべ き か は 「規 則 」で述 べ る。 一 方,概 要 では,デ ータ処 理 の 専 門

職 にっ こ うとす る者 に対 して試 験 官 が 適 切 な 知識 と理 解 力を テ ス トす る技

術 的 分野 の境 界 を設 定 す る。 この手 引 き には,あ る種 の事 柄 を何 故 に ,ど

の よ うに して 行 な うべ きか が 示 さ れ て お り,そ れ ゆ えに 重要 な もの であ る
。

2.で きる限 り手 続 きが簡 単 に維 持 で きる よ うに ,規 則 が作 成 され て い る。 ほ

と ん どの規 則 は 個 々の 受 験 者 にす ぐに役 立 っ 。受 験者 に対 し,全 体 と して
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3.

間 接 的 に役 立 つ よ うに,規 則 の 他 の 部 分 は で き る限 り融 通 性 の ある試 験管

理 手 順 とす る こ と を も くろん で い る。

規 則 で 設 け られ た要 件 を満 す 責 任 は受 験者 個 人 に あ る。何 か 困っ た こ とが

起 きた 場 合,通 常,専 門 学 校 のBCSコ=ス の 講 師 が 助 言 し うる よ うに な

っ て い るが,登 録 や 申込 みの 条 件 を満 たす こ との確 認 に 間 に合 う ようむ し

ろ早 目 に行 動 を起 す べ きで あ る。

B－ 登 録

1.登 録 は3っ の主 要 な 理 由 の ため に重 要 で あ る。 第 一 に,試 験 会 場 の数 を減

らす とか,申 込 み 料 金 を急 激 に値 上 げ す る とか とい っ た事 態 を回避 し,試

験 日 と受 験 申込 締 切 日 との間 の時 間 を 最低 線 に お さ え る こ とが で きる。

第 二 に,指 定 した期 日に 間 に合 い,か っ所 要 料金 を 支払 っ て い る な ら,将

来 の い ず れの 試 験(そ の 時 点 の 規 則の 遵 守 の も とに)に 対 して も受 験者 の

申込 み を受理 す る こ とを 当 協会 に ゆ だ ね られ る。 コー スの 申込 み 要 件,試

験 の 申込 み要 件k・ よび 受 験 者 の 実 際 の 資格 が一 致 しな い場 合 ㌧ぼ とん ど3

年 間 も コ ース に出 席 で きる か疑 問 を もっ 者 に とっ て特 に これ は 重要 で ある。

第 三 に,試 験 を目 指 して い る 人 々が 個 人 ベ ー ス で どん な 関連 情 報 で も最 新

に維 持 す る こ とが で き る。

2.あ る年 の 試 験 の 申込 み を し よ う とす る な らば,志 願 者 は その 前 年 の8月31

日以 前 に当 協 会 に登録 を受 理 して も ら う必要 が あ る。 しか しな が ら,教 育

コ ー スが 開 始 す る前 に 当 協会 に登録 す る こ と を勧 め る;志 願 者 が 自己 の 申

込 み 資 格 の 受 理 可 能 性 に 関 して何 らか の 疑 問 をい だ い て い る と きに は ・ こ

れ は 特 に重 要 で あ る。

C－ 試 験

1.当 協 会 の試 験 は,学 位 レベ ル ま での 大 学 な い しは専 門 学 校 の教育 訓 練 を受

け る こ とが で き な い人 々 に,学 位 の そ れ と同等 の 専 門的 資 格 を 与 え る こ と

を可 能 にす る。 当該 試 験 への 最低 申込み 要 件 はGCE"0⇔ レベ ル に 設 定

さ れ て い る(高 等 教育 施 設 に 入 学 す る こ とが 不可 能 で あ る人 々 に合 わ せ る
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た め)。 しか し,第1部 の試 験 用 に準備 さ れ た コー スは,普 通,開 始 時 点

で は"A"レ ベ ル の 能 力 を仮 定 してい る,と い うこ とを受 験 予 定 者 は 自覚

すべ きで あ る。

2・ 第1部 の概 要 は ・ 高等 国家 修 了証 書(HigherNationa1Diploma)の

レベ ル に近 い学 術 レベ ル で試 験 され る。

3.第 皿部 ・方 式1の 概 要 は,大 学 の優 等 卒 業 学位 の レベ ル に近い 学術 レベ ル

で試験 さ れ る。

4.第ll部 ・方 式 皿の概 要 は,大 学 の一 級研 究 学位 〔Ph .D'よ りもむ しろM.

Sc.〕 に期 待 さ れ る規 準 で試 験 され る。

D－ 第1部 用 の 教 育 コ ー ス

1・ 第1部 の 試 験 に対 す る最 低 申込 み条 件 は,"0"レ ベ ル の5っ の 科 目を 保

持 してい るか(数 学 と英 語 は 必 須),ま たは そ れ と同等 と い うこ とで あ る

が,上 級 コー スで は,受 験 者 は これ らの試 験 に備 え る こ とが必 要 で あ る
。

大 半 の場 合 に,'専 門 学 校 の コ ースは 週 当 り1日 とそ れ に加 え て8学 期 の 間

は 少 な く と も週 当 り1回 の夜 間 に相 当す る。

"A"
レベ ル のGCE資 格 を もたな い者,OND/ONC資 格 を もたな い

者,あ る いは コ ン ピ ュ ータ導 入 の2年 未 満 の実 務 経 験 しか な い者 の よ うな ,

当 該 専 門 学校 コー スの 潜在 的受 講者 は,上 記 の どれ か1っ に 等 しい規 準 ま

で 到達 し た とみ な す こ とので き る能 力 を示 す た め に,前 段 階 の コー スで十

分 学 習 す べ きで あ る と当 協会 は 考 え る。

当 協会 は ま た,18才 未 満 の受 講 生 では,こ の 種 の コー スを 完全 に 活 用す

る に十 分 なほ ど成 長 し きっ ていな い と考 え る。

2.専 門 学 校 の コー スへ の 出 席 は 当該 試 験 へ の:申込 み 条 件 とな らない け れ ど も
,

受 験 予 定 者 は,相 当 の 準備 な しにHND規 準 の 試験 を受 け るべ き では な い

とい うこ と を自覚 す べ きで あ る。

3・ 通信 教育 コー スが1977年 ま でに 開催 され る こ とが 予 定 されてい る
。

E－ 第 五部 方 式1用 の 教育 コー ス
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1

2、

3.

4

5

6

各 選択 問 題 に おけ る 「試 験 問題1」 の 教 育 コー スは,た ぶ ん 第1部 ま た は

HNDコ ー ス を 開催 して い る い くつ かの 専 門 学 校 に お い て 受講 可 能 であ ろ

う。

選択 問題F:数 値 解析 を除 い ては,「 試 験 問題2」 を カバ ーす るた め に 多

くの コ ース を提 供す る とい うこ とは 考 え られ な い。

典 型 的 な コ ース で は,各 選 択 問題(試 験 問 題1の み)あ た り120か ら160

時 間 とな るで あ ろ うし,ま た 選択 問題Fの 「試 験 問 題2」 に対 して も同様

の 長 さ であ る。

選 択 問題 の 全 範 囲 を提 供 す る よ うな 専門 学 校 は 全 くな い。

選 択 問題Fを 含 め た す べ て の 選択 問題 の 「試 験問 題2」 は,「 試 験 問 題1」

で 要 求 され て い る理 論的 な 知 識 を は るか に超 え た十 分 な実 践 知 識 を必 要 と

す る とい うこ と を受 験 者 は 肝 に銘 ず るべ きで あ る。

試 験 官 は,当 協 会 リ ジ ャ ーナ ル ・ア ン ド・ブ リテ ンで 発行 され る最 近 の 資

料 や他 の適 当 な 専 門 出版 物 に 関す る知 識 を受 験者 に期 待 し て い る,、

F－ 第1部 の 共通 問 題 の 概 要

各種 トピ ック ス で扱 お うと して い る 深 さは それ ぞ れ 異 な る。 一 般的 指針 と し

て・ 取 扱 う素 材 に 基 づ い た"数 値"問 題 を いれ る ため に は ・下 記 の 分野 を十 分

詳 し く知 る べ きで あ る:分 野1.3,2.1,2.2,3.1,4,6,7,8.3お よ

び8.4。 普通,他 の 分 野 は記 述 的 ア プ ローチ だ け が 必要 とされ る。 注 意 す べ き

特 別 な 要 点 は次 の 通 りで あ る。

1.1.3に お い て,全 加 算 機構 の 論理 ダイ ヤ グ ラ ムは 取 扱 わ れ る構 成 で もっ と

も複 雑 な もの を代 表 す べ きで あ る。

2.2.2 .で は,浮 動 小 数 点 数 演算,正 規 化,境 界 合 せ な どの規 則 の理 解 力 の み

が 要 求 され る。(ど の 表 記 法 に お いて も乗 算 も除 算 も必 要 とさ れ な い。)

3.2.3で は,コ ァ記憶 装 置 の オ ペ レー シ ョンは 必 然的 にB-Hル ー プの理 解

力 を伴 う。,こ れ は 部 分的 に概 要 の 中に 含 まれ て い る。 な ぜ な らば ・構 成 要

素 の選 択 お よび2状 態 の 装 置 の 考 えが,多 くの コン ピュ ータ 構成 要 素 の基
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4.

5

6

7

8

9、

10.

本 とな る原 理 で あ るか らだ。

3.1で は,ゼ ロお よび3ア ドレス形 式 の検 討 は要 求 され てい な い;可 変長

命 令 形 式 もま た要 求 され てい な い 。 この 分野 を例 証 す る ため に 選 択 され る

典 型 的 な 小 型 機械 は,そ の 機能 に割 り当 て られ る4ビ ッ トを持 っ た16ビ

ッ ト語 長 で,か っ て の整 補 数 演算 を た やす く達 成 し うる もの で ある 。 プ ロ

セ ッサ ー の イ ン プ リメ ンメ ー シ ョンにつ い ての す ば ら しい記 述 が い くっ か

の製 造 会 社 の 文 献 に示 さ れ て い る。

3・3で は ・ あ ま りに詳 細 す ぎる ため の 混乱 を回避 す るに は,慎 重 な救 援 計

画 が必 要 で ある 。 通 常,入 出 力装 置 か ら構成 さ れ るハ ー ドウ ェ アは,そ の

利 用 にあ たっ て は あ る種 の シ ス テ ム ・ソ フ トウ ェ アを 必 要 とす る とい うこ

と を示 す こ と こそ が 意 図 し た強 調 点 で あ る。

3・4で は ・著 し く重 要 な トピ ック ス が揚 げ られ てい る
。 受 講者 が 多 くの 関

連 しち背 景 とな る知 識 を この レベ ルま で持 っ て い ない と して も,こ の 問題

は 重要 な 概 念 を与 え る こ と にな る。

4番 目の 分野 で は ・・パ フォ ーマ ンスや 価 格 に っ い ての 数 字 が 時 に よっ て2 ,

3年 前 の もの で あ る こ とが容 認 され る。 受 講 者 が 現時 点 で使 用 可 能 な もの

が 何 で あ り,か っ 特 別 に想 定 した環境 に奉 仕す るの に ふ さわ しい導 入 費 用

を 見 積 る こ とが で き るべ きで あ る とい う意 図 か ら くる。

5。2で は,便 利 な ア セ ン ブ リー言語 を検 討 す る こ とが で き る。 ア セ ンブ リ

ー 言語 と高水 準 言語 の相 対的 な特 性 に 重 が お かれ るべ きで あ るが
,あ る高

水 準 言語 の 明 確 な知 識 が要 求 さ れ る(5.3)当 該 分野 で は,コ ン ピュ ータ

・パ ッ ケー ジ と シス テ ム をい か に使 用す るか の配 慮が 結 論 とな る
。

分 野6で は 単 純 な統 計 の 概 念 とデ ータ ・フ ァ イ ルの使 用 とを組 み合 せ てい

る。

行 列 式 の 明 示 的 な考 察 は要 求 され ない が,分 野7で の 配 列(ア レイ)を 使

用 す る と有 用 な 演 算 が 生 ま れ る。LP問'題 も必 要 とは しな いが,分 類 の よ

うな 操作 と同 じ く,オ ペ レー シ ョナ ル ・リサ ーチ の他 の 一 般 的 な側 面が こ
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れ に含 まれ る(7.4)。

11.分 野8が,こ れ ま での 概 要 につ い て の概 観 を示 し,か つ す で に検 討 した定

量 的 配 慮 に努 め る な ら重要 な要 素 とな る。

G－ 選 択 問題

1.第1蔀,選 択 問題AとF

選 択 問題AかFの ど ち らかの 学 習 を希 望 す る志 願 者 は,自 己 の資格 か経 験

に工 学 か 数 学 へ の 専 門 化傾 向 をす す ん で示 す べ き で あ る。

2∴ 第1部,選 択 問 題E

選 択 問 題Eの 学習 を希 望 す る志 願 者 に は,こ の 選 択 問 題 の準 備 の ため に教

育 コ ース受 講 す る 前 に,少 な く と も数 学 で"A"レ ベ ル を取 得 して お くこ

とを勧 め る。

H－ 第1部 の 実 務作 業(規 則2)

次の注釈は選択問題Bに 特定 さhる 。 選択問題Bを とる志願者 は実務 にっか

な けれ ば な らな い が,試 験 官 は どの 志願 者 に 対 して も実 務 め 証 明 を提 出す るこ

と を求 め る権利 を保 有 してい る。 文 書 化標 準 が ま ちま・ち と な る こ とを避 け る た

め と,信 頼 し うる手 順 を明 らか にす る ため に,次 の手 引 きが 与 え られ てい る。

1.各 志 願者 は,1つ か 複 数 の 実 務 作 業 項 目 に関 す る レポ ー ト(以 下 に規 定 し

た よ うに)を 提 出す る。

2.呈 示 され た実 務 作 業 の範 囲 は,少 な くと も50時 間 め プ ログ ラ ミン グに相

当 し,か つ 複 雑 さ に お い て ば 簡単 な テ キ ズ ト編 集 プ ログ ラム と同 等 で あ る

べ きで あ る。

3.レ ポ ー トに は,当 協 会の 特 別 会 員 の 署 名が なさ れ た 様式Aを 添 えな け れ ば

な らな い 。 これ は 志 願 者 の作 業 の 信 愚 性 を保 証 す る。

4.レ ポ ー ト(お よび様 式A)は4月30日 ま で に当 協 会 に提 出 しな け れぽ な

らな い。

5.当 該 作 業 レポ ー トの 送 付 先 は 下 記 の 通 り6

EducationDepartment(第1部 一 選 択 問題B)
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へ

The'BritishComputerSociety

29PortlandPlace

LONDONW1

レポ ー トには,氏 名 と試 験 セ ンタ ー と受 験 番 号 を記入 し,フ 才ル ダ ー(ま た

は バ イ ン ダ ー)に 入 れ て 提 出す べ き で ある。 レポ ー トは,A4サ イズ の25頁

以 内 で,概 要,索 引 ド お よび適 当な 参 考文 献 を含 め るべ きで あ る。

二 股 に ,レ ポ ー トは,実 際 に行 なっ た作 業 を記 述 す る形式 を と り,か つ 次 の

3っ の 側 面 に集 中 す べ き であ る:(a)ユ ーザ ー に とっ て適 切 な文 書 で あ る こ と,

(b)プ ・グ ラ〔 一た とら て適 切 な文 書 で あ る こ と,(c)そ の作 業 が どの く らい効 果

的 で あっ たヵ㍉ お よび これ を確 証 す る た め に どん な テス トが な され た か を試 験

官 に 明 示 す る結 論 で あ る こ と。 志願 者 は,プ ロ グ ラム ・コー デ ィ ン グ,流 れ 図,

テ ス ト ・デ ータ,結 果 見 本,操 作 指 図 書,レ イ アウ ト文 書 を含 め て も よい が,

ほ とん どの場 合,こ れ らの もの は レポ ー ト要 点 を 強 調す るサ ン プル で な け れ ば

な らな い。 アル ゴ リズ ムの広 範 囲 に わ た'る分析 的 記述 といっ し ょに文 書 の全 分

野 を付録 形 式 で追 加 して よい。 多 くの 場合,レ ポ ー トに,最 初 の作 業 スケ ジ ュ

ール お よ'び連 続 す る プロ グ ラムに 関 連 ず る情 報 を収 容 す るさ い に
,そ 『うす る こ

とにな ろ う。

概 要 は,レ ポ ー トの最 初 の頁 につ け,か っ150語 を超 え るべ きでは な い 。

選択 問 題Bの 志 願 者 に 対 しては,申 込 み の 承 認 と と もに様 式Aが 送 付 さ れ る。

1一 第 五部,方 式 皿

1.方 式 丑に進 む こ とを希 望す る志 願者 は,約500語 の概 要 と一緒 に ,論 文 の

表 題 を 当 協 会 に 提 出 す べ きで あ る。 表題 と概 要 の 提 出時 点 に さい して は,

完 全 な 論文 を提 出 す る予 定 の 日付 を示 す べ きで ある。

2。 申 込 ん だ 科 目 が受 諾 され る と,試 験 官 が 指 名さ れ る。 方式 皿に進 む ため の

申 出が 当 協会 に受 諾 さ れ た 旨 の通 知 が 出 さ れ て か ら28日 以 内 に,志 願 者

は 第 五部 の 受 験 料(規 則9)を 支 払 わ ね ば な らな い。

3.2コ ピーの 論 文 は 指 定 日ま鵡 に 提 出 され な け れ ぽな らな い。 そ の 日ま で に
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論 文 を提 出 で きな い志 願 者 には,試 験 委 員 会 の判 断 で,3ケ 月以 内 の延 長

が 認 め られ る。 た だ し,申 込 み が 当初 の指 定 日 を過 ぎた場 合 には 適 用 さ れ

な い。 論 文 の コ ピ ーは,A4の 用紙 に ダ ブル ・スペ ー スで タ イ プ し,か つ

大学 の研 究 学位 の ため に提 出 さ れ る学 位 請 求 論文 の そ れ と同様 の 方 法 に し

たが う必 要 が あ る。 論文 は通 常,100頁 を超 え るべ きで は な い。 志 願 者 が

合 格 し た とき には,論 文 が1コ ピー 当 協会 に 保存 され る こ とに な る。

4.論 文 は,志 願 者 に よっ て 遂行 され た創 意 に富 む 高度 な レベ ル の作 業 に 基 づ
(注)

か ね ば な らな い(規 則1.2)。 学 位 や他 の 学 問 の資 格 の 審 査 の ため に 提 出

さ れ た こ とがな い こ とを前 提 に,志 願 者 は,自 らの 仕事 の結 果 です でに 公

表 ず み の もの を当該 論 文 の 土 台 と して使 用 して も差 し支 えな い。

注:そ の よ うな 資格 の 保 持者 は,免 除 を考 慮す べ き対 象 と して研 究 に よる

資 格 を提 ,出して も よい。

5.志 願 者 は,論 文 の 審 査 後 に,口 述 試 験 を受 け る こ とを要 求 さ れ る こ と もあ

る。

6.共 同 す い せ ん 書 が試 験 委 員会 に 送 付 され る に先 だ っ て,試 験 官 が行 な う論

文 審 査 の ため に許 容 さ れ る期 間 は 約3ケ 月 で あ る。 口述 試 験が 必 要 だ と・

口述 試 験 日の あ と1ケ 月内 に,共 同 す い せ ん書 が 試 験 委 員会 に 送 付 され る。
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資 料4.2.2

英 国 コ ン ピ ュ ー タ 協 会

協 会 主 催 試 験 の 準 備 用 コ ー ス

29Portlandpace

London,W.1.
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「

英 国 コ ン ピュー タ協 会 の 試験 では,コ ン ピュー テ ィ ング分 野 の学 位 な い しは

H.N.D.資 格 を保 持 して い な い とか そ の追 求 が で きな い受 験 者 に対 して,

協 会 が要 求 して い る プ ロ フェ シ ョナル ・レベル の教 育 要 件 を満 す こ とが で きる

よ うに な る こ と をね らい と して い る。

試験 は,2つ の部 分 か ら構 成 され て い る。 第1部 は,'高 等 国家 資格(Higher

NationalDiploma)の レベ ル で あ り,第2部 は優 等 卒 業 学 位(honours

degree)レ ベ ル で あ る。

試験 の規 則 と要 綱 は,無 料 で別 途 入 手 可能 で あ る。 過 去 の 試験 問 題 は,下 記

の通 り利 用 可能 で あ る。

第1部

1971

1972

1973

1974

1975

1976

第2部

1969

1970

1971

1972

1973

1974

1975

1976

(4月 試験)

(4月 試 験)

(4月 試験)

(4月 試.験)

(4月 試験)

(4月 試験)

(4月 試 験)

(4・ 月 試 験)

(4月 試 験)

(4.fi試 験)

(4月 試 験)

(4月 試 験)

(4月 試 験)

(4月 試 験)

第1部 の 試験 準 備 用 コー ス

12P

12P

20P

25P

30P

30P

25P

25P

25P

25P

30P

30P

40P

40P

(,76年10月 一1日 ま で)

(,76年10月1日 ま で)

下 記専 門 学 校 で は,第1部 の 試験 準 備 用 コー ス を開 講 して い る もの と思 わ れ
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る6全 て の専 門学 級 が必 ず し も全 選択 試 験 用 の もの を 用意 して い る とは か ぎ ら

ない。 選 択 科 目の詳 細,コ ー ス の期 間 な どに 関す る情 報 は各 学 級 よ り入 手 され

た し。 い くつ か の 学 級 で は,BCS第1部 と1{.N.C.の 兼 用 コ ー ス を提 供

す る こ と もで き る。

AberdeenCollegeofCommer6e'・

BirminghamPolytechnic.NorthCentre

BlackburnCollegeofTechnologV

BournemouthCollegeofTechnology

BrightonPo|Vtechnic

BristolPo!ytechnic

BromsgroveCollegeofFurtherEducation

CambridgeshireCollegeofArtsandTechnologY

Cardiff・LlandaffCollegeofTechnologV

Chatham・Medway&MaidstoneCollegeofTechnologV

Chelmsford-Mid・EssexTechnicalCollege&SchoolofArt

Cheltenham・NorthGbucestershireCollegeofTechnology

Co .nnah'sQuay・KelstertonCollegeofTechnology

Crewb・SouthCheshireCotlegeofFurtherEducation

DerbYCollegeofArtsandTechnologV

DundeeCollegeofCom叩erce

DunstableCollegeofFurtherEducation

EasthamWirraいWestCheshireCentralCollegeofFurtherEducation

Edinburgh・NapierCollegeofCommerceandTechnobgy

FaSkirkCollegeofTechnologV

GIasgowCollegeofTechnoiogy

GuildfordCountVTechnicalCollege

GrimsbyCollegeofTechnology

HatfieldPolytechnic

Hendon・MiddlesexPolytechnic

HighWycombeCollegeofT?chnology&Art

HuddersfieldPolytechnic

lpswichCivicCollege

KingstonPolytechnic

KingstononHullCollegeofCommerce

LeicesterPolytechnic

LeighTechnicalCollege

LiverpoolPolVtechnic

London・ North・WesternPotytechnic

SouthBankPolytechnic

South-WestLondonCollege

ThamesPolytech'nic

WestLondonCollege
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LutonCollegeofTechnology

Middlesbrough・TeessidePolytechnic

Newport・GwentCollegeofHigherEducation

Newcastle-upon`・TynePolytechnic

Northwich・Mid・CheshireCollegeofFurtherEducation

NorwichCitVCollege

Nottingham・TrentPolytechnic

OxfordPolytechnic

PortsmouthPolytechnic

Preston・HarrisCollege

SalfordCollegeofTechnologV

SIoughCollegeofTechnology

SouthamptonCollegeofTechn'ology

Southendっn・SeaColle躬ofTechnology

Stafford・NortbStaffOrdshirePolytechnic

SunderlandPotytechnic

SwanseaCollegeofTechnologV

WatfordColtegeofTechnologV

WarleyCollegeofTechnotogy

WeVbridge・BrooklandsCountYTechnicalCollege

WolverhamptonPolytechnic

Worcs.・RedditchCollegeofFurtherEducation

Whitehaven・WestCumb.CollegeofScience&Technology

第2部 の 試験 準 備 用 コー ス

下 記 専 門 学 校 で 第2部 の 試 験準 備 用 コー ス を開講 して い る もの と思 わ れ る。

q

BirminghamPolytechnic,NorthCentre

BlackburnCollegeofTechnology&Design

Chelm・f・ ・d・Mid・EssexTech・icalCOlt・g・&舗 。。1。fA,t

Cheltenham・NorthGlos.CollegeofTechnology

Connah'sQuay・KelstertonCollegeofTechnology

DundeeCollegeofCommerce

Edinburgh・NapierCo|legeofCommerce&Technology

GlasgowCollegeofTechnology

Hatfie{dPolytechnic

Hendon・MiddtesexPolytechnic

HuddersfieldPblytechnic

KingstonPOIytechnic

LeicesterPolytechnic

London・SouthBankPolytechnic

Middlesbrough・TeessidePo|Vtechnic

.Nott
.ingham・TrentPolytechnic

PortsmouthPolytechnic

SloughColiegeofTechnologY

Stafford-NorthStaffordshirePolytechnic

SunderlandPolytechnic
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資 料4.23

英 国 コ ン ピ ュ ー タ 協 会

協 会 主 催 試 験 の 免 除

4
い

29Portlandplace,

London,W.1.





A.第1部 だ け

A.1当 協 会 の 審 議 会 で は,下 記 の 資 格 を 得 て い れ ば,当 協 会 の 試 験 の,

第1部 を 全 面 的 に 免 除 す る こ と を 承 認 して い る。

コ ン ピ ュ ー タ科 学 に お け るC.N.A.A.学 位

コ ン ピ ュ ー タ研 究 のH.N.D

シ ス テ ム 分 析 と設 計vak・ け るSCOTBEC資 格

デ ー タ 処 理 のSCOTBECH.N.C.

デ ー タ 処 理 のSCOTBECH.N。D.

コ ン ピュ ー タ研 究 のSCOTECH.N.D.

A.2当 協 会 の 審 議 会 で は,下 記 専 門 学 校 で 数 学,統 計toよ び コ ン ピュ ー

テ ィ ン グ のH.N.Dを 取 得 して い れ ば,当 協 会 の 試 験 の 第1部 を 免 除

す る こ と を 承 認 し て い る。

BlackburnCollegeofTechnologyandDesign

Cheltenham:NorthGloucestershireCollegeofTechnology

LetchworthCollegeofTechnology

PlymouthCollegeofTechnology

Pontypridd:GlamorganPoiytechnic

PortsmouthPolytechnic

Stafford:NorthStaffordshirePolytechnic

TeessidePolytechnic

UlsterCollege,NorthernlrelandPolytechnic

A.3当 協 会 の 審 議 会 で は,下 記 の 資 格 を 有 して い れ ば,当 協 会 の 試 験 の

第1部 の 特 定 の 免 除 をす る こ と を承 認 して い る。

Belfast,TheQueen'sUniversity:コ ン ピ ュ ー タ 科 学 と 数 値 数

学 の 資 格

UniversityofBradford:コ ン ピュ ー タ科 学 の 研 究 科 の 資 格

BrunelUniversity:コ ン ピュ ー タ科 学 のB.Techの 正 規 の 学 位

コ ン ピ ュ ー タ科 学 の 研 究 科 の 資 格

UniversityofGlasgow:高 等 正 規k・ よび 上 級 正 規 コ ン ピュ ー テ

ィ ン グ 科 学 を 包 含 した 応 用 科 学 の 理 学 士(B.Sc)

高 等 正 規 お よ び 上 級 正 規 コ ン ピュ ー テ ィ ン グ科 学 を 包 含 した 純 論 理
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科 学 のB.SCコ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 科 学 の 資格

Heriot-WattUniversity:コ ン ピ ュ ー タ科 学1,∬,皿 を取

得 した コ ン ピ ュ 三 夕 科 学 のB.SCの 正 規 の 学 位

コ ン ピュ ー タ 科 学 のB .SC.

LeedsUniversity:計 算 科 学2Aと3Aを 取 得 したB.SCと 優

等 卒 業 学 位 の 組 合 せ

LoughboroughUnivCrsityofT『chology:コ ン ピ ュ ー タ学:科

のB.SCの 正 規 の 学 位

U・i・ersity・fM…h・ ・tg・1・ ・tit・t・ ・fS・ienceandT・-

chnology:計 算 に お け るB.SCの 正 規 の 学 位
.

UniYer『ityofNewcastle-upon-Tyne:計 算 数 学 のB・SC・ と

優 等 卒 業 学 位 の 組 合 せ

QueenMaryCo川ege(Universityof.London):3種 類 の コ

ン ビュー'テ ィ㌧ グ科 学 を受 講 し た卒 業 生 に対 ナ る コ ン ピュ ー タ科 学

のB.SC.優 等 卒 業 生 学 位
,

UniversityofReading .:コ ン ビ ュ ー タ 工 学 を 受 講 した 卒 業 生 に

対す砿 用科学(サ イバネ㍗ ハ)のBぺc・ 甦 卒業生学位

UniversityofSt・Andrews:第1,第2の 計 算 科 学 コー ス を取

得 した 卒 業 生 に 対 す る 計 算 科 学 のB.SC.の 正 規 の 学 位

・Upi・ ・r・ity・fSt・ath・1yd・:コ ン ビ・ 一 夕科 学 のB・SC・ の 正

規 の 学 位

U・ivers・i・C・11・d・ …'Sw・n・ea・ ・ ン ピ ー 一 ・ 工 学 の ・ ・SC

学 位

NewSouthWalesInstitutegfTechnology:工 学(情 報 処

理)の 資 格

WolverhamptonPolytechnic:コ ン ビ ュ ー タ 工 学 の 資 格

Polytechn,icofNorthLondon .:数 学 と コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ,お
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4

・

●

よ び 統 計 と コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ めB.SC.優 等 卒 業 学 位

.UniyersityofBristol:数 学 と コ ン ピ
ュ ー タ 科 学,お よ び 数 学

併 用 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 のB.SC.優 等 卒 業 学 位

UniversityofWarwick:コ ン ピ ュ ー タ 科 学 のB .SC.優 等 卒 業

.学 位

PaisleyCollegeofTechnology:オ ペ レ ー ・シ ョ ン ・ リ サ ー チ

併 用 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ のB.SC.の 正 規 の 学 位

コ ン ピ ュ テ ィ ン グ と オ ペ レ'シ ョ ン ・ リ サ ー チ
,ま た は コ ン ピ ュ ー

タ 化 さ
,れ た ン ス テ ム ズ ・ コ ン ト ・ 一 ル を 選 択 し た 場 合 のB.SC.優 等

卒 業 学 位

B.第2部 だ け

当 協 会 の 審 議 会 で は,下 記 の 資 格 を 有 し て い れ ば,当 協 会 の 試 験 の 第2

部 の 特 定 の 免 除 を2つ の 条 件 ・↓ 下 記Aと 、Bを 参 照 の こ と)の う ち1つ で 承

認 し て い る 。

Belfast・TheQueen'sUniversity:コ ン ピ ュ ー タ 科 学 と 数 値 数

学 のM、Sc.(理 学 修 士)(A,B)

UniversityofBirmingham:コ ン ピ ュ ー タ 科 学 のM .Sc.(A,

B)

BrunelUniversity:コ ン'ピ ュ 一 夕 科 学 のM.Tech(A
,B)

CambridgeUniversity:コ ン ピ ュ ー タ 科 学 の 資 格(A' ,B)

GlamorganPolytechnic:コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ の ア ソ シ エ イ'ト ン

ツ プ(A)

HatfieldPolytechnic:コ ン ピ ュ ー タ 学 科 の 資 格(A)

LeedsUniversity:電 子 計 算 のM.Sc.(A,B)

LeicesterPolytechnic:コ ン ピ ュ ー タ 学 科 の 資 格(A)

London・ImperialCollege:コ ン ピ ュ ー タ 科 学 のD .1.C.(A,B)

UniversityofNewcastle-upon-Tyne:コ ン ピ ュ ー タ 科 学 の
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M.Sc(A,B)

Stafford:NorthStaffordshirePolytechnic:コ ン ビ ュ

タ学 科 のH.N.D.を 対 象 に した3年 目 の 確 認 コ ー ス(A)

コ ン ピ ュ ー タ科 学 のM.Sc.

TeessidePolytechnic:コ ン ピ ュ ー タ学 科 の 上 級 資 格(A)

Edinburgh:NapierCollegeofScienceandTechnology

;コ ン ピュ ー タ学 科 の 上 級 資格(A)

条 件Aす で に 当 協 会 の 試 験 の 第1部 が 免 除 さ れ て い る,最 初 の 学 位 な い し

は 他 の 資格 の 保 持 者,な い しは 第1部 に 合 格 して い る 応 募 者 に は,上

記 資 格 に 対 し て 資 格 が 授 与 さ れ た 日に 当 協 会 の 試 験 の 第2部 の 免 除 が

行 わ れ る。

条 件B上 記 資 格 を 満 す そ の 他 の 応 募 者 に は,当 協 会 の 試 験 の 第1部 と第2

部 の 免 除 が,つ ぎ の 条 件 で 行 わ れ る。 す な わ ち,資 格 授 与 日 か ら2年

間 の 関 連 分 野 で の 実 務 経 験 の の ち 免 除 が 行 わ れ る。 こ の 条 件 の も と で

容 認 さ れ た 応 募 者 に 対 して は,い ず れ の 場 合 に も協 会 の 会 員 と して の

資 格 は,資 格 授 与 日 で は な く試 験 の 免 除 日か ら始 ま る 。

C.第1部 と第2部

C.1.当 協 会 の 審 議 会 で は,下 記 の 資格 を 得 て い れ ば,当 協 会 の 試 験 の 第

1部,第2部 と も 全 面 的 に 免 除 す る こ と を 承 認 して い る。

コ ン ピ ュ ー タ科 学 のC.N.A.A.(優 等)

C.2.当 協 会 の 審 議 会 で は,下 記 資 格 を 有 し て い れ ば,当 協 会 の 試 験 の 第

1部 と第2部 の 特 定 の 免 除 をす る こ と を 承 認 して い る。

BrunelUniversity:コ ン ピュ ー タ科 学 のB.Tech優 等 卒 業 学 位

CityUniversity:コ ン ピュ ー タ科 学 のB.Sc.優 等 卒 業 学 位

UniversityofEssex:コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 科 学 のB.A(優 等)

学 位

Universityofσlasgow:コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ科 学 の 優 等 で.か
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日

■

D.

つ 応 用 科 学 のB .Sc.

・Heri
ot-WattUniversity:コ ン ピ

ュ ー タ 科 学 のB.Sc.優 等 卒

業 学 位'

U・iversity・fL・ ・cas…:・ ン ピ ー タ 科 学 のB
.A.優 等 卒

業 学 位

Leed・U・i・er・i・y:計 算 科 学 ・A
, ,3A,・ ・Sび ・Aを 取 得 し た

B.Sc.と 優 等 卒 業 学 位 の 組 合 せ

LoughboroughUniversityofTechnolog
y:コ ン ピ ュ ー タ 学 科

のB.Sc.優 等 卒 業 学 位

U・iversity・fMach・ ・
.t・ ・1・ ・tit・t・ ・。fS。ienceandT。_

chnology:計 算 のB .Sc.優 等 卒 業 学 位

UniversityofNewcastle-u・ponTyne:コ ン ピ
ュ ー テ ィ ン グ 科

学 の 、B.Sc特 別 優 等 卒 業 学 位

QueenMaryCo川cge(universttyofLondon):6つ の コ

ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 科 学 コ ー ス の 単 位 を と り
,そ の う ち3つ が3年 度

の コ ー ス 単 位 で あ る ・よ う な 卒 業 生 の コ ン ピ
ュ ー タ 科 学 のB.Sc.優

等 卒 業 学 位

U・i・ersity・fSt ・A・d・ew・:ジ ュ ニ ア の 優 等 年(Juni。,H。_

nourSyear)に3番 目 の 計 算 科 学 コ ー ス を 受 講 し た 卒 業 生 で
,か

つ 計 算 科 学 のB .Sc.優 等 卒 業 学 位 を も っ て い る こ と
。

U・i・ersi・y・fW・ ・wi・k:・ ン ピ
。 一 夕 科 学 のB.S。.優 等 卒 業

学 位

U・iversity・fS・ ・a・h・lyd・:・ ン ピ
ー 一 ・ 科 学 のB.S。.優 等

卒 業 学 位

第1部 の 部 分 的 免 除

Boum・m・uthC・ll・g・ ・fTech・ ・1・gy:ビ ジ ネ ス 学 科(デ ー4

処 理)のH・N・b－ 選 択D
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BristolPolytechnic:ビ ジ ネ ス 学 科1デ ー タ 処 理)のH.N.D－

選 択D

HullCollegeofCo㎜erce:ビ ジ ネ ス 学 科(デ ー タ処 理)のH.

N.D－ 選 択D

N.C.C.:シ ス テ ム分 析 の 高 等 資 格 検 定 一 選 択D

SalfordCollegeofTechnology:シ ス テ ム 分 析 と 設 計 の 専 門

技 術 者 検 定 後 一 選 択CとD

WestLondonCollege:ビ ジ ネ ス 学 科(デ ー タ 処 理)のH.N.D

－ 選 択D

UniversityofSouthampton:電 子 工 学 のB.Sc.学 位(aS等k・

よび 正 規)一 選 択Aお よ びF

PortsmouthPolytechnic:数 値 解 析,コ ン ピ ュ ー タ 科 学k・ よび デ

ー タ 処 理 と シス テ ム 分 析 の3つ の 選 択 科 目 を 取 得 した 卒 業 生 で 数 学

のB.Sc.学 位(es等teよ び 正 規)

Ee条 件 つ き 免 除

資 格 保 持 者 が,第1部 の 全 面 的 免 除 が 与 え られ た あ と で 特 定 の 試 験 を 受

け,合 格 した 場 合 に は,下 記 の 免 除 が 認 め られ て い る。

資 格

数 学,統 計 お よ び コ ン ピュ ー

テ ィ ン グ のSCOTECH.N.C.

追 加

A.3第1部 の 特 定 免 除

PolytechnicNorthLondon

第1部 の受験 問題

選択C

お よび 統 計 学 と コ ン ピュ ー テ ィ ン グ)のB.Sc

Queen'sUniversity,Belfast:コ ン ピ ュ ー タ科 学 つ きB.Sc.

お よ びB.A.の 合 格 学 位,コ ン ピュ ー タ科 学 と 数 学,統 計 学 とO

R,な い しは 化 学 を 組 合 せ たB.A優 等 学 位

●科 学(数 学 と コ ン ピ
ュ ー テ ィ ン グ

.優 等 学 位
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B.

C.

ト

UniversityofManchester:コ ン ピ ュ ー タ 科 学 のB.Sc.の 正 規

学 位

UniversityCollegeofWales,Aberystwyth:コ ン ピ ュ ー タ

科 学 のB.Sc.優 等 学 位,コ ン ピ ュ ー タ 科 学 のM.Sc.

UniversityofAston,Birmingham:コ ン ピ ュ ー タ 科 学 のB.Sc.

優 等 卒 業 学 位

RoyalHollowayCollege(UniversityofLondon):3種 類

の 指 定 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 科 学 コ ー ス の 単 位 を 含 ん だ コ ン ピ ュ ー タ

科 学 のB.Sc.優 等 卒 業 学 位

UniversityofCambridge:B.Aお よ び コ ン ピ ュ ー タ 科 学 優 等

試 験 の 及 第 者

PorytechnicofCentralLondon:応 用 計 算(CNAA)のB.Sc

学 位

第2部 だ け

London:Polytech・nicoftheSouthBank:コ ン ピ ュ ー タ 科

学 の 卒 業 資 格(A)

UniversityofAston,Birmingham:ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 含 め

た コ ン ピ ュ ー タ 科 学 のM.Sc.

2.第1部 と 第2部 の 特 定 免 除

UniversityofBristo1:C1,C2,N2お よ びN6の3年 度 の

コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 選 択 科 目 に 合 格 し た 卒 業 生 に 対 す る 数 学 と コ ン

ピ ュ ー タ 科 学 のB.Sc.優 等 卒 業 学 位

UniversityofManehster:コ ン ピ ュ ー タ 科 学 のB.Sc。 優 等 卒

業 学 位

UniversityofWales,Aberystwyth:コ ン ピ ュ ー タ 科 学 のB.Sc

優 等 卒 業 学 位

RoyalHollowayCollege(UniversityofLondon):6種 類
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D.

の 指 定 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 科 学 の コー ス 単 位 の う ち の3つ を第3年

次 の コ ー ス 単 位 に して い る コ ン ピ ュ ー タ 科 学 のB.Sc.優 等 卒 業 学

位

Queen'sUniversityBelfast:数 学,統 計 学 とO.R.な い しは

化 学 と を 組 み 合 せ た コ ン ピ ュ ー タ科 学 のB.Sc:お よ びB.A.の 優

等 卒 業 学 位

London,1'mperialCollege,:コ ン ピ ュ ー タ 科 学 のB.Sc。 優 等 卒

業 学 位

第1部 の 部 分 的 免 除

LeicesterPolytechnic:数 学,統 計 学 お よび コ ン ピュ ー テ ィ ン

グ のH.N.D.一 一 般 問 題1と 旺お よび 選 択E

NorthLondonPolytechnic:数 学,統 計 学 お よび コ ノ ピ ュ ー テ ィ

ン グ のH.N.D.一 選 択E

PortsmouthPolytechnic:選 択CとEと を 追 加.

1976年6月 現 在
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英国 コ ンピ ュータ協会

試験 問題集 一 策1部

1976年4月

£

●

共 通 問 題1

6問 を選 び 解 答 しな さ い。 制 限 時 間:3時 間

1.デ ィ ジ タル ・コ ン ピ ュー タが機 械 的 な あ るい は 電 気 的 な 計算 機 とは異 な る

重 要 な 特 徴 は何 か?も し もあ るな らば ポ ケ ッ ト計 算 機 の 機 能 ボ タ ン(例 え ば

平 方 根)と コ ン ピュ ー タ プ ログ ラ ムに おけ る同等 の サ ブ ・ル ーチ ンや 機 能 と

の 間 に あ る関係 に つ い て 記述 しな さい。

2.論 理 式 はD積 の和 か あ るい はiD和 の 積 の ど ち らか で 表 わ され る。 この

2つ の形 式 が意 味 す る こ と を説 明 し積 の 和 と和 の積 と して の次 の 関数 を最 小

化 しな さ い。

f(w,x,y,z)-abxz+wz+xv.・i+abxy

2入 力 のNAND素 子 の真 理 値 表 を求 め な さい 。

関 数f(w,x,y,z)に つ いて 積 の和 を最 小 にす る か,あ るい は他 の

方 法 で,NAND素 子 だけ を使 用 して この 関数 を実 現 す る論 理 回路 を求 め な

さい 。

3.な ぜ ほ とん どの デ ィ ジ タ ル ・シ ステ ム は2値 装 置 か ら構 成 され て い るのか

説 明 しな さい。 全 加 算器 の真 理 値 表 を書 き,AND,ORそ してNOT素 子 ま

た は あ な た の選 ん だ単 能 素子 に よ り全加 算 器 の機 能 を実 行 す る方 法 につ い て

記 述 しな さい。 直列 加 算 器 は どの よ うに全 加算 器 と1つ の単 純 遅延 素 子 に よ

り構 成 さ れ るか につ い て 注 意 深 く記述 しな さい。

4.a)符 号付2進 数 は デ ィジ タ ル ・コン ピュ ータ で は どの よ うに表 現 され る

か?そ れ らの 表 記法 の 利 点 と欠 点 は 何 か?
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b)次 の 数 値 は 示 され た基 数 で一与え られ てい るの で他 の3つ の基 数 で表 現 し

な さい。 ・

1)2進 数+0.101

ii)10進 数 一91

iii))8進 数+237

iv)16進 数+E8

5.次 の 用 語 が コ ン ピ ュー タの入 力 と出 力 に関 して 使 用 され た時 あ な た は ど う

解 釈 す るか?

「ス プ ー リング 」 「オ フ ライ ン化 」

これ らの こ とは ハ ー ド ・ウ ェアの 使 い 方 に どの よ うな影 響 を も た らす か?

これ らの機 能 を実 行 す るた め に必 要 な主 た るハ ー ド ・ウェ ア と ソ フ ト ・ウ

ェアの 概 要 を簡 単 に述 べ な さい。

.6.デ ィジ タル ・コ ン ピュ ー タの分 野 で過 去30年 の 間 に用 い られ て きた 直接

ア ク セス 記 憶 装 置 の そ れぞ れ の型 式 を比 較 し記 述 しな い。

そ れ ぞ れ につ いて 代 表 的 なア ク セ ス 時間 をそ れ に 関連 す る事 と と もに述 べ

な さい。

7.現 在 で は 多 くの デ ィ ジ タル ・コ ン ピ ュ ー タ と コン ピ ュー タ言 語 で は ゾー ン

10進 数,パ ック10進 数,固 定 小 数 点2進 数 あ る い は浮 動 小 数 点2進 数 の ・

算 術 演算 が 可能 で あ る。10進 数"千 九 百 七 拾 六"を そ れぞ れ の表 記 法 で書

き使 用 され る変換 方 法 を説 明 しな さ い。

次 の うちの3つ の場 合,ど の表 記 法 を選 択 す るか?そ れ ぞ れ につ い て理 由

を あげ な さい。

1) .送 り状 の デ ー タを読 ん だ り送 り状 作 成 の準 備 をす る場 合

、iD・ 国勢 調 査 の結 果 の チ ェ ック や読 み取 りと人 口統 計 の報 告 書 の準 備 をす る

場合

llP・ トランス 内 の 磁 場 の 強 さの 計算

IV)電 話 帳 の リス ト
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貞

8.デ ィジ タル ・コ ン ピュ ー タ で用 い られ る 「1ア ドレス命 令 コー ド 」とは ど

ん な意 味 な の か?こ の よ うな命 令 コ ー ドが 使 用 で き るた め に は コ ン ピ ュ ータ

は どの よ うな機 能 を持 って い なけ れ ば な らない か?

適 切 に構 成 され た コ ン ピ ュ ー タに よ り100～109番 地 に記 憶 され て い る

10個 の数(ワ ー ド単 位 の もの)の 算 術 平 均 を求 め る ため に ,こ の よ うな コ

ー ドの うちか ら適 切 な一 連 の命 令 を選 び な さい
。

も しもpm(ワ ー ド)番 地 か ら始 ま るn個 の デ ー タが あ り,は98(ワ ー

ド)番 地 に,Wは99(ワ ー ド)番 地 に 記憶 され てい る と した らあ なた の命

令 の順 序 は どの よ うに修 正 しなけ れ ば な らない か?

9.多 重 プ ログ ラ ミング ・・オペ レ ーテ ィ ング ・シス テ ム で の 「割込 み 」の種 類

と使 用 法 に つ い て記 述 しな さい。

.10.デ ータ処理 シス テ ム の 導入 に あ た っては 磁気 デ ィスク 装 置,磁 気 テ ー プ装

置,カ ー ド読 取 装 置,ラ イ ン ・プ リンタ ー,オ ン ・ライ ン端 末,キ ー ・ツー

・デ ィス ク装 置 ,キ ー ツ ・テ ー プ装 置 な どの選 択 が 行 なわ れ なけ れ ば な らない

い。

選択 の決 定 に影 響 を与 え た もの につ い てそ の代 表 的 コス ト,容 量,速 度 と

そ れ 以外 の要 因 に つ い て ふ れ て 論 じな さい。

共 通 問 題ll

6問 を選 び 答え な さ い。 制限 時 間:3時 間

1.住 宅地 区 と工 業 地 域 を分 け て い る道 路 には1マ イ ル内 に4組 の交 通 信 号 が

あ りそ の 道路 は一 方通 行 で あ る。 信 号 は歩 行 者 の横 断 のた め に あ り,枝 道 の

入 口の そ れ と共 用 す る こ とは ない。 コ ン ピュ ー タが 信 号 の 制御 に用 い られ よ

うと して い る。 そ の 目的 は 信 号 待 ちの時 間 を歩 行 者 に受 け 入 れ られ る だけ の

間 階 に 保 ちつ つ交 通 の流 れ を最 適 化 す る こ とに あ る。

この 目的 の た め に は2通 りの形 の コン ピュー タ入 力 が 想 定 さ れ る。

D信 号 のそ れぞ れ の 組 の 手 前 約10mの 所 に設 置 され た セ ン ターか らの 識
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別 可 能 な信 号 入 力,信 号 は拡 応 ず る セ ンサ ー上 を車 が 通 過 す る たび に1数

字 を送 信 す る。

lD信 号 に組 み 込 まれ た ボ タ ン を押 す こ とに よ り発 生 す る識別 可 能 な信 号入

力,歩 行 者 が横 断 し よ うと して ボ タ ン を押 す た び に 信号 は1数 字 を送 信 す

る。

コン ピ ュー タ は別 個 に交 通 信 号 を制 御 す るが 交 通 信 号 のそ れ ぞ れ の正 規 の

色 の順 番 は 守 られ る。

適切 な流 れ 図 を用 い て あな た の 提案 す る 制御 シス テ ム を 注意 深 く説 明 しな

さい。 そ して 次 の場 合 につ い て 特 に考 慮 した事 を指摘 しな さい。

D車 の 流れ の 混雑 が は げ しい場 合

iD歩 行 者 の 流 れ の 混 雑 が はげ しい 場合

iii)深 夜 の状 態 ・

lV)情 報 の 流 れ に誤 動 作 や故 障 の あった 場 合

2.順 次 に も ラ ンダ ム に も処 理 さ れ る フ ァイ ルが あ り,そ の フ ァイ ルは 人 事 レ

コー ドに よ り編 成 され て い る。各 レ コー ドは名 前,住 所,そ の他 の人 事 記 録

か ら構 成 され て い る。 レ コ ー ドの数 は現 在 フ ァ イル の 中 に 分け て記 録 され て

い る。

この フ ァ イル の 編 成 方 法 を考 え るに あた って の あ なた の 想 定 を明確 に述 べ

て 次 に あげ る利 用 者 の要 求 をそ れ ぞ れ処 理 す る方 法 につ い て 説 明 しな さい。

説 明 には流 れ 図 を 用 い る こ と。 そ れぞ れ の処 理 は必 要 に な る比 較 の 回数(分

類 な どの よ うな)を で き る限 り少 な くな る よ うに しな さ い。

i)特 定 の 人 の 利 用可 能 情 報 の取 り出 し と出力

iDフ ァ イルへ の 新 レ コ ー ドの 入 力 と挿入

iiDフ ァ イル か らの レ コ ー ドの 削除

上 述 の 操 作 を含 む プ ロ グ ラム に 適用 した い プ ログ ラ ム構 造 の種 類 を述 べ な

さい。

3.次 に あげ る例 を 説 明 す る こ とに よ り文 書 化 の 重 要性 を論 じな さい。
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,

4

▼

D週 ご とに処 理 す る た め に用 い られ る一 連 の プ ログ ラム をチ ーム作 業 で 流

して い る場 合

iDす で に導 入 され て い る コ ン ピュ ー タ シス テ ム で新 しい操 作 員 の 訓 練 を行

な う場 合

ilD新 しい コ ン ピュー タ ー シス テ ム に よ り経 験 の あ る操 作 員 の訓練 を行 な う

場 合

4.「 最 近 の ミニ ・コ ン ピ ュー タの 使 用 に対 す る興 味 の盛 り上 りが 低 水 準言 語

の勉 強 や 使 用 を復 活 させ て い る。 さ らに相 対 的 に わず か な一 次記 憶 装置 しか

必 要 と しない アル ゴ リズ ムや 手 順 な どめ す た れ か か った もの再 研 究 を引 き起

こ して い る。 」

上 述 の文 章 の観 点 か ら,ミ ニ コ ン ピ ュ ータで 期 待 され る言 語 や ソフ ト ・ウ

ェア の機 能 につ い て大 型 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムのそ れ と比 較 して 論 述 しな

さい。

なぜ ミニ コン ピ ュー タ に提供 され る高 水 準 言語 のバ ー ジ ョンは最 大機 能 を

もつ もの よ り低 い こ とが あ るの か?

あ なた の知 って い る高 水 準 言語 を参 照 して一 般 的 な プ ログ ラ ミング で あま

り用 い られ ない 言語 機 能 の 種 類 を述 べ な さい。 そ して そ れ故,そ れ らの機 能

は 直 ちに ミニ コ ン ピュ ー タで の実 施 か ら除 きや す い もの につ いて 述 べ な さ い。

他 の どの よ うな考 慮 事 項 が この よ うな機 能 の省 略 化 に影 響 を及 ぼ す か?

5、a)シ ステ ム の状 態 は あ る特 定 の流 れ の 率 ρの値 を観 察 す る こ とに よ り決 定

で き る。 そ れ は時間t=0の 時,同 じ最大 値 か ら開始 し約100分 の 間 に0

に まで減 少 す る。 最 小2乗 近 似 法 に よ り1組 の観 測値 に対 して線 形 関係

Qニa+btを あ て は め て シス テ ム のモ デル を決 定 で きる。20個 で

1組 の観 測 値Qτ は あ らか じめ決 め られ た 時 間tiに 得 られ る。 も し演 算

子 Σ をi=1,2,…,20に 対 す る合 計 を表 わす と し,51=Σti ,

5・=-Eρ .,・s・ 一 Σ(t・qp,s・ 一 Σ(zゐ と 書 く と した な らば
,要 求

され るパ ラ メ ー タ α、bは 次 の式 に よ り決 定 で き る。
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α_(5,5、-S、S,)(20S、-512)

b-(5,-20α)/S、

も しも時 間tiがoか ら100の 整数 で あ る と仮 定 す る と,そ してOτ は

2桁 の 正 確 性 で測 定 され た とす る な らば5の 値 の 計 算 にお け る最 大 絶 対 誤

差 の式 を求 め な さ い。 そ して そ れ 故 に仮 定 に も とつ い た α,bに 於 て5の

値 の誤 差 は独 立 で あ る こ とを求 め な さい 。

なぜ後 者 の仮 定 は 誤 差 の 影 響 を過 大視 す る こ と にな るか?

b)数 値 計 算 に お い て 発 生 す る誤 差 の他 の 形 につ い て 記 述 しな さい。

c)「 反 復 」につ い て あな たが 理 解 してい る こ とを述 べ,単 純 反 復 に よ り多

項 式 の実 根 を深 す コ ン ピュ ー タ ー プ ログ ラム に お い て どの よ うに収 束 の テ

ス トを行 な うか 説 明 しな さい。

6.図 書 館 の た め コ ン ピ ュー タ化 され た シス テ ム が あ りそ れ は3つ の 別個 の フ

ァ イル か らな っ て い る。 フ ァイ ル はそ れぞ れ 図 書 館 の蔵 書 の全 体 の索引,借

出 し中 の本 の リス ト,要 求が あ っ た本 で借 出 し リス トに も無 く注 文 中の 本 の

中 に もない本 の リス トに よ り構 成 さ れ て い る。

i)3つ の フ ァイル の そ れ ぞ れ の レコ ー ドに 含 む 方 が 良い と思 われ る情 報 を

理 由 を あげ て 指 定 しな さい。

iD3つ の フ ァイ ル に 用 い るべ き フ ァ イ ル編 成 方 法 を説 明 しな さい。

の 流 れ 図 に よ り次 の どち らか の 処理 の 方 法 を説 明 しな さい。

・前に借出しぱ の返却 随 いは

・注 文 して い た 本 の入 庫

7.コ ン ピュー タ に あ る与 え られ た確 率 分布 に従 った 時 間 間 隔 で仕 事 が 到 着 し,

そ の仕 事 は別 の 確 率 分 布 に従 って処 理 時 間 を必 要 とす る。

流 れ 図 に よ リコ ン ピ ュー タ運 営 の シ ミ ュ レー シ ョンを どの よ うに構 成 す る

か を説 明 しな さい 。 各 仕 事 の処 理 に入 る ま で の待 ち時 間 を ヒス トグ ラム に し

な さい。 そ れ に は平 均 待 ち時 間 と標 準 偏 差 も付 け加 え る こ と。
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■

2つ の 確 率 分 布 はn行 と2列 か らな る配 列AとBに 入 れ られ てい る もの と

す る,こ の 配 列 の 最 初 の列 に は時 間 が,次 の 列 には 対応 す る確 率 が 納 め られ

て い る。

8.次 の コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムで記 憶装 置 の連 鎖 の 管理 を行 なお うと して い

る;

シ ョー ・ル ー ムリ 中 をお客 は まわ りなが ら購 入 希 望 の商 品 ご とに穿 孔 済 の

カ ー ドを あつ め る。 コ ン ピュー タ に よ りそ の カ ー ドは読 まれ て請 求 明細 が 作

られ,精 算 され る と隣 りに あ る倉庫 で 注 文 ご と に包 装 され る。

次 の こ とに留 意 して シス テ ムの 設 計 につ い て 論 じな さい。

D情 報 は コ ン ピュ ー タ に記 録す る こ と。

iD包 装 作 業 員 に適 切 な情 報 を伝 え る こ と。

iiD卸 売 業 者 とそ の 倉庫 へ情 報 を うま く伝 え る こ と。

シス テ ム の運 営 上,エ ラーや 不正 行 為 の 可 能 性 を少 な くす るた め どの よう

な手 段 を とる か?

9.a)プ ロ グ ラム の文 書 化 を どの よ うに設 計 す るか 説 明 し
,文 書 の 目的 との 関

係 で あ なた の計 画 を どの よ うに 正 当 化 す るか 説 明 しな さい。

b)実 例 を あげ て プ ログ ラム ・テ ス ト,プ ログ ラ ムの 診断 ,デ バ ッグ の手 順

に つ い て あ なた が 望 ま しい と思 う方 法 に つ い て 論 じな さい。

1α あ る大 きな 病 院 で は各 専 門 医 に よる外来 患者 の 予 約 を人 手 で行 な っ てい る

が この シス テ ム をデ ィス プレ イ表 示 装置 に よる コ ン ピュ ー タ ・オ ン ライ ン ・

シス テ ムに よ り置 き換 え た い と思 っ て い る。

この シス テ ムの 設 計上 の重 要 な考 慮 点 を次 の事 柄 に注 意 して理 由 をあ げ て

述 べ な さい。

i)実 情 調 査 の技 法

ii)各 診 療 部 門 を担 当 して い る専 門 医 と相 談 と協 力

iiD表 示装 置 の 画 面 設 計 と予 約 を あつ か う人 の 訓 練

iv)レ コ ー ドの 紛 失,シ ステ ムの故 障 な どの事 故 対 策
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選 択 問題A:コ ン ピ ュ ー タの 基 礎 技 術

6問 を 選 ん で答 え な さ い。 制 限 時 間;'3時 間

1.図1-bに 示 した 信 号 が 入 力 され た時,図1-aに 示 した 回路 の動 作 を説

明 しな さい。 入 力波 形 に適 した電 圧 レベ ル を示 し,電 圧 レベ ル を示 す 出 力波

形 を描 き な さい。

+10V

A

B

Output

Fig.la

A」 一 一「__」

B－
Fig.1b

直接 領 域 で の動 作 の 間 は トラ ン ジス タ ーの コ レク タ ー電 流 とベ ース電 流 の
ホ

比 は100;1で あ る。 も し出 力 に100pFの 漏 洩 キ ャパ シタ ンス が 存 在す る

な らば 出力 波形 の上 昇 と降 下 時間 を見 積 りな さい。 全 て の セ ミコ ン ダ ク ター

素 子 は シ リコ ンで で きて い る。

(*STRAYCAPACITANCE)
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2.図2.に 示 す 回 路 に は余 分 な部 分 が ある。NANDゲ ー トを用 い て 同 じ機 能

を果 たす 回路 を2段 階 の ゲ ー トだ け を用 い て 設 計 しなさ い。

E

■

3.動 い て い る磁 気 表 面上 に2進 表示 の情 報 を記録 した り取 り出 した りす る時

に 関係 す る原 理 の概 略 を説 明 し,テ ープ,デ ィス ク 及 び ドラム装 置 につ い て ビ

ビ ッ ト記 録 密 度 と トラ ック に影 響 を及 ぼ す要 素 につ い て論 じな さ い。

あ る移 動 ヘ ッ ド型 の デ ィス ク装 置 は 直径12イ ンチ で両 面 に128ト ラ ック
●●

を もつ デ ィス クが8枚 で構 成 され て い る。 この デ ィス クの 回 転 速 度 は1500

r.p.mで デ ー タ は(1面 に1つ の ベ ッ ドに よ り)1ビ ッ ト/μ 秒/ヘ ッ『ド

の 速度 で読 み 書 き され る。 静止 して い る ときヘ ッ ドは外 側 の トラ ック上 に位

置づ け られ,ヘ ッ ドの 移 動 速度 は15m秒/ト ラ ック で あ る。

次 の値 を求 め な さ い。

i)1ビ ッ ト当 りの平 均 ア ク セ ス時 間

ii)次 の2つ につ い て1イ ンチ当 りの 記録 密度 と容 量(ビ ッ トで表 わせ)

a外 側 の 直径11イ ン チの トラ ック
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b内 側 の 直径9.5イ ンチ の トラ ック

iii)デ ィス ク 全体 の容 量(ビ ッ ト)

4.8ビ ッ ト ・レ ジス タ ーで オ ン に な って い る桁 を示 す3桁 の数 を 出 力す る論

理 回路 をNANDゲ ー トだ け を用 い て 設 計 しな さ い。 常 に レ ジス タ ーは少 な

くと も1つ の ビ ッ トは オ ン に な って い る。 そ れぞ れ4ビ ッ トの許 容 出力 に よ

り真数 と補 数 の 出力 が 可 能 で あ り,タ イ ミ ングの 制約 か らレ ジス タ ーの 出力

乏 回路 の 出力 の 間 で2つ の ゲ ー トの遅 れ だけ が 許 され る もの とす る。

5.ド ラ ム型 ライ ン ・プ リン タ ー で コ ン ピ ュー タの 出 力 を印 刷 す るた めの一 般

原 理 を簡単 に述 べ,特 に次 の事 を どの よ うに して可 能 にす るか を説 明 しな さ

い。

i)ハ ンマ ーの滞 空 時 間 の調 整

ii)全 て の文 字 の下 半 分 が欠 け て 印 刷 され た と きの 修 正

iii)プ リプ リン トさ れ た 用 紙 をa)重 直 に,b)水 平 にそ え る方 法

用 紙 送 り装 置 の 目的 は 何 か?そ れ の使 用 法 を2つ の例 をあげ な さい。

6.中 央 演 算処 理 装 置(cpu)が 次 の もの を持 つ 場合 デ ー タ経 路(パ ス)はcpu

の ハ ー ド ・ウ ェ ア内 で どの よ うに構 成 され るか をそ れぞ れ の場 合 につ い て 示

しな さい。,

i)1ア ドレス 命 令 セ ッ ト

ii)2ア ドレス 命 令 セ ッ ト

iiD1ア ドレス の ロ ー ドとス トア演 算 とア ドレス な しの 命 令 コ ー ド

次 の セ ッ トはiDの 命 令 で α,b,c,d,e,f,gに よ りxの 値 を

求 め て い る。i)とiiDの 命 令 の ど ち らか を 用 いて 書 き換 え な さい。

α=α*b

c-c*d

c=c*θ

c=c十 α

f-f/9
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¢=∫

x=x十c

り　 バ

7.コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム内 の 装 置 間 での デ ー タ転送 の基 本 的 な 特 性 を"

i)プ ログ ラム に よる転 送,ii)割 込 み に よる転 送,iii)直 接 ア クセ ス 法 の

そ れ ぞ れ につ い て 述 べ な さい 。

各 転 送 方 法 の 適 用 例 をあげ そ れ らが どの よ うに して単 独 で又 は複 合 さ れ て

使 用 され るか を説 明 しな さい。i

8.デ ー タ処 理 装 置 に望 まれ る能 率 の 面 か ら信 頼 性 と故 障 間 隔 の 間 に は どん な

関係 が あ るか?

同 じ観 点 か ら 「冗 長 性 」につ い て 説 明 しなさ い,そ して デ ー タ とハ ー ド ・

ウ ェア で そ れ が 使 用 され てい る例 を あげ な さい。

コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの 保 守 の容 易 性 を 評価 す る には どん な機 能 を あ な

た は 求 め る か?ま た なぜ そ れ が 重 要 なの か を述 べ な さい。

9.1バ イ ト巾の 磁 気 コ ア記憶 装 置 に おい て8ビ ッ トの粗 を ス タ ック す るた め の

の機 構 が ハ ー ド ・ウ ェア に必 要 で あ る。

レ ジス タ ー,制 御 ゲ ー ト,そ の他 この機 能 を実 行 す るの に必 要 な論 理 装 置

を使 用 して 設 計 図 を書 きな さい。

次 の 場 合 にそ の ハ ー ド ・ウ ェア は どの よ うに機 能 す るか を流 れ 図 を 書 いて

示 しな さい。

i)ス タ ック に積 み 込 む時

ii)ス タ ックか らぬ き 出す 時

10.図3に 示 す 論 理 回 路 の 記験 を しな さい。CLOCKは1600Hz方 形 波 でA点

で の 入 力は普 通 は 毎 秒200回 の 率 で変 化す る2値 信 号 の グ ル ー プで あ る。 こ

の グ ル ー プの終 りはRESETを 発生 させ 入 力 レベ ル は グル ー プ内 で は 低 い。

その勧 各グループは低から高への変化から始め紺 れぱ は ら'戸k

双安 定 は上 昇 点(edge)の トリガ ー とな リカ ウ ン ターは落 下点 を数 え る。 接

続 され て い ない入 力 は 真 と して 作 用 す る。
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i)
.A力 信号 の最初 の変化 と双安定Bの ク ⇔ キ ング間の最 大経過時 間はイ可

か?

iD最 小時 間は?

iii)入 力信号 の最 初の変 化 と双安定Cか らの 出力 の変化 の間 の最 大経過時間

は?

iv)最 小 時 間 は?

V)X点 での 誤 接続 に よる これ らの時 間 へ の影 響 は ど うで あ るか?

vi)も しグル ー プが200非 同期 デ ー タ信号 帯(7ビ ッ ト ・パ ル ス ・コー ドに

1ス タ ー ト ・ビ ッ トと2ス トッ プ ・ビ ッ トを用 い る)で あ るな らばRESET

信 号 は い つ発 生 す るで あ ろ うか?

選 択 問題B:プ ログラ ミン グ

5問 を選 び 答 え な さい。 制限 時 間;3時 間
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Lプ ログ ラム開 発 に お い て

D構 文

iD文 法(Semantics)

iii)実 行

に おけ る エ ラ ー-vaつ い て論 じな さい。 少 な くと も1つ の例 を標 準 的 な高 水 準

言 語 か らあげ て そ れ ぞ れ の状 況 を説 明 しな さい。

2.a)「 自己文 書 化 プ ログ ラム 」の意 味 は何 か?高 水 準 言 語 を参考 に して説 明

しな さい。

b)実 行時 に欠 陥 を発 見 す るた め に使 用 で き る診 断 機 能 につ い て 記述 しな さ

い。

3.あ るア セ ンブ ラー言語 に よる プ ログ ラムは 配 列 の 限 界 を検査 す る ため に整

数 の2次 元 配 列 をい くつ か操 作す る必 要 が あ る。 配 列 は すべ て100以 下 の 要

素 でそ の よ うな配 列 は10個 以 下 とす る。

ダ イヤ グ ラム に よ り配 列 を どの よ うに記憶 す る か を述 べK番 目の配 列 の要

素(i,ゴ)は どの よ うにア クセス され るか を流 れ 図 を 書 い て 示 しな さい。

4.a)商 業 計算 用 の オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ムで利 用 可 能 な フ ァイ ル処 理 ユ

ーテ ィ リテ ィを あげ な さい。 そ れぞ れ の場 合 にそ の ユ ーテ ィ リテ ィの必 要

性 を説 明 しな さい 。

b)フ ァイ ル を分 類 す るユ ーテ ィ リテ ィ の効 率 を評 価す る方 法 に つい て 簡 単

に述 べ な さい。

5.文 章 編 集(texteditor)に 用 い られ るべ き利 用 者 の文 書 に つ いて 図 説せ

よ。

6.プ ログ ラムの 構 造 につ い て 用 い られ る と きの 「モ ジ ュ ール性 」の意 味 を説

明 しな さい。

商業 分 野 の 適 用 業 務 の 一 連 の プ ログ ラム設 計 で 用 い られ た場 合 のモ ジ ュ ー

ル性 の 利点 と欠 点 を述 べ な さい。

7.マ ル チ ・ア クセ ス が 構 成 で き る1つ の方 法 を説 明 しな さい。
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伝 統 的 なバ ッチ ・オ ペ レ ーテ ィ ング ・システ ム比 べ て 利 用 者 に とって どん

な利 点 が あ るか?

8.a)利 用 者 の観 点 か ら代 表 的 な コ ンパ イ ラー り作 用 と特 徴 を記 述 しな さ い。

b)プ ログ ラ ム開 発 の 際 に連 係 編 集 が 必 要 にな る状 況 に つ い て 説 明 しな さ い。

選択 問題C:デ ー タ処 理

5問 を選ん で答 え な さい。1問 以 上2問 以 下 を必 ずA節 か ら選 び な さい。 全

て の 問題 は等 しい得 点 が 与 え られ る。 制 限時 間;3時 間

A.節

L多 くの適 用 業務 に お いて 磁気 テ ー プ装 置 と磁 気 デ ィス ク装 置 の どち らを記

憶 媒体 と して選 ぶ か は コ ン ピュ ー タの 効果 に あ ま り大 き な影 響 は な い。 しか

しなが ら,あ る適 用 業 務 に つ い て はデ ィス ク装 置 あ るい は他 の 直接 ア ク セ ス

装 置 の 使 用 は 決定 的 で あ る。

・ 後 者 の範 ち ゅ うの適 用 業 務 に つ い て デ ー・タは どの よ うに装 置 に記 憶 され,

どの よ うに ア ク セ ス され,な ぜ 順 次 装 置 は不 適 当 なの か を記 述 しな さ い。

2.生 産 管理 シス テ ムの設 計 段 階 で 各 生産 単位 で完 成 した ものの デ ー タは関 連

の40の ワ ーク ・ス テ ー シ ョンか らそ れ ぞ れ 集 め られ る必要 が あ る こ とが 決

定 した。

.こ の デ ー タ収 集 問 題 に対 す る決定 的 に異 な る2つ の 解 決 法 の 概 略 を記 述 し,

ど ち ら を よ り適 切 な もの とす るか の 判 断基 準 を あげ な さい。

3.多 くの 科学 者 や 技 術 者 が コ ン ピュ ー タの 端末 装 置 に ア クセ スす る。

この 状況 で会 話 型 計算 の 利 点 と問 題 点 を も しあ るな らば 記述 しな さい。

4.芸 術 か あ るい は 社 会 科 学 の分 野 で の 適用 業 務 を ひ とっ 記 述 しな さい。

記 述 に は システ ム 流 れ 図,適 切 な機械 構 成 フ ァイ ル記 述 及 び 年 間経 費 の 見

積 りを含 む こ と。

5.コ ン ビ;一一一夕化 さ れ た情 報 検 索 シ ス テ ム との 関連 で 次 の言 葉 を説 明 しな さ

い 、'、 ・
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i)類 義 語

ii)Kwic索 引

iii)適 格 性 と呼 び 出 し

lV)逆 フ ァ イ ル

B節

6.デ ー一・一.タ ・ベ ー ス 管 理 責 任 者 」 とは何 か?

デ ー タ処 理 部 門 の 内 外 との機 能上 の 関係 を考 慮 に入 れ て この役 職 の 組織 上

の 意 味 に つ い て論 じな さい。

7.あ る製 造 会 社 は デ イ リーに 注文 を受 け,穿 孔 カ ー ドを作 成 して 検 査 プ ログ

ラ ムへ 入 力 して い る。

そ れぞ れ の注 文 は 顧 客 コー ド番号,営 業 部 員番 号,顧 客 各 及 び 住 所(新 規

顧 客の み),製 品 コ ー ドお よび注 文 され た 各製 品 の数 か ら構 成 され て い る。

注 文 は グ ル ー プ ご とに束 に な っ てお り,そ れぞ れ の束 に はバ ッチ 番 号 と束 の

中 の注 文 数 を含 む バ ッチ ・カ ー ドが つ け られ る。

各 欄 に 適 した デ ー タ検 査 の 極 数 を あげ プ ログ ラムの た め の 流 れ 図 を作 成 し

な さい。

8.デ ィシ ジ ョン ・テ ー ブル は プ ログ ラムの論 理 を表 わ す もの と して 流 れ 図 に

代 っ て広 く使 用 され て い る。 しか し,流 れ 図 とは異 な り高水 準言 語 に おい て

デ ィ シ ジ ョン ・テ ーブ ル の使 用 方 法 に は い くつ かの 種類 が あ る。 単 純 なデ ィ

シ ジ ョン ・テ ーブ ル を例 にあ げ てそ れ を コ ン ピ ュー タが 実行 可 能 な形 に変換

す るの に使用 で き る種 々の 方 法 を実 演 して み な さい。

そ れぞ れ の 方 法 に つ い て利 点 と問 題点 を論 じな さい。

9.次 の 用語 を説 明 しな さ い。

1)公 家 回 線 網

iD専 用 回 線 網

ilDパ ケ ッ ト交 換

各 用 語 の関 連 性 につ い て論 じな さい。
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10.「 過 去10年 間 コ ン ピュ ー タの専 問家 は こ の分 野 の急 激 な発 達 を予 想 しつ

づ け た。 しか し この 間 に は ご くわ ず か な変 化 しか な か った。 」

あ なた の考 え で は過 去10年 間 の コ ン ピュ ー タの 分 野 で の 最 も重要 な5つ

の 変 化 は 何 で あ った か?

11.次 の うちの4つ につ い て簡 単 に述 べ な さい 。

i)分 散 知 能(distributedintelligence)

iDプ ログ ラマ ー と分析 者 の イ ン タ ー フ エaス

i")ス トラク チ ャ ー ド ・プ ログ ラ ミン グ

iv)仮 想 記 憶 装 置

V)プ ログ ラム ・テ ス トの作 戦

12.多 くの導 入 にお い て ひ とつ の コ ン ピ ュ ー タか ら他 ヘ プ ログ ラ ムを引 き渡 た

す 必 要 が で てく る こ とが あ る。

高 水 準 言語 で書 か れ た プ ログ ラム の移 行 に つ い て起 こ り得 る問 題 を論 じな

さい。 また,国 際 間 の あ る い は国 内 の標 準 化 の 問 題 へ 与 え る影 響 につ い て批

評 しな さら。

選 択 問 題D:.情 報 処 理 シス テ ム の 分 析 し設 計

問題1と 問題2に 答 え他 に3回 を選 択 して 答え な さい。 全 て の 問題 は等 しい

得 点 が 与 え られ る。 制限 時 間;3時 間

1.(必 須 問題)

あ なた の 良 く知 って い る デ ータ 処 理 業 務 につ い て ツ ス テ ム流 れ 図 を用 い て

説 明 しな さい。

利 用 者 の 観 点 か らみ て そ の シス テ ム の 目的 は何 で す か?

シ ス テ ムの 利 点 と欠 点 は 何 で すか?

2.(必 須 問 題)

問題1に つ い て さ らに 次 の うちか ら2つ を選 ん で記 述 しな さい 。

Dシ ス テ ムで使 用 さ れ る主 要 な文 書,そ して シス テ ム の 目的 をそ れ は どの
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1

よ うに して達 して い るか?

lDシ ス テ ム で使 用 さ れ て い る もの を ひ とつ あげ そ れ に代 れ る フ ァイル 編 成

方 法 を用 い た と きの 利 点 と問 題 点

'iji)シ
ス テ ム の ロ ジ ック の例 をデ ィシ ジ ョン ・テ ー ブル を用 いて 説 明 しな さ

い。

3質 問 表 を設 計 す る と き考 慮 す べ き要 素 は何 か?

用 紙 の使 用 方 法 を決 定 す る ため の 質 問表 を設 計 しなさ い。(使 用 す る用 紙

につ い て も述べ る こ と。)

実 情 調 査 を す るた め の他 の技 法 を簡 単 に説 明 し,質 問 表 よ りもす ぐれ て い

る点 を述 べ な さい。

4.OrganlsationandMethod流 れ 図 で 用 い られ る記号 に つい て 説 明 しな

さい。 流 れ 図 の例 を あげ て説 明 す る こ と。

5.フ ロシ ェク トは い くつ もの段 階 を経 過 す る。 そ の段 階 とは何 か?そ れ ぞ れ

の 段 階 で プ ロジ ェク トの構 成 員 に要 求 され る技 能 ,知 識,経 験 に は理 想 的 に は

は どん な もの が あ るか?'

6.全 面 移 行 に先 立 って並 行 ラ ンが シス テ ムの 最 終 的 テス トと して しば しば用

い られ る。 ト

並 行 ランの 利 点 と欠 点 は何 か?

7.オ ン ライ ン ・シ ス テ ム にお い て デ ー タの 紛 失 や 不正 使 用 か らま もるた め に

どの よ うな 制御 を組 み 入 れ て お くべ きで あろ うか?

次 の事 に対 して 制御 の 効果 を考 慮 しな さ い。

D誤 りの ユ ーザ ー ・デ ー タ

lD操 作 員 の エ ラ ー

iiD機 械 の 故 障

8.シ ス テ ムへ の デ ー タ入 力 の3つ の異 な る方 法 の 特徴 の概 略 を述 べ な さい。

そ れ ぞ れ の入 力 方 法 の 効果 的 な使 用 を説 明す る た め の例 を あげ な さい。
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選 択 問題E:計 算 技 法

6問 を選 ん で 答 え な さい。 制 限 時 間;3時 間

1.n=2mの とき,xnの 値 を求 め るに はXを(n-1)回 乗算 す る か,あ

る い はn回2乗 ず れ ば よい 。 コ ン ピュ ー タに お い て 演算 は 浮 動 小数 点 演算 で

行 な わ れ,相 対 誤 差 は乗 算 の た び ご とに絶 対 値 で ε以 下 で あ る な らば,♂

の値 を 求 め る計 算 で の最 大 誤 差 は 近 似 的 に どち らの 方 法 で も等 しハ ン と を示

し説 明 しな さい 。 ε2の オ ーダ ーの 項 は εの オ ー ダ ーの 項 に比 べ て無 視 で き

る もの と仮定 して よい。

xの 値 が正 の あ る範 囲 に対 してexp(nZn(X))の 式 で 計算 され るxn

の 値 は前 の2つ の 方 法 よ り も小 さ な最 大 誤 差 しか もた な い こ とを説 明 しな さ

い 。 そ して演 算 の た めの サ ブ ・ル ー チ ンに よ りそれ は 計算 す る こ とが で き,

そ の結 果 の 相 対 誤 差 は絶 対 値 で ε以 下 で あ る こ と を説 明 しな さい。

(xn(1+E)t「xn(1+nEIn(x)),で あ り,E2の オ ー ダ ーの項 は無 視

で き る と仮 定 して よい。)

2.連 立 線形 方 程 式 の集 合 の 解法 で 直接 法 と間 接 法 の 違 い を 述 べ な さい。 方程

式 の 多 い集 合 ～ の場 合 に は あ る間 接 法 の 方 が 直 接 法 よ りも優 れ てい る理

由 を 指 適 しな さい 。

ガ ウス の 消去 法 が どの よ うに適 用 され る か を流 れ 図 に よ り示 しな さい。 ピ

ボ ッ ト(pivot)選 択 とは 何 か,ま た なぜ そ れ は ガ ウス法 で使 用 され るか を

説 明 しな さい。

次 の 方 程 式 の集 合 を解 い て 部 分 ピボ ッ ト法 の説 明 を しな さい。

2¢1十 ¢2十4×3=12

-8¢1十3¢2-2¢3=-20

4×1十11×2-¢3=33

3.次 の 文 章 は ど うい う意 味 か?

'Piはi次 のxで あ る と き多 項 式po
・P・ ・P2・ … … ・Pnの 集 合 は 範 囲
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〔q,b〕 に わ た る積 分 に関 して重 み 関数 ω(x)と 直交 す る。

範 囲 〔0,π 〕と重 み 関数W(X)=sin佑 な らば ,最 初 の2つ の 多項 式

poとPiは そ れ ぞ れ －Z./2とX-Z/2に よ り求 め られ る,p2を 計 算 す るた

め のGram-Schmidt法 の使 用 を説 明 し,任 意 の ゼ ロで ない定 数1(に つ いて

K(X2一 πX+2)と 等 しい こ とを 示 しな さい
。

求 積公 式

fπ
f(X)・i・xdx-C、f(X1)+・,f(X,)

0'

は立 方 多項 式 ∫(佑)の 全 て に対 して正 しい。

　

XlとX2はX－ πX+2の ゼ ロで あ りClとC2は 次 の 方 程 式 を 満 た す こ と

を 示 しな さ い 。

C1十C2=2

01¢1十C2×2=π

〔注 も し も ・n-
。XT・・ …xdxで あ るな らば

Io=2 ,1π=π π 一 η(n-1)ln_2n≧1.1で あ る 。〕 〕

4.f(x)の 値 はXi(i=1 ,…,n)の 値 の 集合 に よ り与 え られ る。 この

値 の テ ー ブ ル は テ ー ブ ル 上 に ない点xに 対 しf(x)の 値 を補 間 す るの に使 用

され る。X、,…,Xnか ら選 ば れ た点(m+1)に おけ るm次 の ラグ ラ ンジ ェ

ェの多項 式 の 値 は連 続 線 形 補 間 法 に よ り計算 で き る こ とを示 しな さい
。

テ ー ブル に ない 点 出に おけ る ∫の 近似 値 の 計算 にテ ー ブ ル を用 い る演 算 法

につ い て 記述 しな さい。 仇 の適 切 な値 を決 定 す る方 法 と使用 す べ き適 当 な テ

ー ブル上 の点 を含 ん で説 明 す る こ と
。

f(Xi)=1/i,Xi=i2/100,i=1,2,…,'・10で あ る と き,f(0・3)

の近 似 値 を 計算 す るこ とに よ り演 算 法 の 説 明 を しな さ い。 補 間値 が 絶 対 値 で

0.002よ り も小 さ くな っ た とき反 復 を停 止 させ な さい
。
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5.次 の 不 等 式 を 方 程 式 の 集 合 に 変 換 す る た め に ス ラ ック 変 数 を 導 入 し な さ い

4X、+3X,+X、 ≧10

3X、+2×2斗X3≧7

9×1+7X,+3X,≧22

X、,X、,りC,≧0

こ の 方 程 式 の 基 本 許 容 解 はX2=X3=0の と き得 られ る こ と を 示 しXlの

値 とス ラ ッ ク変 数 を 求 め な さ い 。

これ に よ り上 述 の 制 約 に 従 う次 のZを 最 小 化 す るx、,x2,x3の 値 を求 め

な さ い 。

Z=12Xl+8x2+3x3

6.Chebshevの 多 項 式Tn(x)は

Tn(X)=COS(nCOS-lX)に よ り定 義 さ れ る 。

Dn≧1に つ い て 次 の こ と を 示 しな さ い 。

Tn+、(x)=2xTn(x)-Tn_i(x)

そ して こ れ よ りTo(X)=1とTl(X)=Xを 用 い てT,(X)とT,(X)の 式

を 求 め な さ い 。 ま た,次 の こ と も示 し な さ い 。

2×2=To(X)+7■2(X)と4×3=3T,(X)+T,(X)

　

ii)べ き級 数vak・ け る 「簡 素 化 」 とは何 か?、ホ
(Economization)

　 ヨ

iii)-1≦x≦ ・の間隔 醐 る関数e・/2の 近幽 ・+÷ 弓 ÷ ・詰

に よ り得 られ る。

最 大 の 丸 め 誤 差 はx=1の 点 で起 こる こ とを示 七 そ の値 を求 め よ。
ヨ

近 似 値 へ の接 近 をChebyshev級 数 Σ αrT.(x)に 再 編 成 して α。の
ケコ 　

値 を求 め な さ い。 これ に よ り誤 差 がO.01よ り小 さ くlXl≦1の 間 隔 に お
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x/2の 近い て
θ の 近似 値 を与 え るxの2次 式 を求 め な さい 。

7差 分 方 程 式 〆=f(X,y)を 解 くの に使 用 す る2つ の方 法:予 測 子 修 正

子 法Runge-Kutta法 を比 較 しそ れ ぞ れ の相 対 的 な利 点 を説 明 しな さ い。

ユ
Runge-K・tt・ 公 式 の 例 はY・+1=Y・+T(k,+・k・)で あ り こ の と

き

k1=hf(Xn,Yn)

ん・一 ん ∫(Xn+Z,Y
.+…1)

ん ・ 一 好(2h2k2Xn+3・v ・・+3)

で あ る 。

も し もRhが(Rh)3-・(2h)2+・ λ、 一・2>・ な らば 差 分 方 程 式

y'=-Ay(!>0)に 適 用 した とき この 公 式 は不 安 定 で あ る こ とを示 しな さ

し(。

8.も し も変 数yが 不 均 等 に α≦y≦bの 範 囲 で 分 布 す る な らば そ の 分 散 は

(b－ α)2/12で あ る こ と を 証 明 し な さ い 。

正 確 値xに 対 応 す る変 数yの 観 測 値 は 次 の テ ー ブ ル に よ り与 え られ て い る 。

¢O.iO.20.51.02.05.010.O

yO.140.140ユ90.341.020.520.5

2っ の 変 数 の 間 に は 次 の 理 論 上 の 関 係 が あ る。

2

y=P十 ●x

こ こ でpとqは 定 数 で あ る。 次 の も の を 最 小 化 す るp,qの 値 を 決 定 し な さ

い。

ΣWi(2yi『P-(]¢i)2

つ
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ここで重み?れ は 紗 の観測値 の標準偏差の逆 比例項 であ る。 それぞれ の

蝋 紗 撒 を示し・戸 値を綻 するの間 いられるとき(鍵 ÷ ・・⇒

の 範 囲 で 不均 等 に分 布 して い る と仮 定 して よい 。

9.方 程 式x=f(x)の 平 方 根 αに反 復XK+1=f(XK)が 収 束 す るた め の充 分

な条 件 を述 べ な さい。

も し・も この 反 復 が コ ン ピュ ー タ ・プ ログ ラ ムで α の近 似 値 を求 め るた め に

使 用 され る と した らプ ログ ラム を終 了 させ るた め に は どん な判 断 基 準 が 用 い ら

られ るべ きか?

十 分 に αに近 して い る 鋤 につ い て 次 の よ うに定 義 され た順 序 は

Xk+、=Xk+P(f(Xk)-Xll)

定 数pが 次 の条 件 をみ た して い る と き αに収 束 す る こ と を示 しな さい。

0〈P(・-f'(α))-1<2

ま た急 速 な収 束 を得 るpは 次 に よ り求 め られ る こ と を示 しな さ い。

P-(・-f'(α))-1

これ に よ り,,あ るい'は他 の 方法 で,Xoが 十 分 に αに 近 似 して い る と き,次

の よ うに定 義 され た 反 復 の順 序 は なぜ αに急 速 に収 束 す る と期 待 で きる のか

を説 明 しな さ い。

x-Xk+(1-rk)-1(f(Xk)-Xk)

こ こ で

rk≡(f(Xk)-f(Xk_1))/(Xk-Xk-・)

0.1十tan¢

(Xo=02)を 用 い て関 数 ∫(¢)=
15

方 程 式1.5x-tanx=0.1to3Dの 最 小 の 正 の 平 方 根 を 計 算 す る過 程 を説
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明 しな さい。

10.次 の 差 分 方程 式 の 解y(t)の グ ラフ を作 図す るア ナ ログ ・コ ン ピュー タの

ロ ック ・ダ イ ヤ グ ラ ム を構 成 しな さい。 こ と きtは0か ら100秒 ま で実

時 間 で 変 化 す る。

穿 下 ・・;1-t/・ …1,一 …(…t)

こ こでt-・ の時 …=・ で;i-・0♪ ・とす る・M〈 ・…1一 筈1

〈20を 全 て のtに 対 し仮定 して よい。 作 図 に は20秒(コ ン ピュ ー タ時 間)

必要 とす る。

コン ピ ュー タ時 間 で1秒 間C .R.T上 に解 を表 示 す る た め には 計算 の速

度 を どの よ うに修 正 した ら よい か?

、

選 択 問 題F:ア ナ ロ グ及び ハ イ ブ リ ッ ド技 術

6問 を選 ん で答 え な さ い。 制限 時間;3時 間

1.ア ナ ログ ・コ ン ピュ ー タで 発 生 し うる誤 動 作 の種 類 を リス トしそ れ らを識

別 す る た めに 必 要 な診 断 手 法 を 説 明 しな さい。 さ らに,と るべ き回復 あ るい

は 修 理 の 操 作 につ いて 述 べ な さい。

2.連 続 的 な生 産 工 程 が コ ン ピュ ー タ(デ ィジ タル か ア ナ ログ)モ デ ル に よ り

シ ミ ュレ ー トされ て い る。 どの よ うに して この モデ ル の正 確 性 を確 認 す るの

か?モ デ ル は完 全 な シ ミュ レー シ ョンでは な いで あ ろ う。 どん な観 点 か らそ

れ は 不完 全 なの か そ して研 究 の た め に正 確 で ない モ デ ル を使 用 す るこ とを さ

け る には どの よ うな手 順 を とるべ きで あ ろ うか?

3.C.A。Lの た め の会 話 型 グ ラ フィ ック ・シス テ ム に必 要 な重 要 な要 素 につ い

て 記 述 しな さい。 そ の シス テ ム にお い て結 果 は設 計 を実 現 させ る こ とに責 任

を もつ 人 に対 して 伝 え られ なけ れ ば な らない 事 を思 い 出 しな さい。 そ して特

定 の工業 分 野 の 適 用 例 につ い て ふ れ て答 え る こ と。

4.プ ロセス 制御 シス テ ムへ 入 力 を提 供 す る変 換器 の種 々 の 型 につ いて,シ ス
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テ ム設 計者 に とって使 用 す るの が むず か しい機 能 に つ い て注 意 して述 べ な さ

い。 特 に正 当 な費 用 で正 確 性 が得 られ る か ど うか の 観 点 か ら述 べ る こ と。

5.デ ー タ通 信 にお いて 同 期 的手 順 とス タ ー ト ・ス トップ式 の手 順 とを比較 対

比 させ な さい。 答 に は速 度,費 用 お よび 信頼 性 に 関す る考 察 を含 め る こ と。

6.橋 桁 の モ デ ル の た め の ア ナ ログ ・ダ イ ヤ グ ラム を直接 類 推 す るか又 は他 の
　

方 法 で作 りな さい。 そ れ はrTachomaNarrows」 効果 を処 理 で き る こ と。

(*:臨 界状 態 の 風 力 に よ る共 鳴 振 動)

7.`01101110と10101111の 制御 信号 の2つ の繰 り返 しが 順 次 論 理 モ

ジ ュ ールか ら同時 的 に 出力 され る こ とが 要 求 され て い る。 左 端 の ビ ッ トは ど

ち らの場合 も最初 に生成 され る。

遅 延 素子 と して 刻 時型JK双 安 定 を用 い てそ の よ うなモ ジ ュ ール を設 計 し

な さ い。

8同 期 型JK双 安 定 素 子 の 動 作 を タ イ ミング ・ダ イ ヤ グ ラ ムの 方 法 に よ.り説

明 しな さい。

ア ナ ログ ・コ ン ピ ュー タの並 列 論 理 制御 の た め に論 理NAND素 子 を唯一

の 追 加 要 素 と して モ ジ ュー ロ6ダ ウ ン ・カ ウ ジ ター を作 るに は どの よ うに して

て 同期 型JK双 安 定 を接 続 す る か を示 しな さい 。

9次 の式 を解 くた め の 機械 方 程 式 を作 りな さい。

∂ ¢一 ・ ・十2¢=10

dt

嘉+・ ・k/+・ ・V.==・"x

この とき ・一 ・の と き 一 α・ ・ ザ ㍑ 一 ・とす る・

対応 す るア ナ ログ ・コ ン ピュ ー タ の ダ イ ヤグ ラ ム を書 き な さい。

10.・(a)図1.は 位 相 桁 送 り装 置 を表 わ れ して い る こと を説 明 し桁 送 りの総 計 を求

め なさい。(図1は 次 頁参 照 の こ と)
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図1

(b)図2.は 大 きな αに対 す る特定 の微 分 回路 を表 わ して い る こ とを示 しな さ

い 。

γω

図2

・・ 鵠 の形の搬 化された伝達醐 はゴ(・)・ ・(・)は ・醐 る多項

式 で あ りf(s)の 次 数 はg(s)の 次数 よ.り.も大 き くない と き,ど の よ うに し

て 信号 流 グ
,ラフ(,sfg)と して 表 わせ るカ・を説 明 しな さい・ これ に より ・fgと

∫ ・と 嘉 蒜 に対応す るア ナ ・グ ・・ン ピー一夕作動 させ なさい.

12.デ ィ ジ タル積 分 ル ー チ ン に よ りサ ン プ リング した デ ー タを処 理 す る時 ,サ

ン プ リン グの 間 隔 の 大 き さに よ りシス テ ムは安 定 で あ った り不 安 定 で あ った

りす る。

この こ とを次 の微 分 方 程式 の解 が

〆 一 ア(x,y),y。 一 α
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Eulerの 積 分 ル ー チ ンに よ りサ ンプ リング され処 理 され る とき

Y1-yo+h・fo

は サ ンプ リン グ間 隔Tが2を 超 え るな ら どの よ うに 不安 定 で あ るか を示 して

説 明 しな さい。(Eulerの 積 分 ル ー チ ンのZ変 換 は.Y(z)-z.ye==

=Y(Z)+T .F(Z)で あ る。)

13.正 の4ビ ッ ト信 号 が 変 換 器 か らコ ン ビ=一 夕へ 単一 エ ラー訂 正 と二 重 エ ラ

ー検 出 の 装置 を経 て転 送 され る。

これ を実 現 す るた め の 適 切 な コ ー ドを考 案 しなさ い。

14a)ゼ ロ出力 と最 初 の ホ ール ドとの違 い を図 を 描い て 示 しな さい。 そ して ゼ

ロ ・ホ ール ドの振 巾 と位 相 特 性 を図 示 しな さい 。

b)ゼ ロ と最 初 の ホ ー ル ドは 「次 」の値 が まk'わ か らk
.V・ときサ ン プ リン グ

が処 理 され て い る間 有 利 で あ る。

コ ン ピ ュー タ に よ'り保 持 され る カ ンプ ル値 か らの 関 数 の 再 構 成が か か わ っ

て い る 限 りそ れ らは よ り正 確 な技 法 に よ り置 換 え る こ とが 出来 る。

よ り改 良 され た 精 度 を もた らす技 法 の ひ とつ につ い て 記 述 せ よ。

選 択 問 題G:シ ステ ム ・プ ログ ラ ミ ング

'5問 を選 ん で 答 え な さい
。 制限時 間;3時 間 、

Lシkテ ム.プ ログ ラ ミング のた め に設 計 さ れ た言 語 には どん な機 能 が備 わ

ってい るべ きか?

21浮 動 小 数 点 機 構 を もた な い16◆ ビ ッ ト ・コ ン ピュ ー タ に よ り浮 動 小 数 点 を

シ ミュ レ ー トす る た め の適 切 な手 順 の パ ッケ ー ジ の仕 様 を決 め な さい。

想 定 した こ と を明 確 に 述 べ て機 械 の 固定 小 数 点 命 令 で 「加 算 」の手 順 を詳

細 に説 明 しなさ い。

3.ス タ ッキ ン グ(あ るい はゼ ロー ア ドレス)マ シ ン とは 何 か?

注 意 深 く選 択 した算 術 式 を解 くた めの 命 令 コ ー ドを あげ て この よ うな機械
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レ

の命 令 コ ー ドを説 明 しな さい。

4.補 助 記 憶 装 置 の 原理(本 質)を 説 明 しなさ い。 そ の よ うな記 憶 装 置 が ペ ー

シ ング ・シス テ ムで どの よ うに使 用 で きるか を示 しな さ い。

5.翻 訳 と コ ンパ イル の 間 の基 本 的 な相 違 点 につ い て述 べ な さい
。

例 を あ げ て,プ ログ ラムの 性格 が どの よ うに コ ンパ イ ルか 翻 訳 の ど ち らか

の選 択 に 影 響 を与 え るか 論 じな さい。

6.現 代 の ア セ ンブ リー言 語 に備 え られ て い る こ とが期 待 され る マ ク ロ機 能 に

つ い て述 べ な さい。

7.事 故 か ら守 るた め の フ ァ イル の機 密保 護 の問 題 につ い て 論 じな さい
。

8.多 重 プ ロ グ ラ ミン グ ・シス テ ム を可 能 にす る た め に コ ン ピュ ー タに備 わ っ

て い るハ ー ド ・ウ ェア機 構 につ い て述 べ な さい。

この ハ ー ド ・ウ ェア のた めに どん な ソ フ ト ・ウ ェ アが 必 要 で ある か?

選 択 問 題H:コ ン ピ ュー タの 運 営

6問 を選 び 答 え なさ い。 制 限時 間;3時 間

1.「 デ ー タ ・ペ ー・一ース 」 とい う言 葉 が 一 般 に使 われ てい る。 あ なた は これ を ど

う理 解 してい ま す か?

次 の こ とに 関 して デ ー タ ・ペ ース の保 守 に関 連 した運 営 手 順 につ い て 記 述

しな さい。

i)デ ー タの 不 正 使 用 に対 す る機 密保 護

ii)遠 隔 地 の照 会 用端 末 か らの迅 速 な ア ク セス

2.効 果 的 な 管理 は 計 画 と達成 され た 結 果 の 測定 に大 き く依 存 す る。

毎 日の コ ン ピュ ー タの運 営 を管理 す る 必要 な 計 画 と測 定 を行 な う書 式

に つい て 説 明 しな さい。 ス ケ ジ ュー リン グ に 関連 した例 をあげ る こ と。

3.次 の うち か ら3つ を選 び そ の特徴 を あげ そ の装 置 に適 した適用 業 務 に つ い

て 簡 単 に述 べ な さ い。

i)マ イ ク ロフ ィ ッシ ュ あ るい は マ イ ク ロフ ィル ム ・レコ ーダ
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llii)ラ イ ト ・ペ ン,タ ブ レ ッ トあ るい は 他 の表 示入 力装 置

liD作 図機(プ ロ ッタ ー)

iv)チ ェ ー ン又 は トレー ン ・プ リ ンタ ー

4.互 い に関 連 し時 間 の制 約 を きび し く受 け て い る一 連 の 大 き な プ ログ ラム の

処 理 中 に機 械 が 故 障 した。 操 作 員 の チ ームに よ り直 ちに と られ るべ き行 動 は

何 か?

cpuが1)短 時 間,H)少 な.〈 と も24時 間 使 用 で きな い と云 わ れ た ら ど

ん な行 動 が 必 要 に な るか 述べ な さい。

5.会 社 の コ ン ピ ュー タ ・セ ンタ、一 と地 方 の オ フ ィス との間 を デ ー タ通 信 回線

で結 ぶ の に電 電 公 社 に指 定 すべ き機 器 と機 能 に つ い て 注意 深 く記述 しなさ い。

不範 では鋤 都 当るもの噛 して擬 することほ る.)

ど の様 な通 信 回 線 サ ー ビル を使 用 す べ きか 次 の場 合 につ い て 述 べ よ。

i)テ レタ イ プ端 末 装 置 を使 用 す る時

ii)遠 隔 ジ ョブ入 力 端末 装 置 を使 用 す る時

伝 送 速 度,料 金 お よび 典 型 的 な 費用 に つ い て あ なた の 答 を説 明 しなさ い。

6.利 用 者 に 料金 を精 求 す るた め に 運 営 部 門 の 管 理 者 は 提案 書 を 用 意 す る 必要

が あ る。 バ ッチ とオ ン ・ライ ン ・サ ー ビスが 使 用 可能 で あ るが 彼 はバ ッチ ・

サ ー ビス,特 に夜 間 の もの の利 用 促 進 をす る必 要 が あ る。

どの よ うに彼 は 全 体 の運営 コス トと料 金 率 を きめ て提 案 した か につ い て 述

べ な さい 。1Mバ イ トの 主 記 憶 装 置,3台 の ラ イ ン ・プ リン 久 一,6台 の

1200ボ ー用 通 信 回線 用 チ ャネ ル の構 成 の シス テ ムは 時 間当 り250ポ ン ドを

取 り戻 さ ねば な らな い こ と を考 慮 して 答 に は料 金 率 を含 ん で 説 明 しな さい。

(他 の機 器 は別 々 に料 金 請 求が で き る もの と仮 定 す る。)

7.コ ン ピュrタ 施 設 の た め に新 しい セ ン ーの ビル を建 て よ うと してい る。

次 の概 略 を述 べ よ。

i)要 求 され る環 境

iDデ ー タ ・コ ン トロ ール に 関す る考 慮
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1

iiD機 密 保 護 の た め の施 設

線 図 を書 いて 答 を説 明 しな さい。

8.操 作 要 員 を選 ぶ と き あ なた が求 め る一 般 的 な素 質 と特 別 な素質 に つ いて 述

べ な さ い。

次 の もの に対 す る適 切 な訓 練 にっ い て述 べ な さい。

i)操 作 員

iD操 作 チ ー ム ・リーダ ーへ の昇進 の準 備

9.コ ン ピュ ー タ運 営 の た め に標 準化 を確 立 す べ き分野 に つ いて述 べ な さい。

そ れ らの 標 準 化 は どの よ うに維持 すべ きか?顧 客 との よ り良い 関係 を確 立

す る た め に文 書 の 受 取 りと発送 に関 して も うけ るべ き特 定 の 標準 化 は何 か?

10.レ コ ー ドがi)順 次,ii)乱 順 に記 憶 され て い る と き,移 動 ヘ ッ ド型 デ ィ

ス クか ら一 連 の レコ ー ドを読 取 るの に必 要 な時 間 の公 式 を考 案 しな さい。

1面 当 り200本 の トラ ックが あ り10面 か ら構 成 さ れ てい るデ ィス ク ・パ

ック上 に100文 字 の レ コー ドが30,000個 記録 され て い る フ ァイルが あ る。

デ ィス ク の 回転 速度 は3,60〔)/5}で あ る。 シ ーク時 間 は 最 小0.012秒,最 大

0.15秒 で あ り,デ ー タ転 送 率 は156ρ00/秒 で あ る。 レ コ ー ドは4ブ ロ ック/

トラ ック,7レ コ ー ド/ブ ロ ックで記録 され て い る。 他 のデ ー タは こ の デ ィ

ス ク上 に は ない。 順 次 と乱 順 の 両方 で レ コ ー ドの5%を ア クセ スす るの に 必

要 な時 間 を計算 しな さい。 どん な条 件 の も とで な ら取 引 デ ー タ をあ らか じめ

分類 して お くこ とは正 しい であ ろ うか?

■
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英 国 コ ン ピ ュ ー タ 協 会

試 験 問 題 一 第 皿 部

1975年6月

選 択 問題A:デ ィジ タル ・コン ピュ ー タ の構 成,設 計 と技術

試 験 問 題1

A節 か ら3問 と,B節 か ら1問 を選 ん で解 答 しな さ い。B節 の 問 題 は2倍 に

採 点 しま す。

所 要 時 間:3時 間

A節

1.中 規 模集 積 回路(MSI)と 大 規模 集積 回 路(LSI)に つ ピ て,知 っ て

い る こと を述 べ な さ い。TTL型 の 回 路 をLSIで 使用す る と きの 制約 条 件

を 述 べ なさ い。 ま た,そ れ らの問 題 点 を解 決 す る方 法 を あげ な さ い。

2.次 の両 者 の 間 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン を行 な う ときに使用 さ れ る 方法 を述 べ

な さ い。

D近 接 した デ ィ ジタル 装 置

iD近 接 しない デ ィ ジ タル 装 置

そ れぞ れ の 方法 に おけ る制 約 を述べ なさ い。

3.エ ッジ ・トリガー(edge-trigger)と マス タ ・ス レ ー ブ(ma
.ster-

slave)の 論 理 回路 の 違 い を述 べ なさ い。

そ の両 者 が 論理 設 計 で使 用 され て い る理 由 を述 べ な さい 。

下 記 の表 を使 っ た3増 しコ ー ドの 同 期 計 数 器 を計 設 しな さい。 任 意 の 双 安

定 回路 を使 っ て表 現 す る こ と。 そ こ で使 っ た回 路 を選ん だ理 由 も述 べ る こ と。

一199一



数 値 コ ー ド 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0011

0100

0101

0111

0111

1000

1001

1010

1011

1100

4・ 小形 コ ン ピュー タ と紙 テ ー プせ ん 孔 装 置 の 間 に必 要 とな る イ ン タ ー フ ェ ー

ス 回路 を,ブ ロ ック線 図 で示 しな さい 。

この 回 路 に 関 して,フ ィール ド ・エ ン ジニア が使 用 す るた め の信 頼 性 診断

プ ログ ラ ムの 流 れ 図 が どの よ うに な る か書 きなさ い。 仮定 を も うけ た と した

ら,そ れ も述 べ る こ と。

5.並 列 加 算 器 に 拾 いて,け た上 げ の 伝 播 を速 くす る方 法 を2つ 述べ なさ い。

ま た,並 列 加 算 器 が 全 加 算器 で構 成 さ れ て い る場 合,両 者 の 方法 に お け る動

作 を比 較 して説 明 しなさ い。

上 記 の ど ち らか の方 法 を使 っ て,け た上 げ 高速 伝播 の π ビ ッ ト並 列加 算器

の 構 成 を示 しな さい 。

B節

6.あ る回 転 板 は,回 転 数 を測定 す るた め の コ ン ピュ ー タ ・システ ムへ の 信号

源 とな っ て い る。 回転 盤 の回 転 の あ る時 間 だ け2つ の ホ トセ ルが 照射 さ れ る

と,信 号 が 発 生 す る。 回転 板 が ど ち らか の 方 向 に回転 す る と,2つ の信号 が

一 部 分重 複 す る よ うに
,ホ トセル は 配 置 され て い る。

ホ トセ ル ×1

ホ トセ ル ×2



有

回 転 板 の運 動 には 何 の制 約 もな く,回 転 速 度 は任 意 に変 化 し,逆 方 向 に 回

転 す る こ と もあ る。

す べ て の回 転 に つ い て,割 込 み と して 使 わ れ るパ ルス 出 力 と,回 転 方 向 を

示 す 指 標 出力 を供 給 す る よ うな非 同 期 論理 シス テ ム を設 計 しなさ い。

た だ し,ホ トセ ルは 不 定 状 態 を防 ぐた め に,ヒ ス テ リシ ス特 性 を もっ て い

る もの とす る。

解 析 お よび 設 計 の手 順 を 明確 に示 す こ と。

7.あ る単 一 ア ドレス方 式 の小 型 デ ィ ジ タル ・コ ン ピュ ー タは,一 本 の 割 込 み

線 を もっ てい る。8つ の割 込 み を処理 す る た め に,ハ ー ドウェ アの 優 先 割込

み シス テ ム を設 計 しな さい 。 ただ し,ど の割 込 み に対 して も任 意 の 優 先 順 位

を動 的 に割 当 て る こ とが で き,か つ 高 い優 先 順位 の 装置 は低 い優 先 順 位 の 装

置 に割 込 む こ とが で き る よ うにす る こ と。

8.あ な た が知 っ て い る連 想 記 憶 素 子 の原 理 に つ い て説 明 しな さい 。 ま た,そ

の 記 憶 素 子 が 主 な シス テ ム で どの よ うに使 わ れ てい るか説 明 しな さい 。

9.公 共 図書 館 の 利 用 者 と して,図 書 の 回 覧 シ ステ ム につ い て知 っ て い る で あ

ろ う。 こ うい っ た 図書 館 の た め の リア ル ・タ イ ム回 覧 シス テ ム を考 案 しな さ

い 。 そ の シス テ ム に望 ま しい特 殊 な装 置 の特 性 も述 べ な さ い。

●

選 択 問 題A:デ ィジ タル ・コン ピュ ー タの 構 成,設 計 と技 術

試 験 問 題2

次 の 中か ら2問 を選 ん で 解答 しなさ い 。

所 要 時 間:3時 間'-

1.複 合MSIモ ジ ュー ル は,論 理 回 路 の 設 計 にお い てま す ま す重 要 とな っ て

い る。 そ の1つ に は,数 あ る入 力線 の 中 か ら選 び 出 した入 力 信号 を,出 力 線

へ 伝 送 す るため の マ ル チ プ レクサ 回路 が あ る。 入 力 信 号 の 選択 は,2進 の 制

御 線 の組 合 せ に よっ て 制御 され る。 す な わ ち,n本 の制 御 線 に よっ て2n本

の 入 力信 号の う ちの1つ が 決 ま る。 た とえ ば,4本 か ら1つ を 選ぶ マ ル チ プ
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レ クサ の 出力 は,次 式 で与 え られ る。

z－ る;・4+房y㊨+xy'u+xyZ)

こ こで,Xとyは 制 御信 号,A,B,む,L)は 入 力 線 で あ る。

こ うい っ た 回路 だ け を 使 っ て,下 記 の ス イ ッ'チン グ回路 を設 計 しな さ い。

Dス イ ジチ の設 定 位 置 が,次 の もの 。

Z－ Σ1,2,3,4,5,6,7,10,14 ,20,22,28

1i)次 式 で 表 わさ れ る直流 双安 定 回 路。

e+=S+Re

ただ し,Qは 現在 の 出 力状 態 を,8は セ ッ ト入 力 を,允 は リセ 、ソ ト入 力

を,(2+は 次 の 出 力状 態 を表 わ す 。

そ れ ぞ れ の 回 路 で,ど の よ うな仮 定 を必 要 と した か述 べ なさ い。

この 設 計 方 法 の 長所 と短 所 を述 べ な さい 。 マル チ プ レク サ ・モ ジ ュ ール は,

どの程 度 ま で 汎用 論 理 モ ジ ュ ール(ULM)と 考 え る こ とが で き るか説 明 し

なさい。また,カ ス ケー ド ・モ ジ ュー ル を使 って,論 理 式 を設 計 す る と きの 規

則 を述 べ な さ い。

2.論 理 回路 に おけ る欠 陥 とそ の場 所 を検 出 す る ときの問 題 点 を ,自 動 テ ス ト

・ス ケ ジュ ー ル の作 製 に'関連 して論 じな さ い。 次の 欠 陥 テ ス トの 生成 法 の う

ち,2つ を選 ん で 詳 し く説 明 しな さい 。

i)経 路 の 感 、'知te、L"tt・-

iD欠 陥 マ トリ ックス

iii)プ ー ル 差 分

iv)状 態 表 分 析

3・ リ'アル ・タ イム ・コ ン ピ ュ ー タ ・シス テ ム では デ ィ ジ タル ・ブ イル タ を備

え て,多 くの2進 数 を並 列 的 に 同 時 に加 算 す る必要 が あ る。 す な わ ち,多 重

入 力 の並 列2進 加 算 器 で あ る。

3つ の並 列2進 数A,B,Cを 加 算 して,2進 数 の和 を並 列 出 力す る よ う

な 同期 順 次 回路 を設 計 しな さ い。 設 計 に お いて は,過 程nか らπ+2へ のけ
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た上 げ を配 慮 す る こ と。

通 常 の2入 力並 列 加 算器 と比 べ て,こ の 回路 は 多重入 力並 列 加算 器 を構 成

す るた め の カス ケ ー'ド回路 と して どの よう に利 用 で き るか を 考 え て述 べ な さ

い。

4.高 水 準言 語 が コ ン ピ ュー タの 機 構 の 設計 面 に与 え た 効果 を論 じな さ い。

次 の代 数 式 は どの よ うに コ ンパ イル さ れ,逆 ポ ー ラツ'ド 表 記法 を使 づ で 計

算 され るか述 べ な さ い。 ・

((A*∠))+o)/((A+B)一 む)

この 計算 手 順 を,特 殊 目的 のハ ー ドウ ェア を使 っ て よ り効 率 よ く実 行 す る

方 法 を提 案 しな さ い。

5.マ イク ロプ ログ ラの利 点 と欠 点 をジ 詳 し く述 べ なさ い。特 に,オ ペ レーテ

ィ ング ・シス テ ム と多 重 プ ログ ラ ミ'ング の 適用 面 に及 ぼ す 効果 につ いて 考 察

しな さ い。

6.遠 隔通 信 シス テ ム の よ うな多 くの リア ル ・タ イム ・シス テ ムで は
,シ ス テ

ム の機 密保 護 が 重 要 で あ る。

この 機 能 を組 込 む た め の シス テ ムの設 計 方 法 を論 じな さ い。 ま た,故 障 し

た 場 合 に回復 お よび 復 元 す る た め の機 能 の 設 計 に関 して,詳 し く述 べ な さ い。

7.ROMやRAMモ ジ ュー ルの よ うな集 積 回 路 が,コ ン ピ ューータの機 構 に及

ぼ す(あ るい は 将来 及 ぼ す で あ ろ う)効 果 につ い て,特 定 の例 を ま じえ て詳

し く説 明 しな さ い。

8.コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの コ ン ピュー タ援用 設 計(CAD)の た め に使 用 で

き る機 能 ・機 構 を述 べ な さ い 。特 に,次 の点 を考慮 に入 れ て 答 え な さ い。

1)配 置 と相 互 の結 線

iDゲ ー トの レ ベ ル の シ ミュ レ ー シ ョ ン

iii)設 計 図 お よび 配 線 図

jv)保 守 とテ ス トの ス ケ ジ ュ ー ル

「集 約CADシ ス テ ム 」の 意 味 を 説明 しな さい 。'・
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9.あ な たは,CPUと 周辺 お よび そ の他 の装 置 との間 の 汎 用 イ ン ター フ ェー

ス の要 件 と仕 様 を検 討 して い る,国 際 的 な研 究 会 の会 員 に な っ た とす る。 そ

して,第1回 会 議 にお い て,そ れ らの 問 題点 とそ の解 決 策 に つ い て概 説 す る

よ う依 頼 さ れ た 。 そ の た め の草 稿 を書 きなさ い。

選 択 問 題B:シ ステ ム ・プ ログ ラ ミン グ

試 験 問 題1

次 の 中 か ら4,問 を選 ん で解 答 しなさ い。 各 館 か ら少 な く と も1問 は 選 ぶ こ と。

所 要 時 間:3時 間

A節

・.CPUと 周 遊 置 の 間 の デ ー 矩 送 に 関連 して・ 「割 込 み 」の意 味 を説 明

しな さ い 。 割 込 み が 発 生す る 状 況 の 具体 例 につ い て も述 べ る こ と。 ま た,オ

ペ レーテ ィ ン グ ・シ ステ ムが そ の 資源 を割振 るた め に,割 込 み 機能 を どの よ

うに利 用 して い るか 説 明 しな さ い。

2.小 型 の 多 重 ア ク セ ス ・シ ス テ ムの構 成 を述 べ な さ い。 次 の よ うな 目的 の た

め には,ど の よ うな装 置 が 適 切 で ある か 示 しな さ い。,

D入 力k・ よび 出力

ii)補 助 記 憶

ま た,多 重 プ ロ グ ラ ミン グ を可 能 にす る に は,ど の よ うな ハ ー ドウ ェア機

能 を追 加 す る必要 が あ るか 述 べ な さい。

B節 、

3.仮 想 記 憶 装 置 の 意 味 を説 明 しな さい 。

ま た,仮 想 記 憶 増 置 の 利 点 と欠 点 を述 べ な さい 。 そ の仕 組 み を説 明 しなさ

い。

4.オ ペ レ ーテ ィン グ ・シス テ ム の 設計 に お い て 「致 命 的 に 抱 え る問題 」を述

べ な さ い.ま た,デ 。 ド・ 。ク(deadl・ ・k)の 状 態 を勘 るため の 方 法

を述 べ な さ い。
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内

G節

5.次 の 事 柄 は,プ ログ ラマ に とっ て どの よ うな価 値 が あ るか を述 べ な さい。

Dコ ン パ イ ラの 診断 機 能

iDト レース ・ル ーチ ン

m)コ ア ・ダ ン プ

iv)オ ペ レーテ ィ ング ・シ ス テ ム の診 断 機 能

6.最 近 の上 級 プ ログ ラ ミング言 語(例 えば ,ALGOL68,SIMULA,

PASCAL)に おけ る,デ ー タ構造 機 能 の 活 用法 につ い て論 じな さ い。

選 択 問題B:シ ス テム ・プ ログ ラ ミン グ

試 験 問 題2

次 の 中か ら3問 まで を 選ん で 解 答 しな さ い 。 完全 な2問 の 解答 に つ い て 採

点 します 。

所 要 時間:3時 間

1.「 適 切 に設 計 さ れ た オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ムで は ,ジ ョブ 制御 の 機

能 は 高 水 準 言 語 の 中 で表 現 す る こ とが で き るの で,ジ ョブ制 御 言 語 は無 用

で あ る。 」

あな た の 知 っ てい る例 ま た は反 対 例 を示 して,こ の主 張 につ い て論 じな

さ い。

2.手 順 言 語,マ ク ロ生 成 プ ログ ラム,リ ス ト処 理 言語,シ ミュ レ ー シ ョ ン

言 語 につ い て 比較 して 述 べ な さ い。

3.多 重 ア ク セ ス ・シス テ ムの応 答 時 間 の 意 味 を述 べ なさ い 。

遠 隔 ジ ョブ入 力,対 話 式 図形 端 末装 置 お よび通 常 の鍵 盤端 末装 置 を サ ポ

ー トす る シス テ ムの応 答時 間 に及 ぼ す 要 因 を説 明 しなさ い
。

4.「 大 規模 な デ ー タ ・ベ ー ス で は,情 報 の機 密保 護 を保 証 す る には 何 ら問

題 が な い。 そ れ は,誰 も使 わ ない と して もそ の ため の 手法 が存 在 す るか ら

で あ る。 」この こ とにつ い て論 じなさ い 。
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5.対 話 形 式 の 環 境 にお け る増 分 コ ンパ イル(incrementalcompilation)

で の 主 な問 題 点 を説 明 しな さ い。 また,そ れ らの 問題 点 を解 決 す る た め の方

法 を述 べ な さ い。 言 語 の 設 計 の 仕 方 が,増 分 コン パ イル の 問 題点 に どの程 度

影 響 を与 え るか述 べ な さい 。

選 択 問 題C:デ ー タ処 理 と情 報 シス テ ム

試 験 問 題1

次 の 中か ら4問 を選 ん で解 答 しな さい 。

所 要 時 間:3時 間

問 題 に よっ て は,フ ァイル の大 きさ や 部課 お よび 従業 員 の 数 な どにつ 吟 て適

切 な 仮定 を設 け る必 要 が あ ります か ら,そ れ を 明示 す る こ と。

1.あ る小 規 模 な会 社 では,客 先 向 け の特 殊 目的 の コ ン ピュ ータ ・シス テ ム を

製 造 を してい る。 各 シス テ ム は製 造 を開 始 す る前 に,価 格 が 契 約 さ れ て い る。

この会 社 で は,標 準 の ハ ー ドウェ ア と ソ フ トウェア は購 入 して い るが,標 準

外 の ハ ー ドウ ェア とソ フ トウ ェア は 自社 で製 作 してい る。 そ こで,製 造 に 関

す る予算 と監 視 の シス テ ム が 必 要 で あ る。

そ の 予算 ・監 視 シス テ ム の機 能 の仕 様 につ いて簡 単 に述 べ なさ い。

2.多 くの デ ー タ処理 シス テ ム で は,有 用 な機 械使 用 時 間 の50%以 上 を フ ァ

イル の 分類 に費 して いる。

そ の分類 に浪 費す る時 間 を 削減 す る には,シ ス テ ム を設 計す る ときに,ど

の よ うな点 を考 慮 した ら よい か 述 べ な さ い。

3.あ る コ ン ピ ュー タ製 造 会 社 は,最 近 こ う言 っ て い る 「我 々は今 や,

CODASL以 外 の デ ー タ ・ベ ー ス管 理 シス テ ムが 必要 で あ る 」。

これ につ い て論 じな さ い。

4.次 の そ れぞ れ の 違 ピ に つ い て 述べ な さい 。

i)パ ケ ッ ト(packet)ス イ ッチ ング と回路 ス イ ッチ ン グ

ji)時 分 割 マ ルチ プ レク シ ン グ と周 波 数 分 割 マ ル チ プ レク シ ング
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llD同 期 デ ー タ伝 送 と非同 期 デ ー タ伝送

5.オ ペ レーテ ィ ング ・シ ス テ ムは
,オ ン ラ イン ・シス テ ムに お け るデ ー タ の

機 密 保 護 と保 全 性 を保 証 す るた め手 段 を,シ ス テ ム分析 都 撤 して くれ る
。

この こ と を,2つ ま た はそ れ 以 上 のオ ペ レー テ ィ ング ・シ ステ ムに 関連 し

て 説 明 しな さ い。

6・ 線形 計 画法 を説 明 しなさ い。

次 の よ うな事 柄 に対 して,線 形 計 画 法 を 適用 で きる か ど うか 述 べ な さ い
。

そ の 理 由を 明記 し,何 らか の仮 定 を した と した らそ れ も述 べ る こ と
。

1)化 学 プ ラン トの 多種 の 製 品 の比 率 を補 正 す る ため に ,多 種 の原 料 の 比率

を あ る限度 内 で変 化 す る こ とが で きる。 原 料 の価 格 と製 品 の市 場 価 格 は決

め られ て い る。 この も とで,利 益 を最大 にす る。

的 型 紙 に応 じて布 地 を裁 断 して,衣 服 を 作 る。 この と き,無 駄 に な る布 地

を最 小 にす る。

の 学 童 給 食 で は,あ る栄養 分(た ん 白質 や 炭 水化 物 な ど)を 最 小 限 は含 ん

で い なけ れ ば な らな い。 い ろい ろ な食 物(肉 や 魚 な ど)に 含 まれ て い る こ

れ らの栄 養 分 は,そ の 値 段 と同 様 にわか っ て い る。 食 事 の経 費 を最 小 に す

る こ とが 望'ま しい。

選択 問題C:デ ータ処理 と情報 システ ム

試 験 問 題2

次の 中か ら3問 を選ん で 解 答 しな さ い。

所 要 時 間:3時 間

問題 に よっ て は 組 織 な ど につ い て適 切 な仮 定 を設 け る必 要 が あ りま す か ら,

そ れ を 明 示 す る こ と。

1.商 業 用 デ ー タ処 理 シ ス テ ム の分 析 と設 計 にお い て
,シ ス テ ム分析 者 は コ ン

ピュ ー タ を・どの よ うに利 用す べ きで あ るか 説 明 しな さ い
。

2.DP部 門 で の0&M(Organisation&Methods)の 役 割 を説 明 しな

一207一



さ い。

0&Mの 流 れ 図 は,事 務 手続 きを 記録 す るの に 使用 され る。 そ の事 務 の流

れ図 の2つ の例 を図 解 して説 明 しな さ い。

ま たそ れぞ れ の 流 れ 図 の利 点 を述 べ な さ い。

3.あ な た は あ る組 織 で,公 用 の デ ー タ の機 密 保 護 と プ ライ バ シ の監 視 役 に指

名 され た もの とす る。

そ こで の シス テ ム に,ど の よ うな 管理 機 能 を組 込ん だ ら よい か述 べ な さい 。

ま た,そ の管理 機 能 が 運 用 さ れ て い る こ とを チ ェ ックす る方 法 を述 べ な さ

い。

4.国 内 に 多数 の事 業 所 を もっ た組 織 で,人 事 記録 に基 づ い た情 報 シス テ ムが

運 用 さ れ て い る。 各 事 業 所 の 人 事 部 門 は,本 社 の 中央 の コ ン ピュ ー タ オ ン ラ

イ ンで結 ば れ る こ とに な っ た。

2つ の 異 っ た実 施 開 始 の 計 画 方 針 を述 べ なさい 。

・ ま た,そ れぞ れ の計 画 に お い て 必 要 な 資源,可 能 な適 用 分 野,利 点 と欠 点

につ い て述 べ な さ い。.

実施 活動 の チ ェ ック ・リス トも示 す こ と。

5.あ る部 門 で は,商 業 用 デ ー タ処理 業 務 の ため に,ミ ニ コ ン ピュ ー タ を導入

す る こ と を考 え て い る。

どの よ うな シス テ ム の 場 合 に,ミ ニ コ ン ピュ三 夕 を使 用 す る こ とが 問 題 の

解 決 とな るか 述 べ なさ い 。

そ の よ うな投機 をす る に あた っ て,こ の部 門 に助 言 す べ き こ とを述 べ な さ

い。

選 択 問 題D:上 級 プ ログラ ミング

試 験 問 題1

次 の 中か ら4問 ま で を選 ん で解 答 しな さ い。3問 に つい て採 点 しま す 。

所 要 時 間:3時 間
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■

1商 業 用 デ ー一夕処理 言 語 で あ るCOBOLで は
,DATADIVISIONを 使

っ て プ ロ グ ラム 中で使 用 す るす べ て の デー タ名 を宣 言 す る。DATA

DIVISIONの 意 味 論 が,デ ー タ名 と論 理 レコー ド域 内 の 変 位 との間 での

写像(mapping)の 概 念 を どの よ うに具 体化 して い るか を説 明 しな さい
。

次 のCOBOLプ ロ グ ラ ムの一 部 分 は,必 ず しも同 じ値 を出 力 す る とは 限

らな い。

DISPLAYA。

MOVEBTOC.

DISPLAYA

上 記 の プ ログ ラ ムが 異 っ た値 を表 示す る よ うな2つ の異 っ たDATA

DIVISIONの 一 部 分 を書 きな さ い。

ま た,DCOBOLで この よ うな こ とが で き る こ とを証 明 しな さ い。
■

また は,① こ う した使 い 方 を避 け るた めの プ ロ グ ラ ミン グ の標 準化 を述

べ な さいq

2.BNF定 義 が(直 接 的 ま た は間 接的 に)帰 納 的 集 合ーで あ るか ど うか を決定

す る た め の ア ル ゴ リズ ム を書 きな さい。

適 切 な例 を使 っ て 説 明 す る こ と。

3.値 に よる呼 出 し,参 照 に よる呼 出 し,名 前 に よる呼 出 し(代 入 呼 出 し)で

知 られ る うな変 数 の受 渡 しの 仕組 み につ い て述 べ な さ い。 そ れ ぞ れ が どの

よ うに適 用・され て い るか も概 説 しな さい。15年 の実 績 を照 ら して,

ALGOL60で のそ の 仕 組 み を評 価 して述 べ なさ い 。

4.最 近 の ほ とん どの汎 用 高 水 準 言 語 は ,ポ イン タ変 数 また は 参 照 変 数,す な

わ ち変 数 の 名 前(ま た は ア ドレス)を 値 と して もつ変 数 ,の 機 能 を もっ て い

る。

この よ うな変 数 の 必 要 性 を述 べ ,そ れ が最 近 にな っ て プ ログ ラ ミング 言語

に取 り入 れ られ る よ うに な っ た理 由 を説 明 しなさ い。

さ らに,こ の機 能 を提 供 す る に あ た っ て ,コ ン パ イ ラ作成 者 が 直面 す る問
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題点 を論 じな さ い。 ま た,そ の 際 に 不完 全 な 目的 プ ログ ラ ムが,不 必要 な情

報 を ア ク セス す る こ とを,ど の程 度 防 ぐ よ うに設計 す べ きで あ るか述 べ なさ

いo

ALGOL60ま た はFORTRANプ ログ ラマ が,ト リー構 造 を作 る よ うな

場 合 にポ イ ン タの不 足 を回避 す る方 法 を述 べ な さい。

5.プ ロ グ ラ ムの 挙 動 と プ ロ グ ラ ムの 組合 せ を理 論 づ け るた め の,プ ログ ラ ミ

ン グ言 語 局 面 に つ い て論 じな さ い。

6.a)次 の プ ログ ラ ム部 分 に つ い て 考 え な さ い。

A:S;

ifBthengotoE;

T;

gotoA
■

E:

"
whileBdoS"ま た は"repeatSuntilB"を 使 っ て,こ の プ ロ

グ ラ ム を 書 き 直 しな さ い 。 た だ し,gotoス テ ー ト メ ン トは 使 わ な い こ と。

b)ALGOLの"stepunti1"ル ー プ 制 御 要 素 は,"whileBdoS"

を 使 っ て 表 現 す る こ とが で き る 。 次 の ス テ ー トメ ン ト を,"w・lileBdoS"

を 使 っ て書 き 直 しな さ い 。

fori:=1steplunt日ndoU。

c)次 の ル ー プ を,ラ ベ ルEお よびgotoス テ ー トメ ン トを 使 わ な い よ

う に 書 き 直 しな さ い 。

fori:=1stepluntilndo

beginS;

ifBthengotoE;

end:T

E:

"
goto-less"で 書 き 直 した プ ロ グ ラ ム を,上 記 の も と の プ ロ グ ラ ム
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と比 べ て,次 の点 につ い て考 察 しなさ い。

Dも との プ ログ ラム と全 く同 じで あ るか ど うか

ii)よ り効 率 が よいか ど うか

iji)理 解 し易 いか ど うか

"
whileBdoS"k－ よび"repeatSuntilB"が,汎 用 高 水 準 言

語 の反 復 制御 の機 能 と して 十 分 で あ るか 否 か を論 じな さ い。

'

選 択 問題D:上 級 プ ログ ラ ミン グ 理論

試 験 問 題2

次 の 中か ら2問 を選ん で 解 答 しな さ い。

所 要 時 間:3時 間

1.「ALGOL68,PASCAL,PL/1,SIMULA67と い っ た 最 近 の プ ロ

グ ラ ミ ング言 語 は,デ ー タ構 造 の 分 野 に大 きな貢 献 を して い る。 」

これ らの うち2つ の言 語 に つ い て,こ の こ とを論 じなさ い。

2.プ ロ グ ラム設計,プ ロ グ ラム 開発,プ ログ ラム ・デ バ ックに お け る 「 トッ

プ ・ダ ウ ン 」手 法 につ い て述 べ な さ い。

3.汎 用 言 語 の必 要 性 と,そ の た め の コ ンパ イ ラに可 搬 性 を もたせ る た め の機

能 につ い て論 じな さい 。 ま た,そ の コ ンパ イ ラを運ぶ た め の経 費 につ い て 考

察 しな さ い。

4。 マ イ ク ロ ・プ ロ セ ッサ と分 散 プ ロセ ッサ が,将 来 の プ ロ グ ラ ミング言 語 と

そ の コ ンパ イ ラの 設 計 に 及 ぼ す と思 わ れ る 影響 につ い て論 じなさ い 。

5.「 反 復 帰 納 法 」につ い て説 明 しな さい 。 また,そ れ を応 用 して プ ログ ラム

の正 当 性 を証 明 す る 方 法 を述 べ なさ い 。

選 択 問題E:デ ータ処 理 の 管 理

試 験 問 題1

A節 か ら1問 と,B節 か ら3問 を選 ん で 解 答 しな さい 。A節 の 問題 は2倍 に
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採 点 します 。

所 要 時 間:3時 間

A節

1.あ な た のDP部 門 の要 員 が,英 国 コ ン ピュ ー タ協 会,全 国 コ ン ピュ ーテ ィ

ン グ ・セ ンタ,ユ ー ザ協 会,交 易 連 合 な どの外 部組 織 に,参 加 す る 場 合 の基

本 方 針 を述 べ な さい 。

2.プ ログ ラマ の生 産 性 向」二を ね ら うため に,現 在 実 践 され て い る方 法 を述べ

な さい 。

3.あ る大 学 で,コ ン ピュー タ に関 す る1年 間 の コ ー ス を開 催 す る に あたb,

助 言 を求 め て きた もの とす る。

そ の コース の 構成 と内容 の原 案 を述 べ な さ い。

B・ 節

4・ 中型 シス テ ム を運 用 して い る部 門長 で あ るあ な た は・ ユ8
、ヵ 月以 内 に100

マ イ ル離 れ た場 所 にそ の シ ステ ム を移 動 す る こ と を通 告 され た もの とす る。

そ の ため の活 動 計 画 を立 て る に あ たっ て,考 慮 すべiきチ ェ ック ・リス トを

書 き な さい 。

ま た,上 層 管理 者 に よっ て議 論 され るべ き事 柄 を説 明 しな さ い 。

5.DPシ ス テ ム を分 析,設 計,導 入 す る ため に 必要 な シ■ テ ム評 価 とプ ログ

ラ ミン グ作 業 の方 法 を述 べ な さ い 。

6.「 ユ ーザ 部 門は,自 分 た ちの た め に 行 な われ て い る 作業 の 真価 を,評 価 で

き る よ うに す べ き で あ る。 経 費 ・利 益 計 画 を 作成 し,プ ロ ジ ェ、ク ト管 理 の一

環 と して監 視 す べ き で あ る 」(BCS.(英 国 コ ン ピ ュー タ協 会)・実 施要 綱1

・3節)

プ ロ ジ ェク ト管理 と運 営管 理 の 両 面 か ら,こ の意 義 につ い て説 明 しな さい。

τ あなたは・ 中型 コン ピー ータの システ ムお よび だ ノラ ミンの 管酷 で

あ るとす る。 訓練担 当者が,要 員訓練 に必要 な次の点 に関 して,あ なた に意

見 を求 めて きた。
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,

声

i)訓 練 の 種 類

ii)こ の訓 練 の実 施 法 の評 価

これ に対 す る意 見 を述 べ な さ い。

8.次 の 中 か ら3つ の項 目を選 ん で ,簡 単 に説 明 しなさ い。

i)コ ン ピュー タ ・サ ー ビス の提 供 の めの 契約

の 採 用 面 接

m)コ ン ピュー タ施 設 の 防火 対 策

iv)コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス の 使 用 料 金 の賦 課

V)コ ン ピュ ー タ操 作 員 の福 祉計 画

選 択 問 題E:デ ー タ 処理 の 管 理 ・

試 験 問 題;2

次 の 中 か ら2問 を選 ん で 解答 しな さ い。

所 要 時 間:3時 間

1.あ な たは,広 範 囲 な デ 「 タ処理 を行 な?て い る大 きな部 門 のDP管 理 者 の

後任 畷 近 なった もの と 巳 す・ 前任 の管理者 の もとで な立 ていたでた ら

め の標 準 を改 善 す る た め に,あ な た は 「標 準 担 当 者 」を定 め る よ う努 め て い

る。 あ な たが業 務 報 告 す る管理 サ ー ビス管 理 者 は,標 準担 当 者 の役 割 と期 待

す る成 果 と,組 織 に 対 す るそ の成果 の重要 性 を述 べ た提 案 書 を 要求 して い る。

こ の提 案 書 の 草 稿 を書 ぎな さ い。

(管 理 サ ー ビス 管理 者 は,DP業 務 につ い て知 っ て い る もの とす る。")

2.コ ン ピュ ー タ ・プ ロ ジ エグ トでは ,プ ロジ ェク トtrチ ー ム を編成 す るら そ

の チ ー ムの 構成 は,プ ロ ジェク トの進 行 に 伴 っ て変 化 し,プ ロ グ ラ÷,分 析

者,そ の他 の要 員,時 と して ユ ー ザ部 門 の 部員 な どを含 む。'

これ に伴 う組 織 上 の 問 題点 を述 べ なさ ら。

3.コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの 機 密 保 護 を守 る ため め ,管 理 方針 と実施 策 につ

い て概 説 しな さ い 。
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4.最 近 の マー ケ テ ィ ン グ概 念 を,コ ン ピュ ー タ製 品 とサLビ スの 市場 に関 し

て論 じな さ い。

5.在 庫 管理 の一 般 的 な原則 を述 べ な さい 。 ま た,こ の 原 則 をデ ー タ処 理 部 門

で の消 耗 品 の管 理 に 適 用す る方 法 を説 明 しなさ い。

選択問題F:数 値解析

試 験 問 題1

次の中か ら3問 を選 ん で解答 しなさい。

所要時間:3時 間

1.次 の ような行列Aが ある。

Gil)
第1列 が 単 位 ベ ク トルelと な り,・'rV－丘ル が上}lessenberg形 式 で対

角 要 素 がす べ て1と な る よ うな,下3角 行 列Mを 求 め な さ い6

行 行 列Aは,積.乙 丑 に分 解 で き る。 こ こで,Lは 単位 下3角 行 列 で あ りjR

は上3角 行 列 で あ る。 行 列 積R.乙 もま たAと 同 様 な 行 列 に な る こ と を,証 明

'し左 さ い
。 また,こ の こ とを応 用 して,Aの 固 有 値 を計 算 す る ため の 正 統 的

なLRア ル ゴ リズ ム を導 き出す 方 法 を,簡 単 に述 べ なさ い。

そ の よ うなア ル ゴ リズ ム に対 して,次 の 非 難 が 指摘 され てい る。

Dあ る状況 で は 不 安 定 で あ る。

iD計 算 の 各 ス テ ップ で,ぼ う大 な計 算 時 間 を要 す る。

iiD.な か なか 収 束 しない。

これ らの欠 点 を実 際 的 に 改 善 す る方 法 を述 べ な さい。

2.関 数f(x)は 連 続形 で,〔-1,1〕 の 区 間 で単 一 の 値 を もつ。 ま たpn

園 は,次 の 関 係 を満 足 す る π 次 の 多項 式 で あ る。
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f(Xi)一 ρ ・@・)一 ・Llz-,…
,・ … ・n+・ ・

-1Sgx1<x2<…<X
n十1<Xn十2≦1

L・=m・xlf@)一)V。1・`)1.

⑳ ε 〔-1,1〕

次 の 関 係 を満 た すn次 多 項 式qn(x)は,存 在 しな い こ と を 証 明 しな さ い 。

m・xlf@)-9。@)1<L.

xε 〔Tl,1〕

も し,ノ ㈲ が(ra+1)階 の 導 関 数 を も ち,n次 多 項 式.ρ π園 が,〔-1,1〕

のn+1個 の 点2iii,Z=0,1,…,n,に お い て)n(～ 出る)=f(読)で あ れ

ば,次 の関係 が成 り立つ もめ とす る。

)n(x)==f(x)一 π(x)fn+1(ξ)/(n+1)/

こ こ で,π(x)三(x－ ㌃ ・)(x－ ㌃1)・ 一■(x－ ㌃n),ξ は(x'va関 係 して)

-1≦ ξs91

maxlπ(X)1は,π'(X)・ ・`2-nTn+1(x)の と き最 小 と な る こ と を 証 明

し な さ い 。 ま た,そ の と き のx∈ 〔-1,1〕 を 使 う と,次 式 が 成 立 す る こ と を

を 証 明 しな さ い 。

芸,i=0,1…,nl'i;n(X)-f(X)lsgM.+、/2n(n+1)/

こ こ で,Mn+1-m。xlf(・+1)(。)l

X∈ 〔-1,1〕

さ らに,∫(¢)の 最 適 な近 似 解 を 計 算 す る ア ル ゴ リズ を 簡 単 に 述 べ な さ い 。

3行 列Cは 次 の 要 素 を も ち,他 の 要 素 は す べ て ゼ ロ で あ る 。

Cが=,αii=1,2,…,?2

Ci,i+1=Ci+1,i=ldgi+1τ=1,…,n-1

次 の 回 帰 式 を 使 っ て,Cはp.と して 計 算 で き る こ と を 説 明 し な さ い 。
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上 記 の回帰 式 を,浮 動 小 数 点 演 算 を備 え た デ ィ ジ タル ・コ ン ピュー タ で 計

算 す る もの とす る。 そ の 四則 演 算 の 相対 誤 差 は ≦2-tで あ る 。

そ こで計算 さ れ るCの 行 列 式 は,次 の よ うな要 素 を も っ た 行 列C'の 行 列

式 と一 致す る こ とを示 しな さい 。

α 三 一 α。(・+E、),β 三一 β 。(1+E・)

こ こ で,(1-2-`)2・ ≦1十E1≦'(1+2-t)2

〈 ・-2-`)3/2S9、+E,9(1+2"t)3/2

行列0の 区 間(・ ・b)で の最大の固有値kfr・bる 擬 された瀧 で 計

算す るた めの方法 を簡単 に説 明 しなさい。

λ・ は・ 行 列9の 真 鯛 有値 に非 常'に近 い 近似値 誇 るとずる・ベク ・・レ・
、

は・ ゴ、の ある趣 つ い て 方程 式(CrRA∬)鋤 一 δ・・.を 満 足 す る・ こ こで ・

θ」は1の 第 元列 で あ り,δ は小 さ い とす る。XAは,ん に関 す る固 有 ベ ク

トル の ζ)近似 に は 必 ず し もな らない理 由 を説 明 レな さい 。
,

また,の を 計 算 す る方 法 を考 え な さい。

・・ 関 数fは,n個 の変 蜘bX・s-・:,Xnの 開数 で あ る.

曲線x+tξ,一 ・C<t〈+。C,上 で,fが 最 小 と な る点 を求 め る方 法 を

求 べ な さ仏。 亡 こでj'x≡(Xl,x2,∴ ∴,Xn)お よび ξ≡(ξ1,ξ2,…,ξn)

は.与え られ て い る もの とす る。

また そ の方 法 は,ど の よ うな ときに最 小 値 が 求 ま らない か,あ るい は有 効

でないか を述べ な さい。

2次 関数

∫(x)i・ α+b㌦+xTAx

が,平 行 線c+tξ,d千tξ との間 で最 小 とな る点 をそ れ ぞ れx(')とx(2)

とす る と,次 式 が 成 り立 つ こ とを証 明 しな さい。・
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卜

ξTA(x(1)_x(・))_o

Powe11の 共 役 方 向 法 を 簡 単 に 述 べ な さ い 。 ま た,そ の 方 法 を 使 っ てn個

の 変 数 を も っ た2次 関 数 の 最 小 と な る 点 は,n回 反 復 に よ っ て 求 め られ る こ

と を 説 明 しな さ い 。

5.T。(x)をCebysevのr次 多 項 式 と し た と き
,次 式 を 証 明 し な さ い 。

i)2xTr(X)=T,+,(X)+Tr_1(X),r≧1

ii)∫T・(x)dx-÷(lfi/1・ll-1!'
、(x)τ 宍))・r>・

÷ τ・(・)',・ 一 ・

T,(X)・ ,r=O

y(x)が 次 の微 分 方 程 式 の解 で あ る とき,y(x)はxの 偶 関 数 で あ る こ と

を証 明 しな さい。

・穿 ・gg・ ・6・,一 ・

ただ し・ ・一 ・の とき・一 ・お よび 器 ・ とす る・ ま垣 が次の よ うな

Cebysev級 数 で ある と き.tそ の近 似 式 を求 め る 方法 を述 べ な さい。

N ,
Y(X)一 Σd,。T,。(X)-1SgX≦1

γ=O

ノ

(Σ は,初 項 を2分 した もの の総 和 を示 す。)

上 記の 方法 で,」V=2と した とき を示 しな さい。 ま た,こ の 微 分 方 程 式 の

摂 動 ま た は,そ の積 分 形 式 を求 め な さ い。

6・ 関数U(…)は ・正 方領脚 ≦ 蒼 … ≦ 〆 ・で次O偏 微分嬬

式 を満足す る。

・…籔+鐙 ≡∫(
…)
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また,uは この領 域 の境 界値 が 一与え られ てい る もの とす る。 大 きさh(=1/

N)の 正 方 メ ッシ ュ を導 入 して,点(Xi,yノ)≡(iん,ゴh)に お け るuの

値 を 脇 ゴと した と き,次 の有 限 差 分方 程式 を求 め な さい。

。 、+1,、+%ち 、+1+叫 、+。 、,、.一 ・均 －h2fiゴ+Tiゴ ・1

1≦ る,元 ≦ 」V-1

こ こで,τ τゴは 局所 打 切 り誤差 とす る。、

蛯 剛 卿 立つこζを示レなさい・

T・」一 が4(;2+1穿}+・(h・)'

た だ し,(Xi,y元)に お け る偏 微 分 係 数 は 計 算 で き る もの とす る。

打 切 り誤 差 を無 視 す る もの と して,1Vが 大 きい 場合 の この有 限 差 分 方程 式

を,コ ン ピュ ー タ を使 って 解 ぐた めの 反 復 法 を述 べ な さい。

7.関 数%(x,y)は,次 の偏 微 分 方程 式 を満 足 す る。

・舞 ・ 陽 一・1:

こ こで,a;'b,cは,'9,y,2iの 関数 で あ る。一

特 性 曲 線 の方 程 式 と,そ こに お け る%の 変 分 は,次 の 常 微 分 方 程式 で与 え

られ る こ とを 示 しな さい。

dxdydu

αbc・./t

これ らの特 性 を使 って,区 間0≦y≦ β に お け る次 式 の数 値 解 を計 算す る

方法 を,詳 細 な 流 れ 図 を使 って説 明 しな さい。

%一 荒 ・(x十y);:一 ・ ・一 … ≦ ・≦ ・・ら とき%一 ・

ま た,そ の解 の精 度 を調 べ る方 法 を述 べ な さ い。

一218一



B

レ

8.Fredholm積 分 方 程 式,

∫'b・(、c,晒)晦 一∫(x)・,(x)
α

を,メ ッ シ ュ ¢ゴ=α+元h,元=0,…,ATwithhニ(b－ α)/.iNt

カ

と・求積公式h∫'F(・)晦 ヤ ・+F1+…+脳 弓F品
α

を使 って 計算 す る方 法 を述 べ な さ い。 こ こで,Eは 次 の よ うな差 分修 正 項 で

あ る。 ・ .':㌧

E-《 三7・ 却2+…)F

,・+(",、aTS・T,'212+…5'F・

次 式 が 与 え られ ・Eに 最 初 の 差 分項 だ け をttttj's、

・一 ・・b・ 一'・・K(四)-
X+;・ …(F)一 ・・4-・ 、

含 め た と ぎ,Fo,…,FNを 求 め る ため の 連立 方程 式 を使 って,・上 記 の 計

算 をす る方 法 を示 してな さM。(連 立 方程 式 を解 く必 要 は ない。)ま た,ど の

程 度 の 精 度が 得 ら1れる か述 べ な さ い。

選 択 問 題F:数 値 解 析

試 験 問 題2

次 の 中か ら2問 を選ん で解 答 しな・さい。

所 要 時 間:3時 間

1.離 散 したn個 のx、,ah2,…,Xnに おけ る,関 数 ノ園 の値 を示 した デ ー タ

が あ る。

ノ㈲ の 近似 式 を 求 め るた め の,種 々 の方 法 を述 べ な さ い。

ま た,そ れ らの 方法 の 評価 基 準 と,利 点 お よび 欠 点 につ い て論 じな さ い。

そ こで の考 慮 点 と,ア ル ゴ リズ ム の選 定 との 関 係 を説 明 しな さ い。

2.後 退 誤 差 分 析 の意 味 を,簡 単 に説 明 しな さ い。 行 列Lは 下3角 行 列 で あ り,
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そ の 要 素 はIZの1_〈 ∫ とす る。 算 術演 算 の 相 対誤 差 の 限 界 が2-tで あ る コ

ン ピュ ー タ を使 っ て,方 程 式Lx=bを 解 く もの とす る。 そ こで 計算 した 解

Xは,(・ 乙+δL)X==6を 満 足 す る こと を示 しな さ い。 た だ し,

川 δLH。 。=0(n2)f2"-tと す る。

方 程式Ax=6は,次 の手 順 で 解 く こ とが で き る。

DLU=互 とな る よ うな 係 数 行 列Lと σ を用 い たGaussの 消 去 法 を使 う。
　

ここ でAは,Aの 行 を 買摸 した もの で あ る。

iDL夕=τ を解 く。 τ は,6の 対 応 す る要 素 を置換 した もの で ある。

iii)Ux=yを 解 く。

こ うして計 算 したLとUは,←A+E)=Lσ を満 足 す る 。 こ こ で,

iIEI』 。=0(n2)92.-tで あ り,yは 消 去 の す べ ての 手 順 に お い て ノ4に 表

わ れ るモ ジュ ラス の 最 大 値 で あ る。 求 まっ たXは,あ る δ4に つ い て

(A+δ 』)X=6を 満 足 す る こ と を,証 明 しな さい。 こ こ で,

II伽411。 。=0(n3)Y2-tと す る。 ま た,1番 目の手 順 が エ ラー な く実 行

され た と して も,こ の 方 法 で は 計 算 が 停 止 して しま うこ と を示 しな さい。

コ ン ピュ ー タが ,内 積 を倍 精 度 で計 算 した 場 合,llδ ・41』。=0(n2)夕2-t

とな る こ とを示 しな さ い。 ま た この 場 合 には,2番 目,'3番 目の 手 順 が エ ラ

ー な く実 行 され た と して も
,計 算 が 停止 す る こ とを示 しなさ い。

倍 精度 の場 合 に,1番 目の 手 順 を どめ よ うに 修 正 す べ きか 述 べ な さい。 そ

の ときllδA目 。。 は ど う変 わ るか 示 しな さ い 。

3.線 形 計画 法 の双 対 定理 の重 要 性 を述 べ な さ い。

次 の 主 問題 に対 す る;非 対 称 双対 問 題 を記 述 しなさ い。

Ax=6お よび ≧0,の も とで ,f=oT`vを 最大 に す る。

上 記 の 主 問題 を解 くに 当っ て,BXB=6と な る よ うな 基 底 可能 解 αr'Bと
ム

基底 行 列Bが 与 え られ て い る もの とす る。 通 常 の 単体 法 を 使 っ て,」9念 炉 ム
ム

とな る よ うな新 しい基 底 行 列8に 関 す る,基 底 可 能 解 会8を 求 め る こ とが で

き る。
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B=EB-iで あ る こ とを証 明 しな さい。 こ こでEは,1と1列 だけ 異 な

る行 列 で あ る。

単 体 法 の 基底 行 列 の 逆 行 列 を求 め る ため の 計算 手法 と して ,上 記 の再 配置

を どの よ うに応 用 で き るか 簡単 に述 べ なさ い。

ユ ー ザ に提 供 す る総 合 的 な 線形 計 画法 の パ
ッケ ー ジに 必要 と思 われ る機 能

を～ そ の理 由 もあげ て,述 べ な さい。 ま た,そ の パ ッケ ー ジで は どの よ うな

問 題 解 決 法 を採 用 す るか を詳 し く説 明 しな さ い。

4.次 の 非 線形 境 界値 問題 につ い て,考 え な さい。

　

芸 一 ∫(x・y・y'『),`・ ・9・'・ ・;6,

X=α お よびX=6の と き,yの 値 は わ かっ てい る もの とす る。

この 問題 の 解 が 存在 す るか ど うか を,数 値 的 に 調 べ る方 法 ,も し存 在 す る

と した らそ の 近 似解 を求 め る方法 を述 べ な さ い。

この 問題 を解 くため の 方 法 を2つ あげ,そ の 両者 を比 較 して述 べ な さい
。

た だ し,次 の方 法 の うち一 方,ま たは 両 方 を含 め て も よい。

D微 分 方 程 式 を解 く際 の,初 期 値 の決 定 に基 づ い た方 注。

ii)Cebysevの 多項 式 で表 わ した,解 析 的 な 近 似 解

そ れぞ れ の 方法 が 使 え る状 況 と,そ こでの 問題 点 を も言 及 す る こ と。

5.時 間t,円 柱 軸 か らの 距 離 γに おけ る温 度 ω(r
,t)は,次 の微 分 方程

式 を満 足 す る。

∂ル ∂'W1∂ ・to

∂t='∂r2+r∂T・OS9「 〈1・ 舌≧0・

こ こで,t=0,r20の と きte==1,

∂ ㊧
「=O・ ⇔0の とき∂

。-O・

1∂tO
アr1・ ⇔0の と き

ω ∂7--f(t)た だ し,f(の ・
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rの 大 きさhと,tの 大 き さkの メ ッシュ を使 っ て,数 値 解 を計 画す るた

め の 陽的公 式 と陰 的 公 式 を比 較 して 説 明 しな さ い。 両 者 の 公 式 を,精 度 と計
ゆ

算時 間の 面 か ら言 及 す る こ と。 ま た,数 値 的 に安定 す る範 囲 内 での,ん/ん 幽

の 限 界値 を求 め な さい 。

6.次 のFredholmの 同 次積 分 方 程 式 の,固 有 値 と固 有 関 数 は 実 数 で あ る こ

とを証 明 しな さ い。 ま た,そ れ ぞ れ の固 有値 に対 応 す る固 有 関 数 は,直 交 関

数 で あ る こ とを証 明 しな さい 。

　

∫ ≒+、 ∫卿 一禰 ・
0

求積 法 に よ りこの 積 分 方 程 式 の 解 を計 算す る 方法 を述 べ な さ い。 そ の方 法

に よる と,ど の よ うな 固 有 値 と固 有 関 数 が,最 も正 確 に 求 ま ります か。

2番 目の解法 と して,核1/(x+'y+1)を.X∠Yi(x)Yi(:lt),の ご とき

分離 核 で近 似 す る こ とを使 っ た 方 法 を述 べ な さい 。

以 上 の2つ の 方 法 を,比 較 して 論 じな さい 。

選 択 問 題G:コ ン ピ ュ ー タ援 用設 計(CAD)と 連 続 系 シ ミ ュレ ー シ ョン

試 験 問 題1

この 問題 は,新 しい要 網 に も とつ い て 作成 した もの で す。

次の 中か ら5問 を選 ん で 解 答 しな さい 。

所 要 時 間:3時 間

1.ア ナ ログ ・デ ィ ジ タル 変 換 器 の ブ ロ ック線 図 を書 き な さ い。 タイ ミ ングの

図 も書 い て,そ の 動 作 を説 明 しなさ い。

そ れぞ れ の ブ ロ ック の 回路 図 を,簡 単 に書 き な さ い。 ま た,そ の変 換 器 の

変換 速 度 と,精 度 の 限 界 を示 しな さい 。

2.「 ハ イ ブ リ'iド 環 境 で は,割 込 み に関 す る問 題点 は ほ とん ど無 い が,管 理

上 の 問題 が い くつ か あ る。 」

一222一



[

`

あ な た の知 っ てい る ハ イ ブ リッ ド ・シス テ ム につ い て,上 記 の こ とを論 じ

なさ い。

3.ア ナ ロ グ ・コン ピュ ー タの 診断 保 守 を行 な うた め の,デ ィジ タル ・コ ン ピ

ュ ー タの プ ログ ラムの 流 れ 図 を書 き な さ い。 そ こで検 査 す る要 素 は,電 位 差

計,加 算 器,積 分器,乗 算器 とす る。

4.可 変 の振 幅 お よび 周 波 数 の,3角 波,方 形波,正 弦 波 を生 成 す る に は,波

形発 生 器 が 使 わ れ る。

そ の た め の ア ナ ロ グ式 発生 器 の,ブ ロ ック線 図 を書 き,動 作 を説 明 しなさ

い 。

デ ィジ タル ・ア ナ ロ グ変 換器 を使 っ た デ ィ,ジ タル 方式 で,同 様 な機 能 を得

る方 法 を述 べ なさ い。 ま た,デ ィ ジ タル 方式 の利 点 と限 界 を述 べ な さ い。

5.8段 デ ィジ タル ・シ フ ト ・レジス タ を使 っ た,ア ナ ログ式Gaussi雑 音 発

生 器 の 回 路 を書 き なさ い 。

(低 域 あ るい は 高域 フ ィ ル タは,回 路 図 で は単 に 「箱 」の ま ま で表 わ して

よい 。)

6.あ るCRT表 示 シス テ ム は,次 の ハ ー ドウ ェア機 構 の一 部 あ るい は す べ て

を もっ て い る。X-Yデ ィジ タル ・アナ ログ変 換 器,多 段輝 度,制 御 機 構,

計 数 機 構,目 盛 り機 構,文 字 生成 器,ベ ク トル生 成器,記 憶 装置,処 理 装 置 。

そ れ ぞ れ の機 構 に つ い て,費 用,速 度,融 通 性,お よび適 用 分 野 との 関 連

で論 じな さ い。

7.図 形 入 力 装 置 の 動作 原 理 を述Nな さ い 。

そ うい っ た装 置 を,図 形 表 示 装 置 と関連 して使 用 す る方法 を,例 を示 して

説 明 しな さ い。

ま た,そ こで必要 な 割 込 み 処理 と,制 御 機 能 につ い て述 べ な さ い 。

8.あ な たが 使 っ た こ との あ る,科 学 ま た は技 術 の 設計 援 用 パ ッケー ジに つ い

て 述 べ な さ い。 そ れ を 使 うため の作 業,入 力仕 様,出 力 の選択 お よび 設 計 す

る人 に もた らす 効果,な どにつ い て も言 及 す る こ と。
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手 作 業 に比 べ て,、そ のパ ッケ ー ジの もた らす 利 点 をあげ な さ い。 ま た,あ

なた が 使 っ て感 じた 問題 点 と意 見 を述 べ な さ い。

9.集 合 確 率 分 布 解 析 器 の ブ ロ ック 線 図 を,書 き な さ い 。

1α パ ル ス に同 期 して,あ るア ナ ログ雑 音 信号 が 反 復 して 発生 して い る。 信 号

・雑 音 比 を改善 す る た め に ,デ ィ ジ タル ・コ ン ピュ ー タでそ の 信号 を収 集 し,

.平 均 化 す るだ め の ア ル ゴ リズ ム を述 べ なさ い。

これ を汎 用 ミニ コ ン ピュ ー タ で行 な うに は,ど の よ うな特 殊 ハ ー ドウ ェア

が 必 要 で あ るか 示 しな さい。

流 れ 図 を書 い て,変 数 の設 定 を行 な う初期 設 定 手 順 を示 しな さ い。

割 込 み 処 理 に関 連 して,サ ン プ リン グ時 間 の 問 題 を簡 単 に述 べ な さ い。

11.サ ンプ リン グ に関 して 次の 誤 差 の 発 生 源 の うち ,4つ 選 ん で簡 単 に説 明 し

な さ い。

i)A-Dお よびD-A変 換 器

ii)ゆ が み(Skewing)

liD量 子 化

iv)折 返 し(Folding)

V)時 分 割

VDピ ケ ッ ト囲 み 効果

選 択 問 題G:コ ン ピ ュー タ援 用 設 計(CAD)と 連 続 系 シ ミ ュ レ ー シ ョン

試 験 問 題 ・2

この 問 題 は,新 しい 要 綱 に も『とつ い て 作成 した もの で す。

次 の 中か ら4問 を選 ん で解 答 しなさ い。

所 要 時 間:○ 時 間

1.計 装 の 分 野foよ び 高 性 能 ハ イ ブ リ ッ ド ・コ ン ピュ ー タへ の 適 用 に合 っ た,

演 算 増 幅 器 の 回 路 設 計 につ い て概 説 しな さい。

そ の回 路 の 動 作 も説 明す る こ と。 そ れ ぞ れ の 適 用 分野 の環 境 に おい て,
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期 待 で き る性 能 につ いて 言 及 しな さ い。

2ハ イ ブ リッ ド ・コ ン ピュー タで宇 宙空 間 問 題 を 解 く多 くの場 合 は
,3次 元

の 座 標 変 換 を行 な う。

3つ の 直 交角 度 か ら,9方 向 の 余 弦 を生 成 す る ため の ア ナ ログ変 換 法 を述

べ な さ い。

そ の 方式 に おけ る誤 差 の発 生 要 因 ,お よび そ れ に よっ て生 じる結 果 につ い

て 論 じなさ い 。

直 交 お よび正 規 性 を適 用 す る こ との利 点 と欠点 を述 べ なさ い。

この よ うな計 算 を,高 い 精 度 で デ ィ ジ タル 方 式 で行 な う方法 を示 しな さ い
。

何 か特 別 な事 前策 や 手 法 が 心要 で あ れ ば,そ れ も言 及 す る こと。

3.ア ナ ログ ・コ ン ピュ ー タか ら出力 され る関数f(t)を
,ア ナ ログ ・デ ィ ジタ

ル 変換 器 で観 察 す る もの とす る
。 この 関数 と独 立 変 数 εをサ ン プ リン グ し,

げ(t)-fi(ti)1=A(定 数)と な る と きの両 者 の 値 を記 憶 す る。後 で コ

ン ピ ュー タ で処 理 して ,こ の 関数 を再現 す る。

これ を行 な うため の 方 法 を述 べ なさ い。

4.図1に 示 す シス テ ムの 状態 変 数 方 程 式 を示 し
,そ れ が 不安 定 な シス テ ム で

あ る こ とを 示 しない。

図 ・1

こ の シス テ ム を安 定 させ る方 法 を述 べ な さ い。
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5.ア ナ ログ ・ハ イ ブ リ ッ ド ・シ ミュ レー シ ョン を改 善 す るた め の,次 の 方法

に つ い て説 明 しなさ い。

i)摂 動 法

加 パ ラメ トリック感 度 解析

iiD自 動 再 ス ケー ル

6,「 動 特 性 問 題 をデ ィジ タル ・コ ン ピュ ー タ で解 くに は,ブpッ ク構 造 シ ミ

ュ レー シ ョン言 語 を使 う よ りも,数 値 解 析 の特 殊 目的 プ ログ ラ ムを作 っ た方

が よい 。 」

こ の こ とにつ い て,意 見 を述 べ な さい 。

7.コ ン ピュ ー タ図形 処 理 に 関す る次 の項 目 の 中か ら,3つ を選 ん で 説 明 しな

さ い 。

D表 示 画 像 フ ァイル

lD再 生

iii)か くれ 線 の 問題

iv)窓 信 号

V)回 転

&コ ン ピュー タの設 計,組 立 て,注 文 を処 理 す るた め の シス テ ム の機 能 を,

流れ 図やそ の他 の方法 を使 って説 明 .しな さい。

㌘ 過程『 る亘酬 ⌒ と≡ 竺⌒ 関して述べな
時 間 お よび 人 力 の 節 約 を もた らす たあ に,コ ン ビL－ 夕,ソ フ トウ ェア,

数 値 制 御 機 械 に投 資 す る場 合 に,ど の よ うな こ とを行 な っ た ら最 も有益 で あ

る か述 べ な さい。

9・ プ リン ・回路基板 の 自動 臓 日勤 旗 を1つ あげて・その願 を詳 しく

述 べ な さい 。

自動 回路 配 線 の 際 の,基 板 の大 きさ,接 続 端 子 と集 積 回 路 の数 量,そ の他

の素 子 の数 量 の 標 準 化 に 関 す る 問題 点 を論 じな さ い。
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10.あ る デ ィ ジ タル信 号 の16個 の ブ ロ ック の連 続 平 均 ス ペ ク トル を計算 す る

た め に,信 号処 理 用 の コ ン ピュー タ を使 っ て い る。 この デ ー タは あ る シス テ

ムか ら,リ ア ル ・タ イ ムで収 集 され ,平 均 ス ペ ク トル を分 析 して,そ の シス

テ ムへ の 制 御情 報 と して フ ィー ドバ ックさ れ る。

こ こで 必要 とな る処 理 の流 れ 図 を書 きな さ い。

さ らに,操 作 員 は デ ー タ とスペ ク トル を表 示 出 力す る必 要 が あ る。 そ して

コ ン ピュ ー タ と対 話 型 式 で表 示 変 数 を選 択 し,制 御 目標 を修 正 して,出 力 を

指 令 す る。

この シス テ ム で の種 々 な事 象 の 優 先順 位 につ い て述 べ な さ い。 ま た ,こ の

種 の高 速,リ ア ル ・タイ ム,対 話 式処 理 を行 な うた めの オ ペ レ ーテ ィ ング ・

シス テ ムの 要件 を述 べ な さ い。

ILあ るデ ィ ジ タル ・コ ン ピュー タで,2チ ャ ネル の アナ ロ グ ・デ ー タをサ ン

プ リング し,そ れ らの 相 関 を計 算 して い る。

相 互千 渉 を避 け るた め に,次 の よ うな フィル タ を使用 した場 合 の,利 点 と

制 約 につ い て論 じな さ い 。

1)活 用 ア ナ ロ グ ・フ ィル タ

iDソ フ トウ ェア ・デ ィ ジ タル ・フ ィル タ

4次 活 性 フ ィル タを通 して か ら,10KHzで サ ン プ リング を行 っ た後 ,10

ビ ッ トの 精 度 に変 換 す る もの とす る。 相 互千 渉 を避 け るた め の この フ ィル タ

の 限 界 周 波数 を示 しな さ い。 必要 とな る前提 も説 明す る こ と。

12.図2に 示 す よ うな回 路 にお い て,不 必 要 な極 を取 り去 るた め に ,カ ス ケ ー

ド ・サ ン プル ・デ ー タ補 償 フ ィル タD(z)を 適 用 で きる こ とを証 明 しな さい 。

図2
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た だ し,H(S}は ゼ ロ 次 ホ ー ル ド回 路

(∬(S)-1一 θ≡o　 プ と し・Gy(S)-ft.
+,)と す る・

(

、
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資 料4.3.1

シ ス テ ム 分 析 試 験 委 員 会

ナ シ ョナ ル ・コン ピ ュー テ ィ ン グ ・セ ン タ ー(株)

シス テ ム分析 に お け る基 礎 能 力証 明書 に 関 す る

試 験 規 則

ロ ン ド ンW.1

ボ ー ラ ン ド ・ ブ レ ー ス29

1976年



・

、



卜

試 験 の 概 要 と規 則

この試験 概 要 では ナ シ ョナル ・コ ン ピュ ー テ ィン グ ・セ ン ター(NCC)の

ンス テ ム 分析 に関 す る6週 間 の 基 礎 コー ス に つ い て説 明 して い る。

この 試 験 の合 格 者 に は ンス テ ム分析 に 関す るNlC.C.の 基 礎 コー ス 修 了 証

明書 が授 与 され る。 この修 了 証 明書 は,ナ シ ョナル ・コ ン ピュ ー テ ィ ン グ ・セ

ン ター と コ ン・ピュ一 夕教 育 試 験 に 関す る英 国 調整 委 員会 とが共 同 で,授 与 す る

もの で あ る。

個人 や組 織 が,当 ナ シ ョナンレ・・'=ン ピュー テ ィ ング ・セ ン ター が 提 供す る基

本 シス テ ム ・』パ ッケー ジ を所 有 した と して も,そ の こ とが,該 当す る個 人 や 団

体が 開 催 した コ ース で 学 習 した 志 願 者 を試 験 す る こ とに 関す る同 意 を与 え た

こ とに は な らな い。'1976年5月

1.規 則

1.こ れ らの規 則は,英 国 内 で提 供 され る コー ス に基 づ き,英 国 内 で 実 施 す る

試験 に適 用す る。 英 国以 外 で提 供 され た コー ス で学 習 した志 願 者 が,英 国 外

あ るい は英 国 内 で試 験 を受 け た い と希 望 し,そ れ が委 員会 の 試験 官 に 受 理 さ

れ た場 合 に は,特 別 な追 加 め 規 則 と条 件 とが適 用 され る。 試 験 を行 な うす べ

て の コー ス は,前 もっ て 特 定 の 承認 を当委 員会 か ら得 な け れ ば な らな い。

(手 引 き一6参 照)

1.1は じめ て コー ス の 提 供 を予定 し,か つ 当委 員 会 で そ の コー ス の 受 講 生

を 試験 す る こと を希 望 す る組織 は いず れ も,コ ー ス 開 催 前 に 試 験 を行 な

う こ とに つ き当委 員 会 の 同 意 を得 な け れ ば な らな い。 そ の組 織 が 志 願 者

を要 求 水 準 ま で十 分 に教 育 し うる と当 委員 会 が完 全 に納 得す る とき のみ,

この種 の同 意 を与 え る こ と にな る。(規 則2参 照)

公 立 系 の専 門学 校 に つ い て は,教 育 科学 省,ス コ ッ トラ ン ド教 育 省,

あ るいは 北 ア イル ラ ン ドの教 育 省 か ら,関 連 した上 級 コー ス の 規 則 に も

とつ い て承 認 を求 め,そ れ を得 た と きに 当委 員会 の承 認 が与 え られ る。

L2す で に関 連 した コー ス を提供 して い る組 織 で,か つ 当委 員 会 が 将 来 の

一231一



コー ス の 受講 生 を試験 す る こ とを要 請 す る意 図 の あ る組 織 体 は い ず れ も

ま た,最 初 の 試 験 を行 い うる コース の開 催 前 に試 験 を行 な うこ とに つ き

当委 員会 の 同意 を得 なけ れ ば な らな い。 そ の組 織 体 が志 願者 を要 求 水 準

ま で十 分 に教 育 し らる と当委 員 会 が完 全 に納 得 す る と きのみ,そ の よ う

な 同意 が一与え られ る こ とにな る。(規 則2参 照)

・ 試験 に対 す る当委 員 会 の同 意 な しに コー ス に出 席す る受 講 生 は ,通 常

受 験 資格 は な い こ とに な る。

1.3一 般 に承 認 さ れ て い る コー ス は6週 間(フ ル ・タ イ ム)か らなウ,使

用 可能 な最 新 のN.C.C.の 基 本 ンス テ ム ・コース ・パ ッケ ー ジに基 づ

い て行 わ れ る。

当委 員 会 は,間 に さ しは さ む 別の コーース ・ス ケ ジュー ル を考 え て お り,

それ に は各 々2週 間 の3講 座 も し くは 各 々3週 間 の2講 座 か ら構成 され

る どち らの場 合 も,最 低180時 間 の 学 習 を しなけ れ ば な らず,志 願 者 は

1年 以 内 に 必 要 な 講座 を修 了 しなけ れ ば な らな い 。公 立 系 の 専 門学 校 の

た め に は一 般 に 容認 され る別 の代 替 コ ース が あ る。 それ は3学 期 間 に わ

た る週1日(最 低180時 間 の 学 習)と3学 期 の上 半 期 内 の 週 末 に 実 施 さ

れ る合 宿1回 とか ら成 る。

1.4英 国 セ ン ター(組 織 体)で 志 願 者 の 受 験 を 申 し出 て い る組 織 体 は,当

.委員 会 の 担 当 者 に 試験 日 と公 式 書 式S.A.1に 基 づ い て関 連 情 報 を あ ら

・ ・か じめ 通 知 しなけ れ ば な らな い。 用 紙 は,担 当 者 か ら入 手す る こ とが で

き,試 験 官 の 出 席 が必 要 とな る 日 よ り少 な く と も9週 間 前 にそ の 用紙 を

担 当 者 に返 送 しなけ れ ば な らな い。

英 国 外 の セ ン ター で志 願者 の受 験 を 申 し出 た い と考 え る組 織 体 は,も

っ と長 い 通知 期 間 を勘案 す る よ うに計 画 しな け れ ば な らな い。 た とえ ば,

申 し出 た 試 験 の 前 に担 当 者 が承 認 を与 え るに 十 分 な期 間 で あ る。

2.受 験 者(手 引 き1参 照)`J

2.1志 願 者 は す べ て,承 認 され た組 織 体 を通 じて 受 験 の 申込 み を しなけ れ

ば な らな い。 試 験 の 冒頭 部 分 で は,コ ース の講 師 に よる評 価 が行 な われ
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る よ うに成 っ て い る の で,す べ て の 志 願 者は そ の特 別 な 試 験 用 に 直接 用

意 され た全 コー ス に 出席 す る必要 が あ る。'

2.2す べ ての 志 願 者 は,試 験 に 用 い られ る言 語 で コ ミュ ニ ケー シ ョ ンで き

る基 本 的 要 件 を満 た して いな け れ ば な らな い。 英 語 に代 わ る言 語 に よる

とい う特 定 の 同 意 が 前 もっ て 当委 員会 か ら得 られ てい る場 合 以 外 は通 常

そ れ は 英 語 とな る。

3.試 験 の概 要

試 験 は三 部 か ら成 る:

3.1第 一 部

コー ス担 当講 師 に よる志 願 者 の漸 進 的 評価 。 専 門 的知 識 ,分 析 能 力.

方 法 論 の3つ の分 野 に 関 して志 願 者 を評 価す べ きで あ る。(手 引 き4.1

で適 切 な 手順 を示 して い る)

3.2第 二 部

該 当組 織 内 で 作成 し,採 点す る筆 記 試験(手 引 き4.2参 照)。 これ に

つ い ては,外 部 の 試 験 官 の 同意 を前 もっ て得 る べ きで あ り,ま た従 来 の

形 式 に よる3時 間 の 試 験 か 参 考書 の参 照 が可 能 な試 験 の どち らか で行 な

うべ き で あ る。 もち ろん,そ の形 式 は 当 委 員 会 か ら承 認 を得 な け れば な

らな い。

3.3第 三 部

内部 の 試 験 官 と,当 委 員会 か ら指 名 され た2名 の外 部 試 験 官 とに よっ

て 行 な わ れ る 口述 試 験 。(手 引 き3.2と4.3参 照)。

3.4試 験 手順 の3部 す べ て を考慮 してな され る全体 的 評 価(手 引 き4 .3の

注 参 照)は,志 願 者 ご とに3名 の 試験 官 に よっ て 行 なわ れ る。 志 願 者 が

3部 す べ て に合格 した と きの み 修 了証 書 が授 与 さ れ る。

4・ 合 格,不 合 格,再 試 験,お よ び 訴 え の 手順

4.13部 に分 か れ て い る試 験 の そ れ ぞれ に合 格 す れ ば,志 願 者 は 当該 試 験
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.に合 格 した こ とに な る。 さ もなけ れ ば通 常,不 合 格 とな る。

4.2し か しな が ら,筆 記 試 験 か 口述 試験 の ど ち らか に失 敗 した 志 願 者 は,

試験 官 の裁 量 に よっ て配 慮 さ れ る。 試験 官 は 当該 志 願 者 に 再 度,(筆 記

試 験 に 失 敗 した 受 験生 に対 して は)筆 記 と 口述 試験 を受 け る よ うに,あ

るい は 口述 試 験 だ け失 敗 した 志 願 者 に対 して は 口述 試験 を受 け る よ うに

指 示 す る。 ま た,試 験 官 は,再 試 験 前 に さ らに 進 ん だ学 習 や経 験 の た め

の時 間 間 隔 を とる こ とを勧 め る で あ ろ う。

4.3追 試 験 の各 部 の最 初 の 試み で失 敗 した対 象志 願 者 は い ず れ も,試 験 官

が不 合 格 とみ なす こ とに な る。

4.4訴 え の 手 順

受 験 者 の 代 りに コー ス担 当 講 師 が 試 験 官 の決 定 に対 す る訴 え を 主張 す

る こ とが で き る。 訴 え は 試 験 後14日 以 内 に当委 員会 の担 当 者 に提 出 さ

れ ね ば な らな い。 そ れ は 当 委 員会 の主 任 試 験 官 と外 部 試 験官 とで検 討 レ

そ の結果 が次 回 の ミー テ ィ ン グ で考 慮 す べ き事項 と して 当委 員会 に 送 ら

れ る0

5・ 受 験 料

5.1受 験 を希 望 す る組 織 体 は受 験 料 を支払 う責任 が あ る。 受 験 料 は 試 験 を

管 理 す る シス テ ム分析 試験 委 員会 に 支払 わ ね ば な らな い。

5.2い ず れ の 試 験 で も当委 員会 の 試 験 官 の 出 席に対 して最 低120ポ ン ドの

支払 を行 うた め に,受 験 申込 み 者1人 当 り15ポ ン ドの受 験 料 が必要 で

あ る。 受 験料 は 少 な くと も試 験 日の15日 前 に 支払 わ れ ね ば な らな い。

当 委 員会 の 試 験 官 は,受 験 料 を支 払 っ て い な い志 願 者 に対 して は 受 験 す

る こ とを許 可 しな い。

5.3規 則1の 要 件 通 りに受 験 通 知 を担 当者 に 提 出 しな け れ ば,試 験 の 手 は

ず を整 え る こ とは不 可能 で あ ろ う。 試験 官 の 出 席要 求 が当 委 員会 に遅 れ

てなされ た ときは・正規 の受験料 助 ・えて30ポ ン ドの遅滞料 を支鋤

ね ば な らな い。 試 験 官 の 出 席 を 手 配 す る こ とが不 可能 な 場 合 で も,こ の
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料 金 は返 却 され な い。

5.4受 験 料 の 払 い 戻 しは しな い。 しか しな が ら,病 気 が 原 因 で 受験 で きな

い 志 願 者 に 対 して 、 あ るいは 払 い戻 しを受 け る契 約 を当 委 員会 の担 当 者

と事 前 に結 ん で い る と きには,追 加 料 金 を支 払 うこ とな く,今 後 の 試験

を1回 だ け 受 け る こ とが認 め られ る。

5.5ど ん な場 合に も,再 受験 を希 望す る とき には,対 象 志 願 者 は受 験 料 を

全 額 支 払 う必 要 が あ る。

6.修 了 証 書 の 授 与

合格 した 受験 者 に は,担 当 者 か らの結果 を当 委 員 会 が 受 理 す る と,コ ン ピ

ュ ー タ教 育 の試 験 に関 す る英 国調 整委 員会 と共 同 して ナ ン ヨナ ル ・コ ン ピュ

ー テ ィ ン グ ・セ ンター に よっ て修 了 証書 が授 与 され る
。 試 験 を主 催 した 組 織

体 に修 了 証 書 が 送 付 さ れ る。

7.あ ら ゆ る試 験 が 規 則1,2,3.2,5に 従 っ て い るか ど うか を確認 す るの

は 主 催 組 織 体 の責 任 で あ る。

手 引 き'

1.'受 講 者 の 申込み

1.1当 委 員会 では コ ー ス の受 講 申込み 者 が 次 の 前 提 を満 た す ことを勧 め る。

試 験 に 用 い られ る言 語 で,口 述 と筆 記 の 両 方 に お い て コ ミュ ニケー トす

る能 力 を十 分 に 有 す る こ と。 お よび,

1.1.1適 切 な能 力 活 用 分野 での 最 低6ケ 月 の デー タ処 理 の経験,な らび

に適 当 な ビジ ネ ス ・コー ス か経 営 管 理 の コー ス を修 了 して い る こ と。

あ るい は,

1:1.2ビ ジ ネス か ま たは 経 営 管 理 の分 野 で 少 な くと も1年 の経 験,な ら

び に デ ー タ処 理 の学 習 に関 す る基 礎 コー ス を修 了 して い る こ と。 あ

る い は,

1.1.3少 な くと も上 記 いず れ か 一方 か ら得 られ る と思 わ れ る理解 力 の程
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度 を生 じさ せ る1.1.1と1.L2と の 組 合 せ。

1.2組 織 体 が受 講 申込 み を審 査 す るの を援 助す るた め と,受 講 生 の 経 歴 に

つ い て の十 分 な情 報 を外 部 試 験 官 に 提供 す るた め に,受 講 生 は受 講 申込

用紙S.A。4.を 申込 み 時 に完 成 す べ きで あ る。 口述 試験 を行な う試 験

官 に は これ を使 用 で き る状 態 に して お くべ きで あ る。

1.3ビ ジネ ス ま た は コ ン ビュ ー テ ィ,ン グvateけ る あ る専 門 的能 力 を有 す る

志 願 者 は,こ の教 育 訓 練 か ら もっ と も多 くの もの を得 る こ とが で きる と

い うこ とが 試 験 の 経 験 か ら言 え る。 この種 の コー ス に 出席す る こ とが ど

の ンス テ ム要 員 に とっ て も有 用 で あ り うる一 方,十 分 な 経験 を もた な い

受 講 生 は 試 験 に参 加 す べ きで は な い。 この よ うな経 験 がな い と他 の面 で

能 力 が あ る学 生 で も失 敗 して しま う こ とに な る。23才 未 満 の受講 生 で

合格 す る者 は ご くわ ず か で あ る。

2.当 委 員 会 の 試験 官 へ の 出席 要 請

様 式S.A.1.の コ ピー に完 全 に 記 入 し,か つ コー ス の資 料O ./aか な る変

更 も明記 しな け れ ば な らな い。 通 常 の 筆 記 試験 を"参 考書 閲覧 可"と す る試

験 に置 き換 え る場 合 に は,試 験 時 間,使 用 を許 可 した テ キス ト,試 験 問 題 の

見本 を様 式S.A.1.に 添 付 しな け れ ば な らな い。 そ の 試験 で カバ ー され る

外 部 講 習 と内容 の リス トも様 式S.A.1.に 添 付す る必要 が ある。 、

3.試 験 の準備

3.1様 式S.A.1.を 受 け 取 る と,当 委 員 会 の担 当 者 は,2名 の外 部 試験

官 を指 名 し,該 当組 織 体 にそ れ を知 らせ る。 そ の あ と,コ ー ス担 当 講 師

は,試 験 の15日 前 に,試 験 官 の所 見 記 入用 紙 と一 諸 に,試 験 の概 要 を

示す 資料 をは じめ と した試 験 の詳 細 を提 出 す る。

3.2コ ース担 当 講 師 は 通 常,受 講 生 の 評 価,筆 記 試 験 の た め の基 準 の設

定,口 述 試験 と最 終 の 評 価,受 講 生 の ラン ク付 け に関 す る内 部 試験 官 と

して 行 動す る こ と が期 待 され る。

しか しな が ら,コ ー ス担 当講 師 以 外 の内 部 試 験 官 を任 命 す る こ とは,

_236一



ト

ゆ

組 織 体 の 自由 で あ る。 当委 員会 の担 当 者 と外 部 試 験 官 に は,内 部 試 験 官

の 名前 と地 位 を通 知 しな け れば な らな い。 この よ うな 場 合 に は,コ ー ス

担 当講 師 は 討 議 に参 加 で きなけ れ ば な らな い し,試 験 中 の一 貫 性 を保 証

す る役 目が あ る。

4.試 験

4.1第 一部 コー ス 担 当 講 師 に よる漸 進的 評価

受 講 生 の 評価 は,コ ー ス 中tsよ び 様 式S.A.2.に 記録 す る各 分野 の

能 力 開発 の 度合 い に応 じて 行 わ れ るべ きで あ る。 担 当講 師 は,口 述 試験

の 直 前 に 口 頭 で の評 価 を詳 し くす る と とが で きる の で,合 否 す れす れ の

受講 生 を評 価 す る助 け に な るか も知:れな い。 次 の4種 類 の評 点 が つけ ら

れ るo

大変 良 い:カ バ ー す る 内容 に関 して 受講 生 が 非 常 に 優 れ た 知織 を有す

る こ と を示 す。

よ い:カ バ ー す る 内容 に つ い て受 講 生 が 満 足 し うる水 準 に到 達 し

て い る こ と を示す 。

普 通:受 講 生 が シス テ ム分 析 に要 求 され る最 小 限 の知 識 を有 す る

こ とを示 す 。 これ ま で以 上 の学 習 と直 接 的 な経 験 を積 む と,

上 位 の 評 点 で ある"よ い"に な る と期 待 され る。

劣 る:受 講 生 が必 要 な知 識 を習 得 してい ない こ とを示 す。

技 術的 知識(S.A。2.の 分 野A)

機 器,ソ フ トウエ ア,基 本 的 な コ ン ピュー タ ・ンス テ ムの技 法 に 関す

る受講 生 の知 識 を評 価 す るた め に この分 野 は 設 け られ て い る。 コー ス 中

に 行 な われ る筆 記 と 口述 の 中間 テス トに基 づ い て,評 価 が な さ れ るべ き

で あ る。

"そ の他 の ビ ジネ ス ・エ イ ド"に は
,デ ー タ準 備 器 機,デ ー タ収 集 器

機,用 紙 処 理機 器,お よび複 写 機 器 を包含 す る。"シ ス テ ム の概 念"の

トピ ックス で は、 バ ッチ/リ アル ・タ イム ・シス テ ム,デ ー タ収 集 とデ
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一 夕の 配 送 ,コ ー デ ィ ン グ ・シス テ ム,フ ァ イル 編 成 と処 理,お よび シ

ス テ ムの 機 密 保 護 は,そ れぞ れ 別 個 に 評 価 され るべ きで あ る。

分 析技 術 な ど(S.A.2.の 分 野B)

コー ス で準 備 され た実 践課 題 と問 題 に 関 して ,コ ー ス 担 当 講師 が くだ

す 受 講 生 の 達 成 度 の評 価 を も とに して 分析 技術 能 力 の 評 価 が な され る。

当該 分 野 では,論 理 的 に状 況 また は 問 題 を判断 す る受 講 生 の能 力 を示 さ

せ る こ と を意 図 して い る。

受講 生 の 事 実 発 見能 力,理 解 力,理 解 力 と選 択 能 力 の速 さ お よび 判 断

力 に つ い て は 慎 重 に評 価 す べ きで あ る。 ま た,こ の 評 価 に お い ては,口

頭 と筆 記 の い ず れ の表 現 力 も重要 で あ る。

方法 論(S.A.2.の 分 野C)

この 分野 で は,職 務 組 織 に対 す る受 講 生 の ア プ ロー チ,読 み易 く,整

然 と して,か つ 正確 に 実 情 を記録 す る能 力 を評 価 す る こ と を意 図 して い

るo

コー ス 中 で完 遂 した 作業 成果 の 内容 とそ の発 表 に も とづ き,か つ 許容

時 間 も考 慮 に入 れ た うえ で評価 を行 な うべ きで あ る。

標 準 文 書 の 使 用,シ ス テ ム ・マ ッ ピ ング,報 告 書 設 計 と レ コー ド設計

お よび 時 間 見積 りに は特 別 の注 意 を支払 うべ きで あ る。

プ ロ ジェ ク ト作業

この 分 野 を様 式S.A。2.と は 別 に 評 価 す る こ と もで きる。

値入 の 特 質

シス テ ム分 析 者 は 任 務 を遂 行 す る上 で あ らゆ る レベ ル の ス タ ッフ とか

か わ りを もつ こ とを認 識 しなけ れ ば な らな い。 した が っ て彼 らが そ の意

に か な う個人 的 特 質 を有 す る こ とが 大切 で あ る。 コー ス 担 当 講師 は 全体

的 評 価 の 一部 と して,受 講 生 が うま くこの 役 割 を果 た し うるか ど うか の

意 見 を述 べ る こ とが 要 求 され る。 この種 の評 価 をす る に当 っ て,考 慮 に

入 れ るべ き もの は 次 の項 目で ある。
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知 性

推進 力 や統 率 力

表 現 能 力

困 難 な状 況 下 で仕 事 を進 め る能 力

チ ー ム で仕 事 をす る能 力

自主的 に仕 事 をす る能 力

組 織 化 し,指 揮 し,動 機 づ け る能 力

4.2第 二 部 組 織 体 で評価 す る筆 記 試 験

第 二 部 で通 常 許 可 され る選 択 問 題 は 次 の通 りで あ る。

日)伝 統 的 な3時 間 の 閉鎖 的 試 験

(a)内 容:コ ー ス の 内容 を十 分 に反 映 した 一定 範 囲 の 問題 か らな る定

型 的 な筆 記 試 験。 試験 問 題 が8問 あっ て そ の うち5問 以 内 を選 ん で

解 答す る とい うの が典 型 的 な もの で あ る。 コー ス で他 の追 加 項 目(

た とえ ば,オ ン ラ イ ン ・ンス テ ム)が カバー され て い る と きに は,

追加 トピック ス に関 す る内 容 を加味 す る た めに,試 験 を最 大20%

まで拡 張 して も よい。

(b)問 題 では,単 に基 本 的 事 実 だ け を問 うの でな く表 明す べ き主 張 や

視 点 の根 拠 を引 き出す こ と をね ら うべ きで あ る。

㈹"参 考 書 を参 照 可 とす る試 験"は もっ と難 しい質 問 か ら成 る。 許 容

時 間 と使 用・され る参 考 書,ノ ー ト,資 料 類 の リス トは 申込 書 に添 え な

け れ ば な らな い。 この 種 の こ とは ま たそ の とき ど きに様 式S.A.1.

に添 付 しな け れ ば な らな い。

4.3第3部3名 の 試験 官 に よ る口述 試験

口述 試 験 開 始 に 先 だ っ て,コ ース 担 当講 師 は各 試験 官 が 行 う次 の 調査

に応 ず る こ とが で き る よ うにす べ きで あ る。

(a)修 了 コー ス の講 師 に よる評 価様 式S.A.2.

(b)登 録 の た め の記 入,S.Ae4.
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(c)筆 記 試験 の点 数 と各 受講 生 の業 務

別 々の セ ン ター 間 で 矛 盾 の な い 試 験基 準 が維 持 さ れ る よ うな 納 得 の い

く合 格 点 にす るた め の 見 解 を確 立す るた め に,合 格 す れす れ の 筆 記 試験

の点 数 を外 部 試 験 官 が 見 直す こ とに な る。 口述 試 験 の 前 に あ らゆ る受験

者 を 分類 す る必 要 は な い が,難 しい場 合 の検 討 を行 っ てお く方 が よい。

口:述試 験 の 目標 は 次 の 通 りで あ る。

(j)個 人 的 特 質 と他 の 人 々に.与え る影 響 力 に 関 して,シ ス テ ム分 析 者

と して の 受 講 生 の 潜 在能 力 を評 価 す る ため。

㈹ 初 級 分析 者 の 任 務 に つ くの に 十 分 な デ ー タ 処理,ビ ジ ネス か また

は経 営 管 理 の 知 織 を受 講 生 が 有 す る こ とを確 か め る こ と。

⑭ コー ス 教 材 に関 す る受 講 生 の 知 識 を考 慮 し,筆 記 試 験 で明 らか に

され た 弱 点 を補 うこ と,通 常,こ れ は コー ス 担 当 講 師 に よる評 価 を

確 認 す る こ とにな ろ う。 な お,別 々の セ ン ター で は合 理 的 か つ矛 盾

の ない 基 準 を確 保 す る よ うに す べ き で あ る。

ω 発 表 と説 得 に関 す る受 講 生 の 技 能 を調 べ る こ と。

(V)コ ー ス の 教 材 の 全般 的表 現 、 形 式,効 果 に関 す る受 講 生 ま たは ス

タ ッ フか らの意 見を記 録 す る こ と。 これ は 当 委 員 会へ の試 験 官 の レ

ポー トに付 加 的 題 材 を提 供 す る こと に な ろ う。

lV}受 講 生 とス タ ッ フの 双 方 に とっ て建 設 的 で,か つ有 用 で あ る こ と。

'口 述試 験 は
,解 答 か ま たは レポー トを準 備 す る受 講生 の能 力 を テ ス ト

す る た めに 広 範 囲 にわ た る こ とに な ろ う。 神 経 に 作 用す る ス トレス を で

きる だけ 少 な くす る ため の あ らゆ る試 み が な され る。

5.試 験 官 の レポ ー ト

3名 の試 験 官 は 試 験 の 結 果 に つい て当 委 員 会 へ 報 告 す る。 そ の レポ ー トに

は,当 該 コース に つ い て,試 験 中か そ れ と も じか の議 論 に お い て現 わ れ た興

味 を そそ る箇 所 を含 む。 試 験 官 の レポー トは で きるか ぎ り建 設 的 で,か つ有

用 とな る で あ ろ う。
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この レポ ー トの コ ピー は,当 協 会 に か か わ り を もっ た組織 体 の た め に担 当

者 に送 付す べ きで あ る。

6.外 部 講 習 会 の利 用

通 常,当 委 員 会 では,教 え る こ との主 要 な部 分 は内 部 の講 議 に よっ て達 成

さ れ る こ と を期 待 して い る。
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